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「『久高島方言辞典』福治友邦･加治工真市共著｣出版のために
加治工真市
福治　友邦
基礎語彙　第５分野　　衣関係語彙
┌
アカ
�
シュ［
┌
ʔaka�ʃu］（名）
べに（紅）。
┌
ビン［
┌biŋ］（口紅）ともいう。�ビン　ティ┌キーン［ �bin　ti┌kiːŋ］（紅
をつける）といった。久高島では紅をつけることはなかった。
┌
アシジャ［
┌
ʔaʃiʤa］（名）
下駄。ユキガ
┌
アシジャ［ jukiga┌ʔaʃiʤa］（男下駄）。ユナグ┌アシジャ［junagu
┌
ʔaʃiʤa］（女下駄）
┌
アミン［
┌
ʔamiŋ］（動）
編む。
┌
アマン［
┌
ʔamaŋ］（編まない）。┌アダ�ン［┌ʔada�ŋ］（編んだ）。アミ┌ブシャ
ン［ʔami┌buʃaŋ］（編みたい）。
┌
アレーガミ［
┌
ʔareːgami］（名）
洗髪した髪。洗い髪。
�
イジャイ　
┌
ニガヤーターヤ　パハジミン　ピーヤ　アレー
ガミヌ　ママル
�
　ニゲー
┌
ガ　イキル［
�
ʔiʤai　┌nigajaːtaːja　pΦaʤimim　p’iːja 
ʔareːgaminu　mamaru�　nigeː┌ga　ʔikiru］（イザイに参加する＜イザイ祈願をす
る＞人は、初日は洗い髪のままで参加する＜祈願しに行く＞）。神事に参加する研修
期間がイサイホーである。それに参加しないと、年間 30 余の神事に参加出来ない。
アンカー
┌
ムスゥビ［ʔaŋkaː┌muθubi］（名）
船の錨を結ぶ特別な結び方。外来語の転訛したもの。
┌
イチメーワー
�
ジ［
┌
ʔiʧimeːwaː�ʤi］（名）
晴れ着。余所行き。単に、
┌
ワー
�
ジ［
┌waː�ʤi］（晴れ着）ともいう。┌イチメーワー�ジ
［
┌
ʔiʧimeːwaː�ʤi］は「自己の所有する衣服の中で最高のもの ｣ の意。プフ┌カチ�　
ン
┌
ギーヤ　ワージ　キチル
�
　イ
┌
キ
�
ンドー［pΦu┌ka�ʧi　ʔŋ┌giːja　waːʤi　kiʧiru�
ʔi┌ki�ndoː］（外出する際は、晴れ着＜外出用着物＞を着て行くんだよ）。┌ワージ　
キチル
�
　プフカ
┌
チャー
�
　ンギール［
┌waːʤi　kiʧiru�　pΦuka ┌ʧaː�　ʔŋgiːru］（晴
れ着を着て外出はするのだよ）
┌
イチュー［
┌
ʔiʧuː］（名）
いと（糸）。絹糸
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┌
イリガン［
┌
ʔirigaŋ］（名）
入れ髪。髪の少ない人が自分の髪に別の髪を足し添え補強してカンプー（結い髪）
を結うのに用いる髪。いれげ。そえがみ。かもじ。
┌
イリガン　イッ
�
ティ　ハリリ
┌
ユーイン［
┌
ʔirigaŋ　ʔit�ti　hariri　┌juːiŋ］（入れ髪を入れて髪を結う）
ウイビ
┌
ガニ［ʔuibi┌ganiː］（名）
指輪
ウシン
┌
チー［ʔuʃin┌ʧiː］（名）
中着の下帯に上着の襟下（褄下）部分を差し込んで着る琉装の着方。「押し貫き」
の義か。ミカ
┌
シャー
�
　ユナ
┌
ゴー
�
　ディキ
┌
ノー　ム
�
ル　ウシン
┌
チー
�
　ヤタロ
［mika┌ʃaː�　juna┌goː�　diki┌noː　mu�ru　ʔuʃin┌ʧiː�　jataro］（昔は、女性の着物
は皆ウシンチーだった）
ウチャ
┌
ガイン［ʔuʧa┌gaiŋ］（動）
目立つようにする。目立つ。「浮き上がる」の義か。
┌
アヌ　チョー
�
　ショー
┌
ガチ
ヌ
�
　シャク　
┌
ハミー
�
ン　バー
┌
イ　モンツキカイ
�
　パハカマ
┌
マリーン　キチ
�
シュークトゥ　ウチャ
┌
ガトゥータスァー［
┌
ʔanu　ʧoː�　ʃoː┌gaʧinu�　ʃaku　┌ha
miː�m　baː┌i　montsukikai�　pΦakama┌mariːŋ　kiʧi�　ʃuːkutu　ʔuʧa┌gatuːtar
○
aː］
（あの人は正月の爵を拝む場合、紋付に袴まで穿いて来るので目立っていたよ）
ウチャ
┌
ガヤー［ʔuʧa┌gajaː］（名）
派手な性格の人。目立つ人。「浮き上がり者」の義か。
ウチャ
┌
トゥーン［ʔuʧa┌tuːŋ］（動）
似合っている。
┌
アンチョー
�
　ハーギ
┌
スィガタヌ
�
　ウチャティ　
┌
シュラッチュ
�
ヤシガ［
┌
ʔanʧoː�　haːgi┌θigatanu�　ʔuʧati　┌ʃuratʧu�　jaʃiga］（あの人は姿形
の均整がとれて容姿端麗な男だ）。
┌
ウヌ　ディキノー　ヤーネー
�
　ユー　ウチャ
┌
トゥーン［
┌
ʔunu　dikinoː　jaːneː�　juː　ʔuʧa┌tuːŋ］（この着物は君によく似合っ
ている）。ウチャ
┌
ラ
�
ン［ʔuʧa┌ra�ŋ］（似合わない）
ウツ
┌
キー［ʔutsu┌kiː］（名）
ふろしき（風呂敷）。ウツ
┌
キーディティミ［ʔutsu┌kiːditimi］（風呂敷包み）。ウツ
┌
キーカイ
�
　ディキ
┌
ノー
�
　ティティ
┌
ミバ［ʔutsu┌kiːkai�　diki┌noː�　titi┌miba］
（風呂敷に着物を包みなさい）。ティティ
┌
ミン［titi┌miŋ］（包む）
┌
ウラ［
┌
ʔura］（名）
うら（裏）。着物の裏地。
�
ウラジ　
┌
スゥイケーン［
�
ʔuraʤi　┌θuikeːŋ］（着物の
裏地を取り替える）。
�
ウラジ　
┌
ヌイヘーイン［
�
ʔuraʤi　┌nuiheːiŋ］（裏地を縫い
かえる）
┌
ウル
�
シ［
┌
ʔuru�ʃi］（名）
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しらみ（虱）を梳きとる櫛。
�
シャミ　
┌
ウトゥスシャー
�
　ウルシ
┌
シャーマル
�
　ウ
トゥ
┌
シュル［
�
ʃami　┌ʔutusuʃaː�　uruʃi┌ʃaːmaru�　ʔutu┌ʃuru］（虱を取る＜落
とす＞のはウルシ櫛で＜ぞ＞梳き落とすのだ）
ウ
┌
ワ
�
ギ［ʔu┌wa�gi］（名）
上着。洋服の上着。新しく標準語から借用されたもの。借用語。
┌
エリ［
┌jeri］（名）
着物の襟。主に和服の襟に対していう。
┌
エリヌ
�
　フィル
┌
スァン［
┌jerinu�　Φiru
┌r
○
aŋ］（着物の襟が広い）
┌
オシロイ［
┌
ʔoʃiroi］（名）
おしろい（白粉）。標準語からの借用語。戦前の久高島では、化粧をするのは学校の
先生ぐらいで、一般の人は化粧をしなかった。
�
シマヌ　
┌
ユナグンシャーヤ
�
　オシ
┌
ロヤー　サーン
�
　ティ
┌
カーンタン
�
　ワッ
┌
ターヤ
�
　オシ
┌
ロイ　チュースァー
�
ミチーン　ミヤン
┌
タン［
�
ʃimanu　┌junaguŋʃaːja�　ʔoʃi┌rojaː　r
○
aːn�　ti┌kaːnta
ŋ�　wat┌taːja�　ʔoʃi┌roi　ʧuːsaː�　miʧiːm　mijan┌taŋ］（島の女達は、オシロイは
誰も使わなかった＜しなかった＞。私たちはオシロイ＜白粉＞というのを見たことは
なかった）
┌
ガラ［
┌gara］（名）
がら（柄）。あや（綾）。マギー
┌
ガラ［magi ː┌gara］（大きな柄。模様の大きな着物。
派手な着物）。
┌
ガラ
�
ヌ　フマ
┌
スァン［
┌gara�nu　Φuma┌r
○
aŋ］（柄が小さい）。┌ガ
ラ
�
ヌ　マギ
┌
スァン［
┌gara�nu　magi┌r
○
aŋ］（柄が大きい。派手な柄である）
カン
┌
プー［kam┌puː］（名）
昔の琉球女性の髪形。頭の後方に結う髪型。
┌
キーン［
┌kiːŋ］（動）
着る。
�
ディキン　
┌
キーン［
�dikiŋ　┌kiːŋ］（着物を着る）。┌キヤン［┌kijaŋ］（着ない）。
キ
┌
チャン［ki┌ʧaŋ］（着た）。キ┌チ�ナーン［ki┌ʧi�naːŋ］（着てしまった）。┌キヤン�
キ
┌
バ［
┌kijaŋ�ki┌ba］（着るな）。┌キーバ［┌kiːba］（着なさい）。┌マジョー�イ　┌キ
ヤ
�
ナ［
┌maʤoː�i　┌kija�na］（一緒に着ようよ）。┌キーブシャ�ン［┌kiːbuʃa�ŋ］（着
たい）。
┌
キヤビラ［
┌kijabira］（＜私が＞着ます。＜私が＞着ましょう）謙譲表現。
┌
ギー
�
ン［
┌giː�ŋ］（動）
もらう（貰う）。
┌
ウヌ　ホノー　アン
�
ダ　
┌
ギタスァー［
┌
ʔunu　honoː　ʔan�da　
┌gitar
○
aː］（この本は、彼＜あれ＞から貰ったよ）。┌ギヤ�ン［┌gija�ŋ］（貰わない）。
ギヤン
┌
タン［gijan┌taŋ］（貰わなかった）。┌ギティ�　フーバ［┌giti�　Φuːba］（貰
ってこいよ）。
┌
ギーブシャ
�
ン［
┌giːbuʃa�ŋ］（貰いたい）。┌ユミ　ギーガ�　イキン
［
┌jumi　giːga�　ʔikiŋ］（嫁を貰いに行く）。┌ユミ　ギティ�　チャン［┌jumi　giti�
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ʧaŋ］（嫁を貰ってきた）。
キスゥー
┌
ニー［kiθuː┌ni］（名）
ネルの着物。スゥスゥ
┌
ヤー　プユヌ
�
　アン
┌
マリ
�
　ピヒー
┌
スァ
�
ン　バー
┌
イヤ
�
　
アースィ
┌
ムンヌ　ッシャカイ
�
　キスゥー
┌
ニー　タカーナー
�
　ハサビーティ　キー
タスァー［θuθu┌jaː　p’ujunu�　ʔam┌mari�　pΦiː┌r
○
a�m　baː┌ija�　ʔaːθi┌munnu　
ʃʃakai�　kiθuː┌niː　takaːnaː�　hasabiːti　kiːtar
○
aː］（年寄りは、冬のあんまり寒い
時には袷の下にネルの着物を二枚ずつ＜二皮ずつ＞重ねましたよ）
┌
キン
�
チャク［
┌kin�ʧaku］（名）
財布（男性用）。
┌
キンチャク　ウトゥチ
�
　ナー
┌
ン［
┌kinʧaku　ʔutuʧi �　naː┌ŋ］（財
布を落としてしまった）。ディン
┌
ブック［dim┌bukku］（女性用の財布。「銭袋」の
義）ともいう。戦前の女性は、ディン
┌
ブック［dim┌bukku］（銭袋）の紐を首に掛け、
財布を懐中に入れて持ち歩いた。
┌
シェンジェノー
�
　ユナグン
┌
シャーヤ
�
　ディノ
ー　ディン
┌
ブクカイ　イッティ　クビ
�
ラ　
�
ハキティ　プトゥ
┌
クーカイ　イッテ
ィル
�
　ムッチ　アッキ
┌
タル［
┌
ʃenʤenoː�　junaguŋ┌ʃaːja�　dinoː　dim┌bukukai
ʔitt’i　kubi�ra　hakiti　p’utu┌kuːkai　ʔitt’iru�　mutʧi　ʔakki┌taru］（戦前は、
女の人たちは、金は銭袋に入れて首から掛け、懐にしまって持ち歩いていた）
�
グー［
�guː］（名）
芭蕉の糸。バシャ
┌
グー［baʃa┌guː］（芭蕉糸）ともいう。昔は芭蕉をたくさん植え
ていた。からむし（苧麻）は久高島にはなかった。バシャ
┌
グーシャーマ
�
　バシャ
┌
リキン
�
　ウイン［baʃa┌guːʃaːma�　baʃari┌kiŋ�　ʔuiŋ］（芭蕉糸で芭蕉布を織る）。
┌
ヌノー
�
　ウ
┌
ラン［
┌nunoː�　ʔu┌raŋ］（布は織らない）。┌ヌン　ウ�ティ　�グン
［
┌nuŋ　ʔu�ti　�guŋ］（布を織っている）
┌
グー［
┌guː］（名）
ひも（紐）。帯紐。グー
┌
シャーマ　クンジュン［ guː┌ʃaːma　kunʤuŋ］（紐でくく
る＜くびる＞）
┌
クツ［
┌kutsu］（名）
靴。新しく標準語から入った借用語。戦前は学校の先生が靴を履いていた。ク
┌
ツ
クミン［ku┌tsu　kumiŋ］（靴を履く）。ク┌ツォー　クマン�キ┌バ�　ハラ┌ピシャ
イキ
�
バ［ku┌tsoː　kumaŋ�ki┌ba�　hara┌piʃa　ʔiki�ba］（靴は履くな。裸足で行け）
ク
┌
ツシタ［ku┌tsuʃita］（名）
靴下。標準語からの借用語。
┌
グシナ［
┌guʃina］（名）
つえ（杖）。
�
グシナ　
┌
ティキン［
�guʃina　┌tikiŋ］（杖をつく）。普通は自家製の
杖を利用した。
┌
アヌ　ウプシューヤ
�
　グシナ　ティ
┌
カンバ　アッキヨースァン　
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ナタン［
┌
ʔanu　ʔupuʃuːja�　guʃina　ti┌kamba　ʔakkijoːr
○
an　nataŋ］（あのお祖
父さんは杖をつかないと歩けなくなった）
┌
クバジマ［
┌kubaʤima］（名）
クバの木の多い島。久高島と津堅島はクバ島といわれた。
┌
クビマ
�
キ［
┌kubima�ki］（名）
襟巻き。標準語からの借用語。あまり使わない。
┌
クミ
�
ン［
┌kumi�ŋ］（動）
はく（履く）。アシ
┌
ジャ　クミ
�
ン［ʔaʃi┌ʤa　kumi�ŋ］（下駄を履く）。┌クマン［┌kumaŋ］
（履かない）。
┌
クラ
�
ン［
┌kura�ŋ］（履いた）。┌クリ�　フー┌バ［┌kuri�　Φuː┌ba］
（履いて来い）。
�
アシジャ　
┌
クミブシャン［
�
ʔaʃiʤa　┌kumibuʃaŋ］（下駄を履き
たい）。
┌
ク
�
リナーン［
┌ku�rinaːŋ］（履いてしまった）。
┌
グリージン［
┌guriːʤiŋ］（名）
ご霊前。仏壇。
┌
クンジュン［
┌k'unʤuŋ］（動）
結ぶ。くくる（括る）。「くびる（縊る）」の転訛したもの。
�
ワー　
┌
クンジュン［
�waː
┌kunʤuŋ］（豚をくくる）。スァ┌ムノー　クンチ�ル　�ムッチ　シュー┌タル［r
○
a┌mu
noː　kunʧi�ru　�mutʧi　ʃuː┌taru］（薪は束ねて＜くくって＞持ってきた）。ジュン
スァ
┌
ネー
�
　スィー　
┌
クンダッタン［ʤunr
○
a┌neː�　θiː　┌kundattaŋ］（巡査に手を
くくられ＜捕縛され＞た）。
┌
クンチャン［
┌kunʧaŋ］（くくった。結んだ。縛った）
┌
ゲーシュン［
┌geːʃuŋ］（動）
①与える。くれる。やる。②反抗する。
┌
ヤーネー　ウヌ　ホノー
�
　ゲー
┌
シュスァー
［
┌jaːneː　ʔunu　honoː�　geː┌ʃur
○
aː］（君にこの本をくれる＜やる＞よ）。┌ヌー�ン
ゲー
┌
サランタン［
┌nuː�ŋ　geː┌sarantaŋ］（何もくれられなかった＜何も貰わなかっ
た＞）
┌
サージ［
┌saːʤi］（名）
はちまき（鉢巻き）。
┌
サージ　マキ
�
ン［
┌ saːʤi　maki�ŋ］（鉢巻きを締める）。チ┌カ
ラシグトゥン　バーイヤ
�
　ティブン
┌
カイ
�
　サージ　
┌
マチル
�
　スタル［ʧi ┌karaʃigu
tum　baːija�　tibuŋ┌kai�　saːʤi　┌maʧiru�　sutaru］（力仕事をする場合は、頭に
鉢巻きをしてやったよ）。
�
サージ　
┌
クンジュン［
�saːʤi　┌kunʤuŋ］（鉢巻きをし
める。タオルを締める）。パハティ
┌
グヮティヌ　ナーディキーヤ
�
　ウンシャク
┌
ターヤ
�
ティブ
┌
ノー
�
　サージ　
┌
マチル
�
　ウン
┌
シャコー
�
　ウシャ
┌
ギール［pΦati┌gwatinu　
naːdikiːja�　ʔuŋʃaku┌taːja�　tibu┌noː�　saːʤi　┌maʧiru�　ʔuŋ┌ʃakoː�　ʔuʃa┌giːru］
（イザイホーと対応する午年の八月のナーディキー祭りには、ウンシャク達は頭に鉢
巻きをしてウンシャク＜神酒＞を差し上げるのだ）
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スァカ
┌
ゲタ［r
○
aka┌geta］（名）
高下駄。標準語の「高下駄」が転訛したもの。高下駄には泥除けがついていて、ハ
イカラな感じのするものであった。一般の人は履かなかった。若い男の人が履いた。
┌
スァキ［
┌r
○
aki］（名）
たけ（丈）。
�
リキンヌ　
┌
スァキ［
�rikinnu　┌r
○
aki］（着物の着丈。襟から裾まで
の着物の長さ＜寸法＞）。
┌
スァキヌ
�
　ナガ
┌
スァン［
┌r
○
akinu�　naga┌r
○
aŋ］（着物の
丈が長い）。
�
スァキヌ　
┌
インキスァン［
�r
○
akinu　┌ʔiŋkir
○
aŋ］（着物の丈が短い）
スァ
┌
キ
�
ン［r
○
a┌ki�ŋ］（動）
裂く。引き裂く。引き破る。スァ
┌
カ
�
ン［r
○
a┌ka�ŋ］（裂かない）。スァ┌チャ�ン
［r
○
a┌ʧa�ŋ］（裂いた）。スァ┌キバ�　スィミン┌ムン�ヌ［r
○
a┌kiba�　θimim┌mun�nu］（裂
けばよいのに）。スァカン
┌
キバ［r
○
akaŋ┌kiba］（裂くなよ）。スァ┌キバ［r
○
a┌kiba］（裂
きなさいよ。裂けよ）
┌
スァタミン［
┌r
○
atamiŋ］（動）
たたむ（畳む）。
�
リキン　
┌
スァタミン［
�rikiŋ　┌r
○
atamiŋ］（着物を畳む）。┌スァ
タマン［
┌r
○
atamaŋ］（着物を畳まない）。┌スァタラン［┌r
○
ataraŋ］（畳んだ）。┌スァ
タマン
�
キ
┌
バ［
┌r
○
atamaŋ�ki┌ba］（畳むな）。┌スァタミブシャン［┌r
○
atamibuʃaŋ］（畳
みたい）。
�
リキン　
┌
スァタミバ［
�rikin　┌r
○
atamiba］（着物を畳みなさい）。┌チ
ンチパハラ［
┌
ʧinʧipΦara］（着物。衣類）
┌
サナジ［
┌sanaʤi］（名）
ふんどし（褌）。紐を付けず、六尺の白布を巻いて褌にした。男子が十三歳になった
ら褌を締めさせてサングヮティ
┌
ディナ［saŋgwati┌dina］（三月三日の漁）に参加さ
せた。ユキ
┌
ガー
�
　ジュー
┌
サン　ナイヤー
�
　パジミティ　サナ
┌
ジ　ッチ
�
　サン
グヮティ
┌
ディナッチ　ソーラ
�
ティ　
┌
イキ
�
タン［juki┌gaː�　ʤuː┌san　naijaː�　
paʤimiti　sana┌ʤi　tʧi�　saŋgwati┌dinatʧi　soːra�ti　┌ʔiki�taŋ］（男の子は十三歳
になったら、はじめて褌を締めて＜着て＞三月綱の漁に連れて行かれた）。久高島では
祖父たちは全員六尺褌を着用していた。サングヮティ
┌
ディナ［saŋgwati┌dina］で
は、
┌
アンティキャー［
┌
ʔantikjaː］（追い込み漁）が実施された。
┌
スァバ［
┌r
○
aba］（名）
草履。アランパハー
┌
スァバ［ʔarampΦaː┌r
○
aba］（アダン葉で作った草履）が中心であった。
フィージー
┌
クミャー［Φiːʤiː┌kumjaː］（日常の履物）はアランバー┌スァバであった。
ワラ
┌
グ
�
ティ［wara┌gu�ti］（アダンの気根の繊維で作った草履。女性が蛸捕りに行
くときや男性が漁に出る際に履いた履物）。ワラ
┌
グティ　クリ
�
　ウミ
┌
チャー　イキ
バ［wara┌guti　kuri�　ʔumi┌ʧaː　ʔikiba］（草鞋を履いて漁に＜海へ＞行きなさい）。
ハ
┌
チラ
�
　ウ
┌
ミ
�
チ　イ
┌
キーヤ
�
　ワラ
┌
グ
�
ティ　
┌
クマンバー［ha┌ʧira�　ʔu┌mi�ʧi
Hosei University Repository
－ 45 －
ʔi┌kiːja�　wara┌gu�ti　┌ kumamba］（歩いて＜カチ「徒歩」＞で漁に行くときは
草履を履きなさいよ）。ワラ
┌
グ
�
ティ　
┌
クリ　イカンバ［wara┌gu�ti　┌kuri　
ʔikamba］（草鞋を履いて行きなさいよ）
スァバ
┌
キン［r
○
aba┌kiŋ］（動）
髪を梳く。梳る。
�
ハリリ　
┌
スァバキン［
�hariri　┌r
○
abakiŋ］（髪を梳く。梳る）。スァ
バ
┌
カン［r
○
aba┌kaŋ］（髪を梳かない。梳らない）。スァバ┌チャン［r
○
aba┌ʧaŋ］（梳っ
た）。スァバキ
┌
ブシャン［r
○
abaki┌buʃaŋ］（梳りたい。髪を梳きたい）
┌
スァバチ［
┌r
○
abaʧi］（名）
くし（櫛）。スァバチ
┌
シャーマ
�
　ハリリ　
┌
スァバキン［sabaʧi┌ʃaːma�　hariri
┌r
○
abakiŋ］（櫛で髪を梳る）。�ミーヌ　┌アラスァン［ �miːnu　┌ʔarar
○
aŋ］（櫛の目
が粗い）。
�
ミーヌ　
┌
フマスァン［
�miːnu　┌Φumar
○
aŋ］（目が細かい）
┌
スァビ［
┌r
○
abi］（名）
たび（足袋）。スァー
┌
ビ［r
○
aː┌bi］（足袋）ともいう。現在では、パハティ┌グヮティグル
イ［pΦati┌gwatigurui］（八月踊り）の際に女性は白足袋を履いて踊っているが、昔
は足袋を履かなかった。
�
スァビ　
┌
クミン［
�r
○
abi　┌kumiŋ］（足袋を履く）。�ス
ァビ　
┌
クリ
�
　イキン［
�r
○
abi　┌kuri�　ʔikiŋ］（足袋を履いて行く）。ジカ┌タビ
［ʤika┌tabi］（地下足袋）は新しく標準語から入ってきた借用語。
┌
スァム
�
トゥ［
┌r
○
amu�tu］（名）
たもと（袂）。
┌
リキンヌ　スァム
�
トゥ［
┌rikinnu　r
○
amu�tu］（着物のたもと＜袂＞）
┌
スァレ
�
ー［
┌r
○
are�ː］（名）
たらい（盥）。
┌
スァレーッ
�
チ　
┌
ミ
�
リ　
┌
イリーン［
┌r
○
areːt�ʧi　┌mi�ri　┌ʔiriːŋ］（盥
に水を入れる）。ウイ
┌
エー
�
ン　
┌
バーイ
�
　ハ
┌
ミンチュヌ　ウブノー
�
　スァレー
┌
カイ
�
　ハミティ　ムッ
┌
チ　イキタロ［ʔui┌jeː�m　┌baːi�　ha┌minʧunu　ʔubu
noː�　r
○
areː┌kai�　hamiti　mut┌ʧi　ʔikitaro］（お祝いの時、神職者＜神人＞へのウ
ブンは盥に入れ、頭に載せて持って行ったものだ）
シクタナ
┌
スァン［ʃikutana┌r
○
aŋ］（形）
みすぼらしい。外見が貧弱である。シュ
┌
クタナ　シュガイ　チュー
�
ン［ʃu┌kutana
ʃugai　ʧuː�ŋ］（みすぼらしい身なりをしている）。シュクタイ┌シュガイ　チュー�
ン［ʃukutai┌ʃugai　ʧuː�ŋ］（みすぼらしい身なりをしている）ともいう
シッ
┌
プール［ʃip┌puːru］（名）
びしょ濡れ。「しおたれ（潮垂れ）」の転訛したものか。
┌
ナティグリネー　ンディティ
�
シッ
┌
プール　ナティ
�
　ヘー
┌
ティ
�
　チャン［
┌natigurineː　nditi�　ʃip┌puːru　
nati�　heː┌ti�　ʧaŋ］（にわか雨＜驟雨＞でびしょ濡れになって帰ってきた）
ジ
┌
バン［ʤi┌baŋ］（名）
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じゅばん（襦袢）。標準語からの借用語。せいけん（生絹）を用いて作った。
┌
モンツ
キ　キー
�
ン　
�
バーイヤ　
�
ナガジュバンラ　
┌
キチカラ
�
　ナガ
┌
ジヌン　キチ　ウンダ
ル　ハウラー　キー
�
ル［
┌montsuki　kiː�m　�baːija　�nagaʤubanra　┌kiʧikara�
naga┌ʤinuŋ　kiʧi　ʔundaru　hauraː　kiː�ru］（紋付を着るときは襟の白い長襦袢
から着て、長衣を着、それから羽織を着る）
┌
ジビタムン［
┌
ʤibitamuŋ］（名）
だらしない者。
�
ジビタ　
┌
シュガイ［
�
ʤibita　┌ʃugai］（だらしない格好。だらしな
い姿、身なり）。
┌
アラー
�
　ジビタ　
┌
シュガイ　チューン［
┌
ʔaraː�　ʤibita　┌ʃugai
ʧuːŋ］（あれ＜彼＞はだらしない格好をしている）
┌
シミ［
┌
ʃimi］（名）
しみ（染み。汚点）。着物に付くしみ（汚点）。リキン
┌
カイ
�
　シミヌ　
�
ティチュー
ン［rikiŋ┌kai�　ʃiminu　�tiʧuːŋ］（着物に染み＜汚点＞が付いている）
シュラ
┌
シュガ
�
イ［ʃura┌ʃuga�i］（名）
①おしゃれ。美しく化粧をすること。
┌
アラー
�
　スゥ
┌
リー
�
ン　バー
┌
イヤ
�
　チャー
シュラ
┌
シュガイッ
�
チ　シュークトゥ　ウチャ
┌
ガイスァー［
┌
ʔaraː�　θu┌riː�m
baː┌ija�　ʧaː　ʃura┌ʃugait�ʧi　ʃuːkutu　ʔu┌ʧagaittar
○
aː］（あの人は集まりのあ
る場合、いつもおしゃれをして来るので目立って＜浮き上がって＞いたよ）。
②支度。身支度。身づくろい。化粧。
�
シューヤ　
┌
スゥリー
�
ヌ　アン
┌
チャーマ　シュ
ガ
�
ティ　
┌
イキタスァー［
�
ʃuːja　┌θuriː�nu　ʔan┌ʧaːma　ʃuga�ti　┌ʔikitar
○
aː］
（今日は集まりがあるといって、身支度を＜綺麗な身なりを＞して出かけよったよ）
シュラ
┌
スァン［ʃura┌r
○
aŋ］（形）
美しい。清潔である。「清ら『源氏物語』・サ・有り」の融合変化した形。シュラスァ
┌
ナイン［ʃurar
○
a┌naiŋ］（美しくなる）。┌シュラッチュ［┌ʃuratʧu］（男性の美しい
人。美男）。シュラ
┌
スァー
�
　ナーン［ʃura┌r
○
aː�　naːŋ］（美しくない）。シュラス
ァ
┌
ナイン［ʃurar
○
a┌naiŋ］（美しくなる）。シュラ┌スァリバヤー［ʃura┌r
○
aribajaː］（美
しければよいのになあ）。シュラ
┌
スァンシャコー　ホーイスァ［ʃura┌r
○
aŋʃakoː　ho
ːir
○
a］（美しければ買うよ）。シュラ┌スァンシャコー�　スィミ┌スィガヤー［ʃura┌r
○
a
ŋʃakoː�　θimi┌θigajaː］（美しければいいのになあ）。�シュラスァ　トゥ┌クイン［ �ʃu
rar
○
a　tu┌kuiŋ］（美しく作る。綺麗に作る）
シュラハー
┌
ギー［ʃurahaː┌giː］（名）
美女。美人。「清ら影」の義か。
┌
アラー
�
　シュラハー
┌
ギー　ヤン［
┌
ʔaraː�　ʃuraha
ː┌giː　jaŋ］（あれは美人だ）。┌アラー�　シュラハー┌ギー�　ヤル［┌ʔaraː�　
ʃurahaː┌giː�　jaru］（あれは美人だ）
シェン
┌
タク［ʃen┌taku］（名）
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洗濯。標準語からの借用語。シェン
┌
タク　シュン［ʃen┌taku　ʃuŋ］（洗濯する）。
┌
ハーチ
�
　ディキン　
┌
アレーガ
�
　イキン［
┌haːʧi�　dikiŋ　┌ʔareːga�　ʔikiŋ］（井
戸へ着物を洗いに行く）。
┌
ハーンディ
�
ル　シェン
┌
タコー
�
　スル　ヤー
┌
カヤー　サ
ン［
┌haːndi�ru　ʃen┌takoː�　suru　jaː┌kajaː　r
○
aŋ］（井戸で洗濯はする。家ではし
ない）
スィー
┌
グスゥイ［θiː┌guθui］（名）
てぐす（天蚕糸）。釣り針に結び釣り糸につないで使用した。貴重な釣り糸であった。
スィリ
┌
キーン［θiri┌kiːŋ］（動）
擦り切れる。着物の裾などが擦り切れることにいう。ティリ
┌
キーン［tiri┌kiːŋ］（擦
り切れる）ともいう。
┌
スゥイ
�
ン［
┌θui�ŋ］（動）
そる（剃る）。
┌
ピジ　スゥイ
�
ン［
┌p’iʤi　θui�ŋ］（鬚を剃る）。┌ピジ　スゥラ�ン
［
┌p’iʤi　θura�ŋ］（鬚を剃らない）。スゥ┌タ�ン［θu┌ta�ŋ］（剃った）
┌
スィラシュン［
┌θiraʃuŋ］（動）
顔を化粧する。おしゃれをする。磨いたり飾ったりする。装飾する。美しくする。
ユナグン
┌
シャー
�
　スゥ
┌
リー
�
ヌ　アン
┌
チャーマ　スィラチュータン［junaguŋ
┌
ʃaː�　θu┌riː�nu　ʔan┌ʧaːma　θiraʧuːtaŋ］（女性達は集まりがあるといって、お
化粧＜おしゃれ＞をしていた＞。）
┌
スィラ
�
チ　アッ
┌
キスァー［
┌θira�ʧi　ʔak
┌kir
○
aː］（化粧をしているよ）
┌
スゥ
�
スゥ［
┌θu�θu］（名）
すそ（裾）。
┌
スゥスゥヌ
�
　スィリキリ
┌
トゥー
�
ン［
┌θuθunu�　θirikiri┌tuː�ŋ］（裾
が擦り切れている）。
┌
リキンヌ　スゥ
�
スゥ　
┌
ピッパラン
�
キ
┌
バ［
┌rikinnu　θu�
θu　┌pipparaŋ�ki┌ba］（着物の裾を引張るなよ）
スゥ
┌
ナー
�
ギ［θu┌naː�gi］（名）
たすき（襷）。スゥ
┌
ナーギ　シュ
�
ン［θu┌naːgi　ʃu�ŋ］（たすき＜襷＞を掛ける＜す
る＞）。
┌
シグトゥ　シュ
�
ン　バー
┌
イヤ
�
　スゥ
┌
ナーギッチル
�
　シュル［
┌
ʃigutu　
ʃu�m　baː┌ija�　θu┌naːgitʧiru�　ʃuru］（仕事をするときは襷をかけて＜襷をして＞
するのだ）
┌
スゥリ［
┌θuri］（名）
そで（袖）。
�
リキンヌ　
┌
スゥリ［
�rikinnu　┌θuri］（着物の袖）。ナガ┌スリ［naga
┌θuri］（長袖）。パハン┌スゥリ［pΦan┌θuri］（半袖）。┌ウヌ　リキノー　スゥリ
ヌ
�
　インキ
┌
スァヌ　キヤラン　ナトゥーン［
┌
ʔunu　rikinoː　θurinu�　ʔiŋki
┌r
○
anu　kijaran　natuːŋ］（この着物は袖が短くて着られなくなっている）。┌キヤ
ラン　ナトゥー
�
クトゥ　ウットゥ
┌
ネー
�
　フシ
┌
ラナ［
┌kijaran　natuː�kutu　
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ʔuttu┌neː�　Φuʃi┌rana］（着られなくなっているので、弟に着せよう）
ス
┌
カー
�
ト［su┌kaː�to］（名）
スカート（skirt）。外来語（英語）からの借用語。昭和 11年ごろまで久高島にはなかっ
た。戦後になって流行するようになった。
┌
スォ
�
ー［
┌θo�ː］（名）
さお（竿）。普通は、
┌
スァラ
�
　スォーッ
┌
チル　イール
�
　ムンプフシャー
┌
スォーッ
チャー
�
　イ
┌
ヤ
�
ン［
┌r
○
ara�　θoːt┌ʧiru　ʔiːru�　mumpΦuʃaː┌soːtʧaː�　ʔi┌ja�ŋ］（た
だ竿と＜ぞ＞いう。物干し竿とは言わない）。プフシムン
┌
スォ ［ーpΦuʃimun┌θoː］（干
し物竿）ともいうこともある。村に葬式が出るとき、家々では竿を門の内側に倒し
ておき、その竿と平行に竈の灰を線状に引いて悪霊の進入するのを防ぐ習慣があっ
た。現在は竈の灰がないので、竿を置くだけである。
┌
スガ
�
イ［
┌suga�i］（名）
身なり。容姿。姿かたち。ハーギ
┌
スィガタ［haːgi┌θigata］（容姿）ともいう。シュ
ラ
┌
スガイ［ʃura┌sugai］（美しい身なり。正装した美しい姿）。┌ヤナスガイ［┌ja
nasugai］（醜い身なり。不恰好な身なり）
ス
┌
テテコ［su┌teteko］（名）
すててこ。夏のズボン下。標準語からの借用語。老人は日常的には着用しなかった。
┌
ズボン［
┌
ʣuboŋ］（名）
ズボン（jupon）。外来語（仏語）からの借用語。大正の末期頃から着用されるよう
になった。
�
ズボン　
┌
キーン［
�
ʣuboŋ　┌kiːŋ］（ズボンをはく＜着る＞）。┌イチネ
ンヌ
�
　ナカバ　
┌
マングララ
�
　ヨーフク　フ
┌
シラッタン［
┌
ʔiʧinennu�　nakaba
┌maŋgurara�　joːΦuku　Φu┌ʃirattaŋ］（一年の半ばごろから洋服を着せられた）。
�
ズボン　キ
┌
チュースァー
�
　イキ
┌
ラスァタン［
�
ʤuboŋ　ki┌ʧuːr
○
aː�　ʔiki┌rar
○
ataŋ］
（ズボンを着ている人は少なかった）
┌
ソー
�
シキ［
┌soː�ʃiki］（名）
┌
クニガミヌ　マーッ
�
チ　ソーシ
┌
キン　バーヤ
�
　ユキ
┌
ガー
�
　ミミ
┌
カイ
�
　シル
┌
バナ　サチ
�
　ユナ
┌
ゴー
�
　ティブン
┌
カイ　サチル
�
　ソーシキ
┌
チャー
�
　ンギー
タル　
┌
ウンニーヤ
�
　スァマガエー
┌
ターガ
�
　ソー
┌
シキヌ　ティルル　ウタティル
�
ソーシ
┌
キャー　スタロ［
┌kunigaminu　maːt�ʧi　soːʃi┌kim　baːja�　juki┌gaː�　
mimi┌kai�　ʃiru┌bana　satʧi�　juna┌goː�　tibuŋ┌kai　saʧiru�　soːʃiki┌ʧaː�　ʔŋgi
taru　┌ʔunniːja�　r
○
amagajeː┌taːga�　soː┌ʃikinu　tiruru　ʔutatiru�　soːʃi┌kjaː　
sutaro］（ニーッチュ、ホカマノロ、クダカノロ、ニーガミ、ノロ・ニーガミの補佐役
のクニガミが亡くなって、葬式を出す場合は男は耳に白花を挿し、女は頭に挿して葬
式に参列した。その時にはスァマガエー達＜イザイホーに参加した 70歳までの女性＞
Hosei University Repository
－ 49 －
が葬式のスィルル＜ティルル＞を歌って葬式をおこなった）。ジュー
┌
グヤー
�
トゥカ
パハティグヮティトゥカ　マギシティ
┌
ビン　バーイ　マーシーヤ　ガンカヤー　ヌ
シラナー
�
　イリーバラ　
┌
ミチ
�
ラ　サギガタ
┌
ミー　サッティル
�
　ウクラリータ
ロ［ʤuː┌gujaː�tuka　pΦatigwatituka　magiʃiti┌ bim　baːi　maːʃiːja　gaŋkajaː　
nuʃiranaː�　ʔiriːbara　┌miʧi�ra　sagigata┌miː　sattiru�　ʔukuraritaro］（十五
夜とか八月祭りとか大きな祈願祭の時に亡くなるとガン（龕）には載せず、西側の道
から下げ担ぎにされて葬送＜野辺送り＞された＜戦後廃止された＞）
┌
ソールイガナシ［
┌soːruiganaʃi］（名）
男性神職者。「竿取り神さま＜加那志＞」の義。カベール山に鎮座まします神様。ハ
┌
ビャーンヌ　ハンジャナシー［ha┌bjaːnnu　hanʤanaʃiː］（カベール山の神様）と
もいう。竜宮の神を祀る神職の人で、「ハッシャ［
┌haʃʃa］（カシラ＜頭＞。五十歳
前後の男性が勤める村役人。村の神行事の使役に当たる人）を勤めた人がソールイ
ガナシを務めることが出来る。六十歳前後にその役が回ってくる。任期は２年。隔
年ごとに任期が替わる。１年目は前任者より指導を受け、翌年はその人が新任者を
指導して次の年に退任するシステムになっている。
タン
┌
ジェン［tan┌ʤeŋ］（名）
綿入れの防寒着。男用、女用のタン
┌
ジェンがあった。タン
┌
ジェンを持っている人
は少なかった。
ダン
┌
パチヤー［dam┌paʧijaː］（名）
理髪店。床屋。ダン
┌
パチ　キーガ
�
　イキン［dam┌paʧi　kiːga�　ʔikiŋ］（断髪し
に行く＜断髪切りにいく＞）。久高島には理髪店はなかった。
チー
┌
ムン［ʧiː┌muŋ］（名）
着るもの。着物。袷の着物。
┌
アースィムン［
┌
ʔaːθimuŋ］（袷。袷の着物）ともいう。
┌
チンパハ
�
ラ［
┌
ʧimpΦa�ra］（名）
着物。「はだぎぬ（肌衣）」の音位転倒（metathesis）したもの。
ツ
┌
ツ
�
ビ［tsu┌tsu�bi］（名）
おび（帯）。へこおび（兵児帯）。しごきおび（扱き帯）。おぶいひも（負ぶい紐）。
�
ツツ
ビ　
┌
シミーン［
�tsutsubi　┌ʃimiːŋ］（帯をしめる）。�ツツビ　┌シュン［ �tsutsubi
┌
ʃuŋ］（帯をする）ともいう。ユ┌キガン�　ユナ┌グン�　ツツビ┌ビカーン　チュー
タル［ju┌kigaŋ�　juna┌gun�　tsutsubi┌bikaːŋ　ʧuːtaru］（男も女も兵児帯だけし
ていた＜締めた＞）。ツツビ
┌
シャーマル
�
　ワラ
┌
ビャー
�
　オーパハ　シュ
┌
タル
［tsutsubi┌ʃaːmaru�　wara┌bjaː�　ʔoːpΦa　┌ʃutaru］（負ぶい紐＜帯＞で子供は負
んぶしたよ）。オーパハ
┌
シュン［ʔoːpΦa┌ʃuŋ］（負んぶする）
┌
ティギ［
┌tigi］（名）
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つぎ（継ぎ）。着物の破れを補修したもの。
┌
ティギ　アティーン［
┌tigi　ʔatiːŋ］（継
ぎを当てて補修する）。
�
フー　
┌
シュン［
�Φuː　┌ʃuŋ］（繕う）ともいう
┌
ティーサージ［
┌tiːsaːʤi］（名）
てぬぐい（手拭）。タオル。
�
ディキン［
�dikiŋ］（名）
着物。
┌
ハーチ
�
　ディキン　
┌
アレーガ
�
　イキン［
┌haːʧi�　dikiŋ　┌ʔareːga�　
ʔikiŋ］（井戸へ着物を洗いに行く）
ティビグッ
┌
スゥイ［tibiguθ┌θui］（名）
びていこつ（尾骶骨）。尾骨。
┌
ティビハイギ［
┌tibihaigi］（名）
しりからげ。着物のすそを捲り上げて帯びに差し挟むこと。
┌
ティビハイギ　ッチ
�
アッ
┌
キン［
┌tibihaigi　tʧi�　ʔak┌kiŋ］（尻からげをして歩く）。┌アミヌ�　プヤー
マ　
┌
ティビハイギ　ッチ
�
ル　
┌
ヘーティ
�
　チャル［
┌
ʔaminu�　p’ujaːma　┌ti
bihaigi　tʧi�ru　┌heːti�　ʧaru］（雨が降ったので、尻からげをして帰ってきた）
┌
ティマンキン［
┌timaŋkiŋ］（動）
しわ（皺）を伸ばす。糊付けした着物が乾くと、それに水を打ってシワ（皺）を伸ばし、
再度干した。
�
ヌイ　
┌
イッティ　ディキン
�
ヌ　
┌
ハーラキーヤ　ミリ　プ
�
ティカ
ラ　ティマン
┌
チ　マ
�
タ　ハーラカスタロ［
�nui　┌ʔitti　dikin�nu　┌haːrakiːja
miri　pu�tikara　timan┌ʧi　ma�ta　┌haːrakasutaro］（糊を入れて着物が乾いた
ら水を打ってシワ＜皺＞を伸ばして、また乾かしたものだよ）
┌
ティラブ
�
シ［
┌tirabu�ʃi］（名）
むしぼし（虫干し）。日干しにして虫干しをすること。上質の着物は、
┌
シュガシュ
�
ン［
┌
ʃugaʃu�ŋ］（陰干しにする。日陰で、室内で風通しをして乾かすこと）にした。
ピヒージー
┌
キヤーヤ
�
　ティラ
┌
ブシッチル
�
　ハジミータロ［pΦiːʤiː┌kijaːjaː�　ti
ra┌buʃitʧiru�　haʤimiːtaro］（普段着は日干しにして＜太陽に干して＞仕舞った＜
隠した、納めた＞のだ）
ティリ
┌
キリーン［tiri┌kiriːŋ］（動）
擦り切れる。スィリ
┌
キリーン［θiri┌kiriːŋ］（擦り切れる）ともいう。�ズブン
ヌ　
┌
ティビヌ　トゥクマヌ
�
　スィリ
┌
キトゥー
�
ン［
�
ʥubunnu　┌tibinu　
tukumanu�　θiri┌kituː�ŋ］（ズボンの尻のところが擦り切れている）ズ┌ブン�ヌ
ナガ
┌
スァヌ　スゥスォー
�
　スィリ
┌
キトゥーン［ʥu┌bun�nu　naga┌r
○
anu　θuθoː�
θiri┌kituːŋ］（ズボンが長くて、裾が擦り切れている）
┌
ティル［
┌tiru］（名）
つる（弦）。三味線の弦。
┌
ミーディル［
┌miːdiru］（女弦。細い弦）。┌グーディ�ル
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［
┌guːdi�ru］（雄弦。太い弦）。ナカ┌ディ�ル［naka┌di�ru］（中弦。中程度の弦）が
ある
┌
トゥックイン［
┌tukk'uiŋ］（動）
魚網を繕う。
┌
アミヌ
�
　ヤン
┌
ディトゥー
�
ン　トゥ
┌
クマ
�
　トゥッ
┌
クイ
�
ン［
┌
ʔami
nu�　jan┌dituː�n　tu┌kuma�　tuk┌k'ui�ŋ］（網の破れたところを繕う）。トゥッ┌ク�
ティ　
┌
グン［tuk┌ku'�ti　┌guŋ］（繕っている）。┌トゥック�ラン［┌tukk'u�raŋ］（繕
わない）。
┌
トゥックイブシャン［
┌tukk'uibuʃaŋ］（繕いたい）。┌トゥックラン�キ┌バ
［
┌tukk'uraŋ�ki┌ba］（繕うなよ）
┌
ドゥジン［
┌duʤiŋ］（名）
胴衣。礼装のときに着る下着。肌着の上に着る丈の短い襦袢に似た、白色の女性用
七分袖のシャツ。
┌
ハカン［
┌ hakaŋ］（したも＜下裳＞）と合わせて着る。
ドゥルブッ
┌
ター［durubut┌t'aː］（名）
泥だらけ。泥まみれ。ドゥルブッ
┌
ター　ナイン［durubut┌t'aː　naiŋ］（泥まみれに
なる）。ワラ
┌
ビ
�
ヌ　ドゥルブッ
┌
ター　ナ
�
ティ　ヘー
┌
ティ
�
　チャン［wara┌bi�nu　
durubut┌t'aː　na�ti　heː┌ti�　ʧaŋ］（子供がどろだらけになって帰ってきた）
ナガ
┌
ジン［naga┌ʤiŋ］（名）
ながぎぬ（長衣）。羽織の下に着る着物。襟は白色。
ナティ
┌
ムン［nati┌muŋ］（名）
夏着。「夏物」の義。ナティ
┌
ムノー
�
　バシャー
┌
ガ
�
ル　ウプ
┌
スァ
�
ル［nati┌munoː�
baʃaː┌ga�ru　ʔupu┌r
○
a�ru］（夏着は芭蕉の着物が多い）。ナティ┌ムノー�　スィラ┌シャ
クトゥ
�
　バシャー
┌
ガ
�
ル　ウプ
┌
スァタロ［nati┌munoː�　θira┌ʃakutu�　baʃaː┌ga�
ru　ʔupu┌r
○
ataro］（夏物は、涼しいので芭蕉着が多かった）
┌
ヌイ［
┌nui］（名）
のり（糊）。
�
ヌイ　
┌
イリー
�
ン［
�nui　┌ʔiriː�ŋ］（糊付けする＜糊を入れる＞）。
�
ヌイ　
┌
ティキーン［
�nui　┌tikiːŋ］（糊付けをする＜糊を付ける＞）ともいう
┌
ヌギ
�
ン［
┌nugi�ŋ］（動）
脱ぐ。
�
ディキン　
┌
ヌギン［
�dikin　┌nugiŋ］（着物を脱ぐ）。┌ヌガ�ン［┌nuga�ŋ］（脱
がない）。
┌
ヌジャ
�
ン［
┌nuʤa�ŋ］（脱いだ）。ヌガン┌キバ［nugaŋ┌kiba］（脱ぐな）。
ヌギ
┌
ブシャン［nugi┌buʃaŋ］（脱ぎたい）
┌
ヌン［
┌nuŋ］（名）
ぬの（布）。
┌
ヌン　ウイン［
┌nuŋ　ʔuiŋ］（布を織る）。現在は布を織る人はいない。
┌
ヌンギリ［
┌nuŋgiri］（名）
ぬのぎれ（布切れ）。布の切れ端。
┌
ヌンギリシャーマ
�
　フー　
┌
シュン［
┌nuŋgiriʃaː
ma�　Φuː　┌ʃuŋ］（布切れで継ぎ当てをする。継ぎ当てをして繕う）
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ノーイ
┌
ムン［noːi ┌muŋ］（名）
縫い物。裁縫。ノーイ
┌
ムン
�
チ　グスァー［noːi┌mun�ʧi　┌gur
○
aː］（縫い物をして
いるよ）。
�
ショーガチ
┌
ディキン　ノーティ
�
　グスァー［
�
ʃoːgaʧi┌dikin　noːti�　
gur
○
aː］（正月の晴れ着＜正月着物＞を縫っているよ）
┌
ノーイン［
┌noːiŋ］（動）
縫う。
�
ディキン　
┌
ノーイン［
�dikin　┌noːiŋ］（着物を縫う）。┌ノーラン［┌noːraŋ］（縫
わない）。
┌
ノータン［
┌noːtaŋ］（縫った）。┌ノーイブシャン［┌noːibuʃaŋ］（縫いたい）。
�
ワーガ　
┌
ノーイクトゥ
�
　ハスィー　
┌
スィバ［
�waːga　┌noːikutu�　haθiː　┌θi
ba］（私が縫うから手伝いをしなさい）。�ティガネー　┌スィバ［ �tiganeː　┌θiba］（手
伝いをしなさい）
ハー
┌
スァバ［haː┌r
○
aba］（名）
皮草履。草履の下に皮をつけてあるもの。礼式用として履くもので、普通は用いなかっ
た。所持している人も極めて少なかった。
┌
ハーラカシュン［
┌haːrakaʃuŋ］（動）
乾かす。
┌
ハーラカスァン［
┌haːrakar
○
aŋ］（乾かさない）。┌ハーラカチャ�ン［┌ha
ːrakaʧa�ŋ］（乾かした）。┌ハーラカスァン�キ┌バ［┌haːrakar
○
aŋ�ki┌ba］（乾かすな）。
┌
アミネー　ンディ
�
ティ　チュー
┌
クトゥ　パハナシキ
�
　ハ
┌
カイヤー
�
　デー
┌
ジヤ
クトゥ
�
　リ
┌
キノー
�
　パハリティ　
�
ハー　
┌
ハーラカシバ［
┌
ʔamineː　ndi�ti　ʧuː
┌kutu　pΦanaʃiki�　ha┌kaijaː�　deː┌ʤijakutu�　ri┌kinoː�　pΦariti　�haː　┌haː
rakaʃiba］（雨に濡れて来ているので、風邪をひいたら大変だから、着物は脱いで
＜外して＞早く乾かしなさい）
┌
ハーラキン［
┌haːrakiŋ］（動）
乾く。プフシ
┌
ムンヌ
�
　ドゥーハ
┌
ラキチューン［pΦuʃi┌munnu�　duːha┌rakiʧuːŋ］（洗
濯物＜干し物＞が自然に乾いている）。
┌
ハーラチュー
�
ン［
┌haːraʧuː�ŋ］（乾いている）。
┌
ハーラチャン［
┌haːraʧaŋ］（乾いた）。┌スィラヌ　�ユー　�スィッティ　キッ┌スァ
ハーラチャン［
┌θiranu　�juː　�θitti　kir
○
┌r
○
a　haːraʧaŋ］（日がよくさして＜太陽
がよく照って＞、＜干し物は＞既に乾いた）
┌
ハイカラー［
┌haikaraː］（名）
おしゃれ。流行を追う人。外来語（high　collar。英語）からの借用語。┌ハイカラー
シュ
�
ン［
┌haikaraː　ʃu�ŋ］（おしゃれをする）。シュラ┌シュガ�イ［ʃura┌ʃuga�i］（お
しゃれ）ともいう。
ハイ
┌
ギーン［hai┌giːŋ］（動）
尻からげする。ハイ
┌
ギラン
�
キ
┌
バ［hai┌giraŋ�ki┌ba］（尻からげするなよ）。ハイ
┌
ギ
�
ティ　
�
グン［hai┌gi�ti　�guŋ］（尻からげしている）
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┌
ハオ
�
リ［
┌hao�ri］（名）
はおり（羽織）。標準語からの借用語。
┌
ロクジュー
�
イチ
┌
ラー
�
　ショー
┌
ガチヌ　シャ
ク　ウガミャー　ハオリ　キチル
�
　イキ
┌
タロ［
┌rokuʤuː�　ʔiʧi┌raː�　ʃoː┌gaʧinu　
ʃaku　ʔugamjaː　haori　kiʧiru�　ʔiki┌taro］（六十一歳からは正月の爵拝みには
羽織を着て行ったものだ）。羽織には礼式用と普段用があった。礼式用は、
┌
モン
�
ツ
キ［
┌mon�tsuki］（紋付羽織）、普段用はつむぎ（紬）等の羽織であった。正月のシャ
┌
クウガミ［ʃa┌kuʔugami］（爵拝み）や六十一、七十三の生年祝には、┌モン�ツキ
［
┌mon�tsuki］（紋付羽織）を着用した。┌スー�ジ［┌suː�ʤi］（祝儀）の時や、七十
歳までは、正月元旦と三日の午前にノロ（神女、巫女）から
┌
シャク［
┌
ʃaku］（爵。
酌）を賜る＜受ける＞儀式がある。その時には紋付を着用した。
ハ
┌
カン［ha┌kaŋ］（名）
神事の際に着る女性の下着。
┌
ドゥジン［
┌duʤiŋ］（胴衣）を着て┌ハカン［┌ hakaŋ］
（下裳）を着る。女性のこした（袴下）に類するもの。タマガエー
┌
ターヤ　マティー
ン　バーイヤ
�
　ドゥジン　ハ
┌
カン　キチ
�
　ンギーン　バーン　アン［tamagaeː
┌taːja　matiːm　baːija�　duʤiŋ　ha┌kaŋ　kiʧi�　ʔŋgiːm　baːŋ　ʔaŋ］（スァマガ
エー達は祭祀の場合、胴衣や袴を着て出る場合もある）
ハ
┌
ガン［ha┌gaŋ］（名）
鏡。昔は男が鬚を剃るときに使用した。ハ
┌
ガノー
�
　ユナ
┌
グ
�
ヌ　ティ
┌
ケースァー
�
ミチャン　フ
┌
ト
�
ー　ナー
┌
ン
�
　ユキガン
┌
シャーガ　ピジ　スゥイ
�
ン　バー
┌
イル
�
ティ
┌
カータル［ha┌ganoː�　juna┌gu�nu　ti┌keːr
○
aː�　miʧaŋ　Φu┌to�ː　naː┌ɲ�　ju
kigaŋ┌ʃaːga　piʤi　θui�m　baː┌iru�　ti┌kaːtaru］（鏡は女が使っているのを見たこ
とはない。男達が鬚を剃る時に＜ぞ＞使ったものだ）。
�
ハガン　
┌
ミーン［
�hagam　
┌miːŋ］（鏡を見る）。ハガン┌カイ�　ウティーン［hagaŋ┌kai�　ʔutiːŋ］（鏡に映る）。
ハキ
┌
ブン［haki ┌buŋ］（名）
「掛け舟」の義か。一つのカツオの魚群に二隻の漁船が並んで競争して釣ること
┌
ハスァ［
┌har
○
a］（名）
笠。クバ（蒲葵）の葉で作った笠。海や畑に行くときに着用した。夏は涼しく、軽
いので作業にも適しており、重宝されていた。漁師用の笠は、農作業用に比べて、
つば（鍔）が小さく作られている。
┌
フバガスァ［
┌Φubagar
○
a］（クバ笠）。ラン┌ガスァ
［raŋ┌gar
○
a］（西洋傘。こうもり傘）。「蘭傘」の義。�ハスァ　┌サシュン［ �har
○
a　
┌saʃuŋ］（傘を差す）。�アミヌ　┌プイクトゥ�　ハスァ　┌サチ　イキバ［ �ʔaminu
┌p’uikutu�　har
○
a　┌saʧi　ʔikiba］（雨が降るから傘を差して行きなさい）。�ハスァ
┌
ハンジュン［
�har
○
a　┌hanʤuŋ］（笠を被る）。ハ┌トゥーシン　シンカー�ヌ　┌クヮー
シャーターヤ　ン
�
ナ　
┌
フバガスァ
�
　ハン
┌
ジュタスァー［ha┌tuːʃiŋ　ʃiŋkaː�nu
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┌kwaːʃaːtaːja　n�na　┌Φubagar
○
a�　han┌ʤutar
○
aː］（カツオ漁船の鰹釣りの名手達は、
みなクバ笠を被っていたよ）
ハラ
┌
ピシャ［hara┌piʃa］（名）
はだし（裸足）。昔は裸足で通学した。ハラ
┌
ピシャシャーマ
�
　アッ
┌
キン［hara
┌piʃaʃaːma�　ʔak┌kiŋ］（裸足で歩く）。ハラ┌ピシャシ　イキバ［hara┌piʃaʃi　
ʔikiba］（裸足で行きなさい）
�
ハリリ　
┌
ユーイン［
�hariri　┌juːiŋ］（連）
結う。髪を結う。ハリ
┌
ラー　ユーラ
�
ン［hari┌raː　juːra�ŋ］（髪は結わない）。�ハ
リリ　
┌
ユータ
�
ン［
�hariri　┌juːta�ŋ］（髪を結った）。�ハリリ　┌ユーリバ［ �ha
riri　┌juːriba］（髪を結いなさい）。┌ユーイブシャ�ン［┌juːibuʃa�ŋ］（髪を結いた
い）。
┌
ユーラン
�
キ
┌
バ［
┌juːraŋ�ki┌ba］（髪を結うな）。�ハリリ　┌ユーイン［ �ha
riri　┌juːiŋ］（髪を結う）
┌
ハンジュン［
┌hanʤuŋ］（動）
かぶる（被る）。
┌
ボーシ　ハンジュン［
┌boːʃi　hanʤuŋ］（帽子を被る）。ハン┌ラン
［ han┌raŋ］（被らない）。ハン┌タン［han┌taŋ］（被った）。ハン┌リバ［han┌riba］（被
れよ）。
┌
ハンジブシャン［
┌hanʤibuʃaŋ］（被りたい）。ハンティ┌ナーン［hanti┌naːŋ］
（被ってしまった）
ハン
┌
スィー
�
ン［han┌θiː�ŋ］（動）
被せる。
ハン
┌
スイ［han┌θui］（名）
かみそり（剃刀）。ハン
┌
スゥイ　アティーン［han┌θui　ʔatiːŋ］（剃刀を当てる）。
ハン
┌
スゥイ　アティティ　ピ
�
ジ　
┌
スゥイン［han┌θui　ʔatiti　pi�ʤi　┌θuiŋ］（剃
刀をあてて鬚を剃る）。ハン
┌
スゥイシャーマ　ピ
�
ジ　
┌
スゥイン［han┌θuiʃaːma　
pi�ʤi　┌θuiŋ］（剃刀で鬚を剃る）
┌パハイ［
┌ pΦai］（名）
針。針の総称。［pΦa］音は［Φ］音の入り渡りに軽く柔らかい破裂の［p］が伴う音声
である。話者の内省報告によると、「パ」と「ハ」の中間音であるという。
┌
リキノー
�
パハイ
┌
シャー
�
マル　ノー
┌
イ
�
ル［
┌rikinoː�　pΦai┌ʃaː�maru　noː┌i�ru］（着物は
針で縫うものだ）。
┌パハイシャー
�
マ　ノー
┌
イン［
┌ pΦaiʃaː�ma　noː┌iŋ］（針で縫う）
パハイ
┌
バク［pΦai┌baku］（名）
針箱。
�パハヤー　パハイ
┌
バクカイ　イリリバ［
�pΦajaː　pΦai┌bakukai　ʔiririba］（針
は針箱に入れなさい）。
┌パハカマ［
┌ pΦakama］（名）
袴。ミカ
┌
シャー
�
　シャク　
┌
ウガミン　ハオリ　パハカマ　シャーマル
�
　ウガ
┌
ミーガ　イ
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キタロ［mika┌ʃaː�　ʃaku　┌ʔugamiŋ　haori　pΦakama　ʃaːmaru�　ʔuga┌miːga
ʔikitaro］（昔は爵を拝みに羽織袴で行ったものだ）。パハ┌カマ　キー�ン［pΦa┌kama　
kiː�ŋ］（袴を着る）
┌パハキムン［
┌pΦakimuŋ］（名）
履物。
┌パハキムン　ナラビーン［
┌pΦakimun　narabiːŋ］（履物を揃える）。
┌パハスァミ［
┌pΦar
○
ami］（名）
はさみ（鋏）。パハスァミ
┌
シャーマ　ヌン　キャーイン［pΦar
○
ami┌ʃaːma　nuŋ　
kjaːiŋ］（鋏で布を切る）
┌パハタキーン［
┌pΦatakiːŋ］（動）
はだける。大きく開く。
┌パハタキラン
�
キ
┌
バ［
┌pΦatakiraŋ�ki┌ba］（股をはだけ
るな）。メー
┌
ビシャー　パハタキラン
�
キ
┌
バ［meː┌biʃaː　pΦatakiraŋ�ki┌ba］（前
足を開くな）。
┌パハタキタン［
┌pΦatakitaŋ］（はだけた。大きく開けた）。�マタ　
┌パハタキティ
�
　アパハナキャー
┌
ニンジ　チューン［
�mata　┌pΦatakiti�　ʔapΦa
nakjaː┌ninʤi　ʧuːŋ］（股を大きく開いて、仰向けになって寝ている＜仰向け寝して
いる＞）
ハ
┌
タマ
�
チ［ha┌tama�ʧi］（名）
はちまき。昔は役人が被った。色で階級が分けられていた。ミカ
┌
シャー
�
　ハタ
┌
マ
チ　ハンジュン
�
　チョー　イル
┌
シャーマル
�
　ク
┌
レーヤ
�
　ワキー
┌
タッチル［mika
┌
ʃaː�　hata┌maʧi　hanʤun�　ʧoː　ʔiru┌ʃaːmaru�　ku┌reːja�　wakiː┌tatʧiru］（昔
はハチマキを被る人は、色で位階を分けたそうです）。久高島では唐船の船頭などを
務めた人の家に伝わるハチマキを借用して、ソールイガナシーが被っている。
┌
ハッパ［
┌happa］（名）
雨具。合羽（capa。ポルトガル語）の義。「カッパ」の転訛したもの。┌ハッパ　キー
ン［
┌happa　kiːŋ］（カッパを着る）
パハナグー［
┌pΦanaguː］（名）
はなお（鼻緒）。
┌パハナグー　ティキーン［
┌ pΦanaguː　tikiːŋ］（鼻緒をすげる）。
┌パハナグーヌ
�
　キリ
┌
ヤーマ
�
　ティキ
┌
ノーチャン［
┌ pΦanaguːnu�　kiri┌jaːma�
tiki┌noːʧaŋ］（鼻緒が切れてすげかえた＜挿げ替えた＞）
┌パハニー
�
ン［
┌ pΦaniː�ŋ］（動）
はねる（跳）。アミプイ
┌
ミ
�
チ　
�
アシジャ　
┌
ク
�
リ　アッ
┌
チ
�
　チャクトゥ　
�
ドゥ
ルヌ　
�パハニティ　
�
リキン　
┌
ユグチャン［ʔamipui┌mi�ʧi　�ʔaʃiʤa　┌ku�ri　ʔat
┌
ʧi�　ʧakutu　�durunu　�pΦaniti　�rikiɲ　┌juguʧaŋ］（雨降り道を下駄を履いて歩
いて来たので、泥が跳ねて着物をよごしてしまった）。
�
ドゥル　
┌パハニー
�
ン［
�duru　
┌ pΦaniː�ŋ］（泥を跳ねる）。�ドゥル　┌パハニラッタ�ン［ �duru　┌ pΦaniratta�ŋ］（泥
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を跳ねられた）
┌パハ
�
ニ［
┌pΦa�ni］（名）
跳ね。泥がはねて、衣類を汚すこと。
パハ
┌
ミーン［pΦa┌miːŋ］（動）
嵌める。標準語からの借用語。ウイビ
┌
ガニ
�
　パハ
┌
ミーン［ʔuibi┌gani�　pΦa┌miːŋ］
（指輪を嵌める）。テブ
┌
クロ　パハミーン［tebu┌kuro　pΦamiːŋ］（手袋をはく＜嵌
める＞）。パハミ
┌
ラン［pΦami┌raŋ］（嵌めない）。パハミ┌タン［pΦami┌taŋ］（嵌め
た）。パハミ
┌
ラン
�
キ
┌
バ［pΦami┌raŋ�ki┌ba］（嵌めるな）。ボ┌タン�　パハミーン［bo
┌tam�　pΦamiːŋ］（ボタンを嵌める）
┌パハラカ［
┌pΦaraka］（名）
はだか（裸）。
�パハラカ　
┌
ナイン［
�pΦaraka　┌naiŋ］（裸になる）
パハラカー
┌
ユー［pΦarakaː┌juː］（名）
原始時代。「裸の世」の義。
┌パハンシュン［
┌ pΦaŋʃuŋ］（動）
はずす（外す）。
┌パハンスァン［
┌ pΦanr
○
aŋ］（はずさない）。┌パハンチャ�ン［┌ pΦanʧa�ŋ］
（外した）。
┌パハンスァン
�
キ
┌
バ［
┌ pΦanr
○
aŋ�ki┌ba］（はずすな）。┌パハンシブシャン
［
┌ pΦaŋʃibuʃaŋ］（外したい）。ウイ┌ビ�ヌ　ゴー┌スァヌ�　ウイビ┌ガニ　パハンシ
ブシャン［ʔui┌bi�nu　goː┌r
○
anu�　ʔuibi┌gani　pΦaŋʃibuʃaŋ］（指が痒くて指輪を外
したい）。ガン
┌
チョー　パハンシュン［gan┌ʧoː　pΦaŋʃuŋ］（眼鏡を外す）
パハン
┌
ディキン［pΦan┌dikiŋ］（名）
畑着。野良着。パハン
┌
アッキャー　ディキン［pΦaŋ┌ʔakkjaː　dikiŋ］（畑仕事用の着
物）。ウミ
┌
リキン［ʔumi┌rikiŋ］（漁師用着物。海仕事着）の対語。�ウミアッキャ
ー　
┌
リキン［
�
ʔumiʔakkjaː　┌rikiŋ］（海仕事用の着物）ともいう
ピヒージー
┌
キヤー［pΦiːʤiː┌kijaː］（名）
普段着。「平生着る物」の義。ピヒージー
┌
キヤー　キチ　シグトー
�
　チュール［pΦi
ːʤiː┌kijaː　kiʧi　ʃigutoː�　ʧuːru］（普段着を着て仕事をしている）。ピヒージー┌キヤ
ー　キチャー
�
　ウイ
┌
エージャーチャー
�
　イ
┌
カ
�
ンキ
┌
バ［pΦiːʤiː┌kijaː　kiʧaː�　
ʔui┌jeːʤaːʧaː�　ʔi┌ka�ŋki┌ba］（普段着を着てお祝いの座ヘは行くなよ）。フ┌カチー�
ン
┌
ギーヤ
�
　ピヒージー
┌
キヤーヤ　キヤ
�
ンカン
┌
バ［Φu┌kaʧiː�　ʔŋ┌giːja�　pΦiːʤiː
┌kijaːja　kija�ŋkam┌ba］（外出する＜外へ出る＞際は普段着は着るなよ）
ヒ
┌
タナスァン［çi┌tanar
○
aŋ］（形）
きたない（汚い）。ヒ
┌
タナスァー
�
　ナーン［çi┌tanar
○
aː�　naːŋ］（汚くはない）。┌ウラ
ー
�
　ヒ
┌
タナスァー
�
　ナーン　
�
ハー　
┌
ケーバ［
┌
ʔuraː�　çi┌tanar
○
aː�　naːŋ　�haː
┌keːba］（それは汚くはない。早く食べなさい）。ヒ┌タナスァンシャコー　カーン
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キバ［çi┌tanar
○
aŋʃakoː　kaːŋkiba］（汚かったら食べるなよ）。ヒ┌タナスァー　ナイ
ン［çi┌tanar
○
aː　naiŋ］（汚くなる）。ヒ┌タナスァ�ヌ　�ムン［çi┌tanar
○
a�nu　�mu
ŋ］（汚いもの）
┌ピヒング［
┌pΦiŋgu］（名）
汚れ。不潔なもの。鍋墨の汚れ。「竃黒」の義か。
┌ピヒンガ ［ー
┌pΦiŋgaː］（汚れた人。
不潔な人）。
┌
アラー　ピヒンガー
�
　ヤル［
┌
ʔaraː　pΦiŋgaː�　jaru］（あれは不潔な
人だ）。
�
ヤーン　
┌
ナカー
�
　ソー
┌
ジャー　スァンクトゥ　ム
�
ル　
┌ピヒング
�
　ヤ
ル［
�jaːn　┌nakaː�　soː┌ʤaː　r
○
aŋkutu　mu�ru　┌pΦiŋgu�　jaru］（家の中は掃除
をしないから、みんな汚れている＜鍋墨だらけである＞）。ディキン
┌
カイ　ピヒング
ヌ　ティチュ
�
ーン［dikiŋ┌kai　pΦiŋgunu　t’iʧu�ːŋ］（着物に汚れがついている）
ビン
┌
ディ
�
キ［bin┌di�ki］（名）
髪に油をつけること
ピヒージー
┌
キヤー［pΦiːʤiː┌kijaː］（名）
普段着。「平生着るもの」の義。ピヒージー
┌
キヤー
�
ヌ　ウプフ
┌
スァヌ
�
　シューヤ　
�
ヌー　
┌
キーガチャ ［ーpΦiːʤiː┌kijaː�nu　ʔupΦu┌r
○
anu�　ʃuːja　�nuː　┌kiːgaʧaː］（普
段着が多くて、今日はどれを着ようかなあ）
┌プフージ
�
ン　
�
ナーン［
┌ pΦuːʤi�n　�naːŋ］（連）
みっともない。行儀が悪い。風習。「風儀がない」（『花鏡』世阿弥　1424）の義か。ウ
ンナ　
┌
シュガイッチ　プフージャ
�
ー　
�
ナーン［
�
ʔunna　┌ʃugaitʧi　pΦuːʤa�ː　�na
ːŋ］（あんな格好＜身なり＞をしてみっともない）。┌ウン　シュガヤー　プフージャ�ー
�
ナーン［
┌
ʔuŋ　ʃugajaː　pΦuːʤa�ː　�naːŋ］（その格好＜身なり＞は見苦しい。その
身なりは、みっともない）
フー
┌
シュン［Φuː┌ʃuŋ］（動）
つくろう（繕う）。鍋底を修理させる。
�
ナビヌ　
┌
フギトゥータスィガ
�
　ナービナ
┌
クーガ
�
　シャーマ　
�
フー　
┌
シミタスァー［
�nabinu　┌Φugituːtaθiga�　naː
bina┌kuːga�　ʃaːma　�Φuː　┌ʃimitar
○
aː］（鍋底の穴が開いていたが、鍋細工＜鍋
底を修理する人＞が来たので修理させたよ）。
�
リキン　
┌
フースィバ［
�rikiŋ　┌Φu
ːθiba］（着物を繕いなさい＜着物の破れに継を当てなさい＞）。┌アミヌ�　ヤン┌ディ
トゥー
�
シ　
┌
フーシュ
�
ン［
┌
ʔaminu�　jan┌dituː�ʃi　┌Φuːʃu�ŋ］（網の破れたとこ
ろを繕う）
┌
フーリ［
┌Φuːri］（名）
こおりさとう（氷砂糖）
フ
┌
シマ
�
キ［Φu┌ʃima�ki］（名）
腰巻。久高島ではあまり着用されなかった。
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プユ
┌
ムン［p'uju┌muŋ］（名）
冬物。冬着。プユ
┌
ムノー
�
　ヌク
┌
スァクトゥ
�
　キスゥー
┌
ニーガ
�
ル　ウプ
┌
スァタ
ロ［p'uju┌munoː�　nuku┌r
○
akutu�　kiθuː┌niːga�ru　ʔupu┌r
○
ataro］（冬着は温いから、
ネル＜フランネル＞が多かったよ）。キスゥー
┌
ニー［kiθuː┌niː］（フランネル）
┌
プルウ
�
ティ［
┌p'uruʔu�ti］（名）
お下がり。
┌
ウティサガイ［
┌
ʔutisagai］（お下がり）ともいう。�ヤカーガ　┌キチウ
タ
�
ン　ディキ
┌
ノー
�
　イバスァ　
┌
ナヤーマ
�
　ワン
┌
ネ
�
ー　
┌
ゲーサッタスァー［
�jakaː
ga　┌kiʧiʔuta�n　diki┌noː�　ʔibar
○
a　┌najaːma�　wan┌ne�ː　┌geːsattar
○
aː］（兄さん
が着ていた着物が狭くなったので私に下さった＜私に与えられた＞）。
┌
ウヌ　ディキ
ノー
�
　ヤカー　
┌
ウティサガイ
�
　ヤロ［
┌
ʔunu　dikinoː�　jakaː　┌ʔutisagai�　
jaro］（この着物は兄さんのお下がりだ）。ヤカー　┌ディキノー�　ワン┌ネ�ー　ウ
ティサガ
┌
タン［
�jakaː　┌dikinoː�　wan┌ne�ː　ʔutisaga┌taŋ］（兄さんの着物は私
にお下がりになった）
┌
プック［
┌p'ukku］（名）
ふくろ（袋）。カシ
┌
ガーブック［kaʃi┌gaːbukku］（麻袋）。┌シェンジェノー�　カシ
┌
ガーブックカイル
�
　フミャー　イ
┌
リタール　イッピューカヤー
�
　シトゥ
┌
ナー　
イッチュータン［
┌
ʃenʤenoː�　kaʃi┌gaːbukkukairu�　Φumjaː　ʔi┌riːtaru　ʔippjuː
kajaː�　ʃitu┌naː　ʔitʧuːtaŋ］（戦前は麻袋に米を入れた。一俵に四斗はいっていた）。
┌
マギブック［
┌magibukku］（大きな袋）。
┌
シンゲンブッ
�
ク［
┌
ʃiŋgembuk�ku］（信玄袋。肩にかける袋）
┌
グマブック［
┌gumabukku］（小さな袋）。
シトゥ
┌
ビュー［ʃitu┌bjuː］（四斗俵）。パハカイ┌ゴーイ［pΦakai┌goːi］（計り買い。
一升枡で量って買った）。
┌
ショーバン［
┌
ʃobaŋ］（一升枡）。
ジ
┌
メ ［ーʤi┌meː］（地米。内地米に対する沖縄産の米）。┌ホーライマイ［┌hoːraimai］（台
湾産の米。戦前の沖縄には台湾産の米が多かった）
┌プフ
┐
シュン［
┌ pΦu┐ʃuŋ］（動）
干す。
┐
ディキン　
┌プフシュン［
┐dikim　┌ pΦuʃuŋ］（着物を干す）。┌アレームン　
プフシュ
┐
ン［
┌
ʔareːmum　pΦuʃu�ŋ］（洗い物を干す）。プフ┌スァン［pΦu┌r
○
aŋ］（干
さない）。プフ
┌
チャ
┐
ン［pΦu┌ʧa┐ŋ］（干した）。プフシ┌ブシャ┐ン［pΦuʃi┌buʃa┐ŋ］（干
したい）。プフスァン
┌
キバ［pΦur
○
aŋ┌kiba］（干すな）。プフ┌スィバ［pΦu┌θiba］（干
しなさい）
プフトゥ
┌
キーン［pΦutu┌kiːŋ］（動）
ほころびる（綻びる）
プフトゥ
┌
キン［pΦutu┌kiŋ］（動）
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ほどく（解く）。縄や糸のもつれ（縺れ）を解く。結んだものを解く。プフトゥ
┌
カン
［pΦutu┌kaŋ］（解かない）。プフトゥ┌チャン［pΦutu┌ʧaŋ］（解いた）。プフトゥ┌キバ［pΦutu
┌kiba］（解きなさい）。┐ツツビ　プフ┌トゥキン［ ┐tsutsubi　pΦu┌tukiŋ］（帯を解く）。
フトゥ
┌
キン［Φu┌tukiŋ］（解く）ともいう
プトゥ
┌
クー［putu┌kuː］（名）
ふところ（懐）。
┌
ナティヌ　アティスァー
┐
　オージ　スァマ
┌
スァマー　プユヌ　
ピヒースァー
┐
　パハー
┌パハー　プトゥクー［
┌natinu　ʔatir
○
aː┐　ʔoːʤi　r
○
ama┌r
○
amaː
p'ujunu　pΦiːr
○
aː┐　pΦaː┌pΦaː　putukuː］（夏の暑さは扇で冷まし、冬の寒さは祖母
の懐で暖かく過ごす）。プトゥ
┌
クーカイ
┐
　スィー　
┌
イリーン［putu┌kuːkai┐　θiː　
┌
ʔiriːŋ］（懐に手をいれる）
┌
ブクトゥー［
┌bukutuː］（名）
ぼろ（襤褸）。雑巾。
┌
ブクトゥーシャーマ
┐
　ギン　
┌
ソージ　スン［
┌bukutuːʃaː
ma┐　gin　┌soːʤi　suŋ］（ぼろ雑巾で縁側＜縁＞を掃除する）。ススイ┌シャーマ　
ギン
┐
　プフ
┌
キン［susui┌ʃaːma　gim┐　pΦu┌kiŋ］（雑巾で縁を拭く）。昔は┌ブクトー
［
┌bukutoː］で赤子のオムツに利用した
ヘー
┌
シマ［heː┌ʃima］（名）
裏返し。裏を返して表にすること。ヘーシマ
┌
ギー［heːʃima┌giː］（裏返しに着
ること）。
┌
リキノー
┐
　ヘーシマ
┌
ギーヤ　スァンキバ［
┌rikinoː┐　heːʃima┌giːja　
r
○
aŋkiba］（着物は裏返しにして着るなよ）。┌アラー┐　ヘーシマ┌ギー　チュー
ン［
┌
ʔaraː┐　heːʃima┌giː　ʧuːŋ］（あれは着物を裏返しにして着ている）。死人に
は着物を裏返しにして着せたので、裏返しに着物を着せることを忌み嫌う。
┌
ヒ
ーン
┐
チュヌ　
┌
リキノー
┐
　ヘー
┌
シマ　ナチル
┐
　フ
┌
スィータル［
┌
çiːn┐ʧunu　
┌rikinoː┐　heː┌ʃima　naʧiru┐　Φu┌θiːtaru］（死者の着物は裏返しにして着せたも
のだ）
ホーガー
┌
キー［hoːgaː┌kiː］（名）
ほおかぶり（頬被り）。ホーガー
┌
キー　シュ
┐
ン［hoːgaː┌kiː　ʃu┐ŋ］（頬被りをする）。
┌
アマヌ　ヤーッ
┐
チ　ヌスゥ
┌
ルヌ　イッチュータン　チュースィガ
┐
　ホーガー
┌
キー　チュータクトゥ　スァーヤタガ
┐
　ワカ
┌
ランタッチン［
┌
ʔamanu　jaːt┐ʧi
nuθu┌runu　ʔitʧuːtan　ʧuːθiga┐　hoːgaː┌kiː　ʧuːtakutu　r
○
aːjataga┐　waka┌rantat
ʧiŋ］（あの家に盗人が入ったというが、頬被りをしていたので、誰だか分からなか
ったって）
┌
ボーシ［
┌boːʃi］（名）
帽子。標準語からの借用語。
┌
ボーシ　ハンジュン［
┌boːʃi　hanʤuŋ］（帽子を被る）。
┌
アラー
┐
　トリウチ
┌
ボーシ　ハンティ
┐
　アッキ
┌
タン［
┌
ʔaraː┐　toriuʧi┌boːʃi　
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hanti┐　ʔakki┌taŋ］（あの人は鳥打帽子を被っていた）。トリウチ┌ボ ［ーtoriuʧi┌boː］
（鳥打帽）、カンカン
┌
ボー［kaŋkam┌boː］（かんかん帽）。パナマ┌ボー［panama┌boː］
（パナマ帽）などがあった。かんかん帽、パナマ帽は夏用。ナカオリ
┌
ボー［nakaori
┌boː］（中折帽）は冬用であった。
ボーシ
┌
クミャー［boːʃi┌kumjaː］（名）
パナマ帽を編む人。戦前の沖縄ではパナマ帽の生産が盛んであった
マル
┌
ボージ［maru┌boːʤi］（名）
丸坊主。いがぐりあたま（毬栗頭）。マル
┌
ボージ　ナトゥー
┐
ン［maru┌boːʤi　natuː┐ŋ］
（丸坊主になっている）
ミー
┌
ハガン［miː┌hagaŋ］（名）
水中眼鏡。
┌
ウミッ
┐
チ　
┌
イキーヤ
┐
　ミーハガ
┌
ノー　ワッスィラ
┐
ンカンバ［
┌
ʔumit┐
ʧi　┌ʔikiːja┐　miːhaga┌noː　waθθira┐ŋkamba］（漁に行くときは水中眼鏡を忘れる
なよ）
ミーガン
┌
チョー［miːgan┌ʧoː］（名）
めがね（眼鏡）。「目眼鏡」の義。ガン
┌
チョ ［ーgan┌ʧoː］（眼鏡）ともいう。ガン┌チョー
ハキーン［gan┌ʧoː　hakiːŋ］（眼鏡を掛ける）
┌
ミー
┐
ムン［
┌miː┐muŋ］（名）
新品。新しいもの。「にいもの（新物）」の義か。
┌
ミーリキン［
┌miːrikiŋ］（新しい着物）。
┌
ミーリキン　ホータン［
┌miːrikiŋ　hoːtaŋ］（新しい着物を買った）。昔は那覇から
反物を買ってきて、自分で仕立てた。
ミダ
┌
タン［mida┌taŋ］（動）
目立たない。地味である。
┌
アラー
┐
　スァタン　
┌
ナーン　ッチュ［
┌
ʔaraː┐r
○
atan　
┌naːn　tʧu］（あれは目立たない人＜沙汰のない人＞）というのが普通。
┌
ムギワラボー［
┌mugiwaraboː］（名）
麦わら帽。
┌
ムジワラボー［
┌muʤiwaraboː］ともいう。
┌
ムスゥビン［
┌muθubiŋ］（動）
結ぶ。ツツビ
┌
シャー
┐
マ　
┌
ムスゥビン［tsutsubi┌ʃaː┐ma　┌muθubiŋ］（帯で結ぶ）。
┐
ユーギ　
┌
シュ
┐
ン　バー
┌
イ
┐
　スィー　
┌
ムスゥダイ
┐
　シュン［
┐juːgi　┌ʃu┐m　
baː┌i┐　θiː　┌muθudai┐　ʃuŋ］（遊戯をしたりするとき、手を結んだりする）。┌ム
スゥバン［
┌muθubaŋ］（結ばない）。┌ムスゥラン［┌muθuraŋ］（結んだ）。┌ムスゥビ
ブシャン［
┌muθubibuʃaŋ］（結びたい）。┌ムスゥビバ┐　スィミン　┌ムン┐ヌ［┌mu
θubiba┐　θimim　┌mun┐nu］（結べばよいのに）
ムン
┌
サシ［mun┌saʃi］（名）
ものさし（物差し）。標準語からの借用語。ムン
┌
サシシャーマ
┐
　ムン　パハカ
┌
イ
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ン［mun┌saʃiʃaːma┐　mum　pΦaka┌iŋ］（物差しで物を測る）
ムム
┌
ヒキ［mumu┌çiki］（名）
ももひき（股引）。標準語からの借用語。ミカ
┌
シヌ　ウプフシュター
┐
ヤ　ムム
┌
ヒ
キャー　キヤンタン［mika┌ʃinu　ʔupΦuʃutaː┐ja　mumu┌çikjaː　kijantaŋ］（昔の
おじいさん達は股引は着なかった）。ズボン
┌
シタ［ʥuboŋ┌ʃita］（袴下）ともいう。
メー
┌
ダリ［meː┌dari］（名）
前掛け。「前垂れ」の義。
メー
┌
チャー［meː┌ʧaː］（名）
女性用の褌（下着）。型は越中褌に似て、黒色の生地で作られている。前から後ろに
回して着て、体の後方で結んだ。男性と同様、13 歳頃から着用した。ユキ
┌
ガー
┐
　
サナジ　ユナ
┌
ゴー
┐
　メー
┌
チャール　キータル［juki┌gaː┐　sanaʤi　juna┌goː┐　
meː┌ʧaːru　kiːtaru］（男は褌、女はメーチャーを着た）。メーチャーは家の後ろで
干した。ユキガ
┌
カイ
┐
　アカスァナジ　
┌
スシ
┐
ン　
┐
グタスァー［jukiga┌kai┐　
ʔakar
○
anaʤi　┌suʃi┐ŋ　┐gutar
○
aː］（男の中には赤褌をする人もいたよ）。赤褌は鮫被
害を防止する意味から着用された。
┌
モン
┐
ペ［
┌mom┐pe］（名）
戦時中に女性が着用した作業着。さむえ（作務衣）。　
┌
ヤナハーギ［
┌janahaːgi］（名）
不美人。醜い顔の人。
┌
アラー
┐
　ヤナハー
┌
ギー
┐
　ヤル［
┌
ʔaraː┐　janahaː┌giː┐
jaru］（あれは不美人だ）。ヤナハー┌ギー　ユナ┐グ［janahaː┌giː　juna┐gu］（不美
人）。ユナ
┌
グ
┐
ヌ　ヤナハー
┌
ギー
┐
ヤ　アン
┌
ターマリー
┐
　ヤル［juna┌gu┐nu　
janahaː┌giː┐ja　ʔan┌taːmariː┐　jaru］（女性の不美人はあれ達までだ＜女性の不美
人の最たるもの＞）
ヤン
┌
ジュン［jan┌ʤuŋ］（動）
破る。ヤン
┌
ラン［jan┌raŋ］（破らない）。ヤン┌タン［jan┌taŋ］（破った）。ヤン┌ラ
ン
┐
キ
┌
バ［jan┌raŋ┐ki┌ba］（破るな）。ヤン┌リブシャン［jan┌ribuʃaŋ］（破りたい）
ヤン
┌
リー
┐
ン［jan┌riː┐ŋ］（動）
破れる。ヤン
┌
リトゥー
┐
ン［jan┌rituː┐ŋ］（破れている）。ヤン┌リラン［jan┌riraŋ］（破
れない）。ヤン
┌
リ
┐
ティ　ナーン［jan┌ri┐ti　┐naːŋ］（破れてしまった）。ウン┌ナ
フトゥ　シーヤ
┐
　ヤン
┌
リー
┐
ンド
┌
ー［ʔun┌na　Φutu　ʃiːja┐　jan┌riː┐ndo┌ː］（そ
んなことをしたら破れるよ）。ウン
┌
ネージュ　シーヤ
┐
　ヤン
┌
リー
┐
ンドー［ʔun
┌neːʤu　ʃiːja┐　jan┌riː┐ndoː］（そのようなことをしたら破れるよ）
┌
ユカタ［
┌jukata］（名）
ゆかた（浴衣）。標準語からの借用語。普通は
┌
ディキン［
┌dikiŋ］（着物）と言っていた。
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ユカ
┌
ター　センゴガル　クベツ　サットール　シェンジェノー
┐
　ユカ
┌
タン　タ
┐
ダ　ディキン
┌
チル　イータル　クベツォー
┐
　ナーン
┌
タン［juka┌taː　ʃeŋgogaru
kubetsu　sattuːru　ʃenʤenoː┐　juka┌tan　ta┐da　dikin┌ʧiru　ʔiːtaru　kubetsoː┐
naːn┌taŋ］（浴衣は戦後に＜ぞ＞区別されているのだ。戦前は浴衣もただ着物と言っ
たのだ）
┌
ユクヤイ［
┌jukujai］（名）
かぎ裂き。
┌
フビカイ　クジ
┐
ヌ　ンギ
┌
ヤーマ
┐
　リキン　
┌
ユクヤイ　チャン［
┌ Φu
bikai　kuʤi┐nu　ʔŋgi┌jaːma┐　rikiɲ　┌jukujai　ʧaŋ］（壁に釘が突き出て、着物を
かぎ裂きにした）。
┌
ヤーガ
┐
　ウン
┌
ナー　フトゥ　シーヤー
┐
　ワーガ ヤン
┌
ジュシ
ガ［
┌jaːga┐　ʔun┌naː　Φutu　ʃiːjaː┐　waːga　jan┌ʤuʃiga］（君がそんなことをし
たら、私は破るが＜破るつもりだが、それでもよいか＞）
┌
ユグリーン［
┌juguriːŋ］（動）
汚れる。
┌
ユグトゥーン［
┌jugutuːŋ］（汚れている）。┌ユグリタン［┌juguritaŋ］（汚れた）。
┌
ユグリラ
┐
ン［
┌ jugurira┐ŋ］（汚れない）。┌ユグリ┐ティ　ナー┌ン［┌juguri┐ti　naː┌ŋ］
（汚れてしまった）。ショー
┌
ユー　ハキラリヤーマ　ユグリ
┐
ティ　ナー
┌
ン［ʃoː┌ju
ː　hakirarijaːma　juguri┐ti　naː┌ŋ］（醤油をかけられて汚れてしまった）。┌フマカ
イ
┐
　ドゥル
┌
アスィビ　シーヤ
┐
　ディキ
┌
ノー
┐
　ユ
┌
グリー
┐
ン　
┐
ドー［
┌Φuma
kai┐　duru┌ʔaθibiː　ʃiːja┐　diki┌noː┐　ju┌guriː┐n　┐doː］（ここで泥遊びをしたら、
着物は汚れるよ）
┌
ユグリディキン［
┌juguridikiŋ］（名）
汚れた着物。汚い着物。「汚れ衣」の義。
┌
ユグリディー［
┌juguridiː］（汚れた手）。
┌
ユグリディーシャーマ
┐
　ムノー　
┌
カーンキバ［
┌juguridiːʃaːma┐　munoː　
┌kaːŋkiba］（汚れた手ではものを食べるな）。┌カーンカンバ［┌kaːŋkamba］（食べ
ないでおけ）
ユナグ
┌
ムン［junagu┌muŋ］（名）
女性の衣類。ユナ
┌
グヌ　ディキン　ノーイン［juna┌gunu　dikin　noːiŋ］（女性の着
物を縫う）。ユナグ
┌
ムン　ノーイン［junagu┌mun　noːiŋ］（女もの＜女性用着物＞
を縫う）ともいう
┌
ユビヌキ［
┌jubinuki］（名）
ゆびぬき（指貫）。標準語からの借用語。普通の人は使用しなかった。
┌
ヨーフク［
┌joːΦuku］（名）
洋服。標準語からの借用語。
┌
ウプフシューラ　ヨーフク　ホー
┐
ティ　ゲースァッ
┌
タ
ン［
┌
ʔupΦuʃuːra　joːΦuku　hoː┐ti　geːsat┌taŋ］（おじいさんから洋服を買って貰っ
た）。
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┐
リキン　
┌
キーン［
┐rikiŋ　┌kiːŋ］（連）
着物を着る。
┌
ディキン［
┌dikiŋ］（着物）ともいう。旧正月の元旦と三日の朝は、
16 歳から 70 歳までの男子とイザイホーに参加した 70 歳までの女子は、外間殿でノ
ロ、ニーッチュから爵（酌）を受ける。60 歳以上の男子は紋付きを着る。袴は着ない。
女性は晴れ着を着る。爵を受けての帰りは、庭で三味線音楽に合わせて一指し舞い、
それから自分の席に着く慣わしがある。
┌
ワー
┐
ジ［
┌waː┐ʤi］（名）
晴れ着。
┌
シュラディキン［
┌
ʃuradikiŋ］（綺麗な着物）ともいう。ウイエー┌ジャー
チャー　ワージ　キヤンバ
┐
　イカ
┌
ランヤー　スァネー［ʔuijeː┌ʤaːʧaː　waːʤi　
kijambaː┐　ʔika┌raɲjaːsaneː］（お祝いの座には晴れ着を着ないと行けないのではな
いかなあ。無礼になっては困るから）
ワキ
┌
ガミ［waki┌gami］（名）
「分け髪」の義。髪型の一つ。主として青年の髪型。普通は七対三に分ける髪型をい
う。女は、カン
┌
プー　ユートゥー
┐
ン［kam┌puː　juːtuː┐ŋ］（カンプーを結っている）
のよう言った。ワキ
┌
ガミ［waki┌gami］（分け髪）は明治以降の髪型であるという。
┌
ワタ［
┌wata］（名）
わた（綿）。久高島では木綿は作らなかったし、養蚕もしなかった。
ンジャ
┌
リーン［nʤa┌riː┐ŋ］（動）
もつれる（縺れる）。
┐
イチューヌ　ンジャ
┌
リー
┐
ン［
┐
ʔiʧuːnu　nʤa┌riː┐ŋ］（糸が
縺れる）。ンジャ
┌
リラン［nʤa┌riraŋ］（縺れない）。ンジャ┌リタン［nʤa┌ritaŋ］（縺
れた）。ンジャ
┌
リティ
┐
　ナー
┌
ン［nʤa┌riti┐　naː┌ŋ］（縺れてしまった）。ンジャ┌リ
トゥー
┐
ヌ　イチュー　フトゥ
┌
キバ［nʤa┌rituː┐nu　┐ʔiʧuː　Φutu┌kiba］（縺れた
糸を解きなさい）
┌
ンディーン［
┌
ʔndiːŋ］（動）
ぬれる（濡れる）。
┌
ンディラン［
┌ndiraŋ］（濡れない）。┌ンディタン［┌nditaŋ］（濡れた）。
┌
ンディトゥーン［
┌ndituːŋ］（濡れている）。┌ンディティ┐　ナーン［┌nditi┐　naːŋ］
（濡れてしまった）。
┌
ンディラン
┐
キ
┌
バ［
┌ndiraŋ┐ki┌ba］（濡れるな）。┌ンディーブシャ
ン［
┌ndiːbuʃaŋ］（濡れたい）。┐アミヌ　プイ┌クトゥ┐　ン┌ディター　ガッコーチャー
イカ
┐
ンキ
┌
バ［
┐
ʔaminu　p’ui┌kutu┐　n┌ditaː　gakkoːʧaː　ʔika┐ŋki┌ba］（雨が降
るので濡れて学校へは行くなよ）。
┐
シューヤ　
┐
アミヌ　プイ
┌
クトゥ
┐
　パハン
┌
チャー
イカ
┐
ンキ
┌
バ［
┐
ʃuːja　ʔaminu　p’ui┌kutu┐　pΦan┌ʧaː　ʔikaŋ┐ki┌ba］（今日は雨
が降るので畑へ行くな＜行かないでおきなさい＞）
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基礎語彙　第６分野　　食関係語彙
アー
┌
スァ［ʔaː┌r
○
a］（名）
（植）あおさ。アースァ
┌
ジル［ʔaːr
○
a┌ʤiru］（あおさと豆腐を賽の目に切って煮た祝
儀用のお汁）。祝儀には必ず提供される。スゥスゥビーウイ
┌
エー
┐
ン　
┌
バーイヤ
┐
アー
┌
スァシンヌ　ハンナー
┐
リ　
┌
ンギータン［θuθubiːʔui┌jeː┐m　┌baːija┐　ʔaː
┌r
○
aʃinnu　hannaː┐ri　┌ʔŋgiːtaŋ］（生年祝いの時には、アーサ汁が必ず出された）
アカトゥキ
┌
ガー［
┌
ʔakatuki┌gaː］（名）
暁に女性が井戸へ水汲みに行くこと。一日の日課であり、昔はこれによって一日が
始まった。アカトゥキ
┌
ガーで水汲みをした後に朝食の準備にとりかかったものであ
る。
ア
┌
カ
┐
ジシ［ʔa┌ka┐ʤiʃi］（名）
赤肉。豚の赤身の肉。
┌
マシ
┐
シ［
┌maʃi┐ʃi］ともいう。
┌
アカデークン［
┌
ʔakadeːkuŋ］（名）
（植）にんじん（人参）。「赤大根」の義。
┌
アカメー［
┌
ʔakameː］（名）
赤飯。家庭の祭祀に作る。赤飯をお碗に入れて仏壇に供え、祝儀にはお碗に赤
飯を山盛りにして供えた。
┌
アカメーヤ　アカシュー　イッティ
┐
ル　
┌
スァキル
［
┌
ʔakameːja　ʔakaʃuː　ʔitti┐ru　┌r
○
akiru］（赤飯は食紅を入れて＜ぞ＞炊く）
ア
┌
ギーン［ʔa┌giːŋ］（動）
揚げる。てんぷらを揚げる。
┌
アギタン［
┌
ʔagitaŋ］（揚げた）。┌アギラン┐キ┌バ［┌ʔa
giraŋ┐ki┌ba］（揚げるな）。┌アギブシャン［┌ʔagibuʃaŋ］（揚げたい）。アンダー┌ギ
ー　アギブシャン［ʔandaː┌giː　ʔagibuʃaŋ］（てんぷらを揚げたい）。ミカ┌シャー
スァビチ
┐
　スァチューン　
┌
バーイ　ミッカミーヌ　ユクネーヤ
┐
　ミッチャン
┌
ウ
イエーッチ
┐
　アンダー
┌
ギー　アギータスァ ［ーmika┌ʃaː　r
○
abiʧi┐　r
○
aʧuːm　┌baːi
mikkamiːnu　jukuneːja┐　mitʧaŋ┌ʔuijeːtʧi┐　ʔandaː┌giː　ʔagiːtar
○
aː］（昔は旅へ発
つ場合、三日目の夜には「三日の日の祝い」といって、てんぷらを揚げた）
ア
┌
ギロー
┐プフ［ʔa┌giroː┐pΦu］（名）
揚げ豆腐。豆腐を厚揚げにしたもの。
┌
アギローポホー
┐
　ショー
┌
コーヌ　バーイヌ　ハラ
ザカナヌ　ジューバク
┐
カイ　ティ
┌
カイー
┐
　　ウイ
┌
エーヌ　バーイヌ
┐
　クヮッ
┌
チー
カイン
┐
　ティ
┌
カイン［
┌
ʔagairoːpΦoː┐　ʃoː┌koːnu　baːinu　haraʥakananu　ʤuː
baku┐kai　ti┌kaiː┐　ʔui┌jeːnu　baːinu┐　kwat┌ʧiːkain┐　ti┌kaiŋ］（揚げ豆腐は焼
香の時の揚げざかなの重箱へ入れるのに使い、お祝いの時のご馳走にも使う）
┌
ア
┐
ジ［
┌
ʔa┐ʤi］（名）
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あじ（味）。
┌
アジ
┐
ヌ　ナー
┌
ン［
┌
ʔaʤi┐nu　naː┌ŋ］（味がない）。┌ウヌ　シノー┐　
アパハ
┌
スァヌ　カーラン［
┌
ʔunu　ʃinoː┐　ʔapΦa┌r
○
anu　kaːraŋ］（このお汁は味が
薄くて食べられない）。ア
┌パハーア
┐
ジ［ʔa┌pΦaːʔa┐ʤi］（薄味）。アジ┌ジュースァン
［ʔaʤi┌ʤuːr
○
aŋ］（味が濃い）
アジ
┌
ジュースァン［ʔaʤi┌ʤuːr
○
aŋ］（形）
味が濃い。味がしつっこい。
┌
ウヌ　シノー
┐
　アジ
┌
ジュースァヌ
┐
　ヌミン　
┌
ナラ
ン［
┌
ʔunu　ʃinoː┐　ʔaʤi┌ʤuːr
○
anu┐　numin　┌naraŋ］（このお汁は味が濃くて飲
めない＜飲まれない＞）
┌
アスィー［
┌
ʔaθiː］（名）
昼食。昼飯。昼食のおかず＜御数。副食物＞は
┌
キシク［
┌k'iʃiku］（スクの塩辛）が
主であった。
┐
アスィ　
┌
ケーン［
┐
ʔaθi　┌keːŋ］（昼食を食べる）。┐アスィ　┌カタ
イヤ［
┐
ʔaθi　┌kataija］（昼食を食べたか）。ヤー┌カイ　カティ┐　チャン［jaː┌kai
kati┐　ʧaŋ］（家で食べてきた）
┌
アタラシュン［
┌
ʔataraʃuŋ］（動）
お汁などを温める。ご飯の場合は、ヌク
┌
ミー
┐
ン［nuku┌miː┐ŋ］（温める）という。
┐
シン　
┌
アタラシュン［
┐
ʃiŋ　┌ʔataraʃuŋ］（お汁を温める）。┌アタラスァン┐キ┌バ
［
┌
ʔatarar
○
aŋ┐ki┌ba］（温めるな）。┐ワナー　┌アタラスァン［ ┐wanaː　┌ʔatarar
○
aŋ］
（私は温めない）。
┌
アタラチャン［
┌
ʔataraʧaŋ］（温めた）。┐シノー　アタ┌ラチカ
ラ
┐
　ンギャ
┌
スィバ［
┐
ʃinoː　ʔata┌raʧikara┐　ʔŋgja┌θiba］（お汁は温めてから出
しなさいよ）
┌
アティ
┐
キ［
┌
ʔati┐ki］（名）
湯気。「熱気」の義か。アティ
┌
キヌ
┐
　ンギーン［ʔati┌kinu┐　ʔŋgiːŋ］（湯気が出
る）。パハガ
┌
マヌ　プフタ
┐
ラ　アティ
┌
キヌ
┐
　ンギー
┌
スィガ
┐
　スァム
┌
ノー
┐
　
ピチ　
┐
ウチリ　
┌
ナスァンバ［pΦaga┌manu　pΦuta┐ra　ʔati┌kinu┐　ʔŋgiː┌θiga┐　
r
○
amu┌noː┐　piʧi　┐ʔuʧiri　┌nar
○
amba］（羽釜の蓋から湯気が出ているが、薪を引
きだして熾にしなさいよ＜しないと＞）。
アティ
┌
ビー［ʔati┌biː］（名）
硬いお粥。
┌
ムジヌアンデー［
┌muʤinuʔandeː］（麦のお粥）は、アティビ状に作る
のが普通で、村行事やヤーウグヮン［jaːʔugwaŋ］（家の祈願）のときに作った
アティ
┌
ユー［ʔati┌juː］（名）
熱湯。熱い湯。アティ
┌
ユー　ハキラッタン［ʔati┌juː　hakirattaŋ］（熱湯をかけら
れた）。
┌
ピシャチ
┐
　アティ
┌
ユー　ハキラッティ
┐
　ナガ
┌
レー
┐
　アッキ
┌
ハンティ　チ
ャ
┐
ン［
┌piʃaʧi┐　ʔati┌juː　hakiratti┐　naga┌reː┐　ʔakki┌hanti　ʧa┐ŋ］（足に熱湯
をかけられて、長い間歩きずらかった）
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アパハ
┌
ア
┐
ジ［ʔapΦa┌ʔa┐ʤi］（名）
薄味。アパハ
┌
アジル
┐
　マッ
┌
シャル［ʔapΦa┌ʔaʤiru┐　maʃ┌ʃaru］（薄味がよい）。
┐
ワナー　アパハ
┌
アジンガル　マッシャル［
┐wanaː　ʔapΦa┌ʔaʤiŋgaru　maʃʃaru］
（私は薄味が好きだ）。アパハ
┌
スァスィル　マッシャル［ʔapΦa┌r
○
aθiru　maʃʃaru］（薄
味がよいのだ）
アバラ
┌
ゲー［ʔabara┌geː］（名）
大食い。何でもかまわずに食う者。むやみに食う者。ミカ
┌
シャー
┐
　アバラ
┌
ゲー
スァーガ
┐
　マン
┌
ドゥータン［mika┌ʃaː┐　ʔabara┌geːr
○
aːga┐　man┌duːtaŋ］（昔は大
食いが多かった）
┌
アマスァン［
┌
ʔamar
○
aŋ］（形）
あまい（甘い）。
┌
アマスァー
┐
ナーン［
┌
ʔamar
○
aː┐naːŋ］（甘くない）。┌アマスァナ┐テ
ィ　
┐
シューン［
┌
ʔamar
○
ana┐ti　┐ʃuːŋ］（甘くなってくる）。┌アマスァタン［┌ʔama
r
○
ataŋ］（甘かった）。┌アマスァンシャコー┐　ケー┌スァー［┌ʔamar
○
aŋʃakoː┐　keː┌r
○
aː］
（甘かったら食べるよ）
アミ
┌
グヮー［ʔami┌gwaː］（名）
飴。飴玉。アミ
┌
グヮー　ホー
┐
ティ　フー
┌
バ［ʔami┌gwaː　hoː┐ti　Φuː┌ba］（飴を買っ
て来いよ）。
┌
ヤーネー
┐
ン　ティー
┌
ター　キースァ ［ー
┌jaːneː┐n　tiː┌taː　kiːr
○
aː］（君
にも一つはやる＜くれる＞よ）
┌
アラマカヤー［
┌
ʔaramakajaː］（名）
どんぶり（丼）。汁やムジヌアンデー［muʤinuʔandeː］（麦の粥）などを入れるのに
用いた容器。普通のお碗の大きいもので荒焼きの陶器。素焼きの陶器。
┌
シャンクヮ
ン［
┌
ʃaŋkwaŋ］は普通の焼き物
┌
アリ
┐
ン［
┌
ʔari┐ŋ］（名）
きね（杵）。アリン
┌
シャー
┐
マ　
┐
ムジ　
┌
ティチ
┐
　フー　
┌
ナシュン［ʔariŋ┌ʃaː┐ma　
┐muʤi　┌tiʧi┐　Φuː　┌naʃuŋ］（杵で麦を搗いて粉にする）
┌
アワ［
┌
ʔawa］（名）
あわ（粟）。戦前は久高島で麦や粟を盛んに栽培していたが現在では栽培していな
い。
┐
アワ　
┌
マキン［
┐
ʔawa　┌makiŋ］（粟を蒔く）。グン┌グヮティマティー［guŋ
┌gwatimatiː］（五月祭り）は粟の穂の祈願祭であり、ルク┌グヮティマティー［ruku
┌gwatimatiː］（六月祭り）は粟の収穫祭であった。アワ┌メー［ʔawa┌meː］（粟飯）
も昔は作っていた
┌
アンダ［
┌
ʔanda］（名）
油。
┌
マーアンダ［
┌maːʔanda］（なたねあぶら＜菜種油＞）。┌マーアンラ［┌maːʔan
ra］ともいう。ワー┌アンダ［waː┌ʔanda］（豚の脂）。ワー┌アンラ［waː┌ʔanra］と
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もいう。豚脂は
┌
ミミダー
┐
ク［
┌mimidaː┐ku］（耳のある壷）に入れて保存し、必要に
応じてお汁に掻きとって入れた。
┌
シェンジェノー
┐
　ワー
┌
アンダー
┐
　ミミ
┌
ダーク
┐
カ
イ　
┌
スァブイタスィガ
┐
　シン
┌
チャー
┐
　シル
┌
ゲーシャーマ
┐
　イフィ
┌
ナー
┐
　ス
ゥ
┌
クティ
┐　イ┌リータスァー［┌ʃenʤenoː┐　waː┌ʔandaː┐　mimi┌daːku┐kai　┌r
○
a
buitaθiga┐　ʃin┌ʧaː┐　ʃiru┌geːʃaːma┐　ʔiΦi┌naː┐　θu┌kuti┐　ʔi┌riːtar
○
aː］（戦前は豚
の脂はミミダークに入れて保存したが、お汁には杓子で少しずつ掬って入れたよ）
アンダー
┌
ギー［ʔandaː┌giː］（名）
てんぷら。「油揚げ」の義。祝儀や不祝儀の日、スィ
┌
ティ
┐
ビー［θi┌ti┐biː］（節日）
の時にしかテンプラは食べなかった。シルアンダー
┌
ギー［ʃiruʔandaː┌giː］（白いテ
ンプラ。黒砂糖の入ってないテンプラ）。ンムクリアンダー
┌
ギー［ʔmmukuriʔanda
ː┌giː］（芋の澱粉を捏ねて揚げたもの）などがある。アンダー┌ギー　アギー┐ン［ʔanda
ː┌giː　ʔagiː┐ŋ］（テンプラを揚げる）
アン
┌
ムチ［ʔam┌muʧi］（名）
あんもち（餡餅）。清明祭、旧暦十六日祭、お盆などの先祖供養の仏事に供物として
作る家もあった。
┌
アンリーン［
┌
ʔanriːŋ］（動）
ふきこぼれる。あふれる。
┌パハガマヌ　アンディトゥー
┐
クトゥ　
┐
ピー　ピ
┌
カンバ
［
┌pΦagamanu　ʔandituː┐kutu　┐p’iː　pi
○
┌kamba］（羽釜が吹きこぼれているから火
を引きなさい。薪を取り出せ）。
┌
アンリタン［
┌
ʔanritaŋ］（吹きこぼれた）。アンリト
ゥー
┌
スィガ
┐
　ハー　
┐
ピー　ピ
┌
カンバ［
┐
ʔanrituː┌θiga┐　haː　┐p’iː　pi┌kamba］
（あふれているよ。早く火を引きなさい）。
┌
アンリラン［
┌
ʔanriraŋ］（溢れない）。
┌
アンリタン［
┌
ʔanritaŋ］（溢れた）。┌アンリーギスァン［┌ʔanriːgir
○
aŋ］（溢れそうだ）。
┌
アンラスァン
┐
キ
┌
バ［
┌
ʔanrar
○
aŋ┐ki┌ba］（溢れさせるなよ）。プ┌キン［pu┌kiŋ］（吹
き出る）。
┌パハガマヌ
┐
　プチュー
┌
スィガ［
┌pΦagamanu┐　puʧuː┌θiga］（羽釜が吹
きこぼれているが＜吹いているが＞）ともいう。
ゴー
┌
スァン［goː┌r
○
aŋ］（形）
えぐい。
┌
アカナー　カヤーマ
┐
　ヌリーヤ　ゴー
┌
スァイ
┐
　ハチャイピチャイ　
┌
シ
ミラッティ
┐
　コー
┌
コー
┐
　ヨータン［
┌
ʔakanaː　kajaːma┐　nuːriːja　goː┌r
○
ai┐　
haʧaipiʧai　┌ʃimiratti┐　koː┌koː┐　joːtaŋ］（ばらふえだい＜アカナー＞を食べて
喉は痒くなり、吐いたり下したりして疲労困憊した＜弱りきっている＞）
┐
イキ　
┌
シュン［
┐
ʔiki　┌ʃuŋ］（連）
呼吸する。「息する」の義。
┐
イキャー　
┌
チューイヤ［
┐
ʔikjaː　┌ʧuːija］（息はし
ているか）。イキャー　
┌
チュースァー［
┐
ʔikjaː　┌ʧuːr
○
aː］（息はしているよ）。┐イ
キ　
┌
シーブシャン［
┐
ʔiki　┌ʃiːbuʃaŋ］（息をしたい）
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┌
イシガキガク
┐
イ［
┌
ʔiʃigakigaku┐ i］（名）
石垣。「石垣囲い」の義。
┌
ウヌ　ヤシキャー
┐
　イシガキ
┌
ガクイ　サットゥー
┐
ン
［
┌
ʔunu　jaʃikjaː┐　ʔiʃigaki┌gakui　sattuː┐ŋ］（この屋敷は石垣囲いされている）
┌
イユ［
┌
ʔiju］（名）
┌
イユ　ケーン［
┌
ʔiju　keːŋ］（魚を食べる）。ヒティミティ┌ムンヌ　ハティムノー　
イユ
┐
　ヤタル［çitimiti┌munnu　hatimunoː　ʔiju┐　jataru］（朝ご飯のおかず＜菜。
副食物＞は魚だった）
イラ
┌
キン［ʔira┌kiŋ］（動）
いる（煎る）。イラ
┌
カン［ʔira┌kaŋ］（煎らない）。┐ナー　イラ┌チャン［ ┐naː　
ʔira┌ʧaŋ］（もう煎った）。イラキ┌ブシャン［ʔiraki┌buʃaŋ］（煎りたい）。イラ┌チャ
スァー［ʔira┌ʧar
○
aː］（煎ったよ）。イラ┌カンキバ［ʔira┌kaŋkiba］（煎るなよ）。┐ムジ
┌
イラチ
┐
　ウスィ
┌
カイ　ピチ
┐
　ティン
┌
ディーカイ　ユティカラル
┐
　ユニ
┌
コー
┐
　ト
ゥクイル［
┐muʤi　┌ʔiraʧi┐　ʔuθi┌kai　piʧi┐　tin┌diːkai　jutikararu┐　juni┌koː┐
tukuiru］（麦を煎って、臼で挽いて、篩いでふるって麦焦がしは作るのだ）。┐マミ　
┌
イラキン［
┐mami　┌ʔirakiŋ］（豆を煎る）。┐シューヤ　イラ┌カン┐　アチャル　
イラ
┌
キッチロ［
┐
ʃuːja　ʔira┌kaŋ┐　ʔaʧaru　ʔira┌kitʧiro］（今日は煎らない。明
日煎るそうだ）
┌
イル
┐
ミ［
┌
ʔiru┐mi］（名）
必要経費。費用。入費。シティ「グヮター
┐
　ハトゥー
┌
シンヌ　ウヤカタンシャーヤ
┐
シンカヌ　
┌
ヤーチ
┐
　シティグヮティ
┌
イルミ　ウクタスィガ　ウンネーヤ
┐
　ナカ
┌
ワ
タイ　ッチータル［ʃiti┌gwataː┐　ha
○
┌tuːʃinnu　ʔujakataŋʃaːja┐　ʃiŋkanu　┌jaːʧi┐
ʃitigwati┌ʔirumi　ʔukuitaθiga　ʔunneːja┐　naka┌watai　tʧiːtaru］（七月にはカツ
オ船の親方達は乗組員の家に七月のお盆の必要経費を送ったが、それには中渡しと
いったよ）
ウー
┌
ディルー［ʔuː┌diruː］（名）
ピル＜注ぎ口＞の付いた鍋。アンダナビ（油鍋、揚げ鍋）の注ぎ口のある鍋
ウク
┌
ヤンバン［ʔuku┌jambaŋ］（固）
国頭村字奥集落。久高島の漁民は奥村に泊まり、安田の海で漁をした。ヤン
┌
バンスァ
ビッチ
┐
　ヤン
┌
バンカイ
┐
　アギ
┌
ヤー　チュータン［jam┌banr
○
abitʧi┐　jam┌baŋkai┐
ʔagi┌jaː　ʧuːtaŋ］（山原旅をして、山原でアギヤー［ʔagijaː］＜追い込み漁＞をし
ていた）
ウ
┌
ケーメー［ʔu┌keːmeː］（名）
おかゆ（粥）。ウ
┌
ケー［ʔu┌keː］（お粥）ともいう。ン┌モーカシー［ʔm┌moːkaʃiː］
（いも粥。貧乏人が日常食とした）。
┌
ナティ
┐
ヌ　アティ
┌
スァ
┐
ン　
┐
バーイヤ　
┐
ユー　ウ
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ケー
┌
メー　キラリータン［
┌nati┐nu　ʔati┌r
○
a┐m　┐baːijaː　┐juː　ʔukeː┌meː　kirari
ːtaŋ］（夏の暑い時＜場合＞は、よくお粥を食べさせられた）。パハ┌ナシキ　ハカイ
ーヤー
┐
　ウケー
┌
メートゥ　ハトゥーユー　キラリータン［pΦa┌naʃi
○
ki　hakaiːjaː┐
ʔukeː┌meːtu　hatuːjuː　kirariːtaŋ］（風邪に罹ると、お粥とカツオのお汁を与えら
れた＜くれられた＞）
ウジミ
┌
ヤンバン［ʔuʤimi┌jambaŋ］（固）
大宜味間切。大宜味村。
┌
ウジミデー
┐
ク［
┌
ʔuʤimideː┐ku］（大宜味大工）
┌
ウシュドゥクイ［
┌
ʔuʃudukui］（名）
神饌の刺身。
┌
ウシュルクイ［
┌
ʔuʃurukui］（神饌の刺身）ともいう。「潮造り」の義か。
┌
マティーヌ　バーイヌ　ミーアムトゥッ
┐
チ　
┌
ウシャギーヌ
┐
　ウブン
┌
カヤー
┐
　
ウシュルク
┌
イン　ウシャギータン［
┌matiːnu　baːinu　miːʔamutut┐ʧi　┌ʔuʃagiː
nu┐　ʔubuŋ┌kajaː┐　ʔuʃuruku┌iŋ　ʔuʃagiːtaŋ］（祭祀の時、外間殿、外間ヌンドゥ
ンチ、久高ヌンドゥンチの三箇所の元に供えるウブン＜ご飯＞には、ウシュドゥク
イも供えた）。
┐
ウシュドゥクイ　
┌
ウシャギーン［
┐
ʔuʃudukui　┌ʔuʃagiːŋ］（刺身
をお供えします）
┌
ウシェー［
┌
ʔuʃeː］（名）
酒の肴。「お菜」の義。
┌
ウシェー　トゥクティ
┐
　ンギャ
┌
スィバ［
┌
ʔuʃeː　tukuti┐
ʔŋgja┌θiba］（酒の肴を作って出しなさい）。┌ウシェー　ンギャスィバ［┌ʔuʃeː　
ʔŋgjaʃiba］（酒の肴を出しなさい）
┌
ウスィ［
┌
ʔuθi］（名）
臼。臼の総称。ウスィ
┌
カイ
┐
　ム
┌
ジ　イッティ
┐
　ピ
┌
キ
┐
ン［ʔuθi┌kai┐　mu┌ʤiʔitti┐
pi
○
┌ki┐ŋ］（臼に麦を入れて挽く）。ウスィ┌シャーマ┐　ムジ　┌ピッチ┐　フー　┌ナシ
ュン［ʔuθi┌ʃaːma┐　muʤi　┌pitʧi┐　Φuː　┌naʃuŋ］（臼で麦を挽いて粉にする）。
緊急の場合は臼に糯米を入れて粉にし、これで餅を作った。イザイホーに初めて参
加するナンチューがノロからスジ［suʤi］（餅粉）を付けてもらう時、転倒した臼が
三基用意された。右側の臼には両親健在の人が、中の臼には片親健在の人が、左側
の臼には両親のない人が座る
ウ
┌
スゥン
┐
トゥ［ʔu┌θun┐tu］（名）
台所。土間。ウ
┌
スゥントゥカヤー
┐
　ンチャ
┌
スァーマ
┐
　トゥク
┌
トゥーヌ　ハマ
ドゥヌ
┐
　アタ
┌
スァー［ʔu┌θuntukajaː┐　nʧa┌r
○
aːma┐　tu
○
ku┌tuːnu　hamadunu┐
ʔata┌r
○
aː］（台所には土で作った竈があったよ）。ンム┌ニーヌ┐　プフカー　┌フマカイ
ル
┐
　ムノー　
┌
スガイタル［ʔmmu┌niːnu┐　pΦukaː　┌Φumakairu┐　munoː　┌su
gaitaru］（芋を煮る他は、ここで食事は用意＜炊事＞した）
ウチ
┌
ジョー［ʔuʧi┌ʤoː］（名）
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┌
カミンチュ［
┌kaminʧu］（神職者）が┌ソールイウイエー［┌soːruiʔuijeː］（ソル
イガナシの神祝い）や
┌
スァムトゥウイエー［
┌r
○
amutuʔuijeː］（巫女の神祝い）に
出された「ウブンガナシー［
┌
ʔubuŋganaʃiː］（供物のご飯）を親戚に頂戴させる
こと。
┌
ウブンガナシー
┐
　エー
┌
カンシャーネー
┐
　ハミ
┌
ラシュ
┐
ン　バー
┌
イヤ　
ウチジョーッチール［
┌
ʔubuŋganaʃiː┐　ʔeː┌kaŋʃaːneː┐　hami┌raʃu┐m　baː┌ija　
ʔuʧiʤoːtʧiːru］（ウブンガナシーを親戚に頂戴させる＜戴かせる＞時は、それをウチ
ジョーという）。
┌
ウブンガナシーも高膳に載せて出された。パハー
┌パハーウチジョー
［pΦaː┌pΦaːʔuʧiʤoː］（祖母が貰った祝いの料理）。
┌
ウトゥイム
┐
チ［
┌
ʔutuimu┐ʧi］（名）
おもてなし。接待。
┐
シューヌ　
┌
スォールイウイエーヤ　ニーッチュ
┐
　ヌル　
┌
ニーガ
ヌン
┐
　イモー
┌
チュー
┐
クトゥ　ジョー
┌
ブン
┐
　ウトゥイ
┌
ムチャー　スァンバ［
┐
ʃuː
nu　┌θoːruiʔuijeːja　niːtʧu┐　nuru　┌niːganuŋ┐　ʔimoː┌ʧuː┐kutu　ʤoː┌buŋ┐　ʔu
tui┌muʧaː　r
○
amba］（今日のスォールイ祝いには、根人様、ノロ様、根神様がおい
でになっているから、十分におもてなし＜接待＞をしなさい）
┌
ウブ
┐
ク［
┌
ʔubu┐ku］（名）
赤飯。朔日、十五日に仏壇に供える赤飯。茶碗に山盛りにして供え、お祝いの時に
は飯碗に山盛りにして仏壇に供えた。還暦（六十一歳）、古希（七十三歳）の生年祝
いの時には台所の火の神やトゥ
┌
パシラ［tu┌paʃira］（一番座の東南の角にある神棚）
の神前にも供えた。
ウム
┌
ティ［ʔumu┌ti］（名）
おもて（表）。ウム
┌
ティラ　イーバ［ʔumu┌tira　ʔiːba］（表から入りなさい）。┌メー┐
ラ　
┌
イーバ［
┌meː┐ra　┌ʔiːba］（前＜表＞から入りなさい）ともいう。
┌
ウラ［
┌
ʔura］（名）
裏。着物の裏。ウラ
┌
ゲーシ［ʔura┌geːʃi］（裏返し）
┌
エー［
┌
ʔeː］（名）
（動）魚名。アイゴの仲間。
┌
ヤチャー［
┌jaʧaː］が成長して┌エー［┌ʔeː］（あいご）
となる。出世魚の名前の一つ
┌
オーファ［
┌
ʔoːΦa］（名）
野菜。「青葉」の義。ヤ
┌
シェー［ja┌ʃeː］（野菜）ともいう（借用語）。ヤシェー┌ネー
ヤ
┐
　ミカ
┌
シャー
┐
　オーファ　
┌
チータル［jaʃeː┌neːja┐　mika┌ʃaː┐　ʔoːΦa　┌ʧiː
taru］（野菜には、昔は青葉と言っていた）
┌
ガチャー［
┌gaʧaː］（名）
意地汚いもの。飲食物や金品に対する欲が強い者。がつがつ食う者。
┌
ウヌ　ックヮ
ー
┐
　ガチャー　
┌
ヤル［
┌
ʔunu　kkwaː┐　gaʧaː　┌jaru］（この子は意地汚い子だ）。
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┌
ウラー
┐
　ワラビ　
┌
チューイヤ
┐
　ガチャー　
┌
ヤタンドー［
┌
ʔuraː┐　warabi　
┌
ʧuːija┐　gaʧaː　┌jatandoː］（これは、子供の頃は意地汚い子だった）。┌ウヌ　ッ
チョー　サキカヤー
┐
　ミーヤ　
┌
ナーン［
┌
ʔunu　tʧoː　sakikajaː┐　miːja　┌naːŋ］
（この人は酒には目がない。酒上戸）ともいう
カン
┌
ビン［kam┌biŋ］（名）
ちょうし（銚子）。徳利。「燗瓶」の義。カン
┌
ビンチ　スァ
┐
キ　
┌
イリーン［kam
┌binʧi　r
○
a┐ki　┌ʔiriːŋ］（銚子に酒をいれる）。
┌
ギーマールー［
┌giːmaːruː］（名）
結い回り。相互扶助。ハティ
┌
グヮティ
┐
　ジュー
┌
グヤーヌ　マティーヌ
┐
　フカマ
┌
カイヌ　ム
┐
チ　トゥ
┌
クイスァー
┐
　トゥ
┌
クブイビケーンヌ　ギーマールー
┐
　ヤル
［ha
○
ti┌gwati┐　ʤuː┌gujaːnu　matiːnu┐　Φu
○
kama┌kainu　mu┐ʧi　tu┌kuir
○
aː┐　tu
○
┌kubui
bikeːnnu　giːmaːruː┐　jaru］（八月十五夜祭の外間殿の餅作りは十戸ぐらいで順繰
り＜結い回り＞で担当した）。一人当て一個の三重餅を作ってお月様に健康祈願をす
る。外間殿と外間ノロ家から大香炉を外間殿の下に持ってきて、香炉一杯の線香を
立てて祈願する。それが終わったら 16 ～ 70 歳までの人の分、餅を貰いに来る。
┌
キー
┐
ン［
┌kiː┐ŋ］（動）
切る。
┌
キラ
┐
ン［
┌kira┐ŋ］（切らない）。キラン┌キバ［kiraŋ┌kiba］（切るな）。キ┌チ
ャ
┐
ン［ki┌ʧa┐ŋ］（切った）。キ┌チミー┐ン［ki┌ʧimiː┐ŋ］（切ってみる）。┌キーブシャン
［
┌kiːbuʃaŋ］（切りたい）。キヤン┌キバ［kijaŋ┌kiba］（切るな）。キチャ┌クトゥ［ki
ʧa┌kutu］（切ったので）。┐キチャー　ナラン┌スィガ［ ┐kiʧaː　naran┌θiga］（切っ
てはいけない）。
┌
ヌーッチ
┐
　キチャガ［
┌nuːtʧi┐　ki
○
ʧaga］（何故切ったか）。ポホ
ー
┌
チャーシャーマ
┐
　ヤシェー　
┌
キーン［pΦoː┌ʧaːʃaːma┐　jaʃeː　┌kiːŋ］（包丁で
野菜を切る）
┌
キシク［
┌kiʃi
○
ku］（名）
（動）魚名。アミアイゴの稚魚。夏季に群れをなして沿岸に寄る小魚で、海草を食べる以
前の、体長2～3センチの稚魚。毎年旧暦6月1日前後に沿岸に寄ってくる。海草を食
べたものはクスァ
┌パハン［kur
○
a┌pΦaŋ］（海草を食べた後のキシク）という。ティ┌ター┐
ミ［ti┌taː┐mi］（投網）を打ってクスァ┌パハンを漁獲し、豚の餌の出汁に使った。┌キ
シクヌ
┐
　クスァ　
┌
ケーバー
┐
　クスァ
┌パハン　ナイクトゥ　ウラー
┐
　ティ
┌
ターミシ
ャーマル
┐
　スゥイ
┌
タル［
┌kiʃi
○
kunu┐　ku
○
r
○
a　┌keːbaː┐　ku
○
r
○
a┌ pΦan　naikutu　
ʔuraː┐　ti
○
┌taːmiʃaːmaru┐　θui┌taru］（キシクが海草を食べたらクスァパハンにな
るので、それは投網で漁獲した）
キ
┌
シリ［ki
○
┌
ʃiri］（名）
きせる（煙管）。
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グイ
┌
チャー［gui┌ʧaː］（名）
よっぱらい（酔っ払い）。
┐
グイティ　
┌プフリムン　ナ
┐
ティ［
┐guiti　┌pΦurimun
na┐ti］（酔っ払って馬鹿者になってしまって）。グイ┌チャーガ┐　チャン［gui┌ʧaːga┐　
ʧaŋ］（酔っ払いが来た）。┐グイヌ　スァマ┌タン［ ┐guinu　r
○
ama┌taŋ］（酔いが醒めた）
┌
グイ
┐
ン［
┌gui┐ŋ］（動）
酔う。酒に酔う。グイ
┌
ラン［gui┌raŋ］（酔わない）。グイ┌タン［gui┌taŋ］（酔った）。
グイ
┌
ブシャン［gui┌buʃaŋ］（酔いたい）。グイ┌ラン┐キ┌バ［gui┌raŋ┐ki┌ba］（酔う
な）。
┌
スァキ　ヌ
┐
リ　グイ
┌
トゥー
┐
ン［
┌r
○
aki　nu┐ri　gui┌tuː┐ŋ］（酒を飲んで酔っ
払っている＜酔っている＞）
┌
グー［
┌guː］（名）
芭蕉の幹。熱が出ると、芭蕉の幹を約 30 センチの長さに切って中央部を叩いて柔
らかくし、枕にして氷嚢代用に用い、熱を冷ました。
┐
ニティ　
┌
スァマシュタン
［
┐niti　┌r
○
amaʃutaŋ］（熱を冷ました。解熱させた）
グガ
┌
リーン［guga┌riːŋ］（動）
うえる（飢える）。グガ
┌
リ
┐
ティ［guga┌ri┐ti］（飢えて）。グガ┌リトゥー┐ン［guga
┌rituː┐ŋ］（飢えている）。グガ┌リタン［guga┌ritaŋ］（飢えた）。ワラ┌ビ┐ヌ　グガ
┌
リティ　ナチ　グクトゥ
┐
　ハー　ウケー
┌
メー　スァチ　キリバ［wara┌bi┐nu　
guga┌riti　naʧi　gukutu┐　haː　ʔukeː┌meː　r
○
aʧi　kiriba］（子供が飢えて泣いて
いるから、早くお粥を炊いてあげなさい）
┌
グ
┐
キ［
┌gu┐ki］（名）
おけ（桶）。一斗五升入りの桶で水を汲み家へ運んだ。
┌
ミリクミャーグ
┐
キ［
┌miri
kumjaːgu┐ki］（水汲み運搬用の桶）。水汲み作業は女性が担当し、頭上運搬する
のが普通であった。餅や豆腐を造る際、また神酒を醸造する際には
┌
グ
┐
キ［
┌gu┐
ki］（桶）を用いた。また、マカイ┌アラヤー［makai┌ʔarajaː］（碗洗い用の桶）もあ
った。
┐
スォープ　トゥ
┌
クイヤー
┐
　グキヌ　
┌
ウイカイ
┐
　ウスィ　
┌
ヌシティ
┐
　ス
ォープ
┌
マミ　ピチル
┐
　トゥクイ
┌
タル［
┐θoːpu　tu┌kuiːjaː┐　gukinu　┌ʔuikai┐
ʔuθi　┌nuʃi
○
ti┐　θoːpu┌mami　piʧiru┐　tu
○
kui┌taru］（豆腐作りは桶の上に臼を乗せ
て大豆＜豆腐豆＞を挽いて作った）
ク
┌
スァイン［ku
○
┌r
○
aiŋ］（動）
くさる（腐る）。クスァ
┌
ラン［ku
○
r
○
a┌raŋ］（腐らない）。ク┌スァティ┐　ナー┌ン［ku
○
┌r
○
ati┐　naː┌ŋ］（腐ってしまった）。クスァリ┌ムン［ku
○
r
○
ari┌muŋ］（腐れもの）。ク
スァ
┌
リーヤ　カーラン［ku
○
r
○
a┌riːja　kaːraŋ］（腐ったら食べられない）。ク┌スァッ
トゥーンシャコー　カーラン［ku
○
┌r
○
attuːŋʃakoː　kaːraŋ］（腐っていたら食べられな
い）。ク
┌
スァッティ
┐
　シューン［ku
○
┌r
○
atti┐　ʃuːŋ］（腐ってくる。腐りかける）。ク
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スァリ
┌
ガター　ナティ
┐
　シューン［ku
○
r
○
ari┌gataː　nati┐　ʃuːŋ］（腐りかけてくる。
腐りそうになってくる）
クスァ
┌
スァン［ku
○
r
○
a┌r
○
aŋ］（形）
くさい（臭い）。クスァ
┌
スァタン［ku
○
r
○
a┌r
○
ataŋ］（臭かった）。クスァスァ┌ナ┐ティ　
┐
シューン［ku
○
r
○
ar
○
a┌na┐ti　┐ʃuːŋ］（臭くなってくる）。クスァ┌スァヌ　ハビ┐ン　┐ナ
ラン［ku
○
r
○
a┌r
○
anu　habi┐n　┐naraŋ］（臭くて嗅ぐことも出来ない）
┌
グ
┐
ジ［
┌gu┐ʤi］（名）
砂糖きび。
┌
シェンゴー
┐
　グジ　トゥク
┌
トゥータスィガ
┐
　ウンパン
┌
チン
┐
　ヒリ
ョー
┌
デー
┐
　ピ
┌
キーヤ
┐
　リト
┌
コー
┐
　ナーナ　トゥク
┌
ラン　ナタン［
┌
ʃeŋgoː┐
guʤi　tu
○
ku┌tuːtaθiga┐　ʔumpan┌ʧiŋ┐　çirjoː┌deː┐　pi
○
┌kiːja┐　rito┌koː┐　naːna　
tuku┌ran　nataŋ］（戦後、砂糖きびを作っていたが、運搬賃、肥料代を差し引くと
利得がないので作らなくなった）。シティ
┌
グヮティーヤ
┐
　グジャー　ナナ
┌
スンビ
カーンチ
┐
　キチ　シチハッ
┌
ポンビカーンナ　クンチ
┐
　グリー
┌
ジンヌ　リョーホ
ーカイ
┐
　スィ
┌
キータン
┐
　グ
┌
シナグ
┐
ジン　
┌
リョーホーカイ
┐
　スァ
┌
ティータン
［ʃiti┌gwatiːja┐　guʤaː　nana┌sumbikaːnʧi┐　kiʧi　ʃiʧihap┌pombikaːnna　kunʧi┐
guriː┌ʤinnu　rjoːhoːkai┐　θi┌kiːtaŋ┐　gu┌ʃinagu┐ʤin　┌rjoːhoːkai┐　r
○
a┌tiːtaŋ］（旧
暦七月のお盆には砂糖きび＜荻＞は七寸程に切って七八本ぐらいずつ束ねて縛って
ご霊前の両方に供えた。砂糖キビの杖も両方に立てた）
クスァ
┌パハン［kur
○
a┌ pΦaŋ］（名）
（動）魚名。アミアイゴの稚魚で海草を食べた後のキシク。沿岸に群れをなして寄り、
海草を食べると腸に糞が溜まるので塩漬けにできない。海草を食べる以前の稚魚を
キシクといい、それを漁獲して塩漬けにする。キシクからクスァパハンへと成長する
出世魚である。ティ
┌
ター
┐
ミ（投網）で漁獲し、豚の餌の出汁に利用した
┌
クスイ［
┌kusui］（名）
薬。体の滋養となるもの。ミミ
┌
グスイ［mimi┌gusui］（聞いて得になる＜ためにな
る＞もの。感銘を受けるもの。耳につける薬）。ミー
┌
グスイ［miː┌gusui］（目薬。
見てためになること）。
┌
ウジニームン［
┌
ʔuʤiniːmuŋ］（滋養食物）に対しても┌ク
スイ［
┌kusui］（薬）という。┐ンギャナヌ　┌ニー［ ┐ʔŋgjananu　┌niː］（ニガナ
＜苦菜＞の根を酒に漬けたもの。杯に入れて腹薬＜胃薬＞として服用した）は久高
島の独特の薬草
グ
┌
ヤーマ
┐
ク［gu┌jaːma┐ku］（名）
（動）魚名。キシュクの一種で、つぶの大きいもの。アミアイゴの稚魚。普通のキシ
ュクの倍以上の大きさがある。旧暦六月一日頃、七月一日ごろに群れをなして沿岸
に寄ってくる。塩漬けにしても生食にしても美味である。
Hosei University Repository
－ 74 －
┌
クミン［
┌kumiŋ］（動）
くむ（汲む）。
┌
ミリ　クミン［
┌miri　kumiŋ］（水を汲む）。┌クマン［┌kumaŋ］（汲
まない）。
┌
クラ
┐
ン［
┌kura┐ŋ］（汲んだ）。┌ク┐リ　フー┌バ［┌ku┐ri　Φuː┌ba］（汲ん
でこいよ）。
┌
ミリ　クミーヤ
┐
　ア
┌
スィリン
┐
　スィミー
┌
スァ［
┌miri　kumiːja┐　
ʔa┌θirin┐　θimiː┌r
○
a］（水を汲んだら遊んでもいいよ）。┌シェンジェノー┐　ピヒャーイ
┌
ナイヤー　ハーヌ　ミラー
┐
　チュタイ
┌
ナール　スァマイクトゥ
┐
　ユナグン
┌
シャー
ヤ
┐
　ユル
┌
ジュ
┐
ー　
┐
バン　
┌
スゥティル　ミラー　クミタル［
┌
ʃenʤenoː┐　pΦjaːi　
┌naijaː　haːnu　miraː┐　ʧutai┌naːru　r
○
amaikutu┐　junaguŋ┌ʃaːja┐　juru┌ʤu┐ː　
┐ban　┌θutiru　miraː　kumitaru］（戦前はひでり＜旱魃＞になると井戸の水は一滴
ずつしか溜まらないので、女性たちは夜通し番をとって水を汲んでいた）
┌
クルチ［
┌kuruʧi］（名）
こくたん（黒檀）。「黒木」の義。
┌
クヮー
┐
シ［
┌kwaː┐ʃi］（名）
菓子。
┌
ホーグヮー
┐
シ［
┌hoːgwaː┐ʃi］（落雁。「粉菓子」の義）は祝儀や不祝儀の際
に作った。祝儀用の落雁は食紅で表面を朱色に着色し、不祝儀用の落雁は着色せず
に白色のままにした。クヮー
┌
シャー
┐
　ンマ
┌
スァム
┐
ン　メー
┌
ニ
┐
チ　
┌
ケーブシ
ャン［kwaː┌ʃaː┐　ʔmma┌r
○
amu┐m　meː┌ni┐ʧi　┌keːbuʃaŋ］（菓子は美味しいものだ。
毎日食べたい）
クヮッ
┌
チー［kwat┌ʧiː］（名）
ごちそう（御馳走）。クワッ
┌
チー　チャン［kwat┌ʧiː　ʧaŋ］（ご馳走になった）。ク
ヮッ
┌
チー　シャビタン［kwat┌ʧiː　ʃabitaŋ］（ご馳走さまでした）。クヮッ┌チー　
シミーン［kwat┌ʧiː　ʃimiːŋ］（ご馳走させる。接待する）。クヮッ┌チー　ウシャギ
ーン［kwat┌ʧiː　ʔuʃagiːŋ］（ご馳走を差し上げます）
┌
クン
┐
シュ［
┌kuŋ┐ʃu］（名）
ユシ豆腐になる直前の、大豆を擂り潰して漉し、過熱して得た白濁液。現在の豆乳
に相当するもの。豆腐を作る際、大豆を擂り潰して漉し、煮て汁を絞り、豆腐に作
る前の汁。にがりを入れて固める直前の乳液。固まって汁を絞らない状態のものを
┌
ユシロー
┐プフ［
┌juʃiroː┐ pΦu］（ユシ豆腐）という。
┌
クンチャ
┐
ブ［
┌kunʧa┐bu］（名）
豚の首の肉。
┌
クン
┐
ブ［
┌kum┐bu］（名）
九年母。ヒラミレモン。
┌
シークヮーシャ ［ー
┌
ʃiːkwaːʃaː］（ヒラミレモン）ともいう。
┌
ケームン［
┌keːmuŋ］（名）
食べ物。「喰らい物」の義。
┌
ケームノー
┐
　ユチ
┌
コー
┐
　ナーン
┌
タン［
┌keːmunoː┐　
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juʧi┌koː┐　naːn┌taŋ］（食べ物は豊かではなかった）
┌
ケーン［
┌keːŋ］（動）
食べる。
┌
カーン［
┌kaːŋ］（食べない）。┌カタン［┌kataŋ］（食べた）。┌ケーブシ
ャン［
┌keːbuʃaŋ］（食べたい）。┌ケームン［┌keːmuŋ］（食べ物）。┌ケーンチュ
［
┌keːnʧu］（食べる人）。┌ケースァー　カーン［┌keːr
○
aː　kaːŋ］（食べるのは食べな
い）。
┐
ワーガ　
┌
ケーヤー　ヤーン　ケーバ［
┐waːga　┌keːjaː　jaːŋ　keːba］（私
が食べたら君も食べよ）。「ケーン
┐
　サン［
┌keːn┐　saŋ］（食べもしない）。┐ネー
ヌ　
┌
ユインドー
┐
　ハー　
┌
ケーバ［
┐neːnu　┌juindoː┐　haː　┌keːba］（地震が揺
れるぞ。早く食べよ）。
┌
ヌーン
┐
　カーン［
┌nuːŋ┐　kaːŋ］（何も食べない）。┐ワー
ガ　
┌
カタクトゥ　チャー
┐
キ　ミーヤッ
┌
タン［
┐waːga　┌katakutu　ʧaː┐ki　miː
jat┌taŋ］（私が食べたので、すぐ発見された＜見られた＞）。アンシュ┌クトゥ┐　ヌ
スル
┌
ゲーヤ
┐
　ナラン
┌
ヨー［ʔaŋʃu┌kutu┐　nusuru┌geːja┐　naraɲ┌joː］（だから盗
み食いは出来ないよ）
┌
ゴースァン［
┌goːr
○
aŋ］（形）
かゆい（痒い）。
┐
ヌリーヌ　ゴー
┌
スァン［
┐nuriːnu　goː┌r
○
aŋ］（喉が痒い）。┌アカ
ナー　カヤーマ
┐
　ヌリーヌ　ゴー
┌
スァヌ　キャーン
┐
　ナラン
┌
タン［
┌
ʔakanaː
kajaːma┐　nuriːnu　goː┌r
○
anu　kjaːn┐　naran┌taŋ］（アカナー＜バラフエダイ＞を
食べたので喉が痒くてたまらなかった）。
┌
ウリ　ヌダクトゥ
┐
　ヌリーヌ　ゴースァ
┌
ナ
┐
ティ［
┌
ʔuri　nudakutu┐　nuriːnu　goːr
○
a┌na┐ti］（これを飲んだので、喉が痒
くなって）
スァーチー
┌
メー［r
○
aːʧiː┌meː］（名）
麦のご飯。麦を臼で搗いて割ったり石臼で挽いたりして、それを固めに炊いた麦飯。
神饌に供した。
┌
ムジヌアンデー［
┌muʤinuʔandeː］は麦を石臼で挽いてお粥に炊
いたもの。それを固めにしたのがスァーチー
┌
メー［r
○
aːʧiː┌meː］である。
サー
┌
ユー［saː┌juː］（名）
さゆ（白湯）。湯冷まし。
┌
メー
┐
　ヌク
┌
スァンヨーマ
┐
　サー
┌
ユー　ハキティ　ケ
ーバ［
┌meː┐　nuku┌r
○
aɲjoːma┐　saː┌juː　hakiti　keːba］（ご飯を残さないように、
白湯をかけて食べなさい）。サー
┌
ユー　ヌミン［saː┌juː　numiŋ］（白湯を飲む）。
┌
スァキ　ヌリヌ
┐
　アトゥ　
┐
ヌリーヌ　
┌
ハーキーヤ
┐
　サー
┌
ユール
┐
　プフッシャ
ール［
┌r
○
aki　nurinu┐　ʔatu　┐nuriːnu　┌haːkiːja┐　saː┌juːru┐　pΦuʃʃaːru］（酒
を飲んだ後の喉の渇きは白湯が欲しいものだ）
サガイ
┌
ビシャ［sagai┌biʃa］（名）
縁側で片方の尻をかけ、脚を下げて座ること。「下がり脚」の義か。
┌
ガッコー
┐
ラ　
┌
ピルヌ　ヤスィミジカノー　ヤーチ
┐
　ムン
┌
ケーガ　イキタスィガ
┐
　ショーガチャ
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ー
┌
ワー　フルチャ
┐
ン　
┌
ピーヌ
┐
　ハティ
┌
ムノー　チーイラキー
┐
　ヤタスィガ　ウ
┌
スゥントゥカイ
┐
　サガイ
┌
ビシャッチ　カタ
┐
ヌ　ンマ
┌
スァー　ナマ
┐
ン　ワ
┌
スィラ
ラン［
┌gakkoː┐ra　┌p’irunu　jaθimiʤikanoː　jaːʧi┐　muŋ　┌keːga　ʔikitaθiga┐
ʃoːgaʧaː┌waː　Φuruʧa┐m　┌p’iːnu┐　hati┌munoː　ʧiːʔirakiː┐　jataθiga　ʔu┌θuntu
kai┐　sagai┌biʃatʧi　kata┐nu　ʔmma┌r
○
aː　nama┐ŋ　wa┌θiraraŋ］（学校から、昼の
休み時間は家へ食事をしに＜ものを食べに＞行った。正月用の豚をほふ＜屠る＞った
日の副食物は血炒り調理だったが台所に脚を下げて座って食べた豚料理の美味しさは
今も忘れられない）
スィ
┌
カマムン［θi
○
┌kamamuŋ］（名）
午後三時頃のお八つ。間食。煮芋や芋のにぎりなどを間食として出した。ヤー
┌
シャ
┐
ンパリ　
┌
ヤクトゥ
┐
　スィカマ
┌
ムン　ンギャスィバ［jaː┌ʃa┐mpari　┌jakutu┐　θi
○
ka
ma┌muŋ　ŋgjaθiba］（ひもじいはずだから午後の間食＜お八つ＞を出しなさい）。ス
ァカマ
┌
ムン　キリバ［r
○
akama┌muŋ　kiriba］（午後のお八つをあげ＜呉れ＞なさい）
ともいう。
サク
┌
グミ［saku┌gumi］（名）
うるち米（粳米）。サク
┌
グミシャーマ　ムチャ
┐
ー　トゥク
┌
ララン［sa
○
ku┌gumiʃa
ːma　muʧa┐ː　tu
○
ku┌raraŋ］（粳米では餅は作られない）。サク┌グミャー┐　サク┌サ
クトゥ　ムチャ
┐
ー　トゥク
┌
ララン［saku┌gumjaː┐　saku┌sakutu　muʧa┐ː　tu
○
ku
┌raraŋ］（粳米は粘りがないから餅はつくられない）
スァカ
┌
ジン［r
○
aka┌ʤiŋ］（名）
高膳。戸主が食事をとる時に用いた膳。また、ウグヮン［ʔugwaŋ］（祈願）の際に
供物や祭具を載せるのに用いた。
┐
ユキガン　
┌
ウヤー
┐
　ムノー　スァカ
┌
ジンカイル　
ンチャギータル［
┐ jukigaŋ　┌ʔujaː┐　munoː　r
○
aka┌ʤiŋkairu　ʔnʧagiːtaru］（父親
は、食事は高膳で召し上がった）
┌
スァカラ
┐
キ［
┌r
○
akara┐ki］（名）
さかずき（杯）。
┌
スァカラキチ　スァ
┐
キ　
┌
ティギ
┐
ン［
┌r
○
akarakiʧi　r
○
a┐ki　┌tigi┐ŋ］
（杯に酒を注ぐ）
┌
スァ
┐
キ［
┌r
○
a┐ki］（名）
酒。あわもり（泡盛）。
┌
スァ
┐
キ　
┌
ヌミ
┐
ン［
┌r
○
a┐ki　┌numi┐ŋ］（酒を飲む）。
┌
スァキ　ヌ
┐
リ　グイ
┌
トゥーン［
┌r
○
aki　nu┐ri　gui┌tuːŋ］（酒を飲んで酔っている）。
グイ
┌
チャー［gui┌ʧaː］（酔っ払い。酔人）。グリー┌ジンチ　スァ┐キ　┌ウシャギリ
バ［guriː┌ʤinʧi　r
○
a┐ki　┌ʔuʃagiriba］（ご霊前にお酒をお供えしなさい）
┌
スァキスィギ［
┌r
○
akiθigi］（名）
急性アルコール中毒。「酒過ぎ」（飲み過ぎ）の義か。
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┌
スァキン［
┌r
○
akiŋ］（動）
炊く。
┌
メー　スァキン［
┌meː　r
○
akiŋ］（ご飯を炊く）。┐マス　┌スァキン［ ┐masu
┌r
○
akiŋ］（塩を炊く）。┌スァカン［┌r
○
akaŋ］（炊かない）。┌スァチャン［┌r
○
aʧaŋ］（炊いた）。
┌
スァタスァ ［ー
┌r
○
atar
○
aː］（炊いたよ）。┌スァキブシャ┐ン［┌r
○
akibuʃa┐ŋ］（炊きたい）。
┐
ハー　
┌
スァキバ［
┐haː┌r
○
akiba］（早く炊けよ）。┌ヤーガー　スァカンキバ　トゥ
ジネー　シミリバ［
┌jaːgaː　r
○
akaŋkiba　tuʤineː　ʃimiriba］（君は＜君がは＞炊く
なよ。妻にさせなさいよ）
┌
スァター［
┌r
○
ataː］（名）
さとう（黒砂糖）。
┐
スァターヤ　
┌
アマスァン［
┐r
○
ataːja　┌ʔamar
○
aŋ］（砂糖は甘い）。
┌
マールヘーティナ
┐
　イモー
┌
チン
┐
　スァター
┌
ガル
┐
　アイ
┌
ビール
┐
　チャーウキ
┌
シンショーリバ［
┌maːruheːtina┐　ʔimoː┌ʧin┐　r
○
ataː┌garu┐　ʔai┌biːru┐　ʧaːʔuki
┌
ʃiŋʃoːriba］（たまさか＜偶さか＞にいらっしゃっても黒砂糖しかありません＜黒砂
糖がぞあります＞。お茶請けにしてください）。老人は
┌
フー
┐
リ［
┌Φuː┐ ri］（氷砂糖）
をお茶に入れて飲むことを好んだ。
┌
スァバ
┐
ク［
┌r
○
aba┐ku］（名）
たばこ（煙草）。
┐
スァバク　プ
┌
キン［
┐ r
○
abaku　pu
○
┌kiŋ］（煙草を吸う＜吹く＞）
スァバク
┌
ブン［r
○
abaku┌buŋ］（名）
煙草盆。スァバク
┌
ブン　ムッ
┐
チ　フー
┌
バ［r
○
abaku┌bum　mut┐ʧi　Φuː┌ba］（煙
草盆を持ってこいよ）。煙草盆にはペヘー
┌
プチ［pΦeː┌puʧi］（灰吹き。吸殻を入れる竹筒）
やピー
┌
スゥイ［p’iː┌θui］（火取り。熾火を入れる陶製の容器）が備わる
スァマ
┌
イン［r
○
ama┌iŋ］（動）
醒める。酔いが醒める。
┐
グヤー　
┌
ナマ
┐
　スァマ
┌
ラン　ニンティル
┐
　グル［
┐gujaː
┌nama┐　r
○
ama┌ran　nintiru┐　guru］（酔いはまだ醒めない。寝て＜ぞ＞いる）。┐ナ
ー　
┌
イフィ　シーヤー
┐
　スァマ
┌
ヤー
┐
　スァ
┌
ネー［
┐naː　┌ʔiΦi　ʃiːjaː┐　r
○
ama
┌jaː┐　r
○
a┌neː］（もう少ししたら酔いが醒めるでしょうよ）。ドゥー┌クル　スァマイスァ
ー［duː┌kuru　r
○
amair
○
aː］（自然に醒めるよ）。┌キャーチン┐　スァマ┌イスァー
［
┌kjaːʧin┐　r
○
ama┌ir
○
aː］（必ず醒める）。┌ニンスィトゥッキーヤ┐　スァマ┌イン
［
┌ninθitukkiːja┐　r
○
ama┌iŋ］（寝かせておいたら自然に醒めるよ）。スァマ┌タン
［r
○
ama┌taŋ］（醒めた）。スァマ┌ラン［r
○
ama┌raŋ］（醒めない）
シー
┌
スァン［ʃiː┌r
○
aŋ］（形）
すっぱい（酸っぱい）。酸い。シー
┌
スァー
┐
　ナー
┌
ン［ʃiː┌r
○
aː┐　naː┌ŋ］（酸っぱくない）。
シースァ
┌
ナイン［ʃiːr
○
a┌naiŋ］（酸っぱくなる）。シースァ┌タン［ʃiːr
○
a┌taŋ］（酸っぱ
かった）。クン
┌
ブヌ
┐
　シー
┌
スァン［kum┌bunu┐　ʃiː┌r
○
aŋ］（蜜柑が＜九年母＞が
酸っぱい）。
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┌
シ
┐
シ［
┌
ʃi┐ʃi］（名）
にく（肉）。豚肉。山羊肉。
┐
ワーン　
┌
シシ［
┐waːŋ　┌ʃiʃi］（豚の肉）。スォーキ┌ブン［θo
ːki┌buŋ］（豚の肋骨）。ピ┌シャ［pi
○
┌
ʃa］（豚足）。┐ワーヌ　┌アンダ［ ┐waːnu　┌ʔa
nda］（豚の脂。脂肉を焼いて脂を抽出し、それを油壺に入れて保存した。汁杓子で
少量ずつ掬い取り、お汁に入れて味付けに利用した）。
┌
シブイ［
┌
ʃibui］（名）
冬瓜。
シ
┌プフイン［ʃi
○
┌ pΦuiŋ］（動）
しゃぶる。シ
┌プフラン［ʃi
○
┌ pΦuraŋ］（しゃぶらない）。シ┌プフタン［ʃi
○
┌ pΦutaŋ］（し
ゃぶった）。シ
┌プフイブシャン［ʃi
○
┌ pΦuibuʃaŋ］（しゃぶりたい）。┌イユヌ　プフン┐　
シ
┌プフイン［
┌
ʔijunu　pΦuŋ┐　ʃi
○
┌ pΦuiŋ］（魚の骨をしゃぶる）。┌パハンダヤー┐　
ク
┌
チシャーマ
┐
　シ
┌プフティル
┐
　スゥイ
┌
タル［pΦandajaː┐　ku
○
┌
ʧiʃaːma┐　ʃi
○
┌ pΦu
tiru┐　θui┌taru］（＜乳児の＞洟垂れは口で吸って取ったよ）
シブ
┌
スァン［ʃibu┌r
○
aŋ］（形）
渋い。シブ
┌
スァー
┐
ナーン［ʃibu┌r
○
aː┐naːŋ］（渋くない）。シブスァ┌タン［ʃibur
○
a
┌taŋ］（渋かった）。┐シブスァ　┌ナ┐ティ┐　シューン［ ┐ʃibur
○
a　┌na┐ti┐　ʃuːŋ］
（渋くなってくる）。バシャ
┌
ナヤー　ナマ
┐
　シブ
┌
スァヌ
┐
　ンダー　
┌
ナーン［baʃa
┌najaː　nama┐　ʃibu┌r
○
anu┐　ʔndaː　┌naːŋ］（バナナは渋くて、まだ熟れてない）
シプフハラ
┌
スァン［ʃipΦuhara┌r
○
aŋ］（形）
塩辛い。しょっぱい（塩っぱい）。シュージュー
┌
スァン［ʃuːʤuː┌r
○
aŋ］（塩気が強い）
ともいう。
┌
ウヌ　シノー
┐
　シプフハラ
┌
スァヌ
┐
　ヌマ
┌
ラン［
┌
ʔunu　ʃinoː┐　ʃipΦu
hara┌r
○
anu┐　numa┌raŋ］（このお汁は塩辛くて飲めない）
シマ
┌
ナー［ʃima┌naː］（名）
菜っ葉の一種。からしな（芥子菜）。「島菜」の義。
ショーガチャー
┌
ワー［ʃoːgaʧaː┌waː］（名）
正月用の豚、豚肉。正月が近づくと親戚五、六軒で組んで豚一頭を屠殺し、その肉
を均等配分した。正月料理に使用して残りはマシュ
┌
リ
┐
キ［maʃu┌ri┐ki］（塩漬け）
にしてかめ（甕）に入れ、冬季のタンパク源として保存した。
┌
シリー［
┌
ʃiriː］（名）
後ろ。後。「前」の対義語。「後ろの家」の意にも用いる。「父母我　等能々志利弊
乃～（後方）。『万葉集　4326』」の義。
┌
イリ
┐
ー［
┌
ʔiri┐ː］（西側の家）。┌アガ┐リ
ー［
┌
ʔaga┐riː］（東側の家）。シリー┌トー　ヤナブギーシャーマ┐　サ┌ケー　サッ
トゥーン［ʃiriː┌toː　janabugiːʃaːma┐　sa┌keː　sattuːŋ］（後ろの家とは福木で境界
をされている）。
┐
シリーヌ　
┌
ヤートー［
┐
ʃiriːnu　┌jaːtoː］（後ろの家とは）とも
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いう
┌
シャンクヮン［
┌
ʃaŋkwaŋ］（名）
磁器の小さいどんぶり。「筍羹」の義。筍干。ヤー
┌
ウグヮン　チャイ
┐
　マン
┌
ブカ
ネー　チャイ　シュ
┐
ン　バー
┌
イヌ　スィーンユタネーヌ　ウチジョーヤ
┐
　シャン
┌
クヮンカイ　メー　ムティ　ハラザカナン　ティキティ
┐
　ウン
┌
チュヌ　ヤーチ
┐
　
スゥドゥ
┌
キータン［jaː┌ʔugwan　ʧai┐　mam┌bukaneː　ʧai　ʃu┐m　baː┌inu　θiː
ɲjutaneːnu　ʔuʧiʤoːja┐　ʃaŋ┌kwaŋkai　meː　muti　haraʥakanan　tikiti┐　ʔun
┌
ʧunu　jaːʧi┐　θudu┌kiːtaŋ］（家の祈願をしたり、魂籠め＜マブヤー籠め＞の祈願
をする時はスィーンユタへのお礼の品として、磁器のどんぶりに米のご飯を山盛り
にして魚の煮つけも添えて、その人の家に届けたものである）
ジュー
┌
シー［ʤuː┌ʃiː］（名）
雑炊。久高島では、ヤパハラジュー
┌
シー［japΦaraʤuː┌ʃiː］（柔らかい雑炊）が中心
であった。ジュー
┌
シーメー［ʤuː┌ʃiːmeː］（雑炊ご飯）ともいう。ジュー┌シー　ス
ァキン［ʤuː┌ʃiː　r
○
akiŋ］（雑炊を炊く）。ハンダバージュー┌シ ［ーhandabaːʤuː┌ʃiː］（芋
蔓の葉の雑炊）が中心であった。シュー
┌
ヌ　ユキーヤ
┐
　ハンダバージュー
┌
シー　
スァキ
┐
バヤー［ʃuː┌nu　jukiːja┐　handabaːʤuː┌ʃiː　r
○
aki┐bajaː］（今日の夕飯は芋
蔓の葉の雑炊を炊きなさいねえ）
┌
ジューバ
┐
ク［
┌
ʤuːba┐ku］（名）
重箱。ジュー
┌
バクカイ　ム
┐
チ　ティ
┌
ミーン［ʤuː┌bakukai　mu┐ʧi　ti┌miːŋ］（重
箱に餅を詰める）
┌
ジョ
┐
ー［
┌
ʤo┐ː］（名）
門。
┌
ジョーグ
┐
チ［
┌
ʤoːgu┐ʧi］（門口。出入り口）。島では人が死ぬと、すぐ門口に
竈の灰で線を一筋引き、灰の上に竿を置いて悪霊の進入を防いだ。死は不浄とされ、
祭事も差し止めとなった。久高島にはなかったが、首里あたりの富豪の家や位の高
い士族の家の門にはヤー
┌
ジョー［jaː┌ʤoː］（門に屋根をかけたもの。「屋根門」の義）
が作られた。
ショー
┌
ユー［ʃoː┌juː］（名）
醤油。標準語からの借用語。昭和以降に醤油が輸入されるようになって使用された語。
┌
ジリパハンディムン［
┌
ʤiripΦandimuŋ］（名）
恥も外聞もない人。常識のない者。恥のない人。鉄面皮。あつかましい者。
┌
シン［
┌
ʃiŋ］（名）
おつゆ（お汁）の総称。アパハ
┌
イユヌ　シン［ʔapΦa┌ʔijunu　ʃiŋ］（獲ったばかり
の新鮮な魚のお汁）。ンシュ
┌
ジン［ŋʃu┌ʤiŋ］（味噌汁）。┌ンナシン［┌nnaʃiŋ］（具
のないお汁。実のないお汁）。オー
┌パハヌ　シン［ʔoː┌ pΦanu　ʃiŋ］（野菜のお汁）。
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┌
シンヌ
┐
　イキ
┌
ラスァン［
┌
ʃinnu┐　ʔiki┌rar
○
aŋ］（お汁がすくない）
┌
ジン［
┌
ʤiŋ］（名）
膳。スァカ
┌
ジン［r
○
aka┌ʤiŋ］（高膳。戸主の食事を出すのに用いたり、ウグヮン［ʔugwaŋ］
＜祈願＞の際に用いた）。クヮイシキ
┌
ジン［kwaiʃiki┌ʤiŋ］（会席膳。10 枚で一組と
されていた）などがある
┌
シンギムン［
┌
ʃiŋgimuŋ］（名）
煎じ薬。
┌
チム［
┌
ʧimu］（豚の肝臓を煮たもの）。┌チム［┌ʧimu］（肝臓）の煮汁や、
┐
チムヌ　
┌
シンギ［
┐
ʧimunu　┌ʃiŋgi］（肝の煎じもの）などがある
┌
シンジュ［
┌
ʃinʤu］（名）
墓。墓所。「鎮所」の義か。
シン
┌
ビー［ʃim┌biː］（名）
せんべい（煎餅）。シン
┌
ビーン
┐
　ンマ
┌
スァン［ʃim┌biːm┐　ʔmma┌r
○
aŋ］（煎餅も
美味しい）。シン
┌
ビーヤ
┐
　ンマ
┌
スァン［ʃim┌biːja┐　ʔmma┌r
○
aŋ］（煎餅は美味しい）
┐
シンヌ　
┌
ミー［
┐
ʃinnu　┌miː］（連）
お汁の実。
┌
ミーヌ
┐
　ウプフ
┌
スァン［
┌miːnu┐　ʔupΦu┌r
○
aŋ］（お汁の実が多い）。┌ミ
ーヌ
┐
　イキラ
┌
スァン［
┌miːnu┐　ʔikira┌r
○
aŋ］（お汁の実が少ない）
┌
スージ［
┌suːʤi］（名）
小道。路地。「小路」の義。
スス
┌
イン［susu┌iŋ］（動）
すする（啜る）。
┌
スーイン［
┌suːiŋ］ともいう。スス┌ラン［susu┌raŋ］（すすらない）。
┌
ススタン［
┌susutaŋ］（すすった）。アティ┌ジノー　ススティル　ケータル［ʔati
┌
ʤinoː　susutiru　keːtaru］（熱いお汁はすすって食べた）。ウケー┌メーヌ　ワーユ
ーン　ススティル
┐
　ヌミ
┌
タル［ʔukeː┌meːnu　waːjuːn　susutiru┐　numi┌taru］
（お粥の重湯＜上湯＞もすすって飲んだ）
┌
スィカマ［
┌θikama］（名）
昼。昼に近い時刻。
┌
スィ
┐
グ［
┌θi┐gu］（名）
小刀。「鉏（さい）具」の義か。ハ
┌
トウーブシャー
┐
　ハー　
┌ピヒギヌ
┐
　スィグ
┌
シ
ャーマル
┐
　ピヒジ　
┐プフシ　
┌
ナスタル［ha
○
┌tuːbuʃaː┐　haː　┌ pΦiginu┐　θigu┌ʃaː
maru┐　pΦiʤi　┐pΦuʃi　┌nasutaru］（鰹節は、皮をへぐ＜剥ぐ＞小刀で削って鰹節
にした）。
┌ピヒジャヌ　ハーヤ
┐
　ピヒギ
┌
ガシー　チータル［
┌ pΦiʤanu　haːja┐　pΦi
gi┌gaʃiː　ʧiːtaru］（削った皮はへぎ屑＜剥ぎ滓＞といった）。┌ウリン┐　ダシ　┌ナイ
クトゥ
┐
　ホー
┌
ヤー
┐
　マン
┌
ドゥータスァー［
┌
ʔurin┐　daʃi　┌naikutu┐　hoː┌jaː┐
man┌duːtar
○
aː］（それも出汁になるから買い手が多かった）
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シティ
┌
グヮティ　イルミ［ʃiti┌gwati　ʔirumi］（連）
お盆の経費（七月の入費）。シティ
┌
グヮティ　イルミトゥッチ　ゲーマヌ
┐
　ハ
┌
トゥー
シン
┐
　シンカン
┌
シャーネー
┐
　ウヤ
┌
カタラ
┐
　ナカ
┌
ワタイ
┐
ヌ　フバラ
┌
リータ
┐
ン
［ʃiti┌gwati　ʔirumitutʧi　geːmanu┐　ha
○
┌tuːʃiŋ┐　ʃiŋkaŋ┌ʃaːneː┐　ʔuja┌katara┐　
naka┌watai┐nu　Φubara┌riːta┐ŋ］（お盆の費用として、八重山の鰹魚船の船員達には
親方から中途支払い金＜中渡し金＞が配られた）。
┌
スィビャー［
┌θibjaː］（名）
（動）巻貝の一種。
┌
スィビャーヤ
┐
　ピシ
┌
カイ　マンドゥータクトゥ
┐
　ワラビン
┌
シャー
ガン
┐
　ユー　スゥイ
┌
タスァー［
┌θibjaːja┐　pi
○
ʃi┌kai　manduːtakutu┐　warabiŋ┌ʃa
ːgaɲ┐　juː　θui┌tar
○
aː］（スィビャーは干瀬に沢山棲息していたので、子供でもよく
獲っていたよ）
スィ
┌
ヤー［θi┌jaː］（名）
おろしがね。「摺る物」の義。
┌
ンムスィヤー［
┌
ʔmmuθijaː］（芋摺り）と┌デークン
スィヤー［
┌deːkunθijaː］（大根摺り）の二種がある。芋摺りは、一斗缶の鉄板に釘で
孔を開けて突起を作り、それを表にして木枠に嵌めて作った。デー
┌
クン　スィー
┐
ン
[deː┌kun　θiː┐ŋ]（大根を擂る）。┌ンム　スィーン［┌ʔmmu　θiːŋ］（芋を擂る）
┌
スィリ
┐
ク［
┌θiri┐ku］（名）
鰹節製造の際に、鰹節の傷を補正するのに用いる魚肉の練りもの。鰹の
┌パハラグ
ー［
┌ pΦaraguː］（カツオの腹の皮）の煮たものや中骨（脊椎）に付着している肉の
煮たものを臼で搗き、澱粉を少量加えて練って、煮込みの過程で割れたり、欠けた
りした鰹節を補正するのに用いた。
スィン
┌
プラー［θim┌puraː］（名）
テンプラの総称。
スィン
┌
プン［θim┌puŋ］（名）
目隠し。母屋の庭にある石積みの塀（首里方言の hwiNpuNにあたるもの）。二番座の正
面に作った。
┌
ハトゥフクジヌ
┐
　ヤシ
┌
キャー
┐
　イシガキ
┌
ガクイッ
┐
チ　
┌
ジョーラ　
イーヤ
┐
　アワ
┌
イシシャーマル
┐
　スィン
┌
プノー
┐
　トゥクラッ
┌
トゥール［
┌hatuΦu
kuʤinu┐　jaʃi┌kjaː┐　ʔiʃigaki┌gakuit┐ʧi　┌ʤoːra　ʔiːja┐　ʔawa┌ʔiʃiʃaːmaru┐　θim
┌punoː┐　tukurat┌tuːru］（鰹福治家の屋敷は石垣囲いされていて、門から入ると砂
岩＜アワイシ＞で目隠しは作られている）
┌
スゥスゥイ［
┌θuθui］（名）
ふきん（布巾）。雑巾。スゥスゥイ
┌
シャーマ
┐
　マカイ　
┌
スゥスゥイン［θuθui┌ʃaː
ma┐　makai　┌θuθuiŋ］（布巾でお碗を拭く）。お碗は洗った後、布巾で拭くことなく、
自然乾燥させるのが普通であった
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スォー
┌
ミン［θoː┌miŋ］（名）
そうめん（素麺）。スォー
┌
ミンチャンプルー［θoː┌minʧampuruː］（素麺の油炒め）
は日常生活においてご馳走であった。毎月の朔日、十五日に行われる健康祈願の
際には、スォー
┌
ミンチャンプルーをスィーン
┌
ユタに出した。
┌
スィースァチ　
ジューグニチヌ
┐
　ヤーヌ　
┌
ウグヮンヌ　バーイヤ　スィーンユタネー
┐
　ンギ
ャシュヌ　チョー
┌
キャー
┐
　スォー
┌
ミンチャンプルー
┐
　ヤタル［
┌θiːr
○
aʧi　ʤuː
guniʧinu┐　jaːnu　┌ʔugwannu　baːija　θiːɲjutaneː┐　ʔŋgjaʃunu　ʧoː┌kjaː┐　θoː
┌minʧampuruː┐　jataru］（朔日、十五日の家の健康祈願に、祈願をする┌スィーン
ユタに出す茶請けはスォー
┌
ミンチャンプルーであった）。
┌
シェンジェノー
┐
　スォー
┌
ミンチャンプルーヤ　マルヘーティナ　キラリータクトゥ
┐
　クヮッ
┌
チー
┐
　ヤタル
［
┌
ʃenʤenoː┐　θoː┌minʧampuruːja　maruheːtina　kirariːtakutu┐　kwat┌ʧiː┐　jata
ru］（戦前はスォーミンチャンプルーは、偶にしか食べられなかった＜与えられ
た＞のでご馳走だった）
┌
スォー
┐
キ［
┌θoː┐ki］（名）
竹製の笊の一種。サギジョー
┌
キー［sagiʤoː┌kiː］（食物を入れて軒に吊るしておく、
柄のある蓋付きの籠）。ミーロー
┌
キー［miːroː┌kiː］（箕）。ナマ┌ムノー　ハマブク┐
アンダー
┌
ギー　スォームノー
┐
　サギジョー
┌
キーカイ　イッティ
┐
　ハク
┌
グッチ
ル　ケータル［nama┌munoː　hamabuku┐　ʔandaː┌giː　θoːmunoː┐　sagiʤoː┌kiːkai
ʔitti┐　haku┌gutʧiru　keːtaru］（生ものは、カマボコ、油揚げなどはサギジョーキ
ー＜竹製の吊るし籠＞にいれて保管＜格護＞して食べた）
スォーキ
┌
ブン［θoːki┌buŋ］（名）
豚の肋骨。
┌
スォープ［
┌θoːpu］（名）
豆腐。
┐
スォープ　
┌
トゥクイヤー
┐
　マミャー　ウスィ
┌
カイ
┐
　ハラ
┌
ビキッチー
┐
　
ミーロー
┌
キーカイ
┐
　ユティカラ　チュ
┌
ロー　ミリカイ　プッカ
┐
チ　
┌
ウンダ
┐
　ウ
スィ
┌
カイ
┐
　ミリ　
┌
マンキティ　ピチカラ
┐
　ナガ
┌
ブクカイ　イッティ
┐
　ハスィー
┌
ム
┐
ル　ンギャチ
┌
カラ　ナビチ　イッティ
┐
　ムゲー
┌
イヤー　ウシュ　マチカラ
┐
　
ナガ
┌
バクカイ
┐
　ウトゥチ　
┌
ウイカイ
┐
　ウスィ　
┌
ヌスィティ　ハタマラチル
┐
　スォ
ー「ポー　トゥクイタル［
┐θoːpu　┌tukuijaː┐　mamjaː　ʔuθi┌kai┐　hara┌bikitʧiː┐
miːroː┌kiːkai┐　jutikara　ʧu┌roː　mirikai　pukka┐ʧi　┌ʔunda┐　ʔuθi┌kai┐　miri
┌maŋkiti　piʧikara┐　naga┌bukukai　ʔitti┐　haθi　 ┌mu┐ru　ʔŋgjaʧi┌kara　na
biʧi　ʔitti┐　mugeː┌ijaː　ʔuʃu　maʧikara┐　naga┌bakukai┐　ʔutuʧi　┌ʔuikai┐　
ʔuθi　┌nuθiti　hatamaraʧiru┐　θoː┌poː　tukuitaru］（豆腐造りは、豆は臼で空挽
きして箕に篩いにかけ一晩水に浸けて、それから臼に水を混ぜて水挽きにして長い箱
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に入れ、糟は全部出して鍋に入れ、沸騰したら潮水を撒いてから長い箱に移して、そ
の上に臼を乗せ、固まらせて豆腐は造ったものだ）。
┐
スォープ　
┌
トゥクイン［
┐θoː
pu　┌tukuiŋ］（豆腐を造る）
ソーナ
┌
バー［soːna┌baː］（名）
野菜の一種。ミカ
┌
シャー
┐
　シン
┌
チャー
┐
　スォーナ
┌
バー　ンシュナバー　スォーム
ン
┐
　イ
┌
リータスァー［mika┌ʃaː┐　ʃin┌ʧaː┐　θoːna┌baː　ŋʃunabaː　θoːmuŋ┐　ʔi
┌riːtar
○
aː］（昔はお汁にスォーナバー、ンシュナバーなどを入れたよ）
┌
ゾー
┐
シキ［
┌
ʥoː┐ʃi
○
ki］（名）
炊事。食事の支度をすること。ゾーシ
┌
キャー［ʥoːʃi
○
┌kjaː］（炊事をする人）。┌パハ
ンメーシュガイ　シュン　ジブン　ナトゥー
┐
ン　
┐
ムンヌ　
┌パハンメーシュガイ　
サンバ
┐
　ナラン［
┌pΦammeːʃugai　ʃun　ʤibun　natuː┐m　┐munnu　┌ pΦammeː
ʃugai　samba┐　naraŋ］（食事の準備をする時分になっているから、食事の準備を
しなければならない）。ムン
┌
シュガイ　シュン［muŋ┌ʃugai　ʃuŋ］（食事の準備を
する）ともいう
ダ
┌
キブキ［da┌kibuki］（名）
竹葺きの家。金持ちの家。竹は本島の
┌
ヤンバン［
┌jambaŋ］（山原）から購入した。
┌
ダ
┐
グ［
┌da┐gu］（名）
だんご（団子）。旧盆の 14 日の昼に仏前に供える供物。
┌
ムチグー［
┌muʧiguː］（餅
粉）で作った。13 日にウン
┌
ケー［ʔuŋ┌keː］（お迎え）、14 日に┌ダ┐グ［┌da┐gu］（団
子）を供え、16 日の午後１～２時ごろにウー
┌
クイ［ʔuː┌kui］（精霊送り）をした。
スィティ
┌
グヮティヌ
┐
　ジューユッ
┌
カヌ
┐
　ピル
┌
マーヤ
┐
　ダグル　
┌
ウシャギー
ル［θiti┌gwatinu┐　ʤuːjuk┌kanu┐　piru┌maːja┐　daguru　┌ʔuʃagiːru］（旧暦七月
のお盆の 14 日の昼間は、団子を仏前に供える）
┌
ダシ［
┌daʃi］（名）
だし（出汁）。
┌
イユ　ダ
┐
シ［
┌
ʔiju　da┐ʃi］（魚の出汁）。ハ┌トゥーダ┐シ［ha
○
┌tuː
da┐ʃi］（鰹節の出汁）。ピヒギ┌ガーダ┐シ［pΦigi┌gaːda┐ʃi］（鰹の削り殻の出汁）。┌ウ
ン　シノー　アジ
┐
ヌ　
┐
ディキティ　ンマ
┌
スァヌ［
┌
ʔuŋ　ʃinoː　ʔaʤi┐nu　┐dikiti
ʔmma┌r
○
anu］（このお汁は味がよくて美味しい）
ダシ
┌
グヮー［daʃi┌gwaː］（名）
にぼし（煮干）。ハ
┌
トゥーブシャー
┐
　エー
┌
キンチュン　ヤーカイル
┐
　アタル　ウプフ
┌
スァー
┐
　シン
┌
チャー
┐
　ダシ
┌
グヮール
┐
　ティ
┌
ケータル［ha
○
┌tuːbuʃaː┐　ʔeː┌kin
ʧuɲ　jaːkairu┐　ʔataru　ʔupΦu┌r
○
aː┐　ʃin┌ʧaː┐　daʃi┌gwaːru┐　ti
○
┌keːtaru］（鰹節
は金持ちの家にあった。一般に＜多く＞は、お汁には煮干を出しに使ったものだ）
┌
ダビルンバイ［
┌dabirumbai］（名）
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神饌の二段重ねお握り（下のお握りは大きく、上のお握りは小さい）。三合の米を炊い
て一個のダビルンバイを作った。アミ
┌
ルシ［ʔami┌ruʃi］の行事には┌ンバイ［┌mbai］
を各家庭より集めて、徳仁港で野宿する際に食した。
ダリ
┌
アミ［dari┌ami］（名）
晩酌。借用語か。
┌
アヌ　ウプフシューヤ
┐
　ユー
┌
クリーヤ　チャー
┐
　ダリ
┌
アミ　
シュタスァー［
┌
ʔanu　ʔupΦuʃuːja┐　juː┌kuriːja　ʧaː┐　dari┌ami　ʃutar
○
aː］（あ
のお祖父さんは、夕暮れにはいつも晩酌をしていたよ）
┌
チー［
┌
ʧiː］（名）
乳。母乳。
┐
チチ　
┌
フーティ
┐
　ヌマ
┌
チャン［
┐
ʧiʧi　┌Φuːti┐　numa┌ʧaŋ］（乳を
貰って＜乞うて＞飲ませた）。与那原や那覇あたりから
┌
ボー
┐
ル［
┌boː┐ ru］（練乳）
を購入してきて、それにお湯を加えて薄め、乳児に飲ませたりした。
チーイラ
┌
キー［ʧiːʔira┌kiː］（名）
豚の血で豚肉を炒って作った料理。
┌
チャー［
┌
ʧaː］（名）
お茶。
┌
チャー
┐
　チャー
┌
ビカーン
┐
　ヌリ［
┌
ʧaː┐　ʧaː┌bikaːn┐　nuri］（いつもお
茶ばかり飲んで）。
┌
シーミージャー［
┌
ʃiːmiːʤaː］（台湾、中国より輸入された茶）が
多かった。台湾、中国産の
┌
サンピン［
┌sampiŋ］（香片茶）は缶入りの高級茶であっ
た。
┌
チャー
┐
ギ［
┌
ʧaː┐gi］（名）
（植）、まき（槇）。いぬまき。
┌
チャーギヤー［
┌
ʧaːgijaː］（槇で造った家）
チャー
┌
リ
┐
キ［ʧaː┌ri┐ki］（名）
お茶漬け。茶漬け飯。チャー
┌
リキチ
┐
　ケーン［ʧaː┌rikiʧi┐　keːŋ］（お茶漬けにし
て食べる）。
┐
チャー　ハ
┌
キティ
┐
　ケーン［
┐
ʧaː　ha
○
┌kiti┐　keːŋ］（茶をかけて食
べる）ともいう。
┌
チャブン［
┌
ʧabuŋ］（名）
お盆。「茶盆」の義。
┌
スァカラキヌデー［
┌r
○
akarakinudeː］（杯の台）ともいう。チ
ャワ
┌
ノー
┐
　チャブン
┌
カイ　ウキバ［ʧawa┌noː┐　ʧabuŋ┌kai　ʔukiba］（茶碗は茶
盆におきなさい）。チャ
┌
ブン　ムッ
┐
チ　フー
┌
バ［ʧa┌bum　mut┐ʧi　Φuː┌ba］（お
盆を持ってきなさい）
┌
チャワン［
┌
ʧawaŋ］（名）
茶碗。
┌
チャワンチ
┐
　チャー　
┌
ティギン［
┌
ʧawanʧi┐　ʧaː　┌tigiŋ］（お茶碗に茶
を注ぐ）。
┌
チャワンヌ　ワリタン［
┌
ʧawannu　waritaŋ］（茶碗が割れた）。┐チャ
ワン　
┌
ウトゥシャーマ
┐
　ワタン［
┐
ʧawaŋ　┌ʔutuʃaːma┐　wataŋ］（茶碗を落と
して割った）。チャワン
┌
カイ
┐
　チャー　
┌
ティギン［ʧawaŋ┌kai┐　ʧaː　┌tigiŋ］（茶
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碗にお茶を注ぐ）ともいう。普通は、
┐
チャー　
┌
ティギバ［
┐
ʧaː　┌tigiba］（お茶
を注ぎなさい）のようにいう。
チュー
┌
カー［ʧuː┌kaː］（名）
きゅうす（急須）。チュー
┌
カー
┐
チ　
┐
ユー　
┌
ティギバ［ʧuː┌kaː┐ʧi　┐juː　┌tigiba］（急
須にお湯を注ぎなさい）。チュー
┌
カーヌ　プタ［ʧuː┌kaːnu　puta］（急須の蓋）。
チュー
┌
カーヌ　スィー［ʧuː┌kaːnu　θiː］（急須の柄）。サキ┌ジューカー［saki┌ʤu
ːkaː］（酒を入れる小型の急須）。チャー┌ジューカ ［ーʧaː┌ʤuːkaː］（お茶を入れる急須）
チュ
┌
カー
┐
ラ［ʧu┌kaː┐ra］（数）
一匹。一頭。豚一頭。
┌
ショーガチャーワー［
┌
ʃoːgaʧaːwaː］（正月料理用の豚）を数
える際などに用いる単位。チュ
┌
カー
┐
ラ［ʧu┌kaː┐ra］（一頭）。タ┌カー┐ラ［ta┌kaː┐
ra］（二頭）のように数える
チュ
┌
ピー［ʧu
○
┌piː］（数）
一尾。魚を数える際に用いる単位。チュ
┌
ピ ［ーʧu
○
┌piː］（一尾）。┌タピ ［ー┌tapiː］（二
尾）。
┌
ミピー［
┌mipiː］（三尾）。┌シューヤ┐　チュ┌ピール┐　クヮー┌チャル［┌ʃuː
ja┐　ʧu
○
┌piːru┐　kwaː┌ʧaru］（今日は一匹しか釣れない＜一匹ぞ釣った＞）
┌
チョーキ［
┌
ʧoːki］（名）
お茶請け。ショー
┌
グヮチーヤ
┐
　シマー　
┌
ホーグヮーシャー
┐
　チョー
┌
キッチ　ン
ギャシュタ
┐
ン［ʃoː┌gwaʧiːja┐　ʃimaː　┌hoːgwaːʃaː┐　ʧoː┌kitʧi　ʔŋgjaʃuta┐ŋ］（正
月には、久高島では落雁を茶請けといって出した）
┌
チン
┐
クヮー［
┌
ʧiŋ┐kwaː］（名）
カボチャ（南瓜）。
┌
ナター　チンクヮーン
┐
　トゥクイタ
┌
スィガ
┐
　ヤ
┌パハラ
スァヌ
┐
　ンマ
┌
スァー
┐
　ナーン
┌
タン［
┌nataː　ʧiŋkwaːŋ┐　tu
○
kuita┌θiga┐　ja
┌pΦarar
○
anu┐　mma┌r
○
aː┐　naːn┌taŋ］（夏は南瓜を作ったが、柔らかくて美味しくな
かった）
┌
ティキスィグ［
┌tikiθigu］（名）
鰹節製造用の小刀。「突き小刀 ｣ のこと。親指で小刀の背を押し、小指で小刀の柄の
底を支えて使用する。突き切り、突き削り専用の小刀。焙乾にかけた鰹節の表面を
小刀で削って製品化する際に、引き削り専用の小刀、刳り削り専用の小刀なども用
いた。
ティ
┌
キデークン［ti
○
┌kideːkuŋ］（名）
たくあんづけ（沢庵漬け）。「漬け大根」の義。
ティ
┌
キムン［ti
○
┌kimuŋ］（名）
漬物。ティ
┌
キデークン［ti
○
┌kideːkuŋ］（漬物大根）。切干大根にして利用することが
おおかった。大根をおろして天日で干し、乾燥させて保存食にした。利用する際は、
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これを水にもどし、
┌
ンブシー［
┌
ʔmbuʃiː］（煮つけ）にして食した。
┌
ティキン［
┌tikiŋ］（動）
つく（搗く）。
┌
ティカン［
┌tikaŋ］（搗かない）。┌ティチャン［┌tiʧaŋ］（搗いた）。
┌
ティキブシャン［
┌tikibuʃaŋ］（搗きたい）。┌ティチ┐ミーン［┌tiʧi┐miːŋ］（搗いて
みる）。
┌
ティカン
┐
キ
┌
バ［
┌tikaŋ┐ki┌ba］（搗くな）。ウスィ┌カイ┐　ナマ┌イユヌ　
ミー　イッティ
┐
　ティチ
┌
カラル　ハマブコー
┐
　トゥク
┌
イル［ʔuθi┌kai┐　nama
┌ijunu　miː　ʔitti┐　tiʧi┌kararu　hamabukoː┐　tu
○
ku┌iru］（臼に生魚の身を入れ
て搗いてからカマボコ＜蒲鉾＞は造る）
┌
ティキン［
┌tikiŋ］（固）
津堅島。
┌
ティギン［
┌tigiŋ］（動）
つぐ（注ぐ）。
┌
スァキ　ティギン［
┌r
○
aki　tigiŋ］（酒を注ぐ）。グイ┌トゥー┐クトゥ　
ナー　
┌
ティガ
┐
ンキ
┌
バ［gui┌tuː┐ku
○
tu　naː　┌tiga┐ŋki┌ba］（酔っているから、もう
注ぐなよ）。
┌
ティガ
┐
ン［
┌tiga┐ŋ］（注がない）。┌スァキ　ティギブシャン［┌r
○
aki
tigibuʃaŋ］（酒を注ぎたい）。ワー┌ガ　ティギーヤ　ヤー┐　ヌン┌バ［waː┌ga　tigiː
ja　jaː┐　num┌ba］（私が注いだら君は飲みなさい）
┌
ティブ［
┌tibu］（名）
つぼ（壷）。アンダ
┌
ティブ［ʔanda┌tibu］（油壺、豚の脂を入れて保存するのに用い
る壷）。マシュ
┌
ティブ［maʃu┌tibu］（塩壷、塩を入れて保存するのに用いる壷）。
┐
ワーヌ　
┌
シルジシ
┐
　アンダ
┌
ナビカイ
┐
　イラチ　
┌
ティブカイ　イッティカラ
┐
　スァ
マ
┌
イヤー　マッシャーラ　アンダ　ナイン［
┐waːnu　┌ʃiruʤiʃi┐　ʔanda┌nabikai┐　
ʔiraʧi　┌tibukai　ʔittikara┐　r
○
ama┌ijaː　maʃʃaːra　ʔanda　naiŋ］（豚の白身肉
を脂鍋に炒って壷にいれ、しばらくしてから冷めると真っ白の脂になる）。シン
┌
チャ
ー
┐
　シル
┌
ゲーシャーマ　ウリ
┐
　イ
┌
フィーナ　スクティ　イリータン［ʃin┌ʧaː┐　ʃi
ru┌geːʃaːma　ʔuri┐　ʔi┌Φinaː　sukuti　ʔiriːtaŋ］（お汁には汁杓子でそれを少しず
つ掬って入れた）
┌
ティブ
┐
ン［
┌tibu┐ŋ］（名）
ひょうたん（瓢箪）。ティブン
┌
シャーマ
┐
　ニブヌ　
┌
ハワヤー
┐
　ナイ
┌
スァ ［ーtibuŋ
┌
ʃaːma┐　nibunu　┌hawajaː┐　nai┌r
○
aː］（瓢箪で柄杓の代わりになるよ）
ティ
┌
ター
┐
ミ［ti
○
┌taː┐mi］（名）
投網。
ティン
┌
リー［tin┌riː］（名）
ふるい（篩）。ティン
┌
ディー［tin┌diː］（篩）ともいう。麦粉を篩うのに用いる器具。
ティン
┌
リーシャーマ　アラスァスァー
┐
　ウトゥ
┌
スィバ［tin┌riːʃaːma　ʔarar
○
ar
○
aː┐
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ʔutu┌θiba］（篩で粒の粗いものを篩い落としなさい）。ティン┌リーシャーマ┐　フー
ヤ　
┌
スゥリバ［tin┌riːʃaːma┐　Φuːja　┌θuriba］（篩で細かい粉を取りなさい）
デー
┌
クン［deː┌kuŋ］（名）
大根。久高島の大根は美味しかった。昔は、大根畑に海のウニ（海栗）を入れて肥
料にした。大根、西瓜、芋類も甘味が多く、美味であった。
デー
┌
ファ［deː┌Φa］（名）
すりばち（擂鉢）。
┌
ドゥク［
┌duku］（名）
どく（毒）。
┌
アカナー［
┌
ʔakanaː］（ばらふえだい）には毒がある。それを食する
と下痢したり、吐いたりする。
トゥ
┌
パシラ［tu
○
┌paʃira］（名）
一番座の東南の角に神棚を設え、イザイホーの祭りに参加した人のシジ神を祭って
ある香炉。このシジは長子の娘＜孫娘＞へ継承されるのが原則という。祖母の香炉
から自分の住む家の香炉に灰を移して新しいトゥパシラを立て、次々と継承されて
く。祖母の死後に継がれるので、祖母が生存中に孫娘がイザイホー祭りに参加する
際にはヤマガミの神霊を継ぐという。
ナーン
┌パハー［naːm┌ pΦaː］（名）
菜っ葉。
┌
オーパハ［
┌
ʔoːpΦa］（菜っ葉）というのが本来の久高島方言である。ヤシ
ェー
┌
ネーヤ
┐
　ウプ
┌
スァー
┐
　オーパハ　
┌
チータスィガー
┐
　ナーン
┌パハーチン　
イータスァー［jaʃeː┌neːja┐　ʔupu┌r
○
aː┐　ʔoːpΦaː　┌ʧiːtaθigaː┐　naːm┌ pΦaːʧiŋ　ʔiː
tar
○
aː］（野菜には、多く青葉と言ったが、菜っ葉ともいった）
ナイ
┌
ムン［nai┌muŋ］（名）
くだもの（果物）。「生り物」の義。食用となる果実。昭和 10 年ごろから西瓜の栽
培を始めた。
┐
ショーワ　ジュー
┌
ネン　マングララール
┐
　スイ
┌
クヮー　ウイト
ゥー
┐
ン　トゥク
┌
マン
┐
　アタ
┌
スァー［
┐
ʃoːwa　ʤuː┌nem　maŋguraraːru┐　sui
┌kwaː　ʔuituː┐ŋ　tu
○
ku┌maŋ┐　ʔata┌r
○
aː］（昭和十年頃から西瓜を植えているところ
もあったよ）
ナカ
┌
ティー［naka┌tiː］（名）
中程度。中ほど。ウイ
┌
エーヌ　バーイヌ　ハラザカナー
┐
　ナカ
┌
ティーヌ　サラカ
イル
┐
　イリール［ʔui┌jeːnu　baːinu　haraʥakanaː┐　naka┌tiːnu　sarakairu┐　
ʔiriːru］（お祝いの時の魚の煮付けのご馳走は中程度の皿に入れる）
┌
ナビ［
┌nabi］（名）
なべ（鍋）。シン
┌
ナビ［ʃin┌nabi］（汁鍋）。シン┌メーナビ［ʃim┌meːnabi］（芋を煮る大鍋）。
アンダ
┌
ナ
┐
ビ［ʔanda┌na┐bi］（油鍋。揚げ物用の浅底の鍋）などがある。シン┌ナビカ
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イ
┐
　シン　
┌
ワカシュン［ʃin┌nabikai┐　ʃiŋ　┌wakaʃuŋ］（汁鍋でお汁を煮る＜沸か
す＞）。シン
┌
ナビカイ　イ
┐
ユ　
┌
ニ
┐
チ　
┌
ケー
┐
ン［ʃin┌nabikai　ʔi┐ju　┌ni┐ʧi　┌keː┐ŋ］
（汁鍋に魚を煮て食べる）
┌
ナチューン［
┌naʧuːŋ］（動）
泣いている。
ナビ
┌
ギシー［nabi┌giʃiː］（名）
鍋敷き。「鍋座らせ。鍋据え」の義。ナビ
┌
ギシーカイ
┐
　ナビ　
┌
ギシーン［nabi┌giʃi
ːkai┐　nabi　┌giʃiː┐ŋ］（鍋敷きに鍋を据える＜座らせる＞。鍋を置く）
ナビ
┌
ゲー［nabi┌geː］（名）
汁杓子。玉じゃくし。ナビ
┌
ゲーシャーマ
┐
　シン　
┌
ティギバ（
┐
シン　
┌
イリリバ）
［nabi┌geːʃaːma┐　ʃin　┌tigiba（ ┐ʃiŋ　┌ʔiririba）］（汁杓子でお汁を注ぎなさい）
┌
ナマスィ［
┌namaθi］（名）
刺身。普通の刺身。神饌に用いられる刺身は、
┌
ウシュドゥクイ［
┌
ʔuʃudukui］（神
饌の刺身。「潮造り」の義か）という。ティ
┌
トゥーナマスィンガル
┐
　ンマ
┌
スァル
［ti
○
┌tuːnamaθiŋgaru┐　mma┌r
○
aru］（くろめじな＜クルシチュー＞が刺身には美味
しい）。ミービキウイエー（結婚祝い）の時はンギャナドゥネー（ニガナの和え物）
を出す。ミー
┌
ビキ　マンスァン　スァンカーウイエー　スォームノー
┐
　ンギャ
ナ
┌
ドゥネー　シャーマル
┐
　ウイ
┌
エー
┐
　シュタル［miː┌biki　manr
○
an　r
○
aŋka
ːʔuijeː　θoːmunoː┐　ŋgjana┌duneː　ʃaːmaru┐　ʔui┌jeː┐　ʃutaru］（結婚式、満産、
誕生祝い等は、ンギャナドゥネー＜苦菜の和え物＞でお祝いをした）
┌
ナマスィ［
┌namaθi］（名）
刺身。「なます（鱠）」の義。
┐
ナマスィ　
┌
ケーン［
┐namaθi　┌keːŋ］（刺身を食べる）。
┐
ナマスィ　
┌
ンチャギーン［
┐namaθi　┌ʔnʧagiːŋ］（刺身を召し上がる）。┐ナマス
ィ　
┌
ンチャギーンシェーヤー［
┐namaθi　┌ʔnʧagiːŋʃeːjaː］（刺身をお召しあがり
になりますか）
ナマ
┌
ニー［nama┌niː］（名）
生煮え。半煮え。イスガサリー
┌
ヤーマ
┐
　ムノー　ナマ
┌
ニーッチ
┐
　ナーン［ʔisuga
sariː┌jaːma┐　munoː　nama┌niːtʧi┐　naːŋ］（急がされて、ご飯は生煮え＜半煮え＞
になってしまった）。
┌
ウヌ　ムノー
┐
　ナマ
┌
ニー　ナ
┐
ティ　
┌
カーラン［
┌
ʔunu　
munoː┐　nama┌niː　na┐ti　┌kaːraŋ］（このご飯は生煮えで食べられない）
ナマ
┌
ムン［nama┌muŋ］（名）
生もの。ナマ
┌
ムン　ケーヤ
┐
　ワタ　
┌
ヤンジュクトゥ
┐
　ナマ
┌
ムノー　カーン
┐
カ
ン
┌
バ［nama┌muŋ　keːja┐　wata　┌janʤukutu┐　nama┌munoː　kaːŋ┐kam┌ba］
（生ものを食べたら腹をこわすから、生ものは食べるなよ）
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┌
ナミーン［
┌namiːŋ］（動）
なめる（嘗）。ナミ
┌
ラン［nami┌raŋ］（嘗めない）。ナミ┌タン［nami┌taŋ］（嘗めた）。
┌
ナミーブシャン［
┌namiːbuʃaŋ］（嘗めたい）。┌ナミティ┐ミーン［┌namiti┐miːŋ］
（嘗めてみる）。ナミ
┌
リバ［nami┌riba］（嘗めなさい）。┌ヤーガ┐　ナミーン┌シャコ
ー
┐
　ワヌン　ナミー
┌
スァー［
┌jaːga┐　namiːŋ┌ʃakoː┐　wanun　namiː┌r
○
aː］（君が
嘗めたら私も嘗めるよ）。アミ
┌
グヮー　ナミー
┐
ン［ʔami┌gwaː　namiː┐ŋ］（飴を嘗め
る）。
┐
スゥバ　
┌
ナミーン［
┐θuba　┌namiːŋ］（唇を嘗める）
ナンティ
┌
キリ［nanti┌kiri］（名）
おこげ（御焦げ）。こげめし。
┌パハガマヌ　ピーヌ
┐
　チュー
┌
スァガ
┐
　アタラ　
┐
ムノ
ー　ナンティ
┌
キリ　ナ
┐
ティナーン［
┌pΦagamanu　p’iːnu┐　ʧuː┌r
○
aga┐　ʔatara　
┐munoː　nanti┌kiri　na┐tinaːŋ］（釜の火が強かったのだろうか、ご飯が焦げてしま
った）。
┌
メーヌ
┐
　ナンティ
┌
キリ　ナティ［
┌meːnu┐　nanti┌kiri　nati］（ご飯がお
焦げになってしまって）。ナンティ
┌
キリメーヤ
┐
　ジュー
┌
シーッチ　ケーン
┐
バーン
アタ
┌
スァー［nanti┌kirimeːja┐　ʤuː┌ʃiːtʧi　keːm┐baːŋ　ʔata┌r
○
aː］（お焦げは雑炊＜お
じや＞にして食べることもあったよ）。ナンティキ
┌
リン
┐
　バーイヤ　
┐
ユー　
┌
ハキティ　
ケータスァー［nantiki┌rim┐　baːija　┐juː　┌hakiti　keːtar
○
aː］（お焦げの時＜場合＞
はお湯をかけて食べたよ）
ナンベー
┌
ラー［nambeː┌raː］（名）
へちま（糸瓜）。
┌
ニークヮタ［
┌niːkwata］（名）
煮過ぎ。煮過ぎること。
┌
ニーックヮ［
┌niːkkwa］（煮過ぎ）ともいう。┌ニークヮタ
ナ
┐
ティナー
┌
ン［
┌niːkwata　na┐tinaː┌ŋ］（煮過ぎにしてしまった）。┌ウヌ　ンブシ
ーヤ　ニークヮタ　ナ
┐
ティ　ンマ
┌
スァー
┐
　ナーン
┌
ナタン［
┌
ʔunu　ʔmbuʃiːja　
niːkwata　na┐ti　ʔmma┌r
○
aː┐　naːn┌nataŋ］（この煮物は煮すぎて、美味しくなくな
った）
ニー
┌
スァン［niː┌r
○
aŋ］（形）
まずい（不味い）。ニースァ
┌
ナ
┐
ティ　
┐
シューン［niːr
○
a┌na┐ti　┐ʃuːŋ］（だんだん不
味くなってくる）。ニー
┌
スァ
┐
ーナーン［niː┌r
○
a┐ːnaːŋ］（不味くはない）。ニー┌スァ
タン［niː┌r
○
ataŋ］（不味かった）。┐アヌ　┌シノー┐　ニー┌スァ┐ヌ　┌カーランタン
［
┐
ʔanu　┌ʃinoː┐　niː┌r
○
a┐nu　┌kaːrantaŋ］（あのお汁は不味くて食べられなかった）。
┌
アヌ　シノー
┐
　ニー
┌
スァヌ　ケーン
┐
　ナランタン［
┌
ʔanu　ʃinoː┐　niː┌r
○
anu
keːn┐　narantaŋ］（あのお汁は不味くて食べられなかった）ともいう
┌
ニームン［
┌niːmuŋ］（名）
煮物。
┌
ニームンはあまり食しなかった。普通は、芋とお汁の食事であった。魚も野
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菜もお汁の中に入れて調理した。
┌
ニーン［
┌niːŋ］（動）
にる（煮る）。
┐
ンム　
┌
ニーン［
┐
ʔmmu　┌niːŋ］（芋を煮る）。┌イユ　ニーン［┌ʔiju
niːŋ］（魚を煮る）。┐ヤシェー　┌ニーン［ ┐jaʃeː　┌niːŋ］（野菜を煮る）。┌ニヤン
［
┌nijaŋ］（煮ない）。┌ニチャースァー［┌niʧaːr
○
aː］（煮たよ）。┐ンムヌ　┌ニヤット
ゥークトゥ　カティ
┐
　イキバ［
┐
ʔmmunu　┌nijattuːkutu　kati┐　ʔikiba］（いも
が煮えている＜芋が炊けてある＞から食べていきなさい）。ご飯は、
┌
メー　スァキ
ン［
┌meː　r
○
akiŋ］（米を炊く）という
┌
ニギヤー［
┌nigija］（名）
芋を擂って澱粉を絞り、残り滓を握って天日乾燥したもの。昔は常備食用として作る人
もいた。ンム
┌
クリ　トゥクイ
┐
ン　
┐
バーイヌ　
┐
ンムヌ　
┌
ハスァー　ニギチ
┐
　スィ
ラ
┌
カイ
┐
　プフチカラ　ハー
┌
ミチ　イッティ
┐
　スァ
┌
ブイタル
┐
　ンムヌ　
┌
キリー
┐
ン　バー
┌
イヤ　ウリル　ニチ
┐
　ケータル［ʔmmu┌kuri　tukui┐m　┐baːinu　┐ʔm
munu　┌har
○
aː　nigiʧi┐　θira┌kai┐　pΦuʧikara　haː┌miʧi　ʔitti┐　r
○
a┌buitaru┐　
ʔmmunu　┌kiriː┐m　baː┌ija　ʔuriru　niʧi┐　keːtaru］（芋の葛粉を作る場合、芋の
擂り滓を握って太陽に干してから瓶に入れて保存した。芋がなくな＜切れ＞る時は、
それを煮て食べたものだ）
ニギリ
┌
メー［nigiri┌meː］（名）
握り飯。おにぎり。
┌
メーニギリ［
┌meːnigiri］（握り飯）というのが普通。普通の家
庭用の握り飯は丸く握って作った。神饌のお握りは、
┌
ダビルンバイ［
┌dabiruʔmbai］
（二重ねの握り飯）を作って供えた
┌
ニケー［
┌nikeː］（名）
二階。二階建ての家。
┌
ニケーヤー［
┌nikeːjaː］（二階建て）ともいう。二階建ては
戦後から建築されるようになった。
┐
ニケー　プ
┌
チャン［
┐nikeː　pu
○
┌
ʧaŋ］（二階
建ての家を建築した＜葺いた＞）。
┐
ニケー　トゥク
┌
タン［
┐nikeː　tu
○
ku┌taŋ］（二
階建ての家を造った）ともいう
┌
ニ
┐
ブ［
┌ni┐bu］（名）
ひしゃく（柄杓）。ニブ
┌
シャー
┐
マ　
┌
ミリ　クミン［nibu┌ʃaː┐ma　┌miri　kumiŋ］（柄
杓で水を汲む）。ニブ
┌
シャーマル　ミラー　クミ
┐
ル［nibu┌ʃaːmaru　miraː　kumi┐
ru］（柄杓で水は汲むのだ）
ニブ
┌
スゥイ［nibu┌θui］（名）
男性神職者。祭祀の場において、ノロ神、根神、ニーッチュ（クニガミという）に
捧げる神酒を注ぐ神職者。ウン
┌
シャク［ʔuŋ┌ʃaku］（お酌をする役の人）に神酒を
注いで渡す。
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┌
ニブチ
┐
チ［
┌nibuʧi┐ʧi］（名）
土間。台所の土間。ミカ
┌
シャー　ウカマガナシー
┐
ヌ　
┌
ギチュータン
┐
　トゥクマー　
ニブ
┌
チ
┐
チ　
┌
チータル［mika┌ʃaː　ʔukamaganaʃiː┐nu　┌giʧuːtan┐　tukumaː　
nibu┌ʧi┐ʧi　┌ʧiːtaru］（昔は竈のあるところは、ニブチチといった）
┌
ニンジャラ［
┌ninʤara］（名）
煮た芋を捏ねて作ったお握り。芋のおにぎり。
ヌク
┌
ミー
┐
ン［nuku┌miː┐ŋ］（動）
温める。冷えたご飯などを温める。
┌
メー　ヌクミー
┐
ン［
┌meː　nukumiː┐ŋ］（ご飯
を温める）。ピジュル
┌
メーヤ
┐
　ンム
┌
ナビヌ　ウイカイ
┐
　ヌク
┌
ミティル　キータル
［piʤuru┌meːja┐　ʔmmu┌nabinu　ʔuikai┐　nuku┌mitiru　kiːtaru］（冷や飯は、芋鍋
の上で温めて食べさせた＜呉れた＞ものだ）。ヌクミ
┌
ラン
┐
キバ［nukumi┌raŋ┐kiba］
（温めるな）。
┐
ワナー　ヌク
┌
ミラン［
┐wanaː　nuku┌miraŋ］（私は温めない）。ヌク
┌
ミタン［nuku┌mitaŋ］（温めた）。┐ワナー　ヌク┌ミトゥースァー　カーン［ ┐wana
ː　nuku┌mituːr
○
aː　kaːŋ］（私は温めたのは食べない）
┌
ヌミン［
┌numiŋ］（動）
のむ（飲む）。
┌
ヌマ
┐
ン［
┌numa┐ŋ］（飲まない）。ヌマ┌シュン［numa┌ʃuŋ］（飲ませる）。
ヌミ
┌
ブシャン［numi┌buʃaŋ］（飲みたい）。┌ヌリミー┐ン［┌nurimiː┐ŋ］（飲んでみる）。
ヌリ
┌
カラ　ニンジュン［nuri┌kara　ninʤuŋ］（飲んでから寝る）。┐ヌミン　┌スァ
キ
┐
ン　
┐
ナーン［
┐numin　┌r
○
aki┐n　┐naːŋ］（飲む酒もない）。┐ヌミバ　スィミン
┌
ムン
┐
ヌ［
┐numiba　θimim┌mun┐nu］（飲めばよいのに）。ヌン┌バ［num┌ba］（飲
めよ）。
┌
ウラー
┐
　チムヌ
┌
シンジ　ヤクトゥ　ヌミバ［
┌
ʔuraː┐　ʧimunu　┌ʃinʤi
jakutu　numiba］（これは肝＜肝臓＞を煎じたものだから飲みなさいよ）。┐ワーガ
┌
ヌミクトゥ［
┐waːga　┌numikutu］（私が飲むから）
┌
ハー［
┌haː］（名）
井戸。久高島には、ウプスィ
┌
ガー［ʔupuθi┌gaː］（大瀬川、大石川とも表記。集落
の下にある井戸）。
┌
スゥギャーンディー［
┌θugjaːndiː］（尖って出っ張った所＜突
堤のところ＞にある井戸）。パハシ
┌
ギャ ［ーpΦaʃi┌gjaː］（飲料水専用の井戸。「橋井戸」
の義。洗濯、芋洗いは不可）。ヤマ
┌
ガー［jama┌gaː］（生活用水を汲む井戸）。┌ミガ
ー［
┌migaː］（美しい井戸。「新井戸」の義か。国王行幸のおりに利用された井戸で
あろう）。
┌
ソージ
┐
ガー［
┌soːʤi┐gaː］（精進潔斎をする井戸。墓参や葬式の帰りに、
この井戸でお祓いをして帰宅した）ミガーのこと。ヤ
┌
グルガ
┐
ー［ ja┌guruga┐ː］（五
穀の種子の入った壷が流れ寄ったとき、シラタルーが精進潔斎した井戸。一月の麦
の穂祭り、五月の粟の穂祭りのときにノロ＜巫女＞たちが精進潔斎する井戸といわ
れる）。イザイ
┌
ガ
┐
ー［ʔiʥai┌ga┐ː］（イザイホーの祭りに参加した女性が精進潔斎す
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るところ）。
┌
ニーッチュガー［
┌niːtʧugaː］（ニーッチュの井戸。今は水も湧出しな
くなっている井戸）などがある
ハー
┌
キーン［haː┌kiːŋ］（動）
乾く。渇く。ハー
┌
キティ［haː┌kiti］（乾いて）。スゥク┌リンラ┐　ハビャーン┌マリ
アッチャクトゥ
┐
　ヌリーヌ　
┌
ハーキティ　キャー
┐
ン　
┐
ナラン［θu
○
ku┌rinra┐　
habjaːm┌mari　ʔatʧakutu┐　nuriːnu　┌haːkiti　kjaː┐n　naraŋ］（徳仁港からカベ
ールまで歩いたら喉が渇いてたまらない）。ハー
┌
キラン［haː┌kiraŋ］（渇かない）。ハ
ーキ
┌
トゥー
┐
ン［haːki┌tuː┐ŋ］（渇いている）。ハーキ┌タン［haːki┌taŋ］（渇いた）。
┌
ハーラチューン［
┌haːraʧuːŋ］（渇いている）。┐ヌリーヌ　ハーキ┌ティ　ミリ┐　
ヌミブシャン［
┐nuriːnu　haːki┌ti　miri┐　numibuʃaŋ］（喉が渇いて水が飲みたい）
┌パハーチ［
┌ pΦaːʧi］（名）
鉢。食物や水を入れる容器。
パハー
┌パハーウチジョー［ pΦaː┌ pΦaːʔuʧiʤoː］（名）
祖母が祝いの席より持ち帰ったいえづと＜土産＞の料理。
┌
ハーミ［
┌haːmi］（名）
かめ（甕）。
┌
ミリガーミー［
┌mirigaːmi］（水甕）。┌スァキガーミ［┌r
○
akigaːmi］（酒
甕）。ンシュ
┌
ガー
┐
ミ［ŋʃu┌gaː┐mi］（味噌甕）。パハン┌ドゥー［ pΦan┌duː］（大型の
口の広い水甕）。ムジ
┌
ガーミ［mu┌ʤigaːmi］（麦を入れて保存した甕。黒糖も甕の
中に入れて保存した）。マミ
┌
ガーミ［mami┌gaːmi］（大豆、小豆などを入れて保存
した甕）。琉球国時代には久高島出身から唐船の乗組員や船頭が輩出したので支那製
の陶磁器類が直輸入され、戦前まで多く残っていたが今次大戦中にほとんど盗まれ
てしまった
ハーラ
┌
ヤー［haːra┌jaː］（名）
瓦家。瓦葺の家。ミカ
┌
シャー
┐
　ハーラ
┌
ヤーヤ
┐
　トゥ
┌
クラランクトゥ　ム
┐
ル　ハヤ
┌
ヤートゥ　ダキブキヤー　ヤタスィガ　ハイハン　アトゥ
┐
ル　ハーラ
┌
ヤーヤ
┐
　トゥ
クラッ
┌
タン　チューンスァー［mika┌ʃaː┐　haːra┌jaːja┐　tu
○
┌kuraraŋkutu　mu┐ru
haja┌jaːtu　dakibukijaː　jataθiga　haihaŋ　ʔatu┐ru　haːra┌jaːja┐　tukurat┌tan
ʧuːnr
○
aː］（昔は瓦葺の家は造れなかったので、みな茅葺の家と竹葺きの家であった
が、廃藩置県の後に瓦葺の家は造られたということだよ）
パハーラ
┌
ミカシュン［ pΦaːra┌mikaʃuŋ］（連）
油にパラッといためる。
┌パハガマ［
┌ pΦagama］（名）
羽釜。飯炊き用の羽釜。普通は一升炊きの鍋。羽付きの鍋。
┌パハガマカイ　メー　
スァキ
┐
ン［
┌pΦagamakai　meː　r
○
aki┐ŋ］（羽釜で飯を炊く）
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┌
バ
┐
キ［
┌ba┐ki］（名）
ざる（笊）。竹製の笊。昔は那覇や与那原から買ってきて使った。島では造らなかった。
主に芋を入れて運ぶのに用いたり、
┌
ンギャナ［
┌
ŋgjana］（苦菜）を摘む際にンギャ
ナを入れるのに用いた。また、
┌
マミナ［
┌mamina］（萌やし）を作るのにも用いた。
┐
ンム　
┌
フイガ　イキーヤ　ウリ　イリースァー
┐
　バキル　ムッ
┌
チ　イキタル［
┐
ʔm
mu　┌Φuiga　ʔikiːjaː　ʔuri　ʔiriːr
○
aː┐　bakiru　mut┌ʧi　ʔikitaru］（芋を掘りに
行くときは、芋を入れるのには竹製の笊＜バキ＞を持って行った）。バキ
┌
カイ　イユ
イリー
┐
ン［baki┌kai　ʔiju　ʔiriː┐ŋ］（笊に魚を入れる）。┌ンム　アラ┐ティ　フー┌バ
［
┌
ʔmmu　ʔara┐ti　Φuː┌ba］（芋を洗ってきなさい。バキに足を突っ込み、足で芋を
しごいて洗った）
パハ
┌
キン［pΦa┌kiŋ］（動）
吐く。パハ
┌
カン［pΦa┌kaŋ］（吐かない）。┌パハチャ┐ン［┌ pΦaʧa┐ŋ］（吐いた）。パハ
┌
キバ［pΦa┌kiba］（吐きなさい）。パハ┌キブシャナイン［pΦa┌kibuʃanaiŋ］（吐きた
くなる）。パハカン
┌
キバ［pΦakaŋ┌kiba］（吐くな）。スァ┌キ┐　ヌ┌ミックヮチ┐　
ムン　
┌パハチャ
┐
ン［r
○
a┌ki┐　nu┌mikkwaʧi┐　mum　┌ pΦaʧa┐ŋ］（酒を飲みすぎて
ものを吐いた）。ク
┌
チグスゥ［ku┌ʧiguθu］（口から吐いたもの）
ハク
┌
グ［ha
○
ku┌gu］（名）
格護。保護すること。大切に守ること。
┌
ウヌ　ワラビャー
┐
　ワーガル　ハク
┌
グ
ッチ　プフルワーチュール［
┌
ʔunu　warabjaː┐　waːgaru　haku┌gutʧi　pΦuruwa
ːʧuːru］（この子は私が保護して＜格護して＞養育している＜成長させている＞）。
┐
シマヌ　
┌
ンナトゥヌ
┐
　ディキ
┌
ラ
┐
ン　
┐
メーヤ　ウンパン
┌
シノー
┐
　バ
┌
ティンジ
┐
　
ヒ
┌
ナンチル
┐
　ハクグ　シュ
┌
タ
┐
ル［
┐
ʃimanu　┌nnatunu┐　diki┌ra┐m　┐meːja　
ʔumpaŋ┌ʃinoː┐　ba┌tinʤi┐　çi┌nanʧiru┐　hakugu　ʃu┌ta┐ru］（島の港が出来る以前
＜出来ない前＞は、運搬船は馬天港へ行って避難して格護＜保護＞したよ）
ハシャ
┌
キー［haʃa┌kiː］（名）
おこわ。米を蒸して作る「おこわ＜御強＞」である。トーナチンを入れて作るハシ
ャキーもあった。健康祈願のため、各家庭で作った。ハシャ
┌
キーヤ
┐
　ムチグミハ
シャ
┌
キートゥ
┐
　スォーンチュミハシャ
┌
キートゥ　ターティ
┐
　トゥク
┌
イタスァー
［haʃa┌kiːja┐　muʧigumihaʃa┌kiːtu┐　θoːnʧumihaʃa┌kiːtu　taːti┐　tu
○
ku┌itar
○
a］ː
（ハシャキーは糯米ハシャキーとコーリャン＜高粱＞ハシャキーの二つを作ったよ）
ハシャ
┌
キーグ
┐
キ［haʃa┌kiːgu┐ki］（名）
こしき（甑）。せいろう（蒸籠）。「甑、古之岐＜こしき＞、炊飯器也『和名抄』」の義。
「甑桶」の転訛したものか。
バシャ
┌
ナイ［baʃa┌nai］（名）
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バナナ。「芭蕉生り＜実＞」の転訛したものか。
ハタパハラ
┌
ンブー［ha
○
tapΦara┌ʔmbuː］（名）
テンプラの一種。片方が盛り上がり、片方は平べったい、円形のテンプラ。祝儀に
は必要欠くべからざる料理の一品である。結納の儀にはこれを持参する
┌パハチャイピチャイ［
┌pΦaʧaipiʧai］（連）
嘔吐したり下痢したりすること。
┐パハチャイピチャイ　
┌
シャーマ　クンチ　ヌギ
┐
ティ　
┐
ナーン［
┐pΦaʧaipiʧai　┌ʃaːma　kunʧi　nugi┐ti　┐naːŋ］( 吐いたり下痢
したりして根気をなくしてしまった )
ハティ
┌
ムン［hati┌muŋ］（名）
おかず（御数）。お菜。副食物。ハティ
┌
ムン　ケーン［hati┌muŋ　keːŋ］（おかず
を食べる）。ハティ
┌
ムヌン　マールヘーティナール
┐
　アタル［hati┌munum　maː
ruheːtinaːru┐　ʔataru］（おかずもたまに＜偶に＞しかなかった＜偶にぞあった＞）。
おかず＜御数＞は魚や
┌
キシ
┐
ク［
┌kiʃi
○
┐ku］（スクカラス）が中心であった。
┌
ハトゥー［
┌hatuː］（名）
かつお（鰹）。
┌
コバ
┐
ン［
┌koba┐ŋ］（三、四斤程度の大きさの鰹。カメ節を製造する
のに用いる）。
┌
ナミ
┐
ダイ［
┌nami┐dai］（六、七斤程度の鰹。四つ割りにして女節、
雄節の鰹節に製造する）。ダイ
┌
バン［dai┌baŋ］（大判。十斤内外の鰹）。┌トビ┐ダイ
［
┌tobi┐dai］（超大判。十二、三斤以上の鰹。秋鰹に多かった）などが釣れた
┌
ハトゥー
┐
ブシ［
┌hatuː┐buʃi］（名）
鰹節。鰹節にはハミ
┌
ブシ［hami┌buʃi］（亀節。小判の鰹を三枚おろしにして造っ
た鰹節）。ミー
┌
ブ
┐
シ［miː┌bu┐ʃi］（女節。鰹の腹部の肉を鰹節に仕上げたもの）。
┌
グーブ
┐
シ［
┌guːbu┐ʃi］（雄節。鰹の背部肉を鰹節に仕上げたもの）。┌ナマリブ┐シ
［
┌namaribu┐ʃi］（半乾燥の鰹節）。┌イッコン［┌ʔikkoŋ］（一尾の鰹から女節、雄節
合計四本の鰹節が製造できる。その四本の鰹節をイッコンという）。五斤の鰹は鰹節に
製造すると一斤の鰹節になるという。これを
┌
ゴジョーベリ［
┌goʤoːberi］という。
┌
ハトゥーユー［
┌hatuːjuː］（名）
鰹節のだし汁。風邪をひいたとき滋養食として与えた。
┌パハナシキ
┐
ン　バー
┌
イヤ　ハ
トゥーユーヤ　ウジニームン
┐
チ　
┌
ウリル
┐
　ヌマ
┌
スタル［
┌pΦanaʃiki┐m　baː┌ija　
hatuːjuːja　ʔuʤiniːmun┐ʧi　┌ʔuriru┐　numa┌sutaru］（風邪のときは、鰹節のだし
汁を滋養食として、それを飲ませた）
パハナ
┌
ガチュー［ pΦana┌gaʧuː］（名）
はながつお（花鰹）。鰹節を薄く削ったもの。削り節。主に贈答用品として売買された。
ハバスァン［
┌habar
○
aŋ］（形）
香ばしい。
┌
ハバスァタン［
┌habar
○
ataŋ］（香ばしかった）。┌ハバシャ┐ーナーン［┌ha
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baʃa┐ːnaːŋ］（香ばしくない）。┌ウヌ　シーミージャーヤ　ハバシャ┐ーナーン［┌ʔunu
ʃiːmiːʤaːja　habaʃa┐ːnaːŋ］（この清明茶は香ばしくない）。┌ハバシャナイ┐ン［┌haba
ʃanai┐ŋ］（香ばしくなる）。┌ハバシャナ┐ティ　┐シューン［┌habaʃana┐ti　┐ʃuːŋ］（香
ばしくなってくる）。
┌
ハバシャンシャコー
┐
　ホー
┌
リバ［
┌habaʃaŋʃakoː┐　hoː┌ri
ba］（香ばしかったら買いなさい）
┌
ハマブ
┐
ク［
┌hamabu┐ku］（名）
かまぼこ（蒲鉾）。
┌
シェンジェノー
┐
　スゥシュビ
┌
ウイエーヌ　クヮッチーヌ　ハ
マブコー
┐
　ヤー
┌
ヤーカイ
┐
　トゥ
┌
クイッタスァー［
┌
ʃenʤenoː┐　θuʃubi┌ʔuijeː
nu　kwatʧiːnu　hamabukoː┐　jaː┌jaːkai┐　tu
○
┌kuittar
○
aː］（戦前は生年祝いのご馳
走の蒲鉾は各家庭で作っていたよ）。
┌
アカハマブク［
┌
ʔakahamabuku］（赤蒲鉾）
はお祝いの時には欠かせないものであった。
┌
アカシュー［
┌
ʔakaʃuː］（赤色。食紅）
を塗って作った
┌
ハミン［
┌hamiŋ］（動）
かむ（噛む）。
┌
ハマン［
┌hamaŋ］（噛まない）。┌ハダン［┌hadaŋ］（噛んだ）。ハ
ミ
┌
ブシャン［hami┌buʃaŋ］（噛みたい）。┌ハミバ［┌hamiba］（噛みなさい）。┌ヤ
ーガ
┐
　ハミーン
┌
シャコー
┐
　ワヌン　ハミ
┌
スァー［
┌jaːga┐　hamiŋ┌ʃakoː┐　wa
nuŋ　hami┌r
○
aː］（君が噛むなら私も噛むよ）。プフシ┌ダクヌ┐　スィーヤ　┐ハミバ
ハミシン
┌
デー　アジヌ
┐
　ンギティシューン［pΦuʃi┌dakunu┐　θiːja　┐hamiba　
hamiʃin┌deː　ʔaʤinu┐　ŋgitiʃuːŋ］（干し蛸の手は噛めば噛むほど味が出てくる）
ハヤ
┌
ヤー［haja┌jaː］（名）
茅葺き家。茅は本島から買って来た。ヤープキ
┌
ハヤー
┐
　ウプフジ
┌
ラル　ホーティ
┐
シュー
┌
タル［jaːpuki┌hajaː┐　ʔupΦuʤi┌raru　hoːti┐　ʃuː┌taru］（家を葺く茅は本
島から買ってきたよ）
パハラ
┌
グー［pΦara┌guː］（名）
腹部の肉。カツオの腹部。「腹皮」の義。これを塩漬けにして久高島への土産にした。
┌
ハラクリ［
┌harakuri］（名）
鰹節製造用の器具＜小刀＞の一種。小刀の刃の先端が曲がっていて、
┌
ミーブシ［
┌mi
ːbuʃi］（女節）の腹部を削るのに用いる。
ハラ
┌
スァン［hara┌r
○
aŋ］（形）
辛い。ハラ
┌
スァー
┐
　ナーン［hara┌r
○
aː┐　naːŋ］（辛くない）。ハラスァ┌ナ┐ティ　┐シ
ューン［harar
○
a┌na┐ti　┐ʃuːŋ］（辛くなってくる）。ハラスァ┌ナイン［harar
○
a┌naiŋ］（辛
くなる）。ハラスァ
┌
タン［harar
○
a┌taŋ］（辛かった）。┐ナマスィ　┌エーイン┐　バー
┌
イ
┐
　ホーレー
┌
グス　マンキーヤ
┐
　ハラ
┌
スァヌ　ケーブシャー
┐
　ナー
┌
ン［
┐nama
θi　┌ʔeːim┐　baː┌i┐　hoːreː┌gusu　maŋkiːja┐　hara┌r
○
anu　keːbuʃaː┐　naː┌ŋ］（刺
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身を和えるとき唐辛子を混ぜると辛くて食べたくなくなる）
ハラ
┌
ワタ［hara┌wata］（名）
空腹。腹が空になること。ハラ
┌
ワタカイ　スァキ　ヌリ
┐
　グイティ　
┌
ナーン［hara
┌watakai　r
○
aki　nuri┐　guiti　┌naːŋ］（空きっ腹に酒を飲んで酔ってしまった）。ハ
ラ
┌
ワタ　ナティ
┐
　ヤー
┌
シャヌ　キャー
┐
ン　
┐
ナラン［hara┌wata　nati┐　jaː┌ʃanu
kjaː┐n　┐naraŋ］（空きっ腹になって、ひもじくてどうにもならない）
┐
バリン［
┐bariŋ］（名）
たわし（束子）。バリン
┌
シャーマ
┐
　ナビ　ア
┌
レー
┐
ン［bariŋ┌ʃaːma┐　nabi　ʔa┌reː┐
ŋ］（たわし＜束子＞で鍋を洗う）。束子はすべて那覇や与那原から購入した
┌パハントゥー［
┌ pΦantuː］（名）
口の大きな水瓶。
┌
ヒーラ　ティンスィー　スゥイ
┐
ン［
┌
çiːra　tinθiː　θui┐ŋ］（生
えている樹から天水を取る。福木に降る雨水をクバの葉などで受け、一斗缶や水甕
に導きいれて貯水した）。天水で湯茶を立てると美味しかった。
ヒー
┌
ガチ［çiː┌gaʧi］（名）
生垣。樹木を植えて垣根を造ったもの。「木垣」の義。
ピー
┌
スゥイ［p’iː┌θui］（名）
煙草盆の中にあって、おきび＜熾火＞をいれるのに用いる陶製の半円筒状の壷。「火取」
の義。スァバク
┌
ブンヌ　ピースゥイカイ
┐
　ピー　
┌
イッ
┐
ティ　フー
┌
バ［r
○
abaku┌bun
nu　p’iːθuikai┐　p’iː　┌ʔit┐ti　Φuː┌ba］（煙草盆の┌火取り｣に火を入れてきなさい）。
普通は、
┌
ウチリ　イッ
┐
ティ　フー
┌
バ［
┌
ʔuʧiri　ʔit┐ti　Φuː┌ba］（熾火を入れて来い
よ）という
┐
ヒーヌ　
┌
ナイ［
┐
çiːnu　┌nai］（連）
木の実。
┌
バンシル ［ー
┌baŋʃiruː］（ばんじろう＜蕃石榴＞。グアバ）。パ┌パヤ ［ーpa
┌pajaː］（パパイア。蕃瓜樹）。シカチヌ┌ミー［ʃikaʧinu┌miː］（シャリンバイの実。
完熟すると黒くなる。桑の実ほどの大きさで、美味である）などがある
ピー
┌
ハギン［p’iː┌hagiŋ］（名）
火加減。ピー
┌
ハギン　ミヤンバ［piː┌hagim　mijamba］（火加減を見なさい）。┌メー
スァキ
┐
ン　バー
┌
イ　パハガマーラ
┐
　アー
┌
ブクヌ
┐
　ン
┌
ギーヤー
┐
　ピーヤ　
┌
ハギンチ
ウチリ　ナスァンバ［
┌meː　r
○
aki┐m　baː┌i　pΦagamaːra┐　ʔaː┌bukunu┐　ŋ┌giːjaː┐
p’iːja　┌haginʧi　ʔuʧiri　nar
○
amba］（ご飯＜米＞を炊くとき、はがま＜羽釜＞から
泡が出ると火は加減して熾火にしなさい）
┌
ピープ
┐
チ［
┌p’iːpu┐ʧi］（名）
火吹き。火吹き竹。火を吹きおこすのに用いる約 30 センチの竹筒。片方に残した節
に小さな穴をあけ、もう一方の端から息を吹き込んで火を熾す
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┌
ピキスィグ［
┌pikiθigu］（名）
鰹節引き削り用の小刀。「引き鉏具」の義か。突き削り用の小刀、引き削り用の小刀、
押し切り用の小刀などがあって、鰹節の部位によって使い分けて削った。
┌
ピキン［
┌pikiŋ］（動）
ひく（石展く。挽く）。
┐
ムジ　
┌
ピキン［
┐muʤi　┌pikiŋ］（麦を挽く）。┌ピカン［┌pi
kaŋ］（挽かない）。┌ピチャン［┌piʧaŋ］（挽いた）。┌ピキブシャ┐ン［┌pikibuʃa┐ŋ］
（挽きたい）。
┐
フー　
┌
ピキン［
┐Φuː　┌pikiŋ］（小麦粉を挽く）
ピジル
┌
チャー［piʤiru┌ʧaː］（名）
冷たい茶。
┌
ナティヌ
┐
　アティ
┌
スァー
┐
　アティ
┌
ジャーヨーカー
┐
　ピジル
┌
ジャ
ール
┐
　ヌミ　
┌
ブシャル［
┌natinu┐　ʔati┌r
○
aː┐　ʔati┌ʤaːjoːkaː┐　piʤiru┌ʤaːru┐　
numi　┌buʃaru］（夏の暑さは、熱い茶よりも冷たい茶が飲みたいものだ）
ヒティミティ
┌
ムン［çitimiti┌muŋ］（名）
朝食。「朝物」の義。
┌
ミーフパヤー［
┌miːΦupajaː］（おめざ。子供が目をさました時
に与える菓子）。ヒティミティ
┌
ムン　ケーン［çitimiti┌muŋ　keːŋ］（朝ご飯を食べる）。
ヒティミティ
┌
ムン　カティカラル　シグトゥチャー　イキ
┐
ル［çitimiti┌muŋ　
katikararu　ʃigutuʧaː　ʔiki┐ru］（朝食を食べてから仕事に行く）。┌ナー┐ン　┐ア
ン　
┌
ヤイビーヤ
┐
　スァ
┌
ネー［
┌naː┐ŋ　┐ʔaŋ　┌jaibiːja┐r
○
a┌neː］（貴方もそうでしょ
う）。ヒティミティ
┌
ムン　カタン［çitimiti┌muŋ　kataŋ］（朝ご飯を食べた）。ヒテ
ィミティ
┌
ムン　ケーバ［çitimiti┌muŋ　keːba］（朝ご飯を食べなさい）
┌
ピバー
┐
チ［
┌pibaː┐ʧi］（名）
（植）ひはつ。胡椒の一種。久高ノロ殿内の家の石垣や西銘徳太氏の家の石垣に自生し
ていた。西銘徳太氏は南米移民事業に功績のあった人で、伊波普猷や漢那憲和と沖縄
県沖縄中学校の同窓生であった。シュー
┌
ヤー　スルバンノー
┐
　スォー
┌
シンヌ　シ
ンドゥー　チュータクトゥ
┐
　エー
┌
キー　ヤタッチルー［ʃuː┌jaː　surubannoː┐　θo
ː┌ʃinnu　ʃinduː　ʧuːtakutu┐　ʔeː┌kiː　jatatʧiruː］（シューヤー＜西銘家＞やスゥ
ルバン＜西銘徳太家＞は唐船の船頭をしていたので富豪であったそうだ）
┌ピヒャー
┐
イ［
┌pΦjaː┐i］（名）
す（酢）。戦前は各家庭において、芋で自家製の酢をつくった。芋を煮て、その煮汁
に糸芭蕉の茎を入れ、発酵させて造った。ナマ
┌
スァー　ピヒャーイ　ティキティ
┐
ル
┌
ケータル［nama┌r
○
aː　pΦjaːi　tikiti┐ru　┌keːtaru］（刺身は酢に浸けて食べた）。
┐
ナマスィ　
┌
ケーヤー
┐
　ピヒャー
┌
ヤー
┐
　ハキ
┌
ティル　ケール［
┐namaθi　┌keː
jaː┐　pΦjaː┌jaː┐　haki┌tiru　keːru］（刺身を食べるときは酢をかけて＜ぞ＞食べる）。
ショー
┌
ユー　マンキティ　ケーン
┐
バーン　
┐
アスァー［ʃoː┌juː　maŋkiti　keːm┐ba
ːŋ　┐ʔar
○
aː］（醤油を混ぜて食べることもある）。ンギャナ┌ルネー　トゥクイ┐ン　
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┐
バーイヤ　ピヒャー
┌
イン　イリータン［ŋgjana┌runeː　tukui┐m　┐baːija　pΦjaː┌iŋ
ʔiriːtaŋ］（苦菜の和え物を作るときには酢も入れたよ）
┌ピヒャー
┐
イ［
┌pΦjaː┐i］（名）
旱魃。日照り。
┌
ボーシューヌ　アトー　ピヒャーイ　ナティ
┐
　ムンドゥク
┌
イン　
ハリティ
┐
　ナー
┌
ン［
┌boːʃuːnu　ʔatoː　pΦjaːi　nati┐　munduku┌iŋ　hariti┐　
naː┌ŋ］（芒種の後には旱魃になって作物も枯れてしまった）
┌
ビラ［
┌bira］（名）
にら（韮）。葉は扁平で、長さ約 30 センチ。全体的に強い臭気があるが、肉類と炒
めると美味である。キリ
┌
ビラ［kiri┌bira］も韮の仲間である。┌スォーミンチャン
プルー　シュ
┐
ン　バー
┌
イヤー　ハンナー
┐
リ　
┐
ビラン　
┌
イリータスァー［
┌θoː
minʧampuruː　ʃu┐m　baː┌ija　hannaː┐ri　┐biraŋ　┌ʔiriːtar
○
aː］（ソーミンチャン
プルーを作る場合は必ず韮もいれたよ）
┌
ピル［
┌piru］（名）
鍋の注ぎ口。三角に窪んだ注ぎ口から油や汁を注ぐ。
┐
ナビヌ　
┌
ヌクイシノー
┐
　ピ
ル
┌
グチラ
┐
　ナガ
┌
スィバ［
┐nabinu　┌nukuiʃinoː┐　piru┌guʧira┐　naga┌θiba］（鍋
の残り汁は注ぎ口から流しなさい）
┌ピヒン［
┌pΦiŋ］（名）
にんにく（大蒜）。大蒜の漬物は風邪の予防薬、茶請けとして食された。大蒜の鱗茎を
剥がして糸で数珠繋ぎにし、首に穿いて風邪を予防した。
┌ピヒノー　ティキティ　ウ
チュー
┐
ティ　
┌パハナシキ
┐
ン　バー
┌
イヤ　キラリータスァー　マタ　チャクヌ
┐
　
シューン　バー
┌
イヤ　チョーキッチ
┐
ン　ンギャ
┌
シュタスァー［
┌ pΦinoː　tikiti　
ʔuʧuː┐ti　┌ pΦanaʃiki┐m　baː┌ija　kirariːtar
○
aː　mata　ʧakunu┐　ʃuːm　baː┌ija
ʧoːkitʧi┐ŋ　ʔŋgja┌ʃutar
○
aː］（大蒜は漬けておいて風邪の時に与えられたよ。また、客
が来るときは茶請けとして出していたよ）
┌
ビンダレー［
┌bindareː］（名）
洗面器。金属製の洗面器が普通であった。「びんた洗い」の義。
┐
ティラー　
┌
ビンダ
レーカイ　ミリ　イッティル
┐
　ア「レー
┐
ン
┌
ドー［
┐tiraː　┌bindareːkai　miri　
ʔittiru┐　ʔa┌reː┐n┌doː］（顔は、洗面器に水を入れて洗うんだよ）
┌
ビン
┐
トー［
┌bin┐toː］（名）
弁当。「弁当」の転訛したもの。遠足の時に生徒が持参した。
┌
ガッコーヌ　エンソ
クン　バーイヤ　ベン
┐
トー　
┌
ムッチル　エンソクチャー　イキタル［
┌gakkoːnu
ʔensokum　baːija　ben┐toː　┌mutʧiru　ʔensokuʧaː　ʔikitaru］（学校の遠足の場
合、弁当を持って遠足には行った）
┌
フーリンナ
┐
ー［
┌Φuːrinna┐ː］（名）
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ほうれん草。戦前の久高島には、ほうれん草は栽培してなかった。戦後になって導
入されるようになった。
┌
フガニマシュ［
┌Φuganimaʃu］（名）
「黄金塩」の義。塩を茶碗で半球形の盛り塩を造り、小皿に移してその周囲に削り
鰹を撒いておく。フガニマシュを戴く際に花鰹を添えて戴く。ショー
┌
ガチ［ʃoː┌ga
ʧi］（正月）、スゥスゥ┌ビーウイエー［θuθu┌biːʔuijeː］（六十一、七十三の生年祝い）、
スォー
┌
ハ
┐
キ［θoː┌ha┐ki］（八十五の生年祝い）、ハジ┌マヤー［haʤi┌majaː］（九十七
の生年祝い）の時、ウイ
┌
エーヌ　バーイヤ　スァカラキ　アイカーティヌ　アトゥ
フガニマシュ　ハミーン［ʔui┌jeːnu　baːija　r
○
akaraki　ʔaikaːtinu　ʔatu　Φuga
nimaʃu　hamiːŋ］（祝いの場合、肖りの酒盃を賜って後、黄金の塩を戴く）
┌
フガリー
┐
ン［
┌Φugariː┐ŋ］（動）
こげる（焦げる）。
┌
メー　フガラ
┐
チ　ナン
┌
チキニ　ナ
┐
チ［
┌meː　Φugara┐ʧi　
nan┌ʧikini　na┐ʧi］（ご飯を焦げつかせて焦げ飯にしてしまって）。┌フガリラン［┌Φu
ariraŋ］（焦げない）。┌フガリタン［┌Φugaritaŋ］（焦げた）。┌メーヌ　フガリタン
［
┌meːnu　Φugaritaŋ］（ご飯が焦げた）。ナンチ┌キ┐リ　┌ナタン［nanʧi┌ki┐ri　┌na
taŋ］（焦げご飯になってしまった）
┌
プキン［
┌pukiŋ］（動）
沸騰する。噴きこぼれる。
┌パハガマヌ
┐
　プキン［
┌ pΦagamanu┐　pukiŋ］（羽釜が
噴きこぼれる）。
┌パハガマヌ
┐
　プキスィガ　
┐
ハー　
┐
ピー　
┌
ピカンバ［
┌ pΦagama
nu┐　pukiθiga　┐haː　┐p’iː　┌p’ikamba］（羽釜が沸騰して＜噴きこぼれて＞いる
が、早く火を引きなさい。薪を引け）。
┐
ユーヌ　プキ
┌
スィガ　プタ　アキラニ［
┐ju
ːnu　puki┌θiga　puta　ʔakirani］（湯が沸騰して＜噴き出て＞いるよ。蓋を開けな
さい）。
┌
ナマ
┐
　プ
┌
カン［
┌nama┐　pu┌kaŋ］（まだ沸騰しない＜噴き出さない＞）。
プチ
┌
ナーン［puʧi┌naːŋ］（沸騰した＜噴き出した＞）。┐プチャン［ ┐puʧaŋ］（沸騰し
た）
フク
┌
ミン［Φuku┌miŋ］（名）
テンプラの一種。テンプラの中に芯のあるものをいう。芯は魚肉、芋、ハマブク（蒲
鉾）、等を用いる。野菜を刻み、テンプラのころも（衣）に混ぜて揚げるのはヤシェ
ーアンダー
┌
ギー［jaʃeːʔandaː┌giː］という。
プフ
┌
シーイ
┐
ユ［pΦu┌ʃiːʔi┐ju］（名）
干し魚。ひもの（干物）。小魚を割いて日干しにし、食油で炒めて食べると美味である。
┌
クスゥク［
┌kuθuku］（くろぐちにざ）を二枚おろしにして天日干しにし、油で炒
めて食べると美味である。クスゥ
┌
コー
┐
　プフチ
┌
カラ
┐
　アンダ
┌
シャーマ
┐
　ア
┌
ギ
ーヤ
┐
　デー
┌
ジ
┐
ナ　ンマ
┌
スァン［
┐kuθu┌koː┐　pΦuʧi┌kara┐　ʔanda┌ʃaːma┐　ʔa
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┌giːja┐　deː┌ʤi┐na　mma┌θaŋ］（くろぐちにざは、干して油で揚げると大変美味しい）
プフ
┌
シカ
┐
ブ［pΦu┌ʃika┐bu］（名）
干し大根。大根摺りで大根を摺って天日乾燥したもの。
┌
フジャラ［
┌Φuʤara］（名）
小皿。久高島では
┌
フジャラ［
┌Φuʤara］（小皿）と┌チュージャラ［┌ʧuːʤara］（中皿。
普通の皿より一回り大きい皿）の二種類を使用していた。大皿はあまり使用しなか
った。
┌
フジャラカイ
┐
　デー
┌
クン　イリリバ［
┌Φuʤarakai┐　deː┌kuŋ　ʔiririba］（小
皿に大根を入れなさい）
┌
プッカシュン［
┌pukkaʃuŋ］（動）
膨らませる。ふやかす。蒸かす。
┌
プッカチャン［
┌pukkaʧaŋ］（膨らませた）。┌プッカ
スァン［
┌pukkar
○
aŋ］（膨らませない。蒸かさない）。┌プッカスァン┐キバ［┌pukka
r
○
aŋ┐kiba］（膨らませるな。蒸かすな）。マミ┌ナー　ミリカイ　プッカチル┐　トゥク
イ
┌
タル［mami┌naː　mirikai　pukkaʧiru┐　tukui┌taru］（萌やしは豆を水に浸け
てふやかしてから作っていた）
プフティ
┌
バー［pΦuti┌baː］（名）
よもぎの葉（蓬葉）。薬用として用いた。破傷風に効くといわれており、湿布用にす
ることもあった。スゥン
┌
ジャク［θun┌ʤaku］（看護。介護。病人や怪我人の介抱）
には必需品であった。
フパ
┌
メー［Φu
○
pa┌meː］（名）
固めに炊いたご飯。
┌
フ
┐
ブ［
┌Φu┐bu］（名）
こんぶ（昆布）。久高島では祝儀、不祝儀に係わらず料理用食材として用いられた
┌
フミ［
┌Φumi］（名）
こめ（米）。精白した米。
┌
フミ　スゥギン［
┌Φumi　θugiŋ］（米をとぐ）。知念村
志喜屋は米どころで有名。水が豊富で水田耕作に適していた。昭和十七年に献穀田
に指定されたこともある。新嘗祭に献穀された。
┌プフロ
┐
ー［
┌ pΦuro┐ː］（名）
煙草入れ。刻み煙草を入れる袋。「宝蔵」の義。老人が腰に下げて持参した
┌プフ
┐
ン［
┌ pΦu┐ŋ］（名）
骨。
┌プフン［
┌ pΦuŋ］（骨）ともいう。┌イユヌ　プフン［┌ʔijunu　pΦuŋ］（魚の骨）。
┌
イユヌ　プフン
┐
　シ
┌
プイン［
┌
ʔijunu　pΦuŋ┐　ʃi
○
┌puiŋ］（魚の骨をしゃぶる）
┌
プ
┐
ン［
┌p’u┐ŋ］（名）
ふね（船）。
┐
プネー　
┌
シュ
┐
ン［
┐p’uneː　┌ʃu┐ŋ］（船酔いする）
ヘー
┌
シマー［heː┌ʃimaː］（名）
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うらがえしで着ること（裏返しで着ること）。
┌
アラー
┐
　ディキ
┌
ノー
┐
　ヘーシ
マー
┌
ギー　チューン［
┌
ʔaraː┐　diki┌noː┐　heːʃimaː┌giː　ʧuːŋ］（あの人は着物を
裏返しにして着ている）。
┌
アラー
┐
　グイティ　ディキ
┌
ノー
┐
　ヘーシマー
┌
ギー　
チュー
┐
ン［
┌
ʔaraː┐　guiti　diki┌noː┐　heːʃimaː┌giː　ʧuː┐ŋ］（あれは酔って着物を
裏返しに着ている）。人が死んで葬式を出すとき、死者には着物を裏返しにして着せた
┌ペヘースゥイ［
┌ pΦeːθui］（名）
灰吹き。煙草の吸殻を叩きいれるための煙草盆付随の竹筒。
┌ペヘープ
┐
チ［
┌pΦeː
pu┐ʧi］（灰吹き）ともいう。ミカ┌シャー┐　キシリ┌シャーマ┐　スァバク　┌プチ
ン　アトー　ペへースゥイチ
┐
　ウトゥ
┌
スゥタスァー［mika┌ʃaː┐　kiʃiri┌ʃaːma┐　
r
○
abaku　┌puʧiŋ　ʔatoː　pΦeːθuiʧi┐　ʔutu┌θutar
○
aː］（昔は煙管で煙草を吸った後は、
＜吸殻を＞灰吹きに落としたよ）
┌ペヘープ
┐
チ［
┌pΦeːpu┐ʧi］（名）
灰吹き。
┌ペヘースゥイ［
┌ pΦeːθui］（灰吹き。灰取り）ともいう。煙草の吸殻を落と
すところ。竹筒で出来ており、煙草盆の中に収納されている。
┌
ホーグヮーシ［
┌hoːgwaːʃi］（名）
らくがん（落雁）。「粉菓子」の義。正月には
┌
ホー
┐
グヮーシが出される家もあった。
┌
フガニマシュ［
┌Φuganimaʃu］とともに正月の必需品であった。┌チョーキ［┌ʧoː
ki］（茶請け）としても作ったりした。
┌
ホージ［
┌hoːʤi］（名）
こうじ（麹）。ムジ
┌
ホージ［muʤi┌hoːʤi］（麦麹。麦で作った麹）
┌
ボージ
┐
シ［
┌boːʤi┐ʃi］（名）
豚の背肉。ウチナガ
┌
リー［ʔuʧinaga┌riː］（背肉。ロース）
ポホー
┌
チャー［pΦoː┌ʧaː］（名）
①ほうちょう（包丁）。
┌
ハタナ［
┌hatana］（刀）ともいう。┌ヤマガタナ［┌jama
gatana］（山刀。木の枝を切ったり、豚骨や魚を切るのに用いる）。ポホー┌チャーシ
ャーマ　イユ　シジャーシュ
┐
ン［pΦoː┌ʧaːʃaːmaː　ʔiju　ʃiʤaːʃu┐ŋ］（包丁で魚を
さばく）。②料理は女性が担当した。ワッ
┌
ター　シマー
┐
　ポホー
┌
チャー　ティケ
ースァー
┐
　ユナ
┌
グヌ　アタイ
┐
　ヤタル［wat┌taː　ʃimaː┐　pΦoː┌ʧaː　tikeːr
○
aː┐　
juna┌gunu　ʔatai┐　jataru］（私達の島では料理をするのは＜包丁を使うのは＞女
性の担当であった）
ホーレー
┌
グス［hoːreː┌gusu］（名）
唐辛子。赤い唐辛子。刺身に入れて食すると適当な辛味があり、美味であった。酒に
漬けて飲む人もいた。ナマスィ
┌
カイ
┐
　ホーレー
┌
グス　エーティ　ケーヌ
┐
　チュ
ン
┌
スァー
┐
ン　
┌
グタスァー［namaθi┌kai┐　hoːreː┌gusu　ʔeːti　keːnu┐　ʧun┌r
○
aː┐ŋ
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┌gutar
○
aː］（刺身に唐辛子を和えて食べる人たちもいたよ）。ピーピ┌ジャーヌ　シンカ
イ
┐
　ホーレー
┌
グス　イッティ　ケーヌ
┐
　チュン
┌
スァー
┐
ン　
┌
グタスァー［piːpi┌ʤa
ːnu　ʃiŋkai┐　hoːreː┌gusu　ʔitti　keːnu┐　ʧun┌r
○
aː┐ŋ　┌gutar
○
a］ː（山羊汁に唐辛子を
入れて食べる人たちもいたよ）
┌
マカイ［
┌makai］（名）
飯碗。
┌
メーマカイ［
┌meːmakai］（飯碗）。シン┌マカイ［ʃim┌makai］（汁碗）。な
どがある。
┌
メーマカイカイ
┐
　ムン　
┌
ティギバ（イリリバ）［
┌meːmakaikai┐　
mun　┌tigiba（ʔiririba）］（飯碗にご飯をよそい＜装い＞なさい＜入れなさい＞）。
マカイ
┌
カイ
┐
　ムン　
┌
イリリバ［makai┌kai┐　muŋ　┌ʔiririba］（お碗にご飯を入
れなさい）のように言うのが普通。ヤー
┌
シャ
┐
ヌ　
┐
ハー　
┐
ムン　
┌
イリリバ［jaː┌ʃa┐
nu　┐haː　┐muŋ　┌ʔiririba］（ひもじい。腹がすいた。早くご飯を入れなさい）。
┌
マシュ［
┌maʃu］（名）
塩。「真潮」の義か。
┐
マシュ　
┌
ホーイン［
┐maʃu　┌hoːiŋ］（塩を買う）。┌シェ
ンジェノー　イユハティム
┐
ン　
┌
シュ
┐
ン　バー
┌
イヤ
┐
　マシュ
┌
ニー
┐
　ヤタル
［
┌
ʃenʤenoː　ʔijuhatimu┐ŋ　┌ʃu┐m　baː┌ija┐　maʃu┌niː┐　jataru］（戦前は、魚をお
かずにする場合は、塩煮にしたものだ）。シュー
┌
ニー［ʃuː┌niː］（塩煮）ともいう。
マ
┌
ティ［ma┌ti］（名）
松。マティ
┌
ギー［mati┌giː］（松。松の木）ともいう
マミ
┌
グー［mami┌guː］（名）
きなこ（黄な粉）。大豆を煎って挽き、粉にしたもの。餅を作る際に黄な粉を餅にま
ぶすのに用いた。久高島では作らなかった。
マ
┌
ブッ
┐
チ［ma┌but┐ʧi］（名）
麦飯
┌
マラチャ［
┌maraʧa］（名）
まないた（俎板）。
┌
マラチャカイル　イヨー
┐
　シジャ
┌
シュンドー［
┌maraʧakairu
ʔijoː┐　ʃiʤa┌ʃundoː］（俎板で魚は捌くのだよ）。┌ウヌ　イラブチャー　ミキリ┐シ
キー
┌
バ［
┌
ʔunu　ʔirabuʧaː　mikiri┐ʃi　kiː┌ba］（このブダイは、三切りにしなさい）
┌
マルイムン［
┌maruimuŋ］（名）
間食。お八つ。スィカマ
┌
ムン［θikama┌muŋ］（朝と昼の間食で、昼食に近い。午前
10 時半ごろの間食）
┌
マンジュー［
┌manʤuː］（名）
饅頭。
ミー
┌
ビキアンティキャー［miː┌bikiʔantikjaː］（名）
結婚式の祝いの刺身を作るために出漁すること。追い込み漁に出ること。この作業
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は無料奉仕のユイマールであった。親戚のお祖母さんたちは二、三日前から
┌
ンギャ
ナ［
┌
ŋgjana］（苦菜）を細かくおろす作業をしていた。
ミー
┌
ビンナー［miː┌binnaː］（名）
のびる（野蒜）。ミカ
┌
シャー　シンチ　イリースィ
┐
ヌ　
┐
ナーン　バー
┌
イヤー　ミ
ービンナー　ティミーガ　イキタスァー［mika┌ʃaː　ʃinʧi　ʔiriːθi┐nu　┐naːm　baː
┌ijaː　miːbinnaː　timiːga　ʔikitar
○
aː］（昔はお汁に入れるものが無い時は、野蒜を
摘みに行ったものだ）
ミシ
┌
ゲー［miʃi┌geː］（名）
しゃもじ（杓文字）。ミシ
┌
ゲーシャーマ　メー　イリリバ［miʃi┌geːʃaːma　meː　
ʔiririba］（杓文字でご飯をよそい＜装い＞なさい）。
ミ
┌
ティムン［mi┌timuŋ］（名）
火の神。竈の奥に石を三個据えて神として信仰した。竈には
┌
シンメーナビ［
┌
ʃim
meːnabi］（四枚鍋。芋を煮る大鍋）をかけて芋を煮た。
ミミ
┌
ダー
┐
グ［mimi┌daː┐gu］（名）
油壺。
┌
シェンジェノー　シン
┐
チ　
┌
イリータル
┐
　ワーヌ　
┌
アンダー
┐
　ミミ
┌
ダ
ーグカイル　スァブイタル［
┌
ʃenʤenoː　ʃin┐ʧi　┌ʔiriːtaru┐　waːnu　┌ʔandaː┐　
mimi┌daːgukairu　r
○
abuitaru］（戦前はお汁に入れる豚脂は油壺に入れて保存した）
┌
ミャー［
┌mjaː］（名）
庭。ウドゥン
┌
ミャー［ʔudum┌mjaː］（久高殿の前の庭）。庭は麦や大豆、小豆など
を干すのに用いた。ンム
┌
クリ［mmu┌kuri］（芋の澱粉）を乾燥するのにも利用した。
庭には多くの家では
┌
バンシルー［
┌baŋʃiruː］（蕃石榴。グワバ）や┌クンブギー
［
┌kumbugiː］（九年母。蜜柑の木）を植えた。ハーシャ┌ギ ［ーhaːʃa┌giː］（ゆうなの木。
オオハマボウ）を植えて、その葉をトイレットペーパーに利用した。
┌
ミリ［
┌miri］（名）
水。
┌
ミリ　ヌミン［
┌miri　numiŋ］（水を飲む）。┌ミラー┐　シュラ┌スァン［┌mi
raː┐　ʃura┌r
○
aŋ］（水は美しい）。┌ミリヌ┐　ニン┌ギトゥー┐ン［┌mirinu┐　niŋ
┌gituː┐ŋ］（水が濁っている）
┌
ミリグラ［
┌mirigura］（名）
水タンク。「水蔵」の義。戦前、久高島で水タンクのある家は七軒しかなかった。貯
水タンクは、瓦葺の家が明治 35、6 年頃に庶民にも建築認可されるようになってから、
コンクリートやレンガ（煉瓦）で建造されるようになった。雨水を貯水して飲料用
水にするためであった。天水で立てる茶の味は格別であるといわれていた。
┌
ミリ
グラ
┐
ヌ　
┐
アン　
┐
ヤーヤ　ナナ
┌
クブイ
┐
　ヤタル［
┌mirigura┐nu　┐ʔaɲ　┐jaːja　
nana┌kubui┐　jataru］（貯水タンクのある家は七軒だった）
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┌
ミリハギン［
┌mirihagiŋ］（名）
水加減。炊飯の水加減。
┌
メー　スァキ
┐
ン　バー
┌
イヤ　ミリハギノー
┐
　ユー　
┌
ミ
ヤンバ［
┌meː　r
○
aki┐m　baː┌ija　mirihaginoː┐　juː　┌mijamba］（ご飯を炊くとき
は水加減をよく調節しなさい＜見なさい＞よ）。
┌
ミリハギノー
┐
　ミチカラル　
┌
ス
ァキンドーヤー［
┌mirihaginoː┐　miʧikararu　┌r
○
akindoːjaː］（水加減を調節して
＜見て＞から炊くんだよ）
┌
ミンブトゥカーナー［
┌mimbutukaːnaː］（名）
野菜の一種。お汁に入れて食した。
┌
ム
┐
ジ［
┌mu┐ʤi］（名）
（植）むぎ（麦）。ムジ
┌
バタキ［muʤi┌bataki］（麦畑）。┐ムジ　┌マキン［ ┐muʤi
┌makiŋ］（麦を蒔く）。┐ムジ　┌ハイン［ ┐muʤi　┌haiŋ］（麦を刈る）。┌ムジヌア
ンデー［
┌muʤinuʔandeː］（麦粥。首里の ʔaçibiiと同じ。イティ┌グヮティマティ
ー［ʔiti┌gwatimatiː］＜一月祭り。麦の豊作祈願＞、スァン┌グヮティマティー［r
○
aŋ
┌gwatimatiː］＜三月祭り。麦の収穫祭＞、グン┌グヮティマティー［guŋ┌gwatimatiː］
＜五月祭り。粟の豊作祈願祭＞のときに
┌
ムジヌアンデーが作られた）。麦は味噌を
作るのに使用された
ムジ
┌
グー［muʤi┌guː］（名）
麦粉。「麦の粉」の義。
┌
ユニク［
┌juniku］（麦こがし）はムジ┌グー［muʤi┌guː］（麦
粉）に黒砂糖を混ぜたもの。これにお湯をかけて食べたりした。イティ
┌
グヮティマ
ティー［ʔiti┌gwatimatiː］（麦の豊作祈願祭）にはムジ┌グー［muʤi┌guː］（麦粉）で
ムジヌアン
┌
デー［muʤinuʔan┌deː］（麦粥）や┌スァーチーメー［┌r
○
aːʧiːmeː］（麦を
粉にして炊いたご飯。＜炊き飯＞の義か）にした
ムジヌアン
┌
デー［muʤinuʔan┌deː］（名）
麦粥。神饌として供えた。麦を石臼で挽いて粥状に炊いたもの。その固めに炊い
たものが
┌
スァーチーメー［
┌r
○
aːʧiːmeː］（麦粉のご飯。炊き飯）である。ムジヌア
ン
┌
デー　スァキン［muʤinuʔan┌deː　r
○
akiŋ］（麦粥を炊く）
┌
ム
┐
チ［
┌mu┐ʧi］（名）
餅。白餅。赤餅は作らなかった。ム
┌
ジム
┐
チ［mu┌ʤimu┐ʧi］（麦餅。麦と芋で作った
餅）。
┌
ム
┐
チ　
┌
トゥクイン［
┌mu┐ʧi　┌tukuiŋ］（餅を作る）。┌シルムチ［┌ʃirumu
ʧi］（白餅）。ハースァ┌ム┐チ［haːr
○
a┌mu┐ʧi］（サンニン＜月桃＞やユーナ＜オオハマ
ボウ＞の葉で包んで作った餅。ハシャー
┌
キーと 12月のムチーの時に作った）の中に
ムジ
┌
ム
┐
チ［muʤi┌mu┐ʧi］（麦餅）、スォーンチュミ┌ム┐チ［θoːnʧumi┌mu┐ʧi］（高
粱餅。黍餅）、シル
┌
ム
┐
チ［ʃiru┌mu┐ʧi］（白餅）がある。┌ムチグミ　プッカチカラ┐
ミリ
┌
ビキッチ
┐
　プッ
┌
クチ　イッティ
┐
　シン　
┌
ピヤッチカラ　ウムシシャーマ　
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ウスゥティン　アトゥ　ムチャー
┐
　トゥク
┌
ティ　ニール［
┌muʧigumi　pukkaʧika
ra┐　miri┌bikitʧi┐　puk┌kuʧi　ʔitti┐　ʃim　┌pijatʧikara　ʔumuʃiʃaːma　ʔuθutiŋ
ʔatu　muʧaː┐　tuku┌ti　niːru］（糯米を水に浸けてふやかしてから水挽きにし、袋に
入れて汁を減らし、重石で押して水きりした後、成形した餅を蒸篭で蒸し煮して作る）
┌
ムチグミ［
┌muʧigumi］（名）
もちごめ（糯米）。
┌
ムチグミシャーマ　ム
┐
チ　トゥク
┌
イン［
┌muʧigumiʃaːma　
mu┐ʧi　tuku┌iŋ］（糯米で餅を作る）
┌
ムチバンメー［
┌muʧibammeː］（名）
弁当。「持ち飯米」の義。昔の弁当は芋が中心であった。ムチバン
┌
メーッチ
┐
　パハ
ン
┌
シグトゥッチ
┐
　チャン［muʧibam┌meːtʧi┐　pΦaŋ┌ʃigututʧi┐　ʧaŋ］（弁当持参で、
畑仕事をしてきた）
┌
ムラパハ
┐
ク［
┌murapΦa┐ku］（名）
最高級の酒。「諸白＜江戸時代、掛米と麹の両方に精白米を用いて醸した上質の酒の
総称＞」の義。フバヤクの後、七十歳になって神職を退役する女性達が御嶽で頂い
た酒。
┌
ムン［
┌muŋ］（名）
食事。「もの」の義。ヒティミティ
┌
ムン［çitimiti┌muŋ］（朝食）。┌ピルマムン
［
┌p’irumamuŋ］（昼食。昼間もの）。┌ユーバン［┌juːbaŋ］（夕飯）。┐ムン　┌ケー
ン［
┐muŋ　┌keːŋ］（食事をとる＜ものを食べる＞）。┌ムン　ケー┐バ［┌muŋ　keː┐
ba］（食事しなさい）。┐ムン　┌ンチャギンショーリバ［ ┐mun　┌nʧagiŋʃoːriba］
（ご飯をお召し上がりください）。
┌
カーン
┐
キ
┌
バ［
┌kaːŋ┐ki┌ba］（食べるな）。┌ケー
ブシャン［
┌keːbuʃaŋ］（食べたい）。┌カタン［┌kataŋ］（食べた）。┐ムン　┌カタン
［
┐muŋ　┌kataŋ］（ご飯を食べた）。┌カーン［┌kaːŋ］（食べない）。┌ヌーン┐　カー
ン［
┌nuːŋ┐　kaːŋ］（何も食べない）。┐ヌー　┌カタガ［ ┐nuː　┌kataga］（何を食べ
たか）
ムン
┌
ケーユ
┐
ク［muŋ┌keːju┐ku］（連）
食欲。「物を食う欲」の義。
┌
ムンヌユ
┐
ク［
┌munnuju┐ku］（食欲。物欲）ともいう。
ヤン
┌
メーヌ
┐
　アトゥ　
┌
ナヤーマ
┐
　ムノー　ンマ
┌
スァー
┐
　ナーン　
┌
ナトゥーン
［jam┌meːnu┐　ʔatu　┌najaːma┐　munoː　ʔmma┌r
○
aː┐　naːn　┌natuːŋ］（病気の後
に食欲が無くなっている＜病気の後になって食べ物が美味しくなくなっている＞）
ムン
┌
ケーヨースァン［muŋ┌keːjoːr
○
aŋ］（形・連）
食事が細い。食事が弱い。
┌
ウン　クヮー
┐
　チカ
┌
グロー
┐
　ムノー　
┌
ケーヨースァ
ー　ナトゥー
┐
ン［
┌
ʔuŋ　kwaː┐　ʧika┌guroː┐　munoː　┌keːjoːr
○
aː　natuː┐ŋ］（この
子は近頃は食事が細くなっている＜食欲が弱っている＞）。
┐
スゥシ　
┌
スゥティ
┐
　ム
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ノー　
┌
ケーヨースァ　ナトゥー
┐
ン［
┐θuʃi　┌θuti┐　munoː　┌keːjoːr
○
a　natuː┐ŋ］
（年をとって、食事が細くなっている＜食事を取ることが弱くなっている＞）。
┌
カーン　
ナトゥー
┐
ン［
┌kaːn　natuː┐ŋ］（食べなくなっている）
┌
メー［
┌meː］（名）
ご飯。米飯。
┌
メー　カティ　プフルワースァッタン［
┌meː　kati　pΦuruwaːr
○
attaŋ］（米
飯を食べて育てられた）。アワ
┌
メー［ʔawa┌meː］（粟飯）。┌ムジヌアンデー［┌muʤi
nuʔandeː］（麦のお粥）
┌
メーシ［
┌meːʃi］（名）
はし（箸）。メーシ
┌
シャーマ
┐
　パハスァ
┌
ミン［meːʃi┌ʃaːma┐　pΦar
○
a┌miŋ］（箸でつ
まむ＜はさむ＞）。メーシ
┌
シャーマ
┐
　パハスァリ　
┌
キリバ［meːʃi┌ʃaːma┐　pΦar
○
ari
┌kiriba］（箸ではさんであげなさい＜はさんで呉れなさい＞）。アン┌シーヤ┐　チュ
┌パハー
┐
シ［ʔaŋ┌ʃiːja┐　ʧu┌pΦaː┐ʃi］（それなら、ほんの少しだけ＜一箸＞、おかわり）
チュ
┌パハー
┐
シ［ʧu
○
┌pΦaː┐ʃi］（ほんの少し＜「一箸」の義＞ )。
モー
┌
ウイ［moː┌ʔui］（名）
（植）瓜。路地栽培の瓜。瓜の棚は架けなかった。
┌
ヤー［
┌jaː］（名）
家。平屋。戦前は二階建ての家はなかった。
┐
ヤー　トゥ
┌
クイン［
┐jaː　tu
○
┌kuiŋ］
（家を造る）。
┐
ヤー　プ
┌
キン［
┐jaː　pu
○
┌kiŋ］（家を造る＜葺く＞）。┐ヤープキ　
ウイ
┌
エー［
┐jaːpuki　ʔui┌jeː］（新築祝い）。┐ヤー　┌ティギン［ ┐jaː　┌tigiŋ］（家
を継ぐ）。
┐
ヤー　
┌
ティジャ
┐
ン［
┐jaː　┌tiʤa┐ŋ］（家を継いだ）。┌ヤーガ┐　ヤー　
トゥ
┌
クインシャコー
┐
　ワヌン　トゥ
┌
クイスァー［
┌jaːga┐　jaː　tu
○
┌kuiŋʃakoː┐　
wanun　tu
○
┌kuir
○
aː］（君が家を造るなら私も造るよ）。トゥ┌クラン［tu
○
┌kuraŋ］（造
らない）。トゥ
┌
クタン［tu
○
┌kutaŋ］（造った）。トゥ┌クイブシャン［tu
○
┌kuibuʃaŋ］
（造りたい）。トゥ
┌
クラン
┐
キ
┌
バ［tu
○
┌kuraŋ┐ki┌ba］（造るなよ）
┌
ヤーヌ　フシ［
┌jaːnu　Φuʃi］（連）
家の後ろ側。
┐
ヤーヌ　フ
┌
シン　イシガキシャーマ　ハクイ　サットゥーン［
┐jaːnu
Φu
○
┌
ʃiŋ　ʔiʃigakiʃaːma　hakui　sattuːŋ］（家の後ろ側も石垣で囲いされている）
┌
ヤキン［
┌jakiŋ］（動）
やく（焼く）。
┌
ヤカ
┐
ン［
┌jaka┐ŋ］（焼かない）。┌ヤチャ┐ン［┌jaʧa┐ŋ］（焼いた）。┌ヤ
キ
┐
ブシャン［
┌jaki┐buʃaŋ］（焼きたい）。┌ヤカン┐キ┌バ［┌jakaŋ┐ki┌ba］（焼くな）。
┌
イユ　ヤキン［
┌
ʔiju　jakiŋ］（魚を焼く）。┌アミル┐シ［┌ʔamiru┐ʃi］の神行事（昔
は旧暦十一月十三日から十五日に亘って行われた神行事で、シラタルが玉城村百名から
久高島に渡った際、徳仁港で宿営したという故事によるもの）の際には徳仁港で七つの
各ヤドゥイから人数を出して
┌
アンティキャー［
┌
ʔantikjaː］（追い込み漁）をした。
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漁獲した魚を
┌
スォー
┐
ルイ［
┌θoː┐rui］（竿取り。神職者）が外間殿と外間、久高両ノ
ロ家へ三尾ずつ献上し、残りを七つの組に分けて刺身にしたり、焼き魚にしたりした。
焼き魚は味噌和えにし各家から提供されたンバイ（お握り）と一緒に食した。現在で
は、その神行事も一日だけの日帰り行事となっている。
┌
ヤシキ［
┌jaʃiki］（名）
屋敷。
┌
ヤシキ
┐
ヌ　ピル
┌
スァン［
┌jaʃiki┐nu　piru┌r
○
aŋ］（屋敷が広い）。┌ヤシキ┐
ヌ　マギ
┌
スァン［
┌jaʃiki┐nu　magi┌r
○
aŋ］（屋敷が大きい）。┌マギヤシキ［┌ma
gijaʃiki］（大きな屋敷）
┌
ヤチャー［
┌jaʧaː］（名）
魚名。アイゴの仲間。成長魚。稚魚
┌
キシク［
┌kiʃiku］から幼魚┌クサパハン［┌ku
sapΦaŋ］へ成長し、成魚┌ヤチャー［┌jaʧaː］となる。┌ヤチャーヤ┐　クスァ┌パハ
ンダル
┐
　ナイル［
┌jaʧaːja┐　ku
○
r
○
a┌pΦandaru┐　nairu］（ヤチャーはクスァパハン
から成長してなる魚である）
ヤッ
┌
クヮン［jak┌kwaŋ］（名）
やかん（薬缶）。ヤッ
┌
クヮンカイ
┐
　ユー　
┌
ワカシュン［jak┌kwaŋkai┐　juː　
┌wakaʃuŋ］（薬缶に湯を沸かす）
┌
ユー［
┌juː］（名）
湯。
┌
アミー
┐
クトゥ　
┐
ユー　
┌
ワカスィバ［
┌
ʔamiː┐kutu　┐juː　┌wakaθiba］（浴
びるので、湯を沸かしなさい）。「アカングヮ　アミスクトゥ
┐
　ユー　
┌
ワカスィバ
［
┌
ʔakaŋgwa　ʔamisukutu┐　juː　┌wakaθiba］（赤子にお湯を浴びせるからお湯を
沸かしなさい）。
ユー
┌
フル［ juː┌Φuru］（名）
風呂。「湯風呂」の義。
┌
ユキ
┐
ー［
┌juki┐ː］（名）
夕食。晩飯。
┐
ネーヌ　
┌
ユイヤー
┐
　デー
┌
ジ
┐
　ヤクトゥ　
┐
ハー　
┐
ユキー　
┌
ケ
ーバ［
┐neːnu　┌juijaː┐　deː┌ʤi┐　jakutu　┐haː　┐jukiː　┌keːba］（地震が起こる
＜揺れる＞と大変だから、早く食べなさい）。
┐
ネーヌ　
┌
ユイン
┐
ドー　
┐
ハー　
┐
ユ
キー　
┌
カーンバ［
┐neːnu　┌juin┐doː　┐haː　┐jukiː　┌kaːmba］（地震が起きるぞ
＜揺れるぞ＞。早く夕飯を食べなさい）
┌
ユゲーラシュン［
┌jugeːraʃuŋ］（動）
ゆがく（湯掻く）。ショーグヮチ
┌
ワー　フルシュ
┐
ン　バーイヤ　アティ
┌
ユー　ハキ
ティ
┐
　ユ
┌
ゲーラチカラ　ヒーヤ
┐
　パハギ
┌
タル［ʃoːgwaʧi┌waː　Φuruʃu┐m　baːija
ʔati┌juː　hakiti┐　ju┌geːraʧikara　çiːja┐　pΦagi┌taru］（正月用の豚を殺す場合は、
熱湯をかけて毛は剥いだものだ）。
┌
ユゲーラスァン［
┌jugeːrar
○
aŋ］（湯掻かない）。
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┌
ユゲーラチャン［
┌jugeːraʧaŋ］（湯掻いた）。ユ┌ゲーラスァン┐キ┌バ［ju┌geːrar
○
aŋ┐
ki┌ba］（湯掻くな）
┌
ユシロー
┐
プ［
┌juʃiroː┐pu］（名）
湯豆腐。
┌
ユシローポー
┐
　スォープ　トゥ
┌
クイン　メーヌ　ムン
┐
　ヤクトゥ　
┌
ウ
ジニームン
┐
　チューティル　
┐
ケータル［
┌juʃiroːpoː┐　θoːpu　tu
○
┌kuim　meːnu　
muɲ┐　jakutu　┌ʔuʤiniːmun┐　ʧuːtiru　┐keːtaru］（湯豆腐は、豆腐を造る前のも
のだから、滋養食品といって食べたものだ）
┌
ユッケーラシュ
┐
ン［
┌jukkeːraʃu┐ŋ］（動）
チャワンをひっくり返して茶をこぼす（零す）。
┌
アティジャー　ヌミン
┐
チューティ　
┐
チャワン　
┌
ユッケーラチャン［
┌
ʔatiʤaː　numin┐ʧuːti　┐ʧawaɲ　┌jukkeːraʧaŋ］
（熱いお茶を飲もうとして、茶碗をひっくり返して零してしまった）
ユナカ
┌
ムン［junaka┌muŋ］（名）
夜食。夜の間食。「夜中物」の義。
┌
ユニ
┐
ク［
┌juni┐ku］（名）
むぎこがし（麦焦がし）。麦を煎って粉にし、篩いにかけたもの。黒砂糖を削って入れ、
湯に溶かして食べた。遠洋航海の際にもこれを持参した。ユニ
┌
コー
┐
　ムジ　
┌
イラ
チ
┐
　ウスィ
┌
カイ　ピチ
┐
　ティン
┌
ディーカイ　プティ　ウリカイ
┐
　クル
┌
ザター　
マジティ
┐
　ワン
┌
カイ　イッティ
┐
　ユー　
┌
ハキティル　ケータル［juni┌koː┐　
muʤi　 ┌ʔiraʧi┐　ʔuθi┌kai　piʧi┐　tin┌diːkai　puti　ʔurikai┐　kuru┌ʥataː　
maʤiti┐　waŋ┌kai　ʔitti┐　juː　┌hakitiru　keːtaru］（麦焦がしは、麦を煎って臼
で挽いて篩いにかけ＜篩って＞、それに黒砂糖を混ぜて茶碗に入れ、お湯をかけて食
べた）。デー
┌
ジヌ　ハバスァヌ
┐
　ンマ
┌
スァタスァー　スァビチン
┐
　ムッチ　
┌
イ
キタイ　スァビカイ　グン　チュネーン　ウクイタスァー［deː┌ʤinu　habar
○
anu┐　
ʔmma┌r
○
atar
○
aː　r
○
abiʧim┐　mutʧi　┌ʔikitai　r
○
abikai　gun　ʧuneːŋ　ʔukuitar
○
aː］
（大変に香ばしくて美味しかったよ。旅へも持って行ったり、旅に居る人にも贈ったよ）
┌
ユリー
┐
ン［
┌juriː┐ŋ］（動）
ゆでる（茹でる）。ユリ
┌
ラン［ juri┌raŋ］（茹でない）。ユリ┌タン［ juri┌taŋ］（茹でた）。
ユリ
┌
ラン
┐
キ
┌
バ［ juri┌raŋ┐ki┌ba］（茹でるな）。┌ユリティ　ナーン［┌juriti　naːŋ］
（茹でてしまった）。
┐
フガ　
┌
ユリリバ［
┐Φuga　┌juririba］（卵を茹でなさい）
ワーヌ
┌
アンダ［waːnu┌ʔanda］（名）
ラード。豚の脂。ワーヌ
┌
アンダー
┐
　シル
┌
ジシ　スァリティ
┐
　ミミ
┌
ダークカイ
┐
　
イッティ　シン
┌
チ　イッティ　ティカイタル［waːnu┌ʔandaː┐　ʃiru┌ʤiʃi　r
○
ariti┐　
mimi┌daːkukai┐　ʔitti　ʃin┌ʧi　ʔitti　tikaitaru］（豚の脂は、白肉を煎って＜垂れ
て＞、脂を油壺に入れておいて、お汁に入れて使った）
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┌
ワー
┐
ユー［
┌waː┐juː］（名）
おもゆ（重湯）。お粥の上澄みの汁。病人に与えたり、母乳の出ない乳児のために作っ
て与えた。
┌
ウラ
┐
ー　ヤー
┌
シャンドゥ　ナキ
┐
クトゥ　ユナ
┌
グン　ウヤヌ
┐
　パン
┌
ダ
ー　ナマ
┐
　ヘー
┌
ター
┐
　フーン
┌
クトゥ　ワーユー
┐
　ヌマ
┌
チュッキバ［
┌
ʔura┐ː　jaː
┌
ʃandu　naki┐kutu　juna┌guŋ　ʔujanu┐　pan┌daː　nama┐　heː┌taː┐　Φuːŋ┌kutu
waːjuː┐　numa┌ʧukkiba］（これは＜この子は＞ひもじくて泣くのだから、母親は畑
からまだ帰ってこないから、重湯を飲ませておきなさい）
┌
ワカシュ
┐
ン［
┌wakaʃu┐ŋ］（動）
沸かす。
┌
ワカスァン［
┌wakar
○
aŋ］（沸かさない）。┌ワカ┐チャン［┌waka┐ʧaŋ］（沸
かした）。
┌
ワカシ　ブシャン［
┌wakaʃi　buʃaŋ］（沸かしたい）。┌ワカスァン┐キ
┌
バ［
┌wakar
○
aŋ┐ki┌ba］（沸かすな）。┐ユー　┌ワカシュン［ ┐juː　┌wakaʃuŋ］（お
湯を沸かす）
ワタン
┌
ミー［watam┌miː］（名）
満腹。おなか＜腹＞一杯。チュ
┌パハーラ［ʧu
○
┌pΦaːra］（おなか一杯）ともいう。ワタ
ン
┌
ミー　カヤビタン［watam┌miː　kajabitaŋ］（おなか一杯頂きました）。チュ┌パハ
ーラ　シャビタン［ʧu
○
┌pΦaːra　ʃabitaŋ］（おなか一杯になりました＜十分頂きまし
た＞）。
┐
ワタ　
┌
ミッチ［
┐wata　┌mitʧi］（満腹して）
┌
ワンブー［
┌wambuː］（名）
大鉢。大きな碗。
┌
ンギ［
┌
ŋgi］（名）
とげ（刺）。「芒、乃木＜のぎ＞、禾穂の芒なり『和名抄』の義。のぎ＜魚更＞、喉
に刺さった魚の骨」
┌
ンギーン［
┌
ŋgiːŋ］（動）
出る。ンギ
┌
ラン［ŋgi┌raŋ］（出ない）。ンギ┌タン［ŋgi┌taŋ］（出た）。┌ンギティ　シ
ューン［
┌
ŋgiti┐　ʃuːŋ］（出てくる）
ンギャ
┌
スァン［ŋgja┌r
○
aŋ］（形）
にがい（苦い）。ンギャ
┌
スァー
┐
　ナーン［ŋgja┌r
○
aː┐　naːŋ］（苦くない）。ンギャ┌ス
ァタン［ŋgja┌r
○
ataŋ］（苦かった）。┐ンギャスァ　┌ナ┐ティシューン［ ┐ŋgjar
○
a　┌na┐
tiʃuːŋ］（苦くなってくる）。ンギャ┌ナー┐　ンギャスァ┌クトゥル┐　ンギャ┌ナッチ┐
ティキラッ
┌
トゥー
┐
ン　
┐パハリ［ŋgja┌naː┐　ŋgjar
○
a┌kuturu┐　ŋgja┌natʧi┐　tikirat
┌tuː┐m　pΦari］（苦菜は苦いからこそ苦菜と名づけられているはずだ）
ンギャナ
┌
ルネー［ŋgjana┌runeː］（名）
苦菜と刺身の和え物。久高島の祝儀には欠かせない料理。スゥスゥビ
┌
ウイエー
┐
　ミ
ービキ
┌
ウイエーヌ　バーイヤ
┐
　ンギャナ
┌
ルネーガ
┐
　ンギーン［θuθubi┌ʔuijeː┐　
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miːbiki┌ʔuijeːnu　baːija┐　ŋgjana┌runeːga┐　ʔŋgiːŋ］（生年祝いや結婚祝いの場合
には苦菜の和え物が出る）。苦菜を刻み煙草のように細かくおろし、刺身と混ぜて
和え、酢をかけて食するのが久高島の慣わしであった。昔の結婚式はンギャナ
┌
ル
ネー［ŋgjana┌runeː］だけで祝った。ンギャナ┌ドゥネー［ŋgjana┌duneː］ともいう。
┌
ンシュ［
┌
ŋʃu］（名）
味噌。ンシュ
┌
マス［ŋʃu┌masu］（味噌や塩）。ヤー┌キネーヤ┐　ンシュ┌マスル　デ
ーイチ　ヤル［jaː┌kineːja┐　ŋʃu┌masuru　deːʔiʧi　jaru］（家庭というのは味噌や
塩が第一であり、常備しなければならないものだ）。ハトゥー
┌
ブノー　スァシミャ
ー
┐
　エサ
┌
バチカイ
┐
　ンシュ　
┌
エーッチル　ケータル［hatuː┌bunoː　r
○
aʃimjaː┐
jesa┌baʧikai┐　ŋʃu　┌ʔeːtʧiru　keːtaru］（鰹船では刺身は餌鉢に味噌で和えて食べ
た）。味噌は麦と豆を煮て麹をつくってから製造した。各家庭で自家消費用の赤黒い味
噌を造っていた。
┐
マミトゥ　ムジ
┌
シャーマル　
┐
ンショー　トゥ
┌
クイル［
┐mamitu
muʤi┌ʃaːmaru┐　ŋʃoː　tu
○
┌kuiru］（豆と麦で味噌は造るのだ）
ンスナ
┌
バー［nsuna┌baː］（名）
（植）葉野菜の名。ふだん草に似て葉が大きい。「味噌菜」の義。
┌
ンナ［
┌nna］（名）
かい（貝）の総称。ティビ
┌
スゥガヤ ［ーtibi┌θugajaː］（高瀬貝）。┌スィビャ ［ー┌θibjaː］
（巻貝の一種）。フ
┌
クンナ［Φu
○
┌kunna］（さざえ貝）。サザエ貝の蓋を、マス┌ケー
［masu┌keː］（サザエ貝の蓋）という。フ┌クンナカヤー┐　プ┌タヌ┐　ティチューン　
┌
ウン　プタネーヤ
┐
　マス
┌
ケーッ
┐
チール［Φu
○
┌kunnakajaː┐　pu
○
┌tanu┐　tiʧuːŋ　
┌
ʔum　putaneːja┐　masu┌keːt┐ʧiːru］（サザエには蓋が付いている。その蓋にはマ
スケーという）
ンブ
┌
シー［ʔmbu┌ʃiː］（名）
煮物。デークンンブ
┌
シー［deːkumʔmbu┌ʃiː］（大根の煮物）が一般的な根菜の煮物
料理である。
ンブ
┌
ミ
┐
ー［mbu┌mi┐ː］（名）
┌パハーンムクリ［
┌pΦaːʔmmukuri］のこと。芋を輪切りにして天日乾燥したもの。
ンム
┌
クリニンジャラ［ʔmmu┌kurininʤara］（芋のおにぎり）の原料となる。これ
を煮て捏ね、お握りにして食した。貧しい家では漁に出る時もこれを持参した
ンブ
┌
シュン［ʔmbu┌ʃuŋ］（動）
むす（蒸す）。ンブ
┌
スァン［ʔmbu┌r
○
aŋ］（蒸さない）。ンブ┌チャ┐ン［ʔmbu┌ʧa┐ŋ］（蒸した）。
ンブ
┌
スァン
┐
キ
┌
バ［ʔmbu┌r
○
aŋ┐ki┌ba］（蒸すな）。┐ンブシ　┌ブシャ┐ン［ ┐ʔmbuʃi
┌buʃa┐ŋ］（蒸したい）
ンブ
┌
ラシュン［ʔmbu┌raʃuŋ］（動）
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むらす（蒸らす）。ンブ
┌
ラスァン［ʔmbu┌rar
○
aŋ］（蒸らさない）。ンブ┌ラチャン［ʔmbu
┌raʧaŋ］（蒸らした）。┐ンブラシ　┌ブシャン［┐ʔmburaʃi　┌buʃaŋ］（蒸らしたい）。
ンブ
┌
ラスァナ［ʔmbu┌rar
○
ana］（蒸らそうよ）。┌メー　ンブラチャン［┌meː　ʔmbu
raʧaŋ］（ご飯を蒸らした）
ンマ
┌
スァン［ʔmma┌r
○
aŋ］（形）
おいしい（美味しい）。ンマ
┌
スァー
┐
　ナー
┌
ン［ʔmma┌r
○
aː┐　naː┌ŋ］（美味しくない）。
ンマスァ
┌
タン［ʔmmar
○
a┌taŋ］（美味しかった）。┐キヌーヌ　┌スォーミンチャンプ
ルーヤ　デージ
┐
ナ　ンマスァ
┌
タン［
┐kinuːnu　┌θoːminʧampuruːja　deːʤi┐na　
ʔmmar
○
a┌taŋ］（昨日の素麺チャンプルー＜素麺の炒め物＞は非常に美味しかった）。
┐
ワーガ　ンマスァ
┌
ムノー
┐
　スォーミンチャンプ
┌
ルー
┐
　ヤル［
┐waːga　ʔmmar
○
a
┌munoː┐　θoːminʧampu┌ruː┐　jaru］（私が美味しいのは素麺チャンプルーだ）
┌
ンミ
┐
ブシ［
┌
ʔmmi┐buʃi］（名）
うめぼし（梅干）。標準語からの借用語。久高島には梅は自生してない。
┌
ンムクリアンダギー［
┌
ʔmmukuriʔandagiː］（名）
芋の澱粉を水で捏ねて、油で揚げたもの。平たい円形に揚げるのが普通である。テ
ンプラの一種。
ンムクリ
┌
ニンジャラ［ʔmmukuri┌ninʤara］（名）
┌パハーンムクリ［
┌ pΦaːʔmmukuri］を煮てこね＜捏ね＞、握って団子にしたもの。
美味であった。久高島独特の調理法。
┌
ニン［
┌niŋ］は（こねる＜捏ねる＞）の意。
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基礎語彙　第７分野　　住居関係語彙
┌
アカイ［
┌
ʔakai］（名）
しょうじ（障子）。
┌
アカイ
┐
　シミーン［
┌
ʔakai┐　ʃimiːŋ］（障子を閉める）。
┌
アカガイ［
┌
ʔakagai］（名）
あかり（明かり）。灯火。
┐
ランプ　
┌
ティキリバ［
┐rampu　┌tikiriba］（ランプを
点けなさい）。
┌
クラスァヌ
┐
　ランプ　
┌
ティキリバ［
┌kurar
○
anu┐　rampu　┌tikiri
ba］（暗いからランプを点けなさい＜点けよ＞）
┌
アキーン［
┌
ʔakiːŋ］（動）
開ける。
┌
プタ　アキーン［
┌puta　ʔakiːŋ］（蓋を開ける）。┌アキラ┐ン［┌ʔakira┐ŋ］
（開けない）。
┌
アキラン
┐
キ
┌
バ［
┌
ʔakiraŋ┐ki┌ba］（開けるな）。┌アキーブシャン［┌ʔa
kiːbuʃaŋ］（開けたい）。┌アキリバ┐　スィミン┌ムン┐ヌ［┌ʔakiriba┐　θimim┌mun┐
nu］（開ければ良いのに）。ワー┌ガ　アキースァー［waː┌ga　ʔakiːr
○
aː］（私が開ける
よ）。
┌
アキリバ［
┌
ʔakiriba］（開けなさい＜開けよ＞）
アスァニ
┌
スァー［ʔar
○
ani┌r
○
aː］（名）
朝寝坊。
┌
ウラー
┐
　ユー　アスァニ
┌
スァー
┐
　ヤル［
┌
ʔuraː┐　juː　ʔar
○
ani┌r
○
aː┐　
jaru］（この人はよく朝寝をする人だ＜これは大変な朝寝坊だ＞）
アマ
┌
ジョー［ʔama┌ʤoː］（名）
雨戸。縁側の雨戸。アマ
┌
ジョー　クーリバ［ʔama┌ʤoː　kuːriba］（雨戸を締めなさ
い）。普通は、
┐
ジョー　
┌
クーリバ［
┐
ʤoː　┌kuːriba］（雨戸を閉めなさい）という
アマ
┌
レー［ʔama┌reː］（名）
のき（軒）。庇。「雨垂れ」の義。アミ
┌
プイヌ　バーイヤ
┐
　アマ
┌
レーカイル
┐
　
プフシ
┌
ムノー　プフシュタ
┐
ル［ʔami┌puinu　baːija┐　ʔama┌reːkairu┐　pΦu
○
ʃi
┌munoː　pΦuʃuta┐ru］（雨降りの時は軒に洗濯物を干した）。アマ┌レーカイ┐　ア
ミ　プ
┌
チュー
┐
ン［ʔama┌reːkai┐　ʔami　pu
○
┌
ʧuː┐ŋ］（家の庇に網を干してある）
アラナシ
┌
ディ
┐
ナ［ʔaranaʃi┌di┐na］（名）
アダンの気根の繊維で作った綱。舟のもやい綱にも用いた。久高島では綱はアラナ
シで作るのが普通であった。ワラ
┌
グティ［wara┌guti］（草鞋。「藁靴」に対応する語）
もアラナシで作った。スァバ
┌
ニヌ　アンカーン
┐
　アラナシ
┌
ディナシャーマル
┐
　
シュ
┌
タ
┐
ル［r
○
aba┌ninu　ʔaŋkaːŋ┐　ʔaranaʃi┌dinaʃaːmaru┐　ʃu┌ta┐ru］（サバニ
のアンカー綱もアダンの綱でやったよ＜アラナシ綱を使った＞）
アラン
┌
パスァムン［ʔaram┌par
○
amuŋ］（名）
アダンの葉の燃料。「アダン葉薪」の義。久高島では燃料にアダンの枯葉を利用した。
アダンの枯葉集めは女性の仕事であった。従って女性達の掌はアダンの刺で傷つけ
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られることが多かった。
アンカー
┌
ディナ［ʔaŋkaː┌dina］（名）
舟のもやいつな（舫い綱）。アンカーロープのこと。アンカ （ーanchor）は「錨」の義。
英語からの借用語。
アンダ
┌
ティ
┐
ブ［ʔanda┌ti┐bu］（名）
油壺。石油を入れる壷。石油ランプの石油を入れるガラス製の壷。
イシ
┌
ガクイ［ʔiʃi┌gakui］（名）
石垣。「石囲い」の義。
┌
ハク
┐
イ［
┌haku┐i］（囲い）の［h］は［k］の被覆形。複
合語を形成すると原形が露出する。
┌
イシガクイの［g］はその露出形であることを
示している。
┌
イス［
┌
ʔisu］（名）
いす（椅子）。標準語からの借用語。
┌
イタ［
┌
ʔita］（名）
板。杉板。
┌
スィギイタ［
┌θigiʔita］（杉板）。┌スィギイタシャーマル　フビャー　
パハトゥー
┐
ル［
┌θigiʔitaʃaːmaru　Φubjaː　pΦatuː┐ru］（杉板で壁は張ってある）。
┌
チュヌ　マーシーヤ
┐
　ユラ
┌
バンチ
┐
　イタ　
┌
ホーイガ　イキタスァー［
┌
ʧunu　
maːʃiːja┐　jura┌banʧi┐　ʔita　┌hoːiga　ʔikitar
○
aː］（人が亡くなると与那原へ板を
買いに行ったよ）。
┌
チュヌ　マーシーヤー
┐
　ウプシュー
┌
ターガ
┐
　イモーチ　
┐
プン
トゥ　ブー
┌
ブーヤ
┐
　トゥクイタル［
┌
ʧunu　maːʃiːjaː┐　ʔupuʃuː┌taːga┐　ʔimoːʧi
┐p’untu　buː┌buːja┐　tukuitaru］（人が亡くなると 51歳以上の男＜ウプシュー＞達
がいらっしゃって、棺箱とブーブー＜魔除け＞は作ったものだ）。人が亡くなると、そ
の晩にブーブーを振り回して鳴らし、お祓いをした
イチバン
┌
ジャー［ʔiʧiban┌ʤaː］（名）
一番座。床の間。祖父母や孫の寝室となる。
┌
ウグヮングトゥ［
┌
ʔugwaŋgutu］（諸祈願）
の行われるところ。客間となる。ウイ
┌
エーヌ　バーイヌ　ウチャク　ウンダ
┐
ヤー
┌
ウグヮンヌ　バーイヌ　スィーンユタヌ
┐
　スゥイ
┌
ムチャー
┐
　イチバン
┌
ジ
ャー
┐
　ヤタル［ʔui┌jeːnu　baːjnu　ʔuʧaku　ʔunda┐　jaː┌ʔugwannu　baːinu　θi
ːɲjutanu┐　θui┌muʧaː┐　ʔiʧiban┌ʤaː┐　jataru］（お祝いの時のお客、それから家の
祈願ごとのかんなぎ＜巫女、女かんなぎ＞の接待の場は一番座であった）
┌
イラチャ［
┌
ʔiraʧa］（名）
いらか（甍）。
┐
イラチャー　
┌
アムン［
┐
ʔiraʧaː　┌ʔamuŋ］（甍を竹簾を編んで被せる）。
甍を押さえ、台風で飛ばされないように保護する。
┐
イリ［
┐
ʔiri］（名）
きり（錐）。イリ
┌
シャーマ
┐
　アナ　
┌
アキー
┐
ン［ʔiri┌ʃaːma┐　ʔana　┌ʔakiː┐ŋ］（錐で
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穴をあける）。イリ
┌
シャーマ
┐
　アナ　
┌
フガシュン［ʔiri┌ʃaːma┐　ʔana　┌Φugaʃuŋ］
（錐で穴をあける）
イリー
┌
バラジョー［ʔiriː┌baraʤoː］（名）
裏口。台所（西側）の出入り口。
ウスァ
┌
ミーン［ʔur
○
a┌miːŋ］（動）
納める。
ウシ
┌
イレー［ʔuʃi┌ʔire］（名）
押入れ。久高島の昔の民家の和室には、襖や戸で仕切って寝具類を入れておく「押
入れ」はなかった。
┌
ウスゥントゥ［
┌
ʔuθuntu］（名）
母屋の台所。土間になっている台所。竈の奥に
┌
ミティムン［
┌mitimuŋ］（三個の石）
を置いて
┌
ウカマガナシー［
┌
ʔukamaganaʃiː］（火の神）として祀ってある。┌ウス
ゥントゥヌ
┐
　ニブ
┌
チャチカイル　ミティムンヌ　ウカマガナシーヤ
┐
　アタル［
┌
ʔu
θuntunu┐　nibu┌ʧaʧikairu　mitimunnu　ʔukamaganaʃiːja┐　ʔataru］（土間の台
所の奥に竈の火の神さまが安置されてあった）。
┌
ウスゥントゥラ　イーバ［
┌
ʔuθuntu
ra　ʔiːba］（台所から入りなさい）。┌ウスゥントゥカイ┐　ムン　┌シュガイン［┌ʔu
θuntukai┐　muŋ　┌ʃugaiŋ］（台所で炊事をする）
ウチ
┌
ミリ［ʔuʧi┌miri］（名）
打ち水。ウチ
┌
ミリ　シュン［ʔuʧi┌miri　ʃuŋ］（打ち水をする。庭に水を撒く）。┐ス
ィラヌ　スィージュー
┌
スァヌ　ミャーチ
┐
　ウチ
┌
ミリ　チャン［
┐θiranu　θiːʤuː
┌r
○
anu　mjaːʧi┐　ʔuʧi┌miri　ʧaŋ］（太陽の照りが強くて、庭に打ち水をした）
┌
ウチリ［
┌
ʔuʧiri］（名）
おき（熾）。
┐
スァバク　
┌
プキクトゥ
┐
　スァバク
┌
ブンカイ　ウチリ　イッ
┐
ティ　
フー
┌
バ［
┐r
○
abaku　┌p’ukikutu┐　r
○
abaku┌buŋkai　ʔuʧiri　ʔit┐ti　Φuː┌ba］（煙
草を吸うから煙草盆に熾を入れて来いよ）。
┌
スァン　スェーティキー
┐
クトゥ　
┐
ウチ
リ　
┌
ムッチ
┐
　フー
┌
バ［
┌r
○
an　θeːtikiː┐ku
○
tu　┐ʔuʧiri　┌mutʧi┐　Φuː┌ba］（炭に
火を焚きつけるから熾を持って来いよ）
ウチリ
┌
ビー［ʔuʧiri┌biː］（名）
熾火。
ウミ
┌プフロー［ʔumi┌ pΦuroː］（名）
漁師の煙草入れ。「海宝蔵」の義。漁師が出漁する際に持参した煙草入れ。船上では
これが枕の機能も果たした。海水をかぶっても中身が濡れることはなかったという。
┌
ウミチ　イキ
┐
ンバー
┌
イ
┐
　スァバク
┌
イリースィネーヤ
┐
　ウミ
┌プフロー　チータ
ル［
┌
ʔumiʧi　ʔiki┐mbaː┌i┐　r
○
abaku　┌ʔiriːθineːja┐　ʔumi┌ pΦuroː　ʧiːtaru］（漁
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に行く時＜場合＞、煙草を入れるものには海宝蔵といった）。
┌
ウラー
┐
　プンヌ　
┌
ウイカイ　ユクイ
┐
ン　バー
┌
イヤ
┐
　マッ
┌
カ　スタスァー［
┌
ʔuraː┐　p’unnu　
┌
ʔuikai　jukui┐m　baː┌ija┐　mak┌ka　sutar
○
aː］（それは、船の上で寝るときは枕
にしたよ）
┌
ウル［
┌
ʔuru］（名）
ふとん（布団）。掛け布団のみ。戦前は敷布団を使用しなかった。戦後米軍用の払い
下げ品を敷布団に利用した）。昔（明治中期頃まで）は、知念村の農家でも
┌
ニクブク
［
┌nikubuku］（藁で編んだ敷物。筵）を被ったという。ミカ┌シヌ　ウロー┐　ヌー┌ガ
ラ　ンブスァンネー
┐
　シュ
┌
タン［mika┌ʃinu　ʔuroː┐　nuː┌gara　ʔmbur
○
anneː┐　
ʃu┌taŋ］（昔の布団はなんだか重いような気がした）。畳みは一番座のみに敷き、冬
期だけ敷いて夏期は立てておいた
┌
オージ［
┌
ʔoːʤi］（名）
うちわ（団扇）。
┌
フバオー
┐
ジ［
┌Φubaʔoː┐ʤi］（蒲葵の葉で作った扇。団扇）。扇子
にもいう。
オー
┌
ラー［ʔoː┌raː］（名）
もっこ。藁縄を網状に編み、四隅に吊紐をつけた運搬用具。
┌
キー
┐
ン［
┌kiː┐ŋ］（動）
切る。
┌
キヤン［
┌kijaŋ］（切らない）。キ┌チャン［ki
○
┌
ʧaŋ］（切った）。キヤン┌キバ［kijaŋ
┌kiba］（切るな＜切らないでおけ＞）。┐キチャー　┌ナラン［ ┐ki
○
ʧaː　┌naraŋ］（切
ってはならない）。
┌
ヤーガ
┐
　キーン
┌
シャコー
┐
　ワヌン　キー
┌
スァー［
┌jaːga┐　
kiːŋ┌ʃakoː┐　wanuŋ　kiː┌r
○
aː］（君が切るなら私も切るよ）┐ハー　┌キーバ［ ┐haː
┌kiːba］（早く切れよ）
┌
ギー
┐
ン［
┌giː┐ŋ］（動）
すわる（座る）。
┌
ギヤ
┐
ン［
┌gija┐ŋ］（座らない）。┌ギチャ┐ン［┌giʧa┐ŋ］（座った）。
┌
ギーブシャン［
┌giːbuʃaŋ］（座りたい）。┌フマカヤー┐　ギ┌ヤン┐キ┌バ［┌Φuma
kajaː┐　gi┌jaŋ┐ki┌ba］（ここには座るな）。┐チャー　┌ギーチューン［ ┐ʧaː　┌giːʧuːŋ］
（ずっと座っている）
キ
┌
チ［ki
○
┌
ʧi］（名）
たるき（垂木）。ハー
┌
ラヤーヤ
┐
　タル
┌
キヌ　ウイカイ　ダキ　ア
┐
リ　ハン
┌
スィテ
ィ
┐
　ンチャ　ヌ
┌
トゥーティ
┐
　ハー
┌
ラ
┐
ー　
┌
ヌスィータル［haː┌rajaːja┐　taru┌ki
nu　ʔuikai　daki　ʔa┐ri　han┌θiti┐　nʧa　nu┌tuːti┐　haː┌ra┐ː　┌nuθiːtaru］（瓦
葺きの家は垂木の上に竹を編んでかぶせて土を載せておいて瓦を載せて葺いた＜載
せたものだ＞）
┌
ギチ
┐
ン　スァッ
┌
チ
┐
ン　
┌
グララン［
┌giʧi┐n　r
○
at┌ʧi┐ŋ　┌guraraŋ］（連）
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居ても立っても居れない。じっとしておれない。
┌
キブイ［
┌kibui］（名）
けむり（煙）。
┌
キブイヌ　ミー
┐
チ　
┌
イヤーマ　キブスァン［
┌kibuinu　miː┐ʧi　
┌
ʔijaːma　kibur
○
aŋ］（煙が目に入って煙たい）
┌
キャーシュン［
┌kjaːʃuŋ］（動）
消す。
┐
ピー　
┌
キャーシュン［
┐p’iː　┌kjaːʃuŋ］（火を消す）。┌キャースァン┐キ┌バ
［
┌kjaːr
○
aŋ┐ki┌ba］（消すな）。┐ワナー　┌キャースァン［ ┐wanaː　┌kjaːr
○
aŋ］（私は
消さない）。
┌
キャーシブシャン
┐
シャコー　
┌
ヤー　キャースィバ［
┌kjaːʃibuʃaŋ┐
ʃakoː　┌jaː　kjaːθiba］（消したかったら君が消しなさいよ）。┌キャーチャン［┌kja
ːʧaŋ］（消した）
┌
ギン［
┌giŋ］（名）
縁。縁側。廊下。
┌
ギンカイ
┐
　ニンジュン［
┌giŋkai┐　ninʤuŋ］（縁側に寝る）。久
高島では夏の間は畳を上げて裏座に立てておき、板の間に筵を敷いて寝ることが多
かった。
┌
ギンカイ　ニンジュタン［
┌giŋkai　ninʤutaŋ］（縁に寝ていた。寝よった）
┌
クーイン［
┌kuːiŋ］（動）
閉じる。締める。
┌
プタ　クーイン［
┌puta　kuːiŋ］（蓋を閉める＜閉じる＞）。┐ミ
ー　
┌
クーイン［
┐miː　┌kuːiŋ］（目を閉じる）。┌クーラン［┌kuːraŋ］（閉じない）。
┌
クーラン
┐
キ
┌
バ［
┌kuːraŋ┐ki┌ba］（閉じるな）。┐ジョー　┌クーラン┐キ┌バ［ ┐ʤoː
┌kuːraŋ┐ki┌ba］（戸を閉めるな）。┌クーイブシャン［┌kuːibuʃaŋ］（閉じたい）。┐ハ
ー　
┌
クーリバ［
┐haː　┌kuːriba］（早く閉じなさいよ）。グイ┌チャーガ┐　シューク
トゥ　
┐
ハー　
┐
ジョー　
┌
クーリバ［gui┌ʧaːga┐　ʃuːkutu　┐haː　┐ʤoː　┌kuːriba］
（酔っ払いが来るので早く戸を閉めなさい）。
┐
ジョー　
┌
クーイン［
┐
ʤoː　┌kuːiŋ］（戸
を閉める）。
┐
チュチュビ　
┌
クンジュン［
┐
ʧuʧubi　┌kunʤuŋ］（帯を締める。括る。
縊る）。
┌
クビ　シミー
┐
ン［
┌k’ubi　ʃimiː┐ŋ］（首を絞める）
┌
クジ［
┌k’uʤi］（名）
釘。
┌
クジ　ウチュン［
┌k’uʤi　ʔuʧuŋ］（釘を打つ）。┌クジ　ヌキ┐ン［┌k’uʤi　nuki┐ŋ］
（釘を抜く）
┌
クダミ［
┌kudami］（名）
ふみだい（踏み台）。板製の三段の踏み台。仏壇に茶湯を供えるときに用いた踏み台。
高い所の仏壇の掃除をしたり、茶碗や花活け＜陶製の花瓶＞を据えたりする際に用い
た。
┌
クダミ　クミャーマ
┐
　ウチャトー　
┌
ウシャギリバ［
┌kudami　kumjaːma┐　
ʔuʧatoː　┌ʔuʃagiriba］（踏み台を踏んでお茶湯をお供えしなさい）ウチャトー┌ジ
ャワン　アギタイ
┐
　サギ
┌
タイ　シュ
┐
ン　バー
┌
イヤ　クダミ　ティケータスァー
［ʔuʧatoː┌ʤawaŋ　ʔagitai┐　sagi┌tai　ʃu┐m　baː┌ija　kudami　tikeːtar
○
aː］（お茶
Hosei University Repository
－ 117 －
湯茶碗を上げたり下げたりする時は踏み台を使用したよ）
┌
グトゥク［
┌gutuku］（名）
ごとく（五徳）。
┌
プヨー
┐
　ピバチ
┌
カイ
┐
　ピー　
┌
ヌクミーヤ
┐
　グトゥク
┌
カイ
┐
　
ヤッ
┌
クヮン　ウチ
┐
　チャー
┌
ユー　ワカスゥタスァー［
┌p’ujoː┐　p’ibaʧi┌kai┐
p’iː　┌nukumiːja┐　gutuku┌kai┐　jak┌kwaŋ　ʔuʧi┐　ʧaː┌juː　wakaθutar
○
aː］（冬
は火鉢で暖を取る＜火に当たって体を温める＞とき、五徳に薬缶をかけて＜置い
て＞茶湯を沸かしたものだよ）
┌
グミ［
┌gumi］（名）
ごみ（塵。塵芥）。小さなごみ。
┌
チリアクタ［
┌
ʧiriakuta］（塵芥）ともいう。家の
中のごみ（塵）。屋内のごみ（塵）。
┌
グミ
┐
　ポホー
┌
キン［
┌gumi┐　pΦoː┌kiŋ］（ご
み＜塵＞を掃く）
┌
グミスゥイ［
┌gumiθui］（名）
ちりとり（塵取り）。
┐
ヤー　
┌
ソージ　シーヤ　グミャー
┐
　グミ
┌
スゥイシャーマル
┐
スゥイ
┌
タル［
┐jaː　┌soːʤi　ʃiːja　gumjaː┐　gumi┌θuiʃaːmaru┐　θui┌taru］（家を
掃除する時はごみとり＜芥取り＞でごみ＜塵＞を取った）
┐
グリーン［
┐guriːŋ］（動）
折れる。グリ
┌
タン［guri┌taŋ］（折れた）。グリ┌ラン［guri┌raŋ］（折れない）。グリ
ヤッ
┌
スァン［gurijar
○
┌r
○
aŋ］（折れやすい）。グラン┌キバ［guraŋ┌kiba］（折るなよ）。
グラン
┌
カンバ［guraŋ┌kamba］（折るな。折らないでよ）。グイ┌ブシャン［gui┌bu
ʃaŋ］（折りたい）。┌グリバ［┌guriba］（折りなさい）
┌
クヮ
┐
ジ［
┌kwa┐ʤi］（名）
火事。「Quaji＜クヮジ、火事＞『邦訳日葡辞書』」の義。┐クヮジ　┌ナタン［ ┐kwaʤi
┌nataŋ］（火事になった）
┌
グン［
┌guŋ］（動）
いる（居る）。
┌
グイヤー［
┌guijaː］（居るか）。┌グスァー［┌gur
○
aː］（居るよ）。┌グ
ラン［
┌guraŋ］（居ない）。┌スァー┐ン　グラ┌ネー［┌r
○
aː┐ŋ　gura┌neː］（誰か居な
いか）。
┌
グタ
┐
ン［
┌guta┐ŋ］（居た）。ナマ┌マリー┐　フマ┌カイ　グタスィガヤー
［nama┌mariː┐　Φuma┌kai　gutaθigajaː］（今までここに居たがなあ）。┌フマカ┐イ　
┌
グイブシャン［
┌Φumaka┐i　┌guibuʃaŋ］（ここに居たい）。┌フマカヤー┐　グ┌ラ
ン
┐
キ
┌
バ［
┌Φumakajaː┐　gu┌raŋ┐ki┌ba］（ここには居るな）。┌フマカイ　グター┐
ナラン
┌
スィガ［
┌Φumakai　gutaː┐　naran┌θiga］（ここに居てはいけないよ）。┌マ
ーチガ
┐
　ンジャラ［
┌maːʧiga┐　nʤara］（何処へ行ったかなあ）。┌フマカ┐イ　┌グス
ァー
┐
　ドゥー　
┌
ハッティー　ヤー
┐
スァ
┌
ネー［
┌Φumaka┐i　┌gur
○
aː┐　duː┌hattiː
jaː┐r
○
a┌neː］（ここに居るのは自分の勝手ではなのか）。┌グスァ┐ー　┌グスィガ　シグト┐
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ー　
┌
スァン［
┌gur
○
a┐ː　┌guθiga　ʃiguto┐ː　┌r
○
aŋ］（居ることは居るが仕事はしない）
ゲン
┌
ノー［gen┌noː］（名）
げんのう（玄翁）。かなづち（金槌）。ゲン
┌
ノー　シャーマル　クジャー
┐
　ウチュル
［gen┌noː　ʃaːmaru　kuʤaː┐　ʔuʧuru］（金槌＜玄翁＞で釘は打つのだ）。ゲン┌ノー
シャーマ　クジ
┐
　ウチュン［gen┌noːʃaːma　kuʤi┐　ʔuʧuŋ］（金槌＜玄翁＞で釘を
打つ）
┌
スァー
┐
ジ［
┌r
○
aː┐ʤi］（名）
手拭。
┐
スァージ　
┌
ンダシャーマ
┐
　ドゥー　
┌
プキン（
┌
ヌグイン）［
┐r
○
aːʤi　┌nda
ʃaːma┐　duː　┌p’ukiŋ（┌nuguiŋ）］（手拭を濡らして体を拭く）。┌ンダシュン［┌nda
ʃuŋ］（濡らす）。┌ンダスァン［┌ndar
○
aŋ］（濡らさない）。┌ンダチャン［┌ndaʧaŋ］
（濡らした）
┌
スァカウジン［
┌r
○
akaʔuʤiŋ］（名）
高膳。高さ約 30センチの脚付きのお膳。スァカ
┌
ジン［r
○
aka┌ʤiŋ］（高膳）ともいう。
祖父と父親が高膳で食事をした。ウプ
┌
シュートゥ
┐
　チャー
┌
チャーヤ
┐
　スァカ
┌
ジ
ンカイル
┐
　ムノー　
┌
ンチャギータル［ʔupu┌ʃuːtu┐　ʧaː┌ʧaːja┐　r
○
aka┌ʤiŋkairu┐
munoː　┌nʧagiːtaru］（祖父と父親は高膳で食事を召し上がった）。ウシャギ┌ウブン
［ʔuʃagi┌ʔubuŋ］（お供え用のお膳。身分の高い人に給仕するのに用いるお膳）
┌
スァタン［
┌r
○
ataŋ］（名）
畳。
┌
ナター　スァタノー　アギータスァー［
┌nataː　r
○
atanoː　ʔagiːtar
○
aː］（夏は
畳は取り上げたよ）。
┌
スァタンヌ
┐
　シ
┌
カットゥーヌ
┐
　ジャー［
┌r
○
atannu┐　ʃi
○
┌kattuːnu┐　ʤaː］（畳が敷かれた座敷）。┌シェンジェノー　ナティジューヤ　スァ
タノー　アギティ
┐
　スィ
┌
カンタン［
┌
ʃenʤenoː　natiʤuːja　r
○
atanoː　ʔagiti┐　θi
┌kantaŋ］（戦前は夏中は畳は取り上げて敷かなかった）
┌
スァナ［
┌r
○
ana］（名）
棚。スァムン
┌
ダナ［r
○
amun┌dana］（薪棚。竈の上に作ってある棚）。┌ウスゥント
ゥヌ　ウイカイ
┐
　スァナ　
┌
ハキティ
┐
　スァム
┌
ノー
┐
　ウキ
┌
タン［
┌
ʔuθuntunu
ʔuikai┐　r
○
ana　┌hakiti┐　r
○
amu┌noː┐　ʔuki┌taŋ］（台所の上に棚を架けて薪を置い
た）マカイ
┌
ダナ［makai┌dana］（食器棚）
┌
スァムン［
┌r
○
amuŋ］（名）
たきぎ（薪）。枯れ枝の薪。
┐
スァムン　
┌
プリーガ
┐
　イ
┌
キ
┐
ン［
┐r
○
amum　┌puriː
ga┐　ʔi┌ki┐ŋ］（落ち葉、枯葉を拾いに行く）。アラン┌パ［ʔaram┌pa］（あだん葉の
燃料）。久高島では、生木は一切伐りとってはならないことになっていた。枯葉、枯
れ枝を集めて燃料とした。余裕のある人は山原船より薪を買うことが出来た。
┌
サブイタ［
┌sabuita］（名）
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三分板。家の壁を張るのに用いる杉板。
┌
ゴブイタ［
┌gobuita］（五分板。厚さ五分
の杉板）。杉の五分板は床を張るのに用いた
┌
スァフン［
┌r
○
aΦuŋ］（名）
石鹸。シャボン［sabao～］（石鹸。ポルトガル語）の借用語。スァフン┌シャーマ┐
ドゥー　
┌
アレーン［r
○
aΦuŋ┌ʃaːma┐　duː　┌ʔareːŋ］（石鹸で体を洗う）。スァフン
┌
シャーマ
┐
　スィー　
┌
アレーン［r
○
aΦuŋ┌ʃaːma┐　θiː　┌ʔareːŋ］（石鹸で手を洗う）。
イク
┌
スァヌ　バンジャ
┐
　スァフ
┌
ノー
┐
　ハイ
┌
キュー
┐
　ヤタル［ʔiku┌r
○
anu　ban
ʤaː┐　r
○
aΦu┌noː┐　hai┌kjuː┐　jataru］（戦争の最中は石鹸は配給制であった）
┌
サン［
┌saŋ］（名）
さん（桟）。サン
┌
ヌ
┐
　グリ
┌
タン［san┌nu┐　guri┌taŋ］（桟が折れた）。パハシ┌ラト
ゥ　ショージヌ　プンネール　サン
┐
　チール［pΦaʃi┌ratu　ʃoːʤinu　p’unneːru　
san┐　ʧiːru］（戸と障子の骨を桟という）
┌
スァ
┐
ン［
┌r
○
a┐ŋ］（名）
炭。
┌
スィミ［
┌θimi］（炭）ともいう。ピー┌スァヌ　プヨー┐　ピバチ┌カイ　スァン
メー
┐
チ　ヌク
┌
ミタスァー［p’iː┌r
○
anu　p’ujoː┐　p’ibaʧi┌kai　r
○
am　meː┐ʧi　nuku
┌mitar
○
aː］（寒い冬は火鉢に炭を燃やして体を温めたよ）。┌ックヮ　ナシーヤ　スァン
シャーマ
┐
　ピー　
┌
ヌクマスゥタスァー［
┌kkwa　naʃiːja　r
○
aŋʃaːma┐　p’iː┌nuku
maθutar
○
aː］（子供を生んだら炭で火に当って体を温めたよ）。┌スァン　メーシュン
［
┌r
○
am　meːʃuŋ］（炭を燃やす）
┌
スァンスィ［
┌r
○
anθi］（名）
たんす（箪笥）。箪笥のある家は少なかった。仏壇の下を利用して衣類を収納していた。
┌
シーリ［
┌
ʃiːri］（名）
どぶ（溝）。ミカ
┌
シャー　アレームノー　ム
┐
ル　シー
┌
リーチ
┐
ル　ナガシュタル
［mika┌ʃaː　ʔareːmunoː　mu┐ru　ʃiː┌riːʧi┐ru　┌nagaʃutaru］（昔は、洗い物はすべ
て溝に流した）。
┌
ウラー
┐
　ミリ
┌
ゲー　ナイタスァー［
┌
ʔuraː┐　miri┌geː　naitar
○
aː］
（それは水肥になったよ）。シーリ
┌
カイ　ミリ
┐
ヌ　
┌
スァマトゥー
┐
ン［ʃiːri┌kai　
miri┐nu　┌r
○
amatuː┐ŋ］（溝に水が溜まっている）。シー┌リヌ┐　クスァ┌スァン［ʃiː
┌rinu┐　kur
○
a┌r
○
aŋ］（溝が臭い）
┌
ジール［
┌
ʤiːru］（名）
じろ（地炉）。
┌
ミーローキー［
┌miːroːkiː］（箕）に土を盛って木材をくべ＜焼べ＞、地
炉にした。土には塩を振り掛けてお祓いをした。昭和初期までは木炭をくべ＜焼べ＞て
産婦の体を温めていた。
┌
シェンジェンマラー　ックヮ　ナシーヤ
┐
　ジル
┌
ビー　ヌクミ
タスィガ　シェンゴー
┐
　サン
┌
バヌ　シカク　ムッチュール
┐
　マエヒラ　ヤエ（ハ
┌
ト
ゥーフクジヌ
┐
　ハミン
┌
マー）、
┌
ウンチュヌ
┐
　ジル
┌
ビー　ヌクミスァー　エイセイジ
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ョー
┐
　ワッ
┌
サン
┐
　チャーマ　ヤミラチューン［
┌
ʃenʤemmaraː　kkwa　naʃiːja┐　
ʤiru┌biː　nukumitaθiga　ʃeŋgoː┐　sam┌banu　ʃikaku　mutʧuːru┐　majeçira　
jaje（ha┌tuːΦu
○
kuʤinu┐　hamim┌maː）、┌ʔunʧunu┐　ʤiru┌biː　nukumir
○
aː　jeiʃei
ʤoː┐　war
○
┌r
○
an┐　ʧaːma　jamiraʧuːŋ］（戦前までは子供を産むと地炉の火に当って
体を温めたが戦後は産婆の資格を持っているマエヒラ　ヤエ＜カツオ福治のカミ姉さ
ん＞、その人が、地炉の火に当って体を温めるのは衛生上悪いと言ってやめさせた）
シ
┌
キムン［ʃi
○
┌kimuŋ］（名）
敷物。敷物の総称。
シッ
┌
ティー［ʃi
○
t┌tiː］（名）
下水
┌
ジャー［
┌
ʤaː］（名）
部屋。座敷。「座」の義。
┐
ジャーヌ　イバ
┌
スァン［
┐
ʤaːnu　ʔiba┌r
○
aŋ］（部屋＜座
敷＞が狭い）イチバン
┌
ジャ ［ーʔiʧiban┌ʤaː］（一番座）。ニバン┌ジャ ［ー┌niban┌ʤaː］
（二番座。仏間）。
┌
ウスゥントゥ［
┌
ʔuθuntu］（台所）
┌
ジョー［
┌
ʤoː］（名）
戸。
┐
ジョー　
┌
クーリバ［
┐
ʤoː　┌kuːriba］（戸を閉めなさい）。┐ジョー　┌アキリ
バ［
┐
ʤoː　┌ʔakiriba］（戸を開けなさい）
ジョー
┌
イリ［ʤoː┌ʔiri］（名）
戸袋。「戸入れ」の義。昔はなかった
┌
ジン［
┌
ʤiŋ］（名）
お膳。ヒラ
┌
ウジン［çira┌ʔuʤiŋ］（平お膳）ともいう。ヤー┌ニンジョー　ジンカイ
ル　ケータスィガ
┐
　ユナグン
┌
シャーヤ　ウスゥントゥカイル　ケータル［jaː┌nin
ʤoː　ʤiŋkairu　keːtaθiga┐　junaguŋ┌ʃaːja　ʔuθuntukairu　keːtaru］（家族は平膳
で食べたが、女性達は台所で食べた）。
┌
ヒラジン［
┌
çiraʤiŋ］（平膳）ともいう
┌
スィー［θiː］（名）
とい（樋）。
┌
トゥユ
┐
ー［
┌tuju┐ː］（樋）ともいう。┌スィー　ハキー┐ン［┌θiː　haki
ː┐ŋ］（樋を掛ける）。樋はトタンで作り、屋根に降った雨（天水）を溜めるために、┌ミ
リグラ［
┌mirigura］（水タンク＜水蔵＞）のある家で作られた
スィー
┌
マッカ［θiː┌makka］（名）
手枕。母親が子供を寝かせるために、母の腕を枕にさせて寝かせること。スィー
┌
マッ
カッチ
┐
　ワラビ　
┌
ニンスィーン［θiː┌makkatʧi┐　warabi　┌ninθiːŋ］（手枕にして
子供を寝かせる）。
┌
ニンジグッシャン
┐
　ックヮー　スィー
┌
マッカッチ
┐
ル　
┌
ニンスィ
ータル［
┌ninʤiguʃʃaŋ┐　kk’waː　θiː┌makkatʧi┐ ru　┌ninθiːtaru］（寝つきの悪い
＜眠りにくい＞子は手枕をして寝かせた）
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┌
スィスィ［
┌θiθi］（名）
すす（煤）。スィン
┌
ジョーヌ　スィスィ　ウトゥシュン［θin┌ʤoːnu　θiθi　ʔutuʃuŋ］（天
井の煤を落とす）
┐
スィダイ［
┐θidai］（名）
すだれ（簾）。
┌
シダイ［
┌
ʃidai］（簾）という人もいる。┐スィダイ　┌ハキー┐ン［ ┐θidai
┌hakiː┐ŋ］（簾を掛ける）。┐スィダイ　┌スァギーン［ ┐θidai　┌r
○
agiː ŋ］（簾を下げる）
というのが普通の言い方。
┌
イリピ　チュークトゥ
┐
　スィダイ　
┌
スァギリバ［
┌
ʔiripi
ʧuːkutu┐　θidai　┌r
○
agiriba］（入り日するので簾を下げなさい）。簾はあまりなかった
┌
スィプ
┐
グ［
┌θipu┐gu］（名）
燃料にする枯葉。山に行って枯葉を集め、網に入れ、頭上に載せて持ち帰って燃料とし
た。
┌
スィプ
┐
グ　
┌
メーシュン［
┌θipu┐gu　┌meːʃuŋ］（枯葉の燃料を燃やす）。ユナグ
ン
┌
シャーヤ
┐
　ヤマ
┌
ンジ
┐
　ヒーヌ
┌パハー　アティミティ
┐
　プル
┌
アミシャーマ　ク
ク
┐
ティ　ティブン
┌
カイ
┐
　ハミ
┌
ティル　ムッチ
┐
　シュー
┌
タル　ウヌ　ヒーヌパハー
アティミトゥーシネール
┐
　スィプグ
┌
チータル［junaguŋ┌ʃaːja┐　jama┌nʤi┐　çiːnu
┌ pΦaː　ʔatimiti┐　puru┌ʔamiʃaːma　kuku┐ti　tibuŋ┌kai┐　hami┌tiru　mutʧi┐
ʃuː┌taru　ʔunu　çiːnupΦaː　ʔatimituːʃineːru┐　θipugu┌ʧiːtaru］（女性達は山で木
の葉を集めて、古網で括って頭に載せて持ってきたものだ。その木の葉を集めてあるも
のをスィプグという）
┌
スゥマイン［
┌θumaiŋ］（動）
とまる（泊まる）。
┐
エーカン　
┌
ヤーカイ　スゥマタン［
┐
ʔeːkaɲ　┌jaːkai　θumataŋ］
（親戚の家に泊まった）。
┌
スゥマラン［
┌θumaraŋ］（泊まらない）。┌スゥマタン［┌θu
mataŋ］（泊まった）。┌スゥマイブシャ┐ン［┌θumaibuʃa┐ŋ］（泊まりたい）。┐ワーガ
┌
スゥマイクトゥ　ヤーヤ
┐
　ヘー
┌
リバ［
┐waːga　┌θumaikutu　jaːja┐　heː┌riba］
（私が泊まるから君は帰りなさい）
┌
スィミ［
┌θimi］（名）
裏座の総称。家の北側にある部屋で、二番座の裏座は多くの場合夫婦に寝室となった。
一番座の裏座は穀物（麦や豆などを甕に入れて）を保管するところとして利用され
た。妊婦が出産をするところも
┌
スィミ［
┌θimi］（二番座の裏座）であった。スゥ
┌
クヌ　フシヌ　スィミャー
┐
　マミ　
┐
ムジ　
┌
スォームン　イットウーヌ
┐
　ハー
┌
ミ
┐
ヌ　
┌
ウカットゥー
┐
タン　ニバン
┌
ジャーヌ　フシヌ　スィミャー　ックヮ　ナシュ
┐
ヌ
バー
┌
イヌ
┐
　ピー　
┌
ヌクマシュヌ
┐
　トゥクマ　
┐
ナタイ　
┌
ニンジュン
┐
　トゥクマ　
┐
ヤタル［θu
○
┌kunu　Φuʃinu　θimjaː┐　mami　┐muʤi　┌θoːmuŋ　ʔittuːnu┐　haː
┌mi┐nu　┌ʔukattuː┐tan　niban┌ʤaːnu　Φuʃinu　θimjaː　kkwa　naʃu┐nu　baː┌i
nu┐　p’iː　┌nukumaʃunu┐　tukuma　┐natai　┌ninʤun┐　tukuma　┐jataru］（床
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の後ろの裏座は豆、麦などが入っている甕が置かれていた。二番座の後ろの裏座は
子供を産むとき、産婦を火に当たらせて体を温めるところになったり、寝たりする
所であった）
スィン
┌
ジョー［θin┌ʤoː］（名）
天井。スィン
┌
ジョーカイ
┐
　ヤー
┌
ルーヌ　グ
┐
ン［θin┌ʤoːkai┐　jaː┌ruːnu　gu┐ŋ］
（天井にヤモリ＜守宮＞がいる）
┌
スィンタ［
┌θinta］（名）
茅を編んで作った鍋蓋。シンメー鍋の鍋蓋。二、三日陰干しにした茅を小指の太さ
にねじりつつ渦巻き模様にトウズルモドキの皮で引き締めて編み、直径約 40 セン
チ、高さ約 25 センチの円錐形に編み上げて作った鍋蓋。芋を煮たり、餅を蒸したり
する際に用いた。シンメー
┌
ナビヌ　プタネーヤ
┐
　スィンタ
┌
チール
┐
　ハヤ
┌
シャーマ
ル
┐
　トゥクラッ
┌
トゥー
┐
ル［ʃimmeː┌nabinu　putaneːja┐　θinta┌ʧiːru┐　haja┌ʃaː
maru┐　tu
○
kurat┌tuː┐ru］（シンメー鍋の蓋にはスィンタという。茅で作られている）
┌
スゥスゥイ［
┌θuθui］（名）
ぞうきん（雑巾）。スゥスゥイ
┌
シャーマ　スゥスゥリバ［θuθui┌ʃaːma　θuθuriba］（雑
巾で拭きなさいよ）
スゥスゥイ
┌
ハキ［θuθui┌haki］（名）
拭き掃除
スゥスゥ
┌
イン［θuθu┌iŋ］（動）
拭く。ぬぐう（拭う）。
┐
ギン　スゥスゥ
┌
イン［
┐gin　θuθu┌iŋ］（縁側を拭く）。┌ス
ゥスゥラン［
┌θuθuraŋ］（拭かない）。┌スゥスゥタン［┌θuθutaŋ］（拭いた）。┌スゥ
スゥティ　グン［
┌θuθuti　guŋ］（拭いている）。┐ハー　┌スゥスゥリバ［ ┐haː　┌θu
θuriba］（早く拭けよ）。┐ギン　┌スゥスゥイスァー┐　アン┌マシャヌ［ ┐gin　┌θuθu
ir
○
aː┐　ʔam┌maʃanu］（縁側を拭くのは難儀だ＜難しくて＞）。┐アンマシャ　┌ムンヤ
ル［
┐
ʔammaʃa　┌muɲ　jaru］（難儀なことだ）
スズ
┌
ミー
┐
ン［suʥu┌miː┐ŋ］（動）
しまう（仕舞う）。片付ける。スズ
┌
ミタン［suʥu┌mitaŋ］（片付けた）。┌ナマ┐　スズ
┌
ミラン［
┌nama┐　suʥu┌miraŋ］（まだ仕舞わない）。┐ハー　スズ┌ミリバ［ ┐haː　
suʥu┌miriba］（早く仕舞いなさい）。┐ハイ　┌ピヒャースァー┐　スズ┌ミランキバ　
ヌーガ
┐
　アンチ　イシュ
┌
ギガ［
┐hai　┌ pΦjaːr
○
aː┐　suʥu┌miraŋkiba　nuːga┐　
ʔanʧi　ʔiʃu┌giga］（そんなに早く仕舞うな。どうしてそんなに急ぐのか）
スゥ
┌
ク［θu
○
┌ku］（名）
床。床の間。一段高く設けた平らな所。「止己＜トコ＞『新撰字鏡』」の義。スゥ
┌
クヌ
ハミ［θu
○
┌kunuhami］（床の神）が鎮座ましますところ。一番座の奥に床をしつらえ
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＜設え＞てある。家族の健康祈願をするところ。一番座の東南の鴨居の上に
┌
ウプティ
ティジ［
┌
ʔuputitiʤi］の香炉が安置されてある。イザイホーに参加した女性の代々の
シジを祀った香炉である。スゥ
┌
クカヤー
┐
　スゥ
┌
クヌ　ハミヌ
┐
　イメーン　ヤーヌ
トゥ
┌
パシラカヤー
┐
　ウプティ
┌
シジヌ　ウコールヌ　ウカットゥーン
┐
　イザイホー
┌
ニガタヌ
┐
　パー
┌
ウプ
┐
ジトゥ　
┌
ナマ
┐
　ニガ
┌
トゥーヌ　ッチュヌ
┐
　ウプティ
┌
シ
ジヌ　ウコールヌ　ウカットゥーン
┐
　イザイホー　
┌
ニガタヌ
┐
　パー
┌
ウプ
┐
ジトゥ
┌
ナマ
┐
　ニガ
┌
トゥーヌ　ッチュヌ
┐
　ウプティ
┌
シジヌ　ウコールヌ
┐
　マ
┌
ティラッ
トゥーン［θu
○
┌kukajaː┐　θu
○
┌kunuhaminu┐　ʔimeːŋ　jaːnu　tu
○
┌paʃirakajaː┐　ʔu
puti┌ʃiʤinu　ʔukoːrunu　ʔukattuːŋ┐　ʔiʥaihoː　┌nigatanu┐　paː┌ʔupu┐ʤitu　┌na
ma┐　niga┌tuːnu　tʧunu┐　ʔuputi┌ʃiʤinu　ʔukoːrunu　ʔukattuːŋ┐　ʔiʥaihoː　┌niga
tanu┐　paː┌ʔupu┐ʤitu　┌nama┐　niga┌tuːnu　tʧunu┐　ʔuputi┌ʃiʤinu　ʔukoːrunu┐
ma┌tirattuːŋ］（床には床の神が鎮座まします。家のトゥパシラにはウプティ┌シジ
［ʔuputi┌ʃiʤi］＜イザイホーを願った先祖の祖霊の香炉＞が安置されてある。イザイ
ホーを願った先祖のウプティシジ＜祖霊＞と現在願っている方のウプティシジが一つ
の香炉に祀られている）
┐
スィミン［
┐θimiŋ］（動）
住む。
┌
スィマン［
┌θimaŋ］（住まない）。シマン┌カイ　グニンカン　スィラ┐ン［ʃimaŋ
┌kai　guniŋkan　θira┐ŋ］（島に五年間住んだ）。┌フマカイ┐　スィミ┌バ［┌Φuma
kai┐　θimi┌ba］（ここに住みなさい）。┌フマカイ┐　スィミバ　スィミン┌ムン┐ヌ
［
┌Φumakai┐　θimiba　θimim┌mun┐nu］（ここに住めばいいのに）。┌フマカヤー┐
スィマン
┌
キバ［
┌Φumakajaː┐　θimaŋ┌kiba］（ここには住むな）。スィミヤッ┌スァ
ン
┐
　シマ　
┌
ヤイビール［θimijar
○
┌r
○
aŋ┐　ʃima　┌jaibiːru］（住みやすい島です）。┌ト
ゥカヤー
┐
　スィミグッ
┌
シャン　トゥクマ
┐
　ヤル［
┌tukajaː┐　θimiguʃ┌ʃan　
tukuma┐　jaru］（都会は住みにくい所だ）。イキ┌ムシヌ┐　スィー　┌トゥクティ　
ギーティキトゥーン［ʔiki┌muʃinu┐　θiː　┌tukuti　giːtikituːŋ］（動物が巣を作って
居ついている）
┌
スゥラナ［
┌θurana］（名）
戸棚。
┌
スゥラナカイ
┐
　マカイ　
┌
ナラビティ
┐
　ウキン［
┌θuranakai┐　makai　
┌narabiti┐　ʔukiŋ］（戸棚にお碗を並べておく）。┌スィームンワントゥカ┐　ウイ
┌
エードーゴー　スゥラナカイル
┐
　ハジミー
┌
タル［
┌θiːmuŋwantuka┐　ʔui┌jeːdo
ːgoː　θuranakairu┐　haʤimiː┌taru］（吸い物椀とかお祝い用の道具は戸棚に仕舞っ
て＜片付けて＞おいた＜隠したものだ＞）
┌
ソージ［
┌soːʤi］（名）
掃除。
┐
ソージ　
┌
シュ
┐
ン［
┐soːʤi　┌ʃu┐ŋ］（掃除する）。ヤー┌ソー┐ジ［jaː┌soː┐ʤi］（家
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の掃除）
┌
スォー［
┌θoː］（名）
竿。竹竿。物干し竿。
┌
フシムンスォー［
┌Φuʃimunθoː］（物干し竿）。スォー┌カイ┐
ディキン　
┌プフシュン［θoː┌kai┐　dikim　┌ pΦuʃuŋ］（物干し竿に着物を干す）
┌
チラカシュン［
┌
ʧirakaʃuŋ］（動）
散らかす。
┌
チラカチュー
┐
ン［
┌
ʧirakaʧuː┐ŋ］（散らかしている）。┐ジャー　┌チラ
カチューン［
┐
ʤaː　┌ʧirakaʧuːŋ］（部屋＜座敷＞を散らかしてある）。┌チラカチャ
ン［
┌
ʧirakaʧaŋ］（散らかした）。┌チラカ┐チ　┐ナーン［┌ʧiraka┐ʧi　┐naːŋ］（散
らかしてしまった）。
┌
チラカチュータン［
┌
ʧirakaʧuːtaŋ］（散らかしていた）。┌チ
ラカスァットゥー
┐
ン［
┌
ʧirakar
○
attuː┐ŋ］（散らかされてある）。┌チラカスァン┐キ
┌
バ［
┌
ʧirakar
○
aŋ┐ki┌ba］（散らかすなよ）。┐ジャー　┌チラカスァン┐キ┌バ［ ┐ʤaː
┌
ʧirakar
○
aŋ┐ki┌ba］（部屋＜座敷＞を散らかすなよ）。┐ジャーチ　┌インショーリバ
［
┐
ʤaːʧi　┌ʔiŋʃoːriba］（部屋＜座敷＞へお上がりください）
┌
チリアクタ［
┌
ʧiriakuta］（名）
塵芥。木の葉や枯葉、塵くず。
┌
スェープーヌ
┐
　アトー　
┌
チリアクタヌ　ウテ
ィ　マンディ［
┌θeːpuːnu┐　ʔatoː　┌ʧiriakutanu　ʔuti　mandi］（台風の後は塵
芥＜木の葉や枯葉、塵くず＞が沢山おちている）
チョー
┌
チン［ʧoː┌ʧiŋ］（名）
提灯。標準語より新しく借用された語
チン
┌
チルファー［ʧin┌ʧiruΦaː］（名）
衣類。ヤナジ
┌
グーイカイ
┐
　チン
┌
チルファー　イリー
┐
ン［janaʤi┌guːikai┐　ʧin
┌
ʧiruΦaː　ʔiriː┐ŋ］（柳行李に衣類を入れる）
ティ
┌
キラ
┐
キ［ti
○
┌kira┐ki］（名）
マッチ。「付竹」の義か。「付木・・越後にて付竹という。『諸国方言物類称呼』」の義。
ティキ
┌
ラキ　ティキティ
┐
　ピー　
┌
ティキリバ［ti
○
ki┌raki　tikiti┐　p’iː　┌tikiriba］
（マッチをつけて火を点けなさい）。ティキ
┌
ラキシャーマ
┐
　ピー　ティキ
┌
リバ［ti
○
ki┌rakiʃaːma┐　p’iː　tiki┌riba］（マッチで火を点けなさい）
┌
ティナ［
┌tina］（名）
綱。ワラ
┌
シャーマ
┐
　ティナ　
┌
ノーイン［wara┌ʃaːma┐　tina　┌noːiŋ］（藁で綱を
綯う）。久高島では、アラ
┌
ナシ［ʔara┌naʃi］（アダンの気根の繊維）で綱を綯った。
舟のアンカーロープ＜錨綱＞もアラナシの繊維で綱を綯った
┌
ティプグ［
┌tipugu］（名）
枯葉。
┌
ウスゥントゥカイル　スゥラナー
┐
　アタ
┌
スィガ　スゥラナヌ
┐
　ッ
┌
シャー　
ティプグ
┐
　ウ
┌
キ
┐
ン　
┌
トゥクマ
┐
　ヤタル［
┌
ʔuθuntukairu　θuranaː┐　ʔata┌θiga
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θurananu┐　ʃ┌ʃaː　tipugu┐　ʔu┌ki┐n　┌tukuma┐　jataru］（台所に＜ぞ＞戸棚は
あったが、上段は台所用品を置き、下の方は枯葉を置く所だった）
┌
ティン
┐
ダ［
┌tin┐da］（名）
はりがね（針金）。ティンダ
┌
シャーマ　クンリバ［tinda┌ʃaːma　kunriba］（針金
で縛りなさいよ＜括りなさい＞）
ツ
┌
クエ［tsu
○
┌kuje］（名）
座卓。食台。「机」の義。高い机ではない。明治以後に標準語より借用された語か。
トゥク
┌
イン［tu
○
ku┌iŋ］（動）
作る。トゥク
┌
ラ
┐
ン［tu
○
ku┌ra┐ŋ］（作らない）。トゥク┌リバ［tu
○
ku┌riba］（作れよ）。
トゥクリ
┌
ブシャン［tu
○
kuri┌buʃaŋ］（作りたい）。トゥク┌リバ┐　スィミン┌ムンヌ
［tu
○
ku┌riba┐　θimim┌munnu］（作ればよいのに）┌ヌーガ┐　トゥク┌ランガヤー
［
┌nuːga┐　tu
○
ku┌raŋgajaː］（何故作らないのかなあ）
┌
トゥブ
┐
シ［
┌tubu┐ʃi］（名）
とぼし（灯。点火）。ともし（灯し）。たいまつ（松明）。「於伎弊爾等毛之　伊射流
火波＜沖辺に燭し漁る火は＞『万葉集　3648』。炬、トモシビ『類聚名義抄』」の義。
トゥルトゥルー
┌
ニンジ［turuturuː┌ninʤi］（名）
うたたね（転寝）。トゥルミカ
┌
シュン［turumika┌ʃuŋ］（転寝する）ともいう。┌ギ
チュー
┐
ティ　トゥルミカ
┌
シュン［
┌giʧuː┐ti　turumika┌ʃuŋ］（座っていて転寝する）。
┌
ギチュー
┐
ティ　トゥル
┌
トゥルー　ナタン［
┌giʧuː┐ti　turu┌turuː　nataŋ］（座っ
ていて転寝した）。パハナ
┌
シー　チチュー
┐
ティ　トゥル
┌
ミカ
┐
チ［pΦana┌ʃiː　ʧiʧuː┐
ti　turu┌mika┐ʧi］（話を聞きながら転寝をして）。┌ギーニン┐ジ［┌giːnin┐ʤi］（座り
居眠り。座って居眠りをすること）ともいう
ナカ
┌
ジョー［naka┌ʤoː］（名）
一番座と二番座の仕切り戸。板張りの戸であった。ナカ
┌
ジョー［naka┌ʤoː］を仕立
てた家は少なかった。襖や障子もなかった
ナゲー
┌
シ［nageː┌ʃi］（名）
なげし（長押）。日本建築で柱と柱を繋ぐ厚くて幅の広い水平の板材。標準語から
の借用語か。ミカ
┌
シャー
┐
　ナゲー
┌
シヌ
┐
　アン　
┐
ヤーヤ　ナーン
┌
タン［mika
┌
ʃaː┐　nageː┌ʃinu┐　ʔaɲ　┐jaːja　naːn┌taŋ］（昔は長押のある家はなかった）
ナスァ
┌
リーヌ　キネー［nar
○
a┌riːnu　kineː］（連）
経済的に余裕のある家庭。「成される家庭」の義か
┌
ニーブヤー［
┌niːbujaː］（名）
寝坊。朝寝坊。ヒティミティ
┌
ニーブヤー［çitimiti┌niːbujaː］（朝寝坊）
┌
ニバンジャ［
┌nibanʤa］（名）
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二番座。仏壇のある部屋。
ニブ
┌
チャチ［nibu┌ʧaʧi］（名）
土間。台所の土間。
┐
ムノー　
┌
ム
┐
ル　ニブ
┌
チャチカイル
┐
　シュガイタル［
┐muno
ː　┌mu┐ru　nibu┌ʧaʧikairu┐　ʃugaitaru］（食事は全部台所の土間で調理したもの
だ）
┌
ニン
┐
ジパハンシュン［
┌nin┐ʤipΦaŋʃuŋ］（動）
寝そびれる。寝る機会を失う。「寝外す」の義か。
┌
チャクヌ
┐
　シャーマ　
┌
ニンジ
パハン
┐
チ［
┌
ʧakunu┐　ʃaːma　┌ninʤipΦan┐ʧi］（客が来て寝そびれた）。┌チャク
ヌ
┐
　イモーヤーマ　
┌
ニンジ　パハン
┐
チ［
┌
ʧakunu┐　ʔimoːjaːma　┌ninʤipΦan┐
ʧi］（お客さんがいらっしゃって寝そびれた）
ヌク
┌
ギリ［nuku┌giri］（名）
のこぎり（鋸）。ヌク
┌
ギリシャーマ
┐
　ヒー　
┌
キーン［nuku┌giriʃaːma┐　çiː　┌ki
ːŋ］（鋸で木を切る）。キャーラッ┌タン［kjaːrat┌taŋ］（切られた）。ワー┌ガン　キ
ーヨーシュン
┐
ドー［waː┌gaŋ　kiːjoːʃun┐doː］（私でも切ることが出来る）。┌ヌクギ
リシャーマ
┐
　キャー
┌
イン［
┌nukugiriʃaːma┐　kjaː┌iŋ］（鋸で切る）。キャー┌ラン
［kjaː┌raŋ］（切らない）。キャー┌ランキバ［kjaː┌raŋkiba］（切るなよ＜切らないで
おけよ＞）。
┌
ウヌ　クンブギーヤ　ミーヌ
┐
　ユー　ナイ
┌
クトゥ
┐
　キャン
┌
キバ
［
┌
ʔunu　kumbugiːja　miːnu┐　juː　nai┌kutu┐　kjaŋ┌kiba］（この蜜柑の木はよ
く実が生るから切るな＜切らないでおけ＞）
ノー
┌
シュン［noː┌ʃuŋ］（動）
なおす（直す）。修繕する。ノー
┌
スァン［noː┌r
○
aŋ］（直さない）。┌ノーチャン［┌noː
ʧaŋ］（直した）。ノー┌スァン┐キ┌バ［noː┌r
○
aŋ┐ki┌ba］（直すな）。ノーシ┌ブシャン［no
ːʃi┌buʃaŋ］（直したい）。ヤン┌ディトゥーヌ┐　ムン　ノー┌シュン［jan┌dituːnu┐　
mun　noː┌ʃuŋ］（壊れているものを直す）。┌ノースァン［┌noːr
○
aŋ］（直さない）、┌ノ
ーチャン［
┌noːʧaŋ］（直した）とも発音されることがある
┌
ハーラ［
┌haːra］（名）
瓦。
┌
グーガー
┐
ラ［
┌guːgaː┐ra］（雄瓦）。ミー┌ガー┐ラ［miː┌gaː┐ra］（雌瓦）。ハ
ーラ
┌
ヤーヤ　ミーガーラトゥ
┐
　グー
┌
ガーラシャーマル
┐
　プキル［haːra┌jaːja　
miːgaːratu┐　guː┌gaːraʃaːmaru┐　pukiru］（瓦家は雌瓦と雄瓦で葺くのだ）
ハコービ
┌
ハラ［hakoːbi┌hara］（名）
焦げ臭い匂い。木綿などの焦げる匂い。
┐
ヌーガ　
┌
メーチューラ
┐
　ハコービ
┌
ハラ
ヌ
┐
　シュン［
┐nuːga　┌meːʧuːra┐　hakoːbi┌haranu┐　ʃuŋ］（何を燃やしている
のか焦げ臭い匂いがする）
┌
ハギ［
┌hagi］（名）
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かぎ（鍵）。
┐
ハギ　
┌
ハキリバ［
┐hagi　┌hakiriba］（鍵をかけなさい）。┐ハギ　
┌
アキリバ［
┐hagi　┌ʔakiriba］（鍵で開けなさい）
ハケー
┌
ジャー［hakeː┌ʤaː］（名）
くまで（熊手）。ハケー
┌
ジャーシャーマ
┐
　ヒーン
┌
パー　アティ
┌
ミーン［hakeː┌ʤaː
ʃaːma┐　çiːm┌paː　ʔati┌miːŋ］（熊手で木の枯葉を集める）
┌
ハスァ［
┌har
○
a］（名）
ランプの笠。ラン
┌
プヌ　ハスァ　ワ
┐
ティ　ナー
┌
ン［ram┌punu　har
○
a　wa┐ti　
naː┌ŋ］（ランプの笠を割ってしまった）
┌
ハタリキーン［
┌hatarikiːŋ］（動）
片付ける。
┌
シグトゥ　ハタリキー
┐
ン［
┌
ʃigutu　hatarikiː┐ŋ］（仕事を片付ける）
┌
ハ
┐
チ［
┌ha┐ʧi］（名）
垣。垣根。
┌
ヒーガ
┐
チ［
┌
çiːga┐ʧi］（生垣。「木の垣根」の義。樹木を植え並べて作
った垣根）
┌
ハチャ［
┌haʧa］（名）
かや（蚊屋）。蚊帳。ミカ
┌
シャー
┐
　ガジャーヌ　マン
┌
ドゥークトゥ　ハンナー
┐
リ
ハ
┌
チャ　ピキタン［mika┌ʃaː┐　gaʤaːnu　man┌duːkutu　hannaː┐ri　ha┌ʧaː　pi
kitaŋ］（昔は蚊が多かったので、必ず蚊帳を吊った＜引いた＞）。┌ハチャ　ピキン
［
┌haʧa　p’ikiŋ］（蚊帳を吊る＜引く＞）。久高島は、浜辺には蚊がいないので小学
生や大人も夏の時期は浜で寝た。それを、パハ
┌
マニン
┐
ジ［pΦa┌manin┐ʤi］（浜寝。
浜で寝ること）といった。
┌
ハナ［
┌hana］（名）
かんな（鉋）。
┐
ハナ　
┌
ハキーン［
┐hana　┌hakiːŋ］（鉋をかける。鉋で削る）。
┌パハナシディカネー［
┌ pΦanaʃidikaneː］（名）
①放し飼い。放牧。②パンツを穿かないこと。
┌
ハマ［
┌hama］（名）
かまど（竈）。土で作った竈。
┌
ウミ
┐
ティムン［
┌
ʔumi┐timuŋ］（三個の石を鼎に据
えて竈にしたもの）は、シンメー鍋用の竈であった。その側に土で土竈を作った。
その家に死者が出ると、
┌
ウミ
┐
ティムン［
┌
ʔumi┐timuŋ］の一つの石を取り替えた。
┌
イシヌ　ハマヌ
┐
　スバ
┌
カイ
┐
　ンチャ
┌
サーマ
┐
　シン
┌
ナビトゥカ
┐
　チャー　
┌
ワカシュヌ
┐
　ハマー　
┌
ギシータル［
┌
ʔiʃinu　hamanu┐　suba┌kai┐　nʧa┌saːma┐
ʃin┌nabituka┐　ʧaː　┌wakaʃunu┐　hamaː　┌giʃiːtaru］（石の竈の側に土で、汁鍋
とか茶を沸かす竈を据えたものだ）
「パハイ［
┌pΦai］（名）
はり（梁）。屋根を支えるために柱の上に渡す木材。「ウヌ　ヤーヌ　パハヤー　スィ
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ギル
┐
　ティカ
┌
トゥール［
┌
ʔunu　jaːnu　pΦajaː　θigiru┐　ti
○
ka┌tuːru］（この家の
梁は杉を使っている）
┌パハ
┐
ク［
┌pΦa┐ku］（名）
①箱。
┌
ウミバ
┐
ク［
┌
ʔumiba┐ku］（海箱。縄箱。漁に出る際に、釣り針、釣具、コ
ンパス、などの他、煙草やマッチ、薬などの貴重品を入れておく木製の箱。水漏れし
ないように作ってある）。②棺箱。
┌
チュヌ　ヒーヤー
┐
　ウプシュー
┌
ターヤ　パハ
┐
ク
トゥク
┌
イガ　イキタスァー［
┌
ʧunu　çiːja┐　ʔupuʃuː┌taːja　pΦa┐ku　tu
○
ku┌iga　
ʔikitar
○
aː］（人が死ぬとウプシュー＜五十一歳以上の男の人＞達は、棺箱を作りにい
った）。棺箱は、
┌
プン［p’uŋ］（船）ともいう
┌パハ
┐
シ［
┌pΦa┐ʃi］（名）
はしご（梯子）。
┌パハ
┐
シ　
┌
ハキティ
┐
　ヤーン　
┌
ウイッ
┐
チ　
┌
ヌブイン［
┌pΦa┐ʃi
┌hakiti┐　jaːŋ　┌ʔuit┐ʧi　┌nubuiŋ］（梯子をかけて家の上に登る）。┐ヤーン　┌ウ
イッ
┐
チ　
┌パハ
┐
シ　
┌
ハキティ　ヌブイン［
┐jaːŋ　┌ʔuit┐ʧi　┌pΦa┐ʃi　┌hakiti　
nubuiŋ］（家の上に梯子をかけて登る）。┌パハシラ┐　ウティヤーマ　┌フ┐シ　┌ウ
ッ
┐
チャン［
┌pΦaʃira┐　ʔutijaːma　┌Φu┐ʃi　┌ʔut┐ʧaŋ］（梯子から落ちて腰を打っ
て痛めた）
┌パハシ
┐
ラ［
┌pΦaʃi┐ra］（名）
柱。
┌
スゥクバシラ［
┌θukubaʃira］（床柱）。ナカ┌バシラ［naka┌baʃira］（中柱）、
ナカ
┌
バイ［naka┌bai］（中柱）ともいう。ナカ┌バシラー（中柱）は一番座と二番
座の縁側の中間にある柱。
パハシラ
┌
ミチ［pΦaʃira┌miʧi］（名）
かもい（鴨居）。プル
┌
チヌ　ウイカイ
┐
　アスィル　パハシラ
┌
ミチ　ヤル［puru
┌
ʧinu　ʔuikai┐　ʔaθiru　pΦaʃira┌miʧi　jaru］（敷居の上にあるのが鴨居だ）
┌
パティコースァン［
┌patikoːr
○
aŋ］（形）
かゆい（痒い）
パハナ
┌
ガー
┐
ラ［pΦana┌gaː┐ra］（名）
はながわら（花瓦）。軒先に葺く丸瓦。ワッ
┌
ター　ヤーヌ　ハーラー
┐
　パハナ
┌
ガー
ラ
┐
ン　ティ
┌
カットゥー
┐
ン［wat┌taː　jaːnu　haːraː┐　pΦana┌gaːra┐n　ti
○
┌kattuːŋ］
（私の家の瓦は、花瓦も使われている）
┌パハナシバ
┐
イ［
┌pΦanaʃiba┐i］（名）
軒柱。ミカ
┌
シヌ　ハーラヤーヤ
┐
　パハナシ
┌
バヤー　チャーギ
┐
　ヤタル［mika
┌
ʃinu　haːrajaːja┐　pΦanaʃi┌bajaː　ʧaːgi┐　jataru］（昔の瓦家は、軒柱はイヌマ
キ＜犬槇＞であった）
パハマ
┌
ニンジ［pΦama┌ninʤi］（名）
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浜で寝ること。「浜眠り ｣ の義。久高島では、浜辺は蚊がいないので夏の季節は小学
生や大人も浜でねた。クダ
┌
カー
┐
　パハマー　ガジャーヤ　
┌
グランクトゥ
┐
　ショ
ーガッコーシー
┌
タートゥ　ウプッチュン
┐
　パハマ
┌
カイル　ニンジュタル　ウンネ
ーヤ
┐
　パハマ
┌
ニンジ　チータル［kuda┌kaː┐　pΦamaː　gaʤaːja　┌guraŋkutu┐　
ʃoːgakkoːʃiː┌taːtu　ʔuputʧum┐　pΦama┌kairu　ninʤutaru　ʔunneːja┐　pΦama┌ni
nʤi　ʧiːtaru］（久高島は、浜辺は蚊がいないので小学校の上級生から大人たちまで
も浜で寝た。それを「浜眠り」といった）
┌
バキチ［
┌bakiʧi］（名）
バケツ。標準語のバケツ（「Bucket＜金属や合成樹脂で作られた水を入れる取っ手
付きの容器＞」）から転訛したもの。昔は、
┌
グキ［
┌guki］（桶）といった。バキチ
┌
シャーマ　ミリ　ク
┐
リ　シューン［bakiʧi┌ʃaːma　miri　ku┐ri　┐ʃuːŋ］（バケツ
で水を汲んでくる）。
┌
ガッコー　ンギーヌ
┐
　ユナグワラビン
┌
シャーヤ
┐
　バキチ
┌
カイ
ミリ　イッティ
┐
　ティブン
┌
カイ
┐
　ハミティ　
┐
シュータン［
┌gakkoː　ʔŋgiːnu┐　
junaguwarabiŋ┌ʃaːja┐　bakiʧi┌kai　miri　ʔitti┐　tibuŋ┌kai┐　hamiti　┐ʃuːtaŋ］
（学校に出ている女の子達はバケツに水を入れ、頭に載せて来よった）
バッタクー
┌
ギー［battakuː┌giː］（名）
あぐら（胡坐）。「バッタク座り」の義。バッタクー
┌
ギー　シュン［battakuː┌giː　ʃuŋ］（胡
坐をかく）。
┌
ティンスィ
┐
ヌ　ヤリ　バッタクー
┌
ギール
┐
　ナイル［
┌tinθinu┐　jari
battakuː┌giːru┐　nairu］（膝が痛くて胡坐をかくことしか出来ない＜胡坐をかく座り
ができる＞）。ユナ
┌
グヌ
┐
　バッタクー
┌
ギーッチャ
┐
　ナラン
┌
スィ
┐
ガ［juna┌gunu┐
battakuː┌giːtʧa┐　naran┌θi┐ga］（女が胡坐をかいてはいけない）
ヒー
┌
バク［çiː┌baku］（名）
木箱。木製の箱。ウミ
┌
バク［ʔumi┌baku］（海箱。漁に出る際に用いる箱。漁具や
貴重品を入れる）。ウミ
┌
ドーグ　イリースァー
┐
　ウミ
┌
バク
┐
チール［ʔumi┌doːgu
ʔiriːr
○
aː┐　ʔumi┌baku┐　ʧiːru］（漁の道具を入れるのを海箱という）
┌
ピー［
┌p’iː］（名）
ひ（火）。
┐
ピーヌ　
┌
メートゥーン［
┐piːnu　┌meːtuːŋ］（火が燃えている）。┐ピー
ヌ　
┌
メーイン［
┐p’iːnu　┌meːiŋ］（火が燃える）。┐ピー　┌ティキーン［ ┐p’iː　
┌tikiːŋ］（火をつける）
┐
ピー　
┌
ヌクミン［
┐p’iː　┌nukumiŋ］（連）
火に当る。暖を取る。焚き火をして体を温めること。冬、漁にでる漁師達はよく浜
辺で焚き火をして暖を取っていた。
┌
プユ　ウミ
┐
チ　
┌
イユ　ティキーガ　イキー
ヤ
┐
　ユー　スゥク
┌
リンカイ
┐
　ピー　
┌
ヌクミタスァー［
┌p’uju　ʔumi┐ʧi　┌ʔiju
tikiːga　ʔikiːja┐　juː　θuku┌riŋkai┐　p’iː　┌nukumitar
○
aː］（冬、海に魚を突きに
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行くとき、よく徳仁港で火に当っていたよ。焚き火をしていたよ）
┐
ピー　
┌
ヌクマ
シュン［
┐piː　┌nukumaʃuŋ］（火で体を温める）ともいう
ピー
┌
バー
┐
シ［p’iː┌baː┐ʃi］（名）
火箸。
┌
ハマーラ
┐
　ウチリ
┌
ビー
┐
　ピー
┌
バーシシャーマ
┐
　スゥティ　ピバ
┌
チ
チ
┐
　ハー　
┌
イリリバ［
┌hamaːra┐　ʔuʧiri┌biː┐　p’iː┌baːʃiʃaːma┐　θuti　p’iba
┌
ʧiʧi┐　haː　┌ʔiririba］（竈から熾火を火箸で取って火鉢に早く入れなさい）
┌ピヒギン［
┌pΦigiŋ］（動）
へぐ（剥ぐ）。削る。
┌
ハトゥーブシ　ピヒギン［
┌hatuːbuʃi　pΦigiŋ］（鰹節を削る）。
┌ピヒガン［
┌ pΦigaŋ］（削らない）。ピヒガン┌キバ［pΦigaŋ┌kiba］（削るな）。┐プフシ
┌ピヒジャン［
┐pΦuʃi　┌ pΦiʤaŋ］（鰹節を削った）。ピヒギ┌ブシャン［pΦigi┌buʃaŋ］
（削りたい）。
┌
ヤーガ
┐
　ピヒギン
┌
シャコー
┐
　ワヌン　ピヒギ
┌
スァー［
┌jaːga┐　
pΦigiŋ┌ʃakoː┐　wanum　pΦigi┌r
○
aː］（君が削るなら私も削る）
┌
ピシャマンキ［
┌piʃamaŋki］（名）
正座。ひざまずき（跪き）。
ピヒ
┌
ティ［pΦi
○
┌ti］（名）
ひつ（櫃）。幅約 50 センチ、長さ約 80 センチ、高さ約 70 センチの木製の箱。長持
ちの一種。箪笥の代用であった。ミカ
┌
シャー
┐
　スァン
┌
シャー
┐
　ナーンクトゥ　
┌ピヒティカイル
┐
　リキ
┌
ノー
┐
　ハジミー
┌
タル［mika┌ʃaː┐　r
○
aŋ┌ʃaː┐　naːŋkutu
┌ pΦitikairu┐　riki┌noː┐　haʤimiː┌taru］（昔は、箪笥は無かったから＜無いから＞
着物は櫃に納めて保管した）
ヒヌ
┌
カン［çinu┌kaŋ］（名）
火の神。クダカ
┌
ジマヤー　キューヌ
┐
　ショーガチ
┌
リキャー
┐
　ヒヌ
┌
カンネーヌ　
グヮンタティヌ　マティーガ
┐
　アティ　シワー
┌
スァー　マタ
┐
　グヮンフトゥ
┌
キヌ
マティー　シュ
┐
ン［kudaka┌jimajaː　kjuːnu┐　ʃoːgaʧi┌rikjaː┐　çinu┌kanneːnu
gwantatinu　matiːga┐　ʔati　ʃiwaː┌r
○
aː　mata┐　gwaŋΦu
○
tu┌kinu　matiː　ʃu┐ŋ］
（久高島では旧暦の正月月には火の神に対する願立ての祭りがあり、師走には願解き
の祭り＜祈願＞をする。これをピーマティー［
┌p’iːmatiː］＜火の祭り＞という）
┌
ピバ
┐
チ［
┌p’iba┐ʧi］（名）
火鉢。
┐
シューヤ　ピー
┌
スァクトゥ
┐
　ピバチ　
┌
ンギャスィバ［
┐
ʃuːja　piː┌r
○
aku
tu┐　pibaʧi　┌ʔŋgjaθiba］（今日は寒いから火鉢を出しなさい）。ピバチ┌カイ┐　ウ
チリ
┌
ビー　イッティ
┐
　スァン　
┌
ティキリバ［p’ibaʧi┌kai┐　ʔuʧiri┌biː　ʔitti┐　
r
○
an　┌tikiriba］（火鉢に熾火を入れて炭に点火させなさい）
┌
ピバナ［
┌p’ibana］（名）
火の粉。ピバ
┌
ナヌ　スゥビ
┐
ン［p’iba┌nanu　θubi┐ŋ］（火の粉が飛ぶ）
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┌
ピルニンジ［
┌piruninʤi］（名）
ひるね（昼寝）。
┌
ピルニンジ　シュ
┐
ン［
┌p’iruninʤi　ʃu┐ŋ］（昼寝をする）。イチ
ャ
┌
グヮー　ウミッ
┐
チ　ンジ　アカ
┌
トゥキ
┐
　ヘーティシャーマ　
┌
ピルニンジ　
チュースァー［ʔiʧa┌gwaː　ʔumit┐ʧi　ʔnʤi　ʔaka┌tuki┐　heːtiʃaːma　┌p’irunin
ʤi　ʧuːr
○
aː］（烏賊漁に行って明け方＜暁＞に帰ってきて昼寝をしているよ）
┌
フートゥ［
┌Φuːtu］（名）
波乗り遊び。現代のサーフィンに相当するもの。杉板（幅約 30 センチ、長さ約 80
センチ）を使って台風の後の大波に乗って遊んだ。これを、
┌
フートゥウトゥシェー
［
┌Φuːtuʔutuʃeː］（波乗り遊び）という。┌フートゥウトゥシェー┐　シュ┌タ┐ン［┌Φu
ːtuʔutuʃeː┐　ʃu┌ta┐ŋ］（波乗り遊びをした）
ブー
┌
ブー［buː┌buː］（名）
人が死亡したときに振り回して鳴らし魔除けにする葬具。幅約３センチ、長さ約 20
センチの杉板を十字に組んでプロペラ状に作り、それに縄を結んで葬列の前で振り
回しながらブーブー鳴らして魔除けをする。葬列の前方で棒を持った者、島の東海
岸より拾ってきた小石を撒く者に続いてブーブーを振り回して鳴らし、お祓いをす
る。ボーン
┌
キャー［boːŋ┌kjaː］（地名）まで来ると棒を置き、別れの儀式を執り行う。
棒を置くことからボーン
┌
キャー［boːŋ┌kjaː］の地名が命名されたという
┌
フガリハラ［
┌Φugarihara］（名）
焦げ臭い匂い。焦げ付くような匂い。
┌
メー
┐
　スァ
┌
キックヮッチ
┐
　フガリ
┌
ハ
ラヌ　シュン［
┌meː┐　r
○
a┌kikkwatʧi┐　Φugari┌haranu　ʃuŋ］（ご飯を炊き過ぎて、
焦げ臭い匂いがする）
┌
フビ［
┌Φubi］（名）
壁。イタ
┌
フビ［ʔita┌Φubi］（板壁）。瓦葺の家の壁は板壁であった。ハヤ┌フビ［haja
┌Φubi］（茅壁。茅で葺いた壁）。イタ┌シャーマ　フビャー　パハイタル［ʔita┌ʃaːma
Φubjaː　pΦaitaru］（板で壁は張った＜接いだ＞）。┌フビャー┐　イタ┌シャーマル┐
シュタル［
┌Φubjaː┐　ʔita┌ʃaːmaru┐　ʃutaru］（壁は板で張った＜した＞）
┌
フヤ［
┌Φuja］（名）
ほや（火屋）。ランプの火屋。ガラスで作られた火屋。
┌
ゴブフヤ［
┌gobuΦuja］（五
分火屋）と
┌
ハチブフヤ［
┌haʧibuΦuja］（八分火屋）の二種類の火屋があった。┐ユ
ーン　
┌
クリ
┐
ティ　シュー
┌
クトゥ
┐
　ハー　
┌
フヤ　スゥスゥリバ［
┐juːŋ　┌kuri┐
ti　ʃuː┌kutu┐　haː　┌Φuja　θuθuriba］（日が暮れてくるので、早くランプの火屋
を拭きなさい＜拭けよ＞）
┌プフイン［
┌ pΦuiŋ］（動）
掘る。
┐
アナ　
┌プフイン［
┐
ʔana　┌ pΦuiŋ］（穴を掘る）
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┌
プキン［
┌p’ukiŋ］（動）
葺く。家を葺く。「家を建てる ｣ の意。
┐
ヤー　プ
┌
キン［
┐jaː　pu
○
┌kiŋ］（家を葺く）。
┐
ヤー　プ
┌
チャン［
┐jaː　pu
○
┌
ʧaŋ］（家を葺いた）。┌ナマ┐　プ┌カン［┌nama┐　
pu
○
┌kaŋ］（まだ葺かない）。┐ナー　プ┌チャースァー［ ┐naː　pu
○
┌
ʧaːr
○
aː］（もう葺
いたよ）。
┐
ヤー　プ
┌
カン
┐
キ
┌
バ［
┐jaː　pu
○
┌kaŋ┐ki┌ba］（家を葺くなよ）。┐ハー　
プ
┌
キブシャン［
┐haː　pu
○
┌kibuʃaŋ］（早く葺きたい）。ヤープキ┌ウイエー［jaː
puki┌ʔuijeː］（家葺きの祝い。建築祝い）
プフ
┌
クイ［pΦu
○
┌kui］（名）
ほこり（埃）。プフ
┌
クチチ［pΦu
○
┌kuʧiʧi］（埃）ともいう。┐ジャー　┌ソージ　チャ
クトゥ
┐
　プフ
┌
クイヌ
┐
　スァティ　
┌
マンディ［
┐
ʤaː　┌soːʤi　ʧakutu┐　pΦu
○
┌kui
nu┐　r
○
ati　┌mandi］（座敷を掃除したら、埃がいっぱいになっている）
プフ
┌
クチチ［pΦu
○
┌kuʧiʧi］（名）
粉のような埃。埃。
┌
ウヌ　ザーヤ
┐
　ナガ
┌
レー
┐
　ポホー
┌
カンクトゥ
┐
　プフク
┌
チ
チヌ
┐
　ティキ　
┌
マンディ［
┌
ʔunu　ʥaːja┐　naga┌reː┐　pΦoː┌kaŋkutu┐　pΦu
○
ku
┌
ʧiʧinu┐　ti
○
ki　┌mandi］（この座敷は長く掃かないので、埃が沢山ついている）
┌
スィナブクイ［
┌θinabukui］（砂埃）。ワタ┌ブクイ［wata┌bukui］（綿ぼこり。布
団から出る埃）などにいう
┌
プタ［
┌p’uta］（名）
ふた（蓋）。
┌
プタ　クーリバ［
┌p’uta　kuːriba］（蓋を閉めなさい）。ナビヌ┌プタ
［
┐nabinu　┌p’uta］（鍋の蓋）。┐ナビャー　┌ムゲートゥースィガ┐　プタ　┌アキ
リバ［
┐nabjaː　┌mugeːtuːθiga┐　p’uta　┌ʔakiriba］（鍋は沸騰しているから＜沸
騰しているが＞、蓋を開けなさい）
プティ
┌
ムイン［pu
○
ti┌muiŋ］（動）
くすぶる（燻る）。
┌
スァムンヌ
┐
　プティ
┌
ムトゥーン［
┌r
○
amunnu┐　pu
○
ti┌mutuːŋ］（薪
が燻っている）。
┌
スァムンヌ
┐
　プティ
┌
ム
┐
ティ　
┌
メーシグッシャ
┐
ヌ［
┌r
○
amun
nu┐　pu
○
ti┌mu┐ti　┌meːʃiguʃʃa┐nu］（薪が燻って燃やしにくい）
┌
プル
┐
チ［
┌puru┐ʧi］（名）
しきい（敷居）。
┐
プルチ　
┌
フイン［
┐puruʧi　┌Φuiŋ］（敷居を越える。敷居を跨ぐ）。
若年層の人は、シ
┌
チ［ʃi
○
┌
ʧi］（敷居）ともいう
┌
プロ
┐
ー［
┌puro┐ː］（名）
煙草入れ。「宝蔵」の義。ミカ
┌
シヌ　スゥスゥインシャーヤ
┐
　プフローヤ　
┌
フシ
ンカイ
┐
　サス
┌
タン［mika┌ʃinu　θuθuiŋʃaːja┐　pΦuroːja　┌Φuʃiŋkai┐　sasu
┌taŋ］（昔の年寄り達は、宝蔵を腰に差した）
┌ペヘー［
┌ pΦeː］（名）
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灰。
┌
ハマヌ　ペヘー［
┌hamanu　pΦeː］（竈の灰）。┌ッチュヌ┐　ヒーヤー　ジョー┌グ
チカイ
┐
　ボー　
┌
ウチ　ウリトゥ　ナラビティ　ハマヌ　ペヘー
┐
ン　
┌
ウキタスァー　ナ
マー
┐
　スァム
┌
ノー　ティカーンクトゥ
┐
　ボー
┌
ビキャーンドゥ
┐
　ウキル［
┌tʧunu┐　
çiːjaː　ʤoː┌guʧikai┐　boː　┌ʔuʧi　ʔuritu　narabiti　hamanu　pΦeː┐ŋ　┌ʔukitar
○
aː
namaː┐　r
○
amu┌noː　tikaːŋkutu┐　boː┌bikjaːndu┐　ʔukiru］（人が死ぬと門口に棒
を置いて、それと並べて竈の灰も置いたよ。今は薪は使わないので棒だけを置く）
ポー
┌
キン［poː┌kiŋ］（動）
掃く。
┌
ミャー　ポホーキン［
┌mjaː　pΦoːkiŋ］（庭を掃く）。ポホー┌カン［pΦoː┌kaŋ］（掃
かない）。ポホー
┌
チャン［pΦoː┌ʧaŋ］（掃いた）。┌ミャー　ポホーチュー┐ン［┌mjaː
poːʧuː┐ŋ］（庭を掃いている）。┌ミャー　ポホーキン　チョー┐　グ┌ラン［┌mjaː　
pΦoːkin　ʧoː┐　gu┌raŋ］（庭を掃く人はいない）。┌ミャー　ポーキバ┐　スィミン　
┌
ムン
┐
ヌ［
┌mjaː　pΦoːkiba┐　θimim　┌mun┐nu］（庭を掃けばよいのに）。┌ミャ
ー　ポホーキバ［
┌mjaː　pΦoːkiba］（庭を掃きなさい）
ホー
┌
シュン［hoː┌ʃuŋ］（動）
壊す。ホー
┌
スァン［hoː┌r
○
aŋ］（壊さない）。ホー┌チャン［hoː┌ʧaŋ］（壊した）。ホ
ー
┌
スァン
┐
キ
┌
バ［hoː┌r
○
aŋ┐ki┌ba］（壊すな）。ホーシ┌ブシャン［hoːʃi┌buʃaŋ］（壊
したい）。
┐
ドーグ　
┌
ホーチャン［
┐doːgu　┌hoːʧaŋ］（道具を壊した）。┐ヤー　┌ホ
ーシュン［
┐jaː　┌hoːʃuŋ］（家を壊す）
┌
ポー
┐
チ［
┌poː┐ʧi］（名）
藁で作る箒。ヤー
┌
ポーチ［jaː┌poːʧi］（室内用の箒）。┌ミャーボー┐チ［┌mjaːboː┐ʧi］（庭
箒）。ワラ
┌
ボー
┐
チ［wara┌boː┐ʧi］（藁しべ＜藁の芯＞で作った箒）。┌ダキボー┐キ
［
┌dakiboː┐ki］（竹製の庭箒）。ポーチ┌シャーマ┐　ミャー　┌ポーキバ［poːʧi┌ʃaːma┐
mjaː　┌poːkiba］（箒で庭を掃きなさい）。ストゥチ┌バーシャーマ┐　ポーキ　トゥ
ク
┌
タン［su
○
tuʧi┌baːʃaːma┐　poːki　tu
○
ku┌taŋ］（蘇鉄の葉で箒を作った）。ストゥ
チ
┌
バーボー
┐
キ［sutuʧi┌baːboː┐ki］（蘇鉄箒。蘇鉄の葉を二、三枚重ねて作った台
所専用の箒）
┌
ボー［
┌boː］（名）
棒。運搬用の棒。天秤棒。
┌
ボーヤ
┐
　オー
┌
ラーカイ
┐
　ニー　
┌
ウンパン　シュ
┐
ン
バーイ　
┌
スォームンル
┐
　ティ
┌
ケータル［
┌boːja┐　ʔoː┌raːkai┐　niː　┌ʔumpaŋ　
ʃu┐m　baːi　┌θoːmunru┐　ti
○
┌keːtaru］（天秤棒は、もっこで荷を運搬する場合な
どに＜ぞ＞使った）。クスゥ
┌
ゲー
┐
　グキ
┌
カイ　イッティ　パハン
┐
チ　ウン
┌
パン
シュ
┐
ン　バー
┌
イン
┐
　ティ
┌
ケータスァー［ku
○
θu┌geː┐　guki┌kai　ʔitti　pΦan┐ʧi
ʔum┌paŋ　ʃu┐m　baː┌in┐　ti
○
┌keːtar
○
aː］（人糞肥料を桶に入れて畑に運搬する場合に
も使ったよ）
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┌
マッカ［
┌makka］（名）
枕。木製の枕。ヒー
┌
マッカ［çiː┌makka］（木枕）。スィー┌マッカ［θiː┌makka］（手
枕。母親の手を枕にして子供を寝かせる）。ウミ
┌
マッカ［ʔumi┌makka］（海枕。漁
師が使用した枕。煙草入れ＜木製の煙草入れ。宝蔵＞を枕の形に作ったもの）
┌
マ
┐
ル［ma┐ru］（名）
窓。半窓、高窓の区別はなかった。
┐
マル　
┌
アキーン［
┐maru　┌ʔakiːŋ］（窓を開
ける）。高窓のある家はほとんどなかった
┌
ミリ［
┌miri］（名）
水。
┌
ミリクミ［
┌mirikumi］（水汲み）。┌ミリクミスァー┐　ユナグヌ　┌スァマシ┐
ヤタル［
┌mirikumir
○
aː┐　junagunu　┌r
○
amaʃi┐　jataru］（水汲みは女性の担当、
役目であった）。
┌
ハー［
┌haː］（井戸）から水汲みをした。一斗缶等に水を入れ、頭
に載せて運ぶのが習慣であった。
┌
ミリクミスァー　ハーンジ
┐
　ミリ　
┌
クリ
┐
　
イットゥ
┌
ガンガン　スォームンカイ　イッティ
┐
　ティブン
┌
カイ　ヌスィ
┐
ティ　
┌
ハヨーチャン［
┌mirikumir
○
aː　haːnʤi┐　miri　┌kuri┐　ʔittu┌gaŋgan　θoːmuŋkai
ʔitti┐　tibuŋ┌kai　nuθi┐ti　┌hajoːʧaŋ］（水汲みは、井戸で水を汲んで一斗缶など
に入れて、頭に載せて運んだ＜通わせた＞）
┌
ミリ　パハンキン［
┌miri　pΦaŋkiŋ］（連）
水を身に振り掛ける。「水をはじく」の義。葬式の帰りや墓参の帰りに
┌
ミガ ［ー
┌migaː］
の井戸水を身体に振り掛けて身を清めた。厄払いのためにミガーの霊水を身に振り
掛けて身を清めること
ミリフブ
┌
シャー［miriΦubu┌ʃaː］（名）
手洗い。女性の下着、
┌
メーチャー［
┌meːʧaː］（下着）を洗う壷であった。壷屋焼
きの陶器を用いていた。アラ
┌
ケー［ʔara┌keː］（シャコ貝）の大型の殻が利用され
ることもあった。
┌
シェンジェノー
┐
　ユナグン
┌
シャーガ
┐
　キ
┌
チュータヌ
┐
　メー
┌
チャー　スォームノー
┐
　ミリフブ
┌
シャーカイル
┐
　ア
┌
レータッチール［
┌
ʃenʤenoː┐
junaguŋ ┌ʃaːga┐　ki
○
┌
ʧuːtanu┐　meː ┌ʧaː　θoːmunoː┐　miriΦubu┌ʃaːkairu┐　ʔa
┌ reːtatʧiːru］（戦前は女達が着ていたメーチャー＜下着＞などはミリフブシャで洗
っていたそうだ）
メー
┌
グ
┐
チ［meː┌gu┐ʧi］（名）
入り口。「前口」の義。
┌
メーラ
┐
　イーバ［
┌meːra┐　ʔiːba］（前から入りなさい）。
┌
メーラ
┐
　インショーリバ［
┌meːra┐　ʔiŋʃoːriba］（前から入って下さい）。ジョー
┌
グ
┐
チ［ʤoː┌gu┐ʧi］（門口）。ジョー┌グチラ　イーバ［ʤoː┌guʧira　ʔiːba］（門から
入りなさいよ）
┌
メーシュン［
┌meːʃuŋ］（動）
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燃やす。ク
┌
チブ　メーシュ
┐
ン［ku
○
┌
ʧibu　meːʃu┐ŋ］（アダンの枯れ葉や枯れ草を
燃やす）。
┌
メースァン［
┌meːr
○
aŋ］（燃やさない）。┌メーチャ┐ン［┌meːʧa┐ŋ］（燃やした）。
┌
メースァン
┐
キ
┌
バ［
┌meːr
○
aŋ┐ki┌ba］（燃やすな）。┌メーシブシャ┐ン［┌meːʃibuʃa┐
ŋ］（燃やしたい）。
┌
メーシュン
┐
　ムン［
┌meːʃum┐　muŋ］（燃やすもの）。┌メー
シュン
┐
　ムノー　ナー
┌
ネ ［ー
┌meːʃum┐　munoː　naː┌neː］（燃やすものは無いか）。
ハ
┌
ビ　メーシュ
┐
ン［ha┌bi　meːʃu┐ŋ］（紙を燃やす）
メーンヤー
┌
グヮー［meːɲjaː┌gwaː］（名）
前の小屋。久高島の多くの家では小屋は作らなかった。福治家では小屋に貝類を保
管したり、網類や他の漁具を保管するのに用いた。
┌
ムッシュ［
┌muʃʃu］（名）
ござ（茣蓙）。ビーグ
┌
ムッシュ［biːgu┌muʃʃu］（い草で作った筵）とはいわない。
┌
ムッシュ
┐
　シ
┌
キバ［
┌muʃʃu┐　ʃi
○
┌kiba］（茣蓙を敷きなさい）。┌スィーヌユタ
ヌ　ウスゥントゥラ
┐
　ウカマ
┌
ガナシー　ウガミ
┐
ン　バー
┌
イヤ　ムッシュ　スィチ
ル
┐
　ウガマシュ
┌
タル［
┌θiːnujutanu　ʔuθuntura┐　ʔukama┌ganaʃiː　ʔugami┐
m　baː┌ija　muʃʃu　θiʧiru┐　ʔugamaʃu┌taru］（スィーンユタが台所からウカマ
ガナシー＜火の神＞を祈願＜拝む＞するときは、筵を敷いて祈願させた）
ヤー
┌
ウティー［jaː┌ʔutiː］（名）
引越し。「家移り」の義。ヤー
┌
ウティー
┐
ヌ　
┌
スィガネー
┐
　スァル
┌
ミン［jaː┌ʔuti
ː┐nu　┌θiganeː┐　r
○
aru┌miŋ］（引越しの手伝いを頼む）
ヤーヌ　
┌
チ
┐
ジ［jaːnu　┌ʧi┐ʤi］（連）
家の頂上。
┌
ヤキン［
┌jakiŋ］（動）
焼く。
┌
ヤカン［
┌jakaŋ］（焼かない）。┌ヤチャ┐ン［┌jaʧa┐ŋ］（焼いた）。┌ヤキ
ブシャン［
┌jakibuʃaŋ］（焼きたい）。┌ヤキバ［┌jakiba］（焼きなさい）。┌ヤキス
ィヌ
┐
　アン［
┌jakiθinu┐　ʔaŋ］（焼くのがある）。┌ウラー　ヤチャー┐　ナラン
［
┌
ʔuraː　jaʧaː┐　naraŋ］（それは焼いてはいけない＜ならない＞）。┌ヤカン┐キ┌バ
［
┌jakaŋ┐ki┌ba］（焼くな＜焼かないでおけ＞）。┌グミ　ヤキン［┌gumi　jakiŋ］（塵
を焼く）
ヤナジ
┌
グーイ［janaʤi┌guːi］（名）
柳行李。スァビ
┌
スァージマ
┐
　ヤクトゥ　
┌
スァビチャー
┐
　ヤナジ
┌
グーイ　ムッ
┐
チ　イキタン［r
○
abi┌r
○
aːʤima┐　jakutu　┌r
○
abiʧaː┐　janaʤi┌guːi　mut┐ʧi　ʔikitaŋ］
（よく旅をする人の島だから旅へは柳行李を持って行った）。ヤナジ
┌
グーイカイ
┐
　
ディキン　
┌
イリー
┐
ン［janaʤi┌guːikai┐　dikiŋ　┌ʔiriː┐ŋ］（柳行李に着物を入れる）
ヤマ
┌
ミャーヌ
┐
　スィミ
┌
ティキトゥー
┐
ン［jama┌mjaːnu┐　θimi┌tikituː┐ŋ］（野良猫が
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住み着いている）
ユー
┌
フル［juː┌Φuru］（名）
風呂。普段は家庭で湯を沸かして湯浴みした。戦前のある時期に漁業組合の事務所
には風呂場があって、一銭か二銭の風呂賃で入浴できた。ユー
┌
フル
┐
チ　
┌
イーン［ju
ː┌Φuru┐ʧi　┌ʔiːŋ］（風呂に入る）
ユカ
┌
ム
┐
チ［juka┌mu┐ʧi］（名）
床板を受けるために、床下にわたす横木。根太。
┌
ユカッシャ
┐
チ　
┌
ワタスヌ
┐
　サ
ノー　ユカ
┌
ムチ　ッ
┐
チール［
┌jukaʃʃa┐ʧi　┌watasunu┐　sanoː　juka┌muʧi　t┐
ʧiːru］（床下に渡す桟をユカムチという）
┌
ユクチャン　ナイン［
┌jukuʧan　naiŋ］（連）
横になる。横になって休む。
┌
ユル　ウミ
┐
チ　ンギ
┌
タクトゥ　グタ
┐
ティ　ユク
┌
チャ
ン　ナティ
┐
　ユク
┌
トゥースァ［
┌juru　ʔumi┐ʧi　ʔŋgi┌takutu　guta┐ti　juku┌ʧan
nati┐　juku┌tuːr
○
a］（夜、海に出て疲れたので横になって休んで＜寝て＞いるよ）。
ユク
┌
チャン　ナリバ［juku┌ʧan　nariba］（横になって休み＜寝＞なさいよ）
┌
ルミ［
┌rumi］（名）
ランプの灯心。灯油に浸して火を灯すもの。木綿製で編んだ灯心。
┌
ゴブルミ［
┌go
burumi］（幅五分の灯心）、ハチブ┌ルミ［haʧibu┌rumi］（幅八分の灯心）があった
┌
ロー［
┌roː］（名）
ローソク。
┐
ロー　
┌
ティキーン［
┐roː　┌tikiːŋ］（ローソクを点ける）
ワー
┌
シャー［waː┌ʃaː］（名）
豚の仲買人。豚屠殺業者。
┐
ワー　
┌
ウイ
┐
ン　バー
┌
イヤ
┐
　ワー
┌
シャーヤ　ムシ
┐
ヌ　
┐
ティチューシ　
┐
ミークトゥ　
┐
ミートゥ　チャー
┌
シャーマル
┐
　シラ
┌
ビー
タル　ムシワーヤ　デーヌ
┐
　ヤッスァ　
┌
ナイタン［
┐waː　┌ʔui┐m　baː┌ija┐　
waː┌ʃaːja　muʃi┐nu　┐tiʧuːʃi　┐miːkutu　┐miːtu　ʧaː┌ʃaːmaru┐　ʃira┌biːtaru　
muʃiwaːja　deːnu┐　jar
○
r
○
a　┌naitaŋ］（豚を売る場合は、ワーシャー＜豚屠殺業
者＞は、豚に寄生虫が付いているかどうかを見るので、目と舌を調べた。寄生虫
がついた豚は値段が安くなった）
ワー
┌
プン［waː┌p’uŋ］（名）
豚小屋。豚便所。石を積んで囲い、屋根をかけて豚が濡れないようにしてあった。人糞
を与えていたが衛生上問題があるとのことで戦後禁止された。ミカ
┌
シャー
┐
　ワー
┌
プ
ンカイル
┐
　クスォー　マイタル　ティビ
┌
ヌグヤーヤ
┐
　ハーシャヌ　
┌
ファーシャーマ
ル
┐
　ヌグイタル［mika┌ʃaː┐　waː┌puŋkairu┐　kuθoː　maitaru　tibi┌nugujaːja┐　
haːʃanu　┌Φaːʃaːmaru┐　nuguitaru］（昔は豚便所で大便をした＜糞をマル。放る＞。
尻拭いはユウナの葉で尻を拭いた）。
┌
ウヌ　クヮンケーシャーマ　ムシワー　ナイス
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ィヌ
┐
　マン
┌
ドゥータン［
┌
ʔunu　kwaŋkeːʃaːma　muʃiwaː　naiθinu┐　man┌duː
taŋ］（その関係で寄生虫にかかった豚＜虫豚＞が多かった）
ワラ
┌
グティ［wara┌guti］（名）
アダン＜阿檀。タコノキ科の熱帯性常緑低木＞の気根の繊維で編んだ草鞋。これを
履いて潮干狩りに行った。「信濃道は今の墾道＜ハリミチ＞刈りばねに足踏ましなむ
久都波気和我世＜沓はけ吾が背＞『万葉集　3399』」の義。
┌
ンダシュン［
┌ndaʃun］（動）
濡らす。
┌
ンダスァン［
┌ndar
○
aŋ］（濡らさない）。┌ンダチャン［┌ndaʧaŋ］（濡らした）
┐
ンチャ　
┌
ニー
┐
ン［
┐nʧa　┌niː┐ŋ］（連）
土を捏ねる。
┌
ンギーン［
┌
ʔŋgiːŋ］（動）
出る。
┌
ガッコー　ンギーヌ
┐
　ユナグワラビンシャー［
┌gakkoː　ʔŋgiːnu┐　
junaguwarabiŋʃaː］（学校に出ている女の子達＜おなご童たち＞）
┌
ンチャティオー
┐
ジ［
┌
ʔnʧatiʔoː┐ʤi］（名）
日輪双鳳雲文の入った扇で、久高島の神事に用いる。鳳凰の形を描いた扇は戦争で
亡失したが、昭和四十一年の午年に、一人の人が保管していたのを参考にして新た
に 40 ～ 50 本作った。それが今日に伝わっている。昭和 53 年の午年までイザイホー
は実施され、30 ～ 42 歳の女性たちがイザイホーに参加した。イザイホーに参加し
た女性（巫女）は、以後毎月の神行事に参加しなければならないことになっている。
┌
マティーン
┐
　バーイヤ　スァマガ
┌
エーヤ
┐
　パティ
┌
グヮティマティー　スォームノ
ー　ウリ　ティケータン
┐
　ンマ
┌
ドゥシヌ　イザイホー
┐
ン　バー
┌
イン　ンチャティ
オージャー
┐
　ティ
┌
ケータン［
┌matiːm┐　baːija　r
○
amaga┌jeːja┐　pati┌gwatimatiː
θoːmunoː　ʔuri　tikeːtaŋ┐　ʔmma┌duʃinu　ʔiʥaihoː┐m　baː┌in　ʔnʧatiʔoːʤaː┐　
ti
○
┌keːtaŋ］（神事＜祭り＞の時やイザイホーに参加したスァマガエーは、八月祭りな
どにそれを使った。午年のイザイホーの時にもンチャティオージは使った）
┌
ンニ［
┌nni］（名）
むね（棟）。屋根の最も高く水平に張っているところ。
┌
ンニガ
┐
キ［
┌nniga┐ki］（名）
むね（棟）。
┌
ンニガキカヤー
┐
　ヤー　
┌
イティマリーン
┐
　マムリ
┌
ヨー　ッチューヌ
┐
ジー　
┌
ハキタン［
┌nnigakikajaː┐　jaː　┌ʔitimariːm┐　mamuri┌joː　tʧuːnu┐　ʤiː
┌hakitaŋ］（棟には「家に福を齎し、発展させ、いつまでも守って下さい ｣ という
意味の文字＜天官賜福紫微鸞駕＞を書いた）
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基礎語彙　第８分野　　民俗関係語彙
┌
アーミシー［
┌
ʔaːmiʃiː］（名）
女児のブランコ遊び。6月 24 日のハシャ
┌
キー［haʃa┌kiː］（健康、家内安全の祈願）
の時、
┌
ウドゥンミャ ［ー
┌
ʔudummjaː］の森でアンチャカー┌ギ ［ーʔanʧakaː┌giː］（ハ
マイヌビワ）の木の枝にブランコを吊るし、ブランコを漕いで遊んだ
┌
アカトゥキンバイ［
┌
ʔakatukimbai］（名）
┌
アミル
┐
シ［
┌
ʔamiru┐ʃi］（十月十三日に徳仁港で七つのヤルイに分宿してする豊
漁祈願祭）の早朝、各家で作られる「おにぎり」。男子一人につき一個ずつ作られる。
女性はそれを盥に入れて七宿りへ持参した。
┌
アカトゥキンバイの期間中、女性は七
つの
┌
ヤル
┐
イ［
┌jaru┐i］（宿り。仮屋）に入ることは出来ない。女性達は徳仁港の
入り口で各ヤルイ担当の男性に
┌
ンバ
┐
イ［
┌mba┐i］（お握り）を手渡した。男達は
漁獲した魚の味噌和えの刺身や焼き魚と一緒にンバイを食した
┌
アカハビ［
┌
ʔakahabi］（名）
「赤紙」の義。正月には床の間に赤、白、黄の色紙を重ね、その上に
┌
シークヮース
ァー［
┌
ʃiːkwaːr
○
aː］（ヒラミレモン）を載せて新年を祝い、家族の健康と豊年豊漁
を祈願した。その赤紙のこと
┌
アカララ
┐
キ［
┌
ʔakarara┐ki］（名）
御嶽名。
┌
ユナンパハマ［
┌junampΦama］（ユナン浜）の浜の上にあるアカラ御嶽
┌
アサマティー［
┌
ʔasamatiː］（名）
外間殿と久高殿で執り行われる祭祀で、
┌
アサマティー［
┌
ʔasamatiː］（朝祭り）と
┌
ユーマティー［
┌juːmatiː］（夕祭り）が執り行われた。翌日の┌ユーマティーは失
対事業があったため、
┌
アサマティーに変更された。祈願が終わって後、
┌
シマジ
┐
ク
［
┌
ʃimaʤi┐ku］（地名）において、新しくスァムトゥになった人と前年にスァムトゥ
になった者７名がハブイを被って東方に向かい、７回廻る。廻り終わったら合掌する。
その時には奥武島より
┌
スィルマン［
┌θirumaŋ］（ティルマンともいう。┌オースィ
ルマン［
┌
ʔoːθiruman］＜孵でかわりの子孫＞）が来て火の神に祈願した。火の神
にはパハナ［pΦana］（花米）と┌ウコー［┌ʔukoː］（線香。御香）を供えて祈願した。
ウプグイ、トゥパシラ、床の神にも祈願し、ヤグルガー、イシキバマ、イシキバマ
のアガイイビにも祈願した。これを久高御廻りという。久高御廻りは門中によって、
┌
グニンウマー
┐
イ［
┌guniŋʔumaː┐i］（五年毎の久高御廻り）、┌ユニンウマー┐イ
［
┌juniŋʔumaː┐i］（四年毎の久高御廻り）、┌サンニンウマー┐イ［┌sanniŋʔumaː┐i］（三
年毎の久高御廻り）のように決まっていた
┌
アシクム［
┌
ʔaʃikumu］（名）
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ノロ、ニーガンに捧げる神酒を入れる酒器。朱塗りで格式の高い酒器であった。
ア
┌
スィビルクマ［ʔa┌θibirukuma］（名）
遊び場所。「遊び所」の義。ワラ
┌
ビヌ
┐
　アスィ
┌
ビン　トゥクマー
┐
　ナー
┌
ン
［wara┌binu┐　ʔaθi┌bin　tukumaː┐　naː┌ŋ］（子供の遊ぶ所がない）。ワラビン┌シ
ャーガ　アスィビン　トゥクマー
┐
　ミカ
┌
シャー
┐
　ナーン
┌
タン［warabiŋ┌ʃaːga　
ʔaʃibin　tukumaː┐　mika┌ʃaː┐　naːn┌taŋ］（子供達の遊び場所は昔はなかった）
┌
アスィビン［
┌
ʔaθibiŋ］（動）
遊ぶ。
┌
アスィバン［
┌
ʔaθibaŋ］（遊ばない）。┌アスィビブシャン［┌ʔaθibibuʃaŋ］（遊
びたい）。
┌
アスィディ
┐
　シューン［
┌
ʔaθidi┐　ʃuːŋ］（遊んでくる）。┐ワニン　┌ア
スィビン［
┐waniŋ　┌ʔaθibiŋ］（私も遊ぶ）。┌アスィビスァー┐　ワッ┌サン┐　フト
ゥ　
┐
ヤル［
┌
ʔaθibir
○
aː┐　was┌saŋ┐　Φu
○
tu　┐jaru］（遊ぶことは悪いことだ）。┌ア
スィビンチュヌ
┐
　マン
┌
ドゥーン［
┌
ʔaθibinʧunu┐　man┌duːŋ］（遊ぶ人が多い）。
┌
アスィルー
┐
ン［
┌
ʔaθiruː┐ŋ］（遊んでいる）。ドゥー┌ヤ　アスィルーティ┐　ウヤ
┌
ネー
┐
　ゴー
┌
グチャー（クチ
┌
ゲー）スァンキ［duː┌ja　ʔaθiruːti┐　ʔuja┌neː┐　
goː┌guʧa（ːku
○
ʧi┌geː）r
○
aŋki］（自分は遊んでいて、親に文句をいうな＜口答えするな＞）。
アスィ
┌
ラー
┐
　グ
┌
ラン［ʔaθi┌raː┐　gu┌raŋ］（遊んではいない）。┌アスィルータン
［
┌
ʔaθiruːtaŋ］（遊んでいた）。┌アスィルーンチュ［┌ʔaθiruːnʧu］（遊んでいる人）。
┌
アスィラー
┐
　ナラン［
┌
ʔaθiraː┐　naraŋ］（遊んではいけない）。┌ヤーガ┐　アス
ィ
┌
ビンシャコー
┐
（アスィ
┌
ビーヤ
┐
）ワニン　アスィ
┌
ビースァー［
┌jaːga┐　ʔaθi
┌biŋʃakoː┐（ʔaθi┌biːja┐）waniŋ　ʔaθi┌biːr
○
aː］（君が遊んだら私も遊ぶよ）
┌
アチー［
┌
ʔaʧiː］（名）
父。「按司」の義か。
アッ
┌
キヨー［
┌
ʔak┌kijoː］（感）
ああ！。アッ
┌
キヨー
┐
　フガナー　マーッ
┌
チナー［ʔak┌kijoː┐　Φuganaː　maːt
┌
ʧinaː］（ああ !!。黄金のような可愛い子が亡くなってしまったのか !!）
┌
アッティミー［
┌
ʔattimiː］（名）
父。お父さん。
┌
アッティミーグヮー［
┌
ʔattimiːgwaː］（次男叔父）。┌グンチュグヮ
ー［
┌gunʧugwaː］（三男以下の叔父）
ア
┌
ティー［ʔa┌tiː］（名）
父。
┌
アチ ［ー
┌
ʔaʧiː］（父）ともいう。┌チャーチャ ［ー┌ʧaːʧaː］（父）という人もいる。
┌
ウプフチャーチャー［
┌
ʔupΦuʧaːʧaː］（最年長の伯父）
┌
アミドゥ
┐
シ［
┌
ʔamidu┐ʃi］（名）
十月十三日に執り行われる豊漁祈願の祭祀。徳仁港に
┌
ナナヤルイ［
┌nanajarui］（七
宿り）を作り、ノロや神人にワーンネー［waːnneː］（御案内）をして竜宮の神に豊
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漁祈願をした。昔は二晩籠り、二泊三日かけて祈願したが現在は当日だけで終了する。
七宿りは、徳仁港に向かって左から
┌
チバイ［
┌
ʧibai］、┌プフカマ［┌pΦu
○
kama］（外間）、
右側には、
┌
ナントゥ［
┌nantu］、┌メーマ［┌meːma］、┌イキン［┌ʔikiŋ］が並ぶ。
その下に、
┌
スゥヌチ［
┌θunuʧi］、┌ンギャナ［┌ŋgjana］に分かれて並ぶ。プフカマ、
スゥヌチ、ンギャナの宿りは人数が多い。それぞれのヤルイは血縁関係、久高島に
渡ってきた年代的な新参と古参の関係で構成員が決まっている。話者の福治友邦氏
はンギャナヤルイに所属している。各家より
┌
ンバイ［
┌
ʔmbai］（お握り）を作って
所属の各ヤドゥイに配るが、女子は祭りの間徳仁港に入れない。このンバイは
┌
アカ
トゥキンバ
┐
イ［
┌
ʔakatukiʔmba┐i］（暁ンバイ＜暁のお握り＞）という。男子は各
ヤルイ毎に島の周辺で追い込み漁をして帰港する。漁獲した魚の中から
┌
スォー
┐
ル
イ［
┌θoː┐rui］（神職者＜竿取り＞）が外間殿と外間ノロ家、久高ノロ家の┌ミー┐ア
ムトゥ［
┌miː┐ʔamutu］に献上する魚を選ぶ。これを┌ウタカムン［┌ʔutakamuŋ］（漁
獲物）という。ウタカムンをスォールイ竿のもとに置き、残りを七宿りに配分（
┌
ス
ァマシワキ［
┌r
○
amaʃiwaki］＜受け取り分を配分すること＞）する。その後各ヤル
イ（七宿り）で魚を捌いて処理する。刺身にしたり、
┌
ヤキイユ［
┌jakiʔiju］（焼き魚）
に調理したりする。焼き魚は骨を取り去って味噌和えにすると美味である。
┌
ヤル
┐
イ［
┌jaru┐i］の当番制で神酒を作り、七宿りの数の神酒が徳仁港の浜に並べられる。
そこへ女の神職者、ノロ、根神以下の神職者、男性神職者、
┌
スォー
┐
ルイガナシ（二人）
とハニマンガナシ、アカッチュミーが到着し、七尾の魚を並べて竜宮の神への祈願
が執り行われる。祈願が済んだ後、各ヤルイではなおらい（直会）が行われる。男
児が生まれた人や五、六歳の男児のいる人は、小船を作り、それにンバイを載せて
家に持ち帰った。直会の後、
┌
スォー
┐
ルイが
┌
ミー
┐
アムトゥへ、ウタカムンを届け
に行く。当番制で神酒を作る事を、
┌
ミキアタ
┐
イ［
┌mikiʔata┐i］（神酒当番）という。
┌
アミドゥ
┐
シの起源については、
┌
最初に久高島に来た人を偲び、祀る祭祀である ｣
という説もある。島建ての祖であるシラタル夫婦が玉城村百名から久高島へ渡って
来て、スゥ
┌
クリン［θu
○
┌kuriŋ］（徳仁港）の浜でナナヤルイ［nanajarui］（七宿り）
をした故事に因んだ祭祀だというのである。
┌
アむ［
┌
ʔam］（名）
母。お母さん。
┌
アンマー［
┌
ʔammaː］（お母さん）ともいう。ハミー┌アむ［hamiː
┌
ʔam］（カメお母さん）。┌ウトゥーアむ［┌ʔutuːʔam］（オトお母さん）。┌ウンチョ
ー
┐
　ワッ
┌
ター　アンマー　ヤイビール［
┌
ʔunʧoː┐　wat┌taː　ʔammaː　jaibiːru］
（この人は私の母です）アン
┌
マー
┐
　マー
┌
チガ［ʔam┌maː┐　maː┌ʧiga］（お母さん、
何処へですか）。
┌
マー
┐
チ　
┐
イメーガ［
┌maː┐ʧi　┐ʔimeːga］（何処へいらっしゃい
ますか）
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┌
アムトゥジン［
┌
ʔamutuʤiŋ］（名）
竈の神様
┌
アリ
┐
ン［
┌
ʔari┐ŋ］（名）
きね（杵）。米や麦を臼に入れて搗くのに用いる木製の道具。アリン
┌
シャーマ
┐
　
ムジ　ティチ
┌
カラ
┐
　フー　
┌
ナシュタン［ʔariŋ┌ʃaːma┐　muʤi　tiʧi┌kara┐　Φuː
┌naʃutaŋ］（杵で麦を搗いて粉にした）
アン　
┌
サビーシェー［
┐
ʔan　┌sabiːʃeː］（句）
そうしましょう。
アンチャカー
┌
ギー［ʔanʧakaː┌giː］（名）
（植）和名、ハマイヌビワ。ハ
┌
シャ
┐
キー［ha┌ʃa┐kiː］（6 月 24 日の健康祈願、家内
安全祈願の祭祀）の時、女の子たちがブランコ遊びをするため、アンチャカ
┌
ギーの
枝にブランコを吊るして遊んだ。
┌
アンマー［
┌
ʔammaː］（名）
姉。姉さん。「お母さん」にもいう。「姉」を
┌
アむ［
┌
ʔam］とは言わない。ハミン
┌
マー［hamim┌maː］（カメ姉さん）。ウトゥン┌マー［ʔutum┌maː］（オト姉さん）。
┌
ハマンマー［
┌hamammaː］（カマ姉さん）。┌スゥルンマー［┌θurummaː］（ツル
姉さん）。ナビン
┌
マー［nabim┌maː］（ナベ姉さん）のように言う。
┌
イザイバナ［
┌
ʔiʥaibana］（名）
国神の葬式の際に、男は耳にかけ、女は髪に挿す白い花。
┌
イチャリグヮー［
┌
ʔiʧarigwaː］（名）
拝所の名。外間殿の前にある拝所の名。「伊茶利小」と表記されている。アマ
┌
ミャ
ー
┐
ハンジャナシー［ʔama┌mjaː┐hanʤanaʃiː］（国建ての棒を持って回る神）を祀る
拝所。
イ
┌
フェー［ʔi┌Φeː］（名）
位牌。
┌
トートーメ ［ー
┌toːtoːmeː］（位牌）ともいう。┌ウチャト ［ー┌ʔuʧatoː］（お茶湯）
を
┌
ティーサ
┐
チ　
┐
ジューグニチ［
┌tiːsa┐ʧi　┐ʤuːguniʧi］（朔日、十五日）に仏前
に茶湯を供えた。昔は
┌
ウブ
┐
ク［
┌
ʔubu┐ku］（茶碗に飯を盛ったもの）も供えた
┌
イライ［
┌
ʔirai］（名）
いざり（漁り）。夜火を炊いて魚を獲ること。「海人をとめ伊射里多久火能『万葉集
3899』」の義。
┐
ユビャー　
┌
イライ
┐
チ　
┐
イキャーマ　マギ
┌
スァク　ミーティ
┐
　
スゥタ
┌
スァ ［ー
┐jubjaː　┌ʔirai┐ʧi　┐ʔikjaːma　magi┌r
○
aku　miːti┐　θuta┌r
○
aː］（昨
夜は漁りに行って大きな蛸を三匹獲ったよ）。
┌
ミーティシャー
┐
マ　ジュー
┌
ゴキン
┐
アタ
┌
スァー［
┌miːtiʃaː┐ma　juː┌gokiŋ┐　ʔata┌r
○
aː］（三匹で十五斤あったよ）
┌
イルミ［
┌
ʔirumi］（名）
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費用。経費。「要る目」の義か。スィティ
┌
グヮティ　イルミ［θiti┌gwati　ʔirumi］（七
月＜お盆＞の経費。七月分の費用）。
┐
スィティグヮティ　イル
┌
ミャー　ナマ
┐
　シ
ャー
┌
ビラネー［
┐θitigwati　ʔiru┌mjaː　nama┐　ʃaː┌biraneː］（七月＜お盆＞の経
費はまだ来ていないですか）。鰹節製造業の船主は七月＜お盆＞の経費として船員の
家に金を支給した。これを、ナカ
┌
ワタイ［naka┌watai］（中渡し。中間支払い）と
いう。
インヌ
┌
ヤー［ʔinnu┌jaː］（名）
ウプフヌシガナシーの
┌
ウグヮンダティー［
┌
ʔugwandatiː］（お願立て）に拝んで回
る聖地。戦前は空き屋敷であったが現在はお宮を建てて拝んでいる。戦後になって
拝むようになったもの。
┌
ウプフヌシガナシー［
┌
ʔupΦunuʃiganaʃiː］の┌ウグヮン
ダティ［
┌
ʔugwandatiː］（お願立て）は二月中旬の┌ミンニ［┌minniː］（干支のみ
＜巳＞の日）に行われ、ウブクイ［ʔubukui］（願解きの祈願）は 12 月に行われる
ウイ
┌
デー［ʔui┌deː］（名）
復誦。「追い歌い」の義か。
┌
ウイレー［
┌
ʔuireː］ともいう。神歌を歌う際、音取り
が先に歌うと、それに続いて神女たちが復誦すること。ヘーナガーキーなどの歌い
方
ウイ
┌
バー
┐
ウイバー　ワカ
┌
バー
┐
ワカバ ［ーʔui┌baː┐ʔuibaː　waka┌baː┐wakabaː］（句）
「老い葉は老い葉、若葉は若葉」の義。「譲り葉」のように親から子へと順序よく世
を去りたいの意。親が子の供養をするような逆縁にならぬようにとの願望を述べた
もの
┌
ウインダカリ［
┌
ʔuindakari］（固有）
屋号（仲村渠家）。
┌
シャン
┐
ダカリ［
┌
ʃan┐dakari］（屋号。下の仲村渠家）。┌ミン┐
ダカリ［
┌min┐dakari］（屋号。新仲村渠家）福治家の後方の家。
ウガ
┌
ミン［ʔuga┌miŋ］（動）
拝む。神仏を拝む。ウガ
┌
ラン［ʔuga┌raŋ］（拝んだ）。┌ナマ┐　ウガ┌ラー┐　ナーン
［
┌nama┐　ʔuga┌raː┐　naːŋ］（まだ拝んでない）。┐ワナー　┌キャーチン┐　ウガ┌マ
ン［
┐wanaː　┌kjaːʧiŋ┐　ʔuga┌maŋ］（私は決して＜どうしても＞拝まない）。ウガ
┌
ミバ［ʔuga┌miba］（拝みなさい）。ウガミ┌ブシャン［ʔugami┌buʃaŋ］（拝みたい）。
┌
ヤーヤ
┐
　ウガ
┌
マンキバ［
┌jaːja┐　ʔuga┌maŋkiba］（君は拝むな）。ウガ┌ミバ┐　
スィミン
┌
ムンヌ［ʔuga┌miba┐　θimim┌munnu］（拝めばよいのに）。┌ヤーン┐　
ハー　ウガ
┌
ミバ［
┌jaːŋ┐　haː　ʔuga┌miba］（君も早く拝めよ）
ウクク
┌
バラ［ʔukuku┌bara］（名）
女性。ウプフ
┌
グロー［ʔupΦu┌guroː］（男性。成人男性。「大五郎」の義か）の対義語。
ウグヮン
┌
ダティ［ʔugwan┌dati］（名）
Hosei University Repository
－ 143 －
「お願立て」の義。祈願をすること。旧暦二月に祈願を行い、十二月＜師走＞の
┌
ウ
ブ
┐
クイ［
┌
ʔubu┐kui］（感謝祭）で願解きをする。二月中旬に┌ウプフヌシガナシー
［
┌
ʔupΦunuʃiganaʃiː］（ニライカナイに在す神様）に島民の健康祈願がおこなわれ
る。
┌
クンゴーバナ［
┌kuŋgoːbana］（九合花米）と┌カンビン［┌kambiŋ］（燗瓶。
瓶子）二本を供える。15 歳から 70 歳までの男はイシキ浜で、一人三個ずつ石を拾
い、それを持ち帰って床の間に飾っておき、十二月にはそれをイシキ浜に返す。祈
願は次の順序で執り行われる。①まず最初に外間ノロ家、久高ノロ家、外間殿の火
の神に祈願される。その後外間殿の
┌
ウプフグイ［
┌
ʔupΦugui］の香炉に祈願される。
②外間殿の次に
┌
イチャリグヮー［
┌
ʔiʧarigwaː］（島造りの神、┌アマミャーハンジ
ャナシー［
┌
ʔamamjaːhanʤanaʃiː］＜アマミコ神＞を祀ってある所）を回り祈願す
る。イチャリグヮーでは祈願が終わるとアマミャーハンジャナシー神を司っている
神女から神酒をノロに注いでもらう。③
┌
ウプフンシミ［
┌
ʔupΦuŋʃimi］で、係りの
神女が祈願をする。④大里家で五穀の神を祀ってある所で祈願をする。その後イン
ヌヤーとアカララキ、ヤグルガーとハタスの二手に分かれ、後にイシキで合流する。
⑤シラタルンミャーでの祈願。⑥インヌヤーでの祈願。⑦ヤグルガーでの祈願。⑧
ハタス（五穀の壷を埋めたところ）での祈願。⑨イシキ（五穀の壷を開けたところ）
での祈願。⑩イシキ浜での祈願。クンゴーバナ（九合花米）を供えてニライカナイ
に祈願する。その後に家族の当該男子一人につき三個ずつ小石を拾い、神人に祈願
してもらって家に持参する。家の床に保管し、12 月の
┌
シリガプフー［
┌
ʃirigapΦuː］
の
┌
ウブ
┐
クイ［
┌
ʔubu┐kui］（大感謝祭）にイシキ浜に返す。⑪スォールイガナシ
ーは外間殿と外間ノロ家、久高ノロ家のミーアムトゥとイチャリグヮーに祭祀が終
了したことを報告する
ウグァン
┌
ダティ［ʔugwan┌dati］（名）
「御願立て」の義。祈願をすること。
┌
ウタティ
┐
グヮーン［
┌
ʔutati┐gwaːŋ］ともいう。
イザイホー始めの祈願。花米だけで祈願する。ミーアムトゥへ「イザイホー祭りを
行います ｣との御願立てをし、嶽々の祈願をしてイザイホー祭りが行われる。
┌
ミー
アムトゥヌ
┐
　ウグヮン
┌
ダティ　ッチカラ
┐
　スァキ
┌
ラキン
┐
　ウガリ　
┌
ナーチャ
ラー
┐
　ミンニ
┌
ビョーイ
┐
　ティティ
┌
ニービョーイ　ピースゥティ
┐
　ナナ
┌
ケーン
┐
ウタキ
┌
マーイ　シュン　ッチカラル
┐
　イザイ
┌
ホーヌ　マティーヤ　スァ
┌
リール
［
┌miːʔamutunu┐　ʔugwan┌dati　tʧikara┐　r
○
aki┌rakiŋ┐　ʔugari　┌naːʧaraː┐　mi
nni┌bjoːi┐　titi┌niːbjoːi　piːθuti┐　nana┌keːŋ┐　ʔutaki┌maːi　ʃuŋ　tʧikararu┐　
ʔiʥai┌hoːnu　matiːja┐　sa┌riːru］（ミーアムトゥ＜外間殿、外間ノロ家、久高ノロ
家＞への御願立てをしてから嶽々を拝んで、翌日からミズノエ＜壬＞の日、ツチノ
エ＜戊＞の日和を取って七回御嶽回りをする。それをしてからイザイホー祭りは執り
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行われる）。イザイ
┌
ホーヌ　マティーヌ
┐
　パハジ
┌
マイヌ
┐
　チュティキ
┌
メーヌ
┐
　
ジュー
┌
グヮチ　スゥカ　アトゥヌ
┐
　ウマヌ
┌
ピーラ
┐
　ウグヮン
┌
ダター
┐
　シュン
［ʔiʥai┌hoːnu　matiːnu┐　pΦaʤi┌mainu┐　ʧutiki┌meːnu┐　ʤuː┌gwaʧi　θuka　ʔatu
nu┐　ʔumanu┌piːra┐　ʔugwan┌dataː┐　ʃuŋ］（イザイホー祭りの始まる一ヶ月前の
十月十日以後のウマ＜午＞の日から御願立ては行う＜する＞）
┌
ウコー［
┌
ʔukoː］（名）
線香。「お香」の義。沖縄線香（幅約 1.2 センチ。厚さ約 1.5 ミリ。長さ約 15 セン
チの板状の線香）黒色で一枚の線香は６本の線香と数えられ、普通は二枚ずつ焚く。
┐
ウコー　
┌
スァティーン［
┐
ʔukoː　┌r
○
atiːŋ］（線香を立てる）
┌
ウスァンデー［
┌
ʔur
○
andeː］（名）
祈願の後のなおらい（直会）で
┌
ウブンガナシー［
┌
ʔubuŋganaʃiː］（お供え物）を
下げていただくこと。ノロから頂く酌に参加できる者は、十五歳から七十歳までの
男性とイザイホーに参加した神女（三十歳から四十二歳まで）と七十歳までの神女
である。一般の人は七十歳を越えると
┌
スェー
┐
ヤク［
┌θeː┐jaku］（退役）といって、
神職を退くが、
┌
クニガミ［
┌kunigami］は終身の神職者である
ウシャギ
┌
ムン［ʔuʃagi┌muŋ］（名）
供え物。供物
ウシャ
┌
ギーン［ʔuʃa┌giːŋ］（動）
お供えする。ウカマガナ
┌
シーネー　ミキ　ウシャギティ
┐
　ウグヮン　
┌
シュン
［ʔukamagana┌ʃiːneː　miki　ʔuʃagiti┐　ʔugwaŋ　┌ʃuŋ］（竈神様に神酒を供えて
祈願する）
┌
ウスィ［
┌
ʔuθi］（名）
うす（臼）。麦を挽いたり、大豆を挽いて豆腐を造るのに用いる石臼。ウスィ
┌
カイ
┐
ムジ　
┌
ピキン［ʔuθi┌kai┐　muʤi　┌p’ikiŋ］（臼で麦を挽く）。┐ムジャー　イラチ
┌
カラ
┐
　ウスィ
┌
カイ　ピチ
┐
　フー　
┌
ナチ　ウリル
┐
　ユニ
┌
クチ　イータル［
┐muʤaː
ʔiraʧi┌kara┐　ʔuʃi┌kai　p’iʧi┐　Φuː　┌naʧi　ʔuriru┐　juni┌kuʧi　ʔiːtaru］（ 麦
は炒ってから臼で挽いて粉にし、それをユニク＜麦焦がし＞といった）
┐
ウスゥリヌ　
┌
ウグヮン［
┐
ʔuθurinu　┌ʔugwaŋ］（連）
神に対するお詫びの祈願。
┌
ウタ［
┌
ʔuta］（名）
歌。
┌
ウタスァンシン［
┌
ʔutar
○
aŋʃiŋ］（歌三線）。┌アラー　ウター┐　ジョー┌リ　ヤ
スァー［
┌
ʔaraː　ʔutaː┐　ʤoː┌ri　jar
○
aː］（あの人は歌が上手だよ）
┌
ウタイン［
┌
ʔutaiŋ］（動）
歌う。
┐
ウタ　
┌
ウタイン［
┐
ʔuta　┌ʔutaiŋ］（歌を歌う）。┌ウタラン［┌ʔutaraŋ］（歌
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わない）。
┌
ウタ　スィーラキナー
┐
　アスィ
┌
ビーン［
┌
ʔuta　θiːrakina┐　ʔaθi┌biː
ŋ］（歌を歌いながら遊ぶ）。
┌
ウタ　チューティ
┐
　アスィ
┌
ビーン［
┌
ʔuta　ʧuːti┐　
ʔaθi┌biːŋ］（歌を歌って＜して＞遊ぶ）。┌ヤーガ┐　ウタ┌インシャコー┐　ワニン　
┌
ウタイスァー［
┌jaːga　ʔuta┌iŋʃakoː┐　waniŋ　┌ʔutair
○
aː］（君が歌うなら私も歌
うよ）。
┐
ウタ　
┌
ウタイスァー
┐
　ギーフ
┌
トゥ
┐
　ヤル［
┐
ʔuta　┌ʔutair
○
aː┐　giːΦu
○
┌tu┐　jaru］（歌を歌うことはよいことである）。┐ハー　┌ウテーバ［ ┐haː　┌ʔuteː
ba］（早く歌いなさいよ）。ウタ┌トゥーティ　アスィビーン［ʔuta┌tuːti　ʔaθibiːŋ］（歌
いながら＜歌っていて＞遊ぶ）
┌
ウタカ
┐
ムン［
┌
ʔutaka┐muŋ］（名）
お供えする漁獲物。神前にお供えする魚。三月三日に、十五歳の若者が始めて大人
と一緒に出漁して漁獲した魚。それをスォールイガナシー［θoːruiganaʃiː］（竿取り
神）が外間殿と外間ノロ家、久高ノロ家に届けるもの。
ウティ
┌
キン［ʔuti┌kiŋ］（名）
地名。
┌
グソー［
┌gusoː］（後生。来世。墓所）に隣接する風葬地の跡をいう。
┌
ウチャトー［
┌
ʔuʧatoː］（名）
仏前に供える茶湯
ウチャ
┌
トー
┐
ジャワン［ʔuʧa┌toː┐ʤawaŋ］（名）
仏壇に備え付けの茶碗。「茶湯茶碗」の義。
┌
ウビ［
┌
ʔubi］（名）
おび（帯）。着物の帯。
┌
ツツビ［
┌tsutsubi］（帯）ともいう。負ぶい紐。子供を負
ぶう際にも帯を使用した。
┌
ウヒケー［
┌
ʔuçikeː］（名）
祈願終了の報告。外間殿では
┌
ウプグイ［
┌
ʔupugui］（大庫裡）に向かって祈願終了
の報告をする
┌
ウプマーミキ［
┌
ʔupumaːmiki］（名）
大漁祈願祭。
┌
ニーンスゥキヌ　ウグヮン［
┌niːnθukinu　ʔugwaŋ］の翌日、旧暦七
月のミンニー＜壬、癸、甲、乙＞に行われる大漁祈願の祭祀。この祈願の経費はスォ
ールイが
┌
ショー
┐
ニン［
┌
ʃoː┐niŋ］（男性十六歳から七十歳）から一定額をスォールイ
サカティ［
┌θoː┐ruisakati］（スォールイ酒代。一人百円也。戦前は五銭か十銭）とし
て徴収する。その金で米を購入して祭祀に使用する。購入した米俵を開けることを、
┌
スァーラヌ　クチアキ［
┌r
○
aːranu　kuʧiʔaki］（俵の口開け）という。その米から
両ノロ家へ九合ずつ配分され、
┌
クンゴーバナ［
┌kuŋgoːbana］（九合花米）としてス
ォールイガナシーの妻が届ける。クンゴーバナはニーンスゥキヌウグヮンの
┌
ウユー
［
┌
ʔujuː］（お粥）に用いられる。残りの米は両スォールイの┌ウブン［┌ʔubuŋ］（ス
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ォールイ棚に供える供物のお握り）と手伝い人の食事に充当される。ウプマーミキの
祈願は次のように進行する。先ず、ウヤウンシャクがノロへ神酒を捧げる。それが済
むとウヤウンシャクがスォールイに神酒を捧げる。祈願が済んだら、その日に次期ス
ォールイ予定者を決める。これを
┌
サ
┐
ス［
┌sa┐ su］（指名する。指す）という。本来
は外間根人＜ニーッチュ＞が
┌
サ
┐
シ［
┌sa┐ si］（指し）、外間根人不在の時は外間ノ
ロが代行した。外間根人が予定者の家に行き、トゥパシラ［
┌tupaʃira］と┌スゥク
［
┌θuku］（床）の神に祈願する。サシに来たら、これを断ることは出来ない。この
席には、予定者の家族とユ
┌
ナイガミ［ju┌naigami］（をなり神。姉妹神）が同席し
てサシを受ける。外間根人がスォールイをサシて後、神女達はフボー御嶽へ参り、
大漁祈願をする。円陣を組んで座り、
┌
イビ［
┌
ʔibi］（威部。神の在す最も聖なる
所）の前で、①
┌
ウプフウガミ［
┌
ʔupΦuʔugami］、②┌ワカリカスァ［┌wakarikar
○
a］
（南山へのお通しのイビ）、③
┌
ティリリカスァ［
┌tiririkar
○
a］（首里へのお通しのイ
ビ）、④
┌
ウガミグヮー［
┌
ʔugamigwaː］の順で祈願される。┌スァーラヌ　クチアキ
［
┌r
○
aːranu　kutiʔaki］（俵の口開け）について、『スォールイガナシ日誌』には次の
ように記されている。「午前 6 時 15 分、先任スォールイの妻、米 10 キロ持参。後任
スォールイの妻、米 10 キロ持参。両者米を出し合い、九合花米を両アムトゥへ奉
納。三合、スォールイ二人分のウブンを炊いて二つお椀に盛る。マーミキへ８升５合、
おたきへ３合、ウチギ
┌ピヒャーシ［ʔuʧigi┌ pΦjaːʃi］（お注ぎ換え）１合位。ウコ （ー香）
両スォールイより６束。昼飯用米５合を取り、残りは両家で分けた（両スォールイ）｣
┌
ウプフヌシガナシー［
┌
ʔupΦunuʃiganaʃiː］（名）
ニライカナイの大神。「大主加那志」の義か。
┌
ウプフヌシガナシーヌ　ウグヮンダテ
ィ［
┌
ʔupΦunuʃiganaʃiːnu　ʔugwandati］（健康祈願と豊漁祈願）の祭祀には、イ
シキ浜で健康祈願をし、正人（15 歳から 70 歳まで男子）一人につき三個ずつ小石
を拾って各家の床に安置し、12 月のシリガプフー［ʃirigapuː］（感謝祭）の日にイ
シキ浜へ返す。祈願の順序は２月のウグヮン
┌
ダティ［ʔugwan┌dati］（お願立て）
の項参照。両ノロ家、外間殿、ウドゥンミャー、イチャリグヮー、ウプンシミ、シ
ラタルー、ウプフラトゥ（大里。五穀の壷を埋めたハタスを管理していた家）の祈
願が済むと①インニヤー、アカララキ、②ヤグルガー、ハタス、の二手に分かれて
イシキ浜で合流し、健康祈願をして小石を拾った。カツオ漁船を経営している人は、
イシキの
┌
ウシュ［
┌
ʔuʃu］（海水、潮）で漁船のお祓いをした。┌ウシュ［┌ʔuʃu］（海水、
潮）を船霊の側に安置しておき、不漁が続く時にこれでお祓いをした。ウプフラトゥ
ヌル［ʔupΦuratunuru］（大里ノロ）は尚徳王の寵愛を受け、┌クンチャスァンヌ┐ル
［
┌kunʧar
○
annu┐ru］（国笠ノロ）といわれた
┌
ウプフヌシガナシー
┐
ヌ　
┌
ウブクイ［
┌
ʔupΦunuʃiganaʃiː┐nu　┌ʔubukui］（連）
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ニライカナイの大神（大主加那志）への願解きの祈願。
┌
ウブ
┐
クイ［
┌
ʔubu┐kui］は「大
ほこり」（大感謝。慶び）の義と解釈される。ニライカナイの大神に祈願した健康祈
願と大漁祈願に対する感謝の願解きをする祭祀。
ウプフワタ
┌
ムン［ʔupΦuwata┌muŋ］（名）
妊婦。「大腹者」の義。
┌パハラミムン［
┌ pΦaramimuŋ］（孕み者。妊婦）ともいう。
ウプフワタ
┌
ムンヌ
┐
　チャン［ʔupΦuwata┌munnu┐　ʧaŋ］（妊婦＜大腹者＞が来た）
＜少し下品な表現＞。パハラ
┌
ルーシヌ
┐
　チャン［pΦara┌ruːʃinu┐　ʧaŋ］（妊娠した
人が来た）＜上品な表現＞ともいう。
┌
ウブクイ［
┌
ʔubukui］（名）
がんほどき（願解き）。
┌
ウグァンダ
┐
ティ［
┌
ʔugwanda┐ti］（御願立て）の対義語。
祭祀行事における神願いに対する感謝の祈願のこと。「大ほこり」（大感謝。大慶び）。
「謝恩　蜜温普姑立『琉球館訳語』」の義。ウプフヌシガナシーの祭りでは、二月に
┌
ウグヮンダ
┐
ティ［
┌
ʔugwanda┐ ti］（御願立て）の祈願を執り行い、12 月に┌ウブ
クイ［
┌
ʔubukui］（願解き）の祈願を執り行う
┌
ウブン［
┌
ʔubuŋ］（名）
供物の名。ムム
┌
ハメー［mumu┌hameː］（九月に行われるンナ┌ギー［ʔnna┌giː］＜イ
ラブー漁＞）で神職者を接待する時の料理のこと。ノロ、ニーッチュ、ニーガミに
対するウブンにはンナギーをフクン
┌
キリ［Φu
○
kuŋ┌kiri］（九切れ）立て、ンバイ
［ʔmbai］（米飯）は┌スァンニンガースァー［┌r
○
anningaːr
○
aː］（月桃の葉）で囲む。
ンバイは餅のように作ってある。それ以外の神職者にはンバイの周りを月桃の葉で
囲まない。ノロ、ニーッチュ、ニーガンのンナギの上には皿で蓋をするが、その他
の神職者のものには蓋をしない。
┌
ウブン［
┌
ʔubuŋ］は┌ハッシャ［┌haʃʃa］（頭。
村頭）の妻と久高ノロ家の人達が作った。ノロ、ニーッチュ、ニーガン以外の神職
者のウブンに立てるンナギは、ナナン
┌
キリ［nanaŋ┌kiri］（七切れ）である
ウブン
┌
マティー［ʔubum┌matiː］（名）
穀物＜麦、粟＞の収穫感謝祭。サン
┌
グヮティマティー［saŋ┌gwatimatiː］（三月祭り。
麦の収穫感謝祭）。ルク
┌
グヮティマティー［ruku┌gwatimatiː］（粟の収穫感謝祭）
┌
ウヤウンシャク［
┌
ʔujaʔuŋʃaku］（名）
外間ノロ、久高ノロ、ニーガン（根神）に神酒を捧げる役職の神女（三名）。外間ノロ
と久高ノロには、アシ
┌
クム［ʔaʃi
○
┌kumu］（神酒を入れる容器。椀に柄のついたもの）
に神酒を入れて捧げ、その他は普通の椀に神酒を入れて捧げる。ウヤウンシャクに
神酒を注ぐ役はニブ
┌
スゥイ［nibu┌θui］（神女）である。ウヤウンシャクは六十歳
まで務め、それ以後は「スァムトゥジャ ［ーr
○
amutuʤaː］に座って祭祀の進行を見守る。
外間ノロ、久高ノロ、ニーガン（根神）以外の神職者に神酒を捧げる役職の神女（四
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名）を、
┌
トーウンシャク［
┌toːʔuŋʃaku］という
ウヤ
┌プファーウプジ［ʔuja┌ pΦaːʔupuʤi］（名）
先祖。ウヤ
┌プファーウプジ
┐
　アガ
┌
ミーン［ʔuja┌pΦaːʔupuʤi┐　ʔaga┌miːŋ］（先祖
を崇める。先祖を尊敬する）
ウヤン
┌
ヤー［ʔujaɲ┌jaː］（名）
実家。里。娘の実家。「親の家」の義。ウヤン
┌
ヤー
┐
チ　ヘー
┌
イン［ʔujaɲ┌jaː┐ʧi　
heː┌iŋ］（実家に帰る）。里帰りの風習はなかった
ウ
┌
ユー［ʔu┌juː］（名）
お粥。
┌
ミー
┐
アムトゥ［
┌miː┐ʔamutu］（外間殿、外間ノロ家、久高ノロ家）とム
ム
┌
ハメー［mumu┌hameː］（九月に久高殿で行われる、ンナ┌ギー［nna┌giː］＜イ
ラブー＞漁の感謝祭）に接待者を案内するするときに、お供え用のウユーが出され
る
┌
ウワイジョーコー［
┌
ʔuwaiʤoːkoː］（名）
三十三年忌の法事。「終わり焼香」の義。
┌
ニンキジョーコ ［ー
┌niŋkiʤoːkoː］（年忌焼香）
ともいう。その後は特別な法事はなく、お盆と正月に供え物を供えるだけとなる
┌
ウンシャク［
┌
ʔuŋʃaku］（名）
神酒を捧げる役。53歳から60歳までの巫女をウンシャクという。ウンシャクの中で、
ノロ、ニーガンにお神酒を捧げる役の巫女をウヤウンシャク［
┌
ʔujaʔuŋʃaku］（親
ウンシャク）といい、その他は
┌
トーウンシャク［
┌toːʔuŋʃaku］という
┌
ウンチ［
┌
ʔunʧi］（名）
運。運気。運気の弱い人は、ついたち（朔日）、十五日にウカマガナシー（火の神様）
やスゥ
┌
パ
┐
シラの神前で、
┌
スィーン
┐
ユタ［
┌θiːɲ┐juta］（一族の家庭の神事を執り
行う巫女）に入念に健康祈願をしてもらった。
┌
ウンチ　ヨースァン［
┌
ʔunʧi　joː
r
○
aŋ］（運気が弱い。運が悪い）。┌ウンチ　ジュースァンドゥ┐　ハカ┌タン［┌ʔunʧi
ʤuːr
○
andu┐　haka┌taŋ］（運が強くて合格した）。┌ウンチ　ヨースァヌ┐　ハカ┌ラン┐
タン［
┌
ʔunʧi　joːr
○
anu┐　haka┌ran┐taŋ］（運が悪くて合格しなかった）
┌
ウンチニゲー［
┌
ʔunʧinigeː］（名）
旧正月のスゥスゥ
┌
ビー［θuθu┌biː］（生年祝い）の時には、お祝いをして健康祈願
をする。旧正月の後、各自の生まれ年（干支）の最初の日に、十三歳、四十九歳、
六十一歳、七十三歳の祝いをした。それ以外の、生まれ年に当たらない人も各自の
家で健康祈願をした
ウンネー
┌
ジュー［ʔunneː┌ʤuː］（連）
こんなこと。ウンネー
┌
ジュー　シーヤー
┐
　バチ　
┌
クヮースァリンローヤ ［ーʔunne
ː┌ʤuː　ʃiːjaː┐　baʧi　┌kwaːr
○
arinroːjaː］（こんなことをすると罰を食わされるぞ）
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エー
┌
ミシャン［ʔeː┌miʃaŋ］（形）
畏れ多い。プフカ
┌
マヌ　ウプフグヤー
┐
　エー
┌
ミシャン　トゥクマ　ヤクトゥ　スァ
ーガン　スァーガン
┐
　フマ
┌
チャー　イララン［pΦu
○
ka┌manu　ʔupΦugujaː┐　ʔeː
┌miʃan　tukuma　jakutu　r
○
aːgan　r
○
aːgaŋ┐　Φuma┌ʧaː　ʔiraraŋ］（外間殿の大庫
裡は畏れ多い聖地であるから、誰でも彼でもそこへは入れない）
オーパハ
┌
シュン［ʔoːpΦa┌ʃuŋ］（動）
おぶる。負んぶする。背負う。負ぶい紐で子供をおぶる。オーパハ
┌
スァン［ʔoː
pΦar
○
aŋ］（背負わない。負んぶしない）。オーパハ┌チャン［ʔoːpΦa┌ʧaŋ］（背負った。
負んぶした）。オーパハ
┌
シーブシャン［ʔoːpΦa┌ʃiːbuʃaŋ］（背負いたい。負んぶしたい）。
オーパハ
┌
シーヤ
┐
　ナ
┌
カン［ʔoːpΦa┌ʃiːja┐　na┌kaŋ］（背負ったら泣かない）。オー
パハ
┌
スィーバ［ʔoːpΦa┌θiːba］（背負いなさい。負んぶしなさい）
┌
ガ
┐
ン［
┌ga┐ŋ］（名）
がん（龕）。棺を納めて墓所へ運ぶ葬具。昔の霊柩車。二、三年前までは担いでいたが、
現在は手押し車になっている。「赤馬」ともいう。
┌
ガ
┐
ン　ハ
┌
ターミン［
┌ga┐ŋ　
ha┌taːmiŋ］（がんを担ぐ）。
┌
ガンハタミヤー［
┌gaŋhatamijaː］（名）
がん担ぎ手＜人＞は四名で、前方二人、後方二人で担ぐ。昔は、八歳以上の人が死
ぬとがんで柩を運んだが、七歳以下の子供の場合は親が抱いて葬送したという。
┌
ギーフトゥ［
┌giːΦutu］（名）
良い事。
┐
ウタ　
┌
ウタイスァー
┐
　ギー
┌
フトゥ
┐
　ヤル［
┐
ʔuta　┌ʔutair
○
aː┐　giː
┌Φutu┐　jaru］（歌を歌うことは良い事である）
┌
キーン［
┌kiːŋ］（動）
切る。
┌
キヤ
┐
ン［
┌kija┐ŋ］（切らない）。キヤン┌キバ［kijaŋ┌kiba］（切るな）。キ
┌
チャ
┐
ン［ki
○
┌
ʧa┐ŋ］（切った）。キ┌チ┐　ミーン［ki
○
┌
ʧi┐　miːŋ］（切ってみる）。┌キ
ーブシャン［
┌kiːbuʃaŋ］（切りたい）。キチャ┌クトゥ［ki
○
ʧa┌kutu］（切ったので）。
キ
┌
チャ
┐
ー　
┌
ナラン［ki
○
┌
ʧa┐ː　┌naraŋ］（切ってはならない）。ポホー┌チャーシャ
ーマ
┐
　ヤシェー　
┌
キー
┐
ン［pΦoː┌ʧaːʃaːma┐　jaʃeː　┌kiː┐ŋ］（包丁で野菜を切る）
┌
キシクマー
┐
イ［
┌kiʃi
○
kumaː┐i］（名）
旧暦６月１日と 15 日、７月１日、15 日に行われる神事。
┌
キシク［
┌kiʃiku］（スク、
小魚）が寄って来ると、６月 1日の早朝スォールイガナシーの妻がミーアムトゥに米
九合を届ける。ミーアムトゥでは
┌
クンゴーバナ［
┌kuŋgoːbana］（九合花米）を供え
てキシク漁の大漁祈願を行う。スォールイは村の７箇所の辻辻で、
┌
ユイムン　スィリ
ンショーレー［
┌juimun　θiriŋʃoːreː］（寄りもの＜キシク＞を大漁＜孵化＞させてく
ださい）の儀式をおこなう。
┌
ユイムン　マブリソーレ ［ー
┌juimum　maburisoreː］（寄
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りもの＜キシク＞が寄ってくるから獲ってください）と唱える儀式である。スォー
ルイは皆が出漁する前に、浜からカベールを回ってイシキ浜まで行き、そこから引
き返してユランマヌ浜に帰る。スォールイが浜で待っている所へ出漁した船から［ウ
タカ
┐
ムン［
┌
ʔutaka┐muŋ］（漁獲物）が献上される。それを弟スォールイの妻が塩
漬けにしておき、その中から３升ほどのキシクの塩漬けを 11月の
┌
フバ
┐
ヤク［
┌Φu
ba┐jaku］（久高島の御嶽を清掃する祭祀）の日に、参加した神女や男性神職者たち
に配られる。久高島（外間根人）からは、別に塩漬けしたキシク（一升五合）を百
名へ届けられた。昔のウミンチュ（漁師）はキシクをウミンチュのボーナスといっ
ていた
┌
ギナイ［
┌ginai］（名）
一周忌。死後一年目の法事。サ
┌
ティキャー
┐
　ウプフ
┌
シュ　ギナイヌ
┐
　シューン
［r
○
a┌tikjaː┐　ʔupΦu┌ʃu　ginainu┐　ʃuːŋ］（来月は祖父の一周忌がくる）。┌ギナイ　
ウシャギーン［
┌ginai　ʔuʃagiːŋ］（一周忌を執り行う＜一周忌をして差し上げる＞）。
ギナイ
┌
ショーコー　シュン［ginai┌ʃoːkoː　ʃuŋ］（一周忌の法事をする）。久高島で
は法事には案内をする。身内と、ヘー
┌
スゥナイ［heː┌θunai］（隣近所）に案内を出
す。供物は重箱に
┌
ハラザカナ［
┌haraʥakana］（てんぷら、蒲鉾、昆布、豆腐など）
を詰め、白餅、菓子（
┌
ホー
┐
グヮーシ［
┌hoː┐gwaːʃi］＜落雁＞）を供えた。パハー
┌パハー　ウワイジョーコーヤ
┐
　ヌバチ　アン
┌
マー
┐
　ジュー
┌
サンニンキトゥ
┐
　
マ
┌
ジョーイ
┐
　ウサ
┌
ギースァー
┐
　アン
┌
ティバ［pΦaː┌pΦaː　ʔuwaiʤoːkoːja┐　
nubaʧi　ʔam┌maː┐　ʤuː┌sanniŋkitu┐　ma┌ʤoːi┐　ʔusa┌giːr
○
aː┐　ʔan┌tiba］（祖母の
終わり焼香は延ばして、お母さんの十三年忌と一緒に執り行いますよ。そうしなさい）
┌
キネー　ムチュン［
┌kineː　muʧuŋ］（連）
所帯を持つ。ヤー
┌
ムチジク　ジョーリ［jaː┌muʧiʤiku　ʤoːri］（家庭経営が上手）
┌
キャーチ
┐
ン［
┌kjaːʧi┐ŋ］（副）
どうしても。決して。何としても。
┌
キャーチ
┐
ン　
┌プフルワーシ　ヨースァンタン
［
┌kjaːʧi┐m　┌ pΦuruwaːʃi　joːr
○
antaŋ］（どうしても育てる＜養育する＞ことが出来
なかった）。
┌
キャーチ
┐
ン　
┌
ナラン［
┌kjaːʧi┐n　┌naraŋ］（どうしても出来ない）。
ウン
┌
ター　ミービキーヤー　キャーチン
┐
　ウイ
┌
エー　シーガ　イキバル
┐
　ナイル
［ʔun┌taː　miːbikiːja　kjaːtsiŋ┐　ʔui┌jeː　ʃiːga　ʔikibaru┐　nairu］（これたちの結
婚式には、何としてもお祝いに行かないといけない）
┌
ギョー
┐
ギ［
┌gjoː┐gi］（名）
祭祀。「行事」の義。神行事に従事する人が用いる言葉。ワッ
┌
ター　シマヌ　ギ
ョーギャー
┐
　イク
┌
ター
┐
　アガ
┌
ヤー［wat┌taː　ʃimanu　gjoːgjaː┐　ʔiku┌taː┐　
ʔaga┌jaː］（私たち＜我々＞の島の年中行事はいくつあるかなあ）
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ギン
┌
グミ［giŋ┌gumi］（名）
縁組。ギン
┌
グミ　チャン［giŋ┌gumi　ʧaŋ］（縁組をした）
ク
┌
カーウー［ku
○
┌kaːʔuː］（名）
スァン
┌
グァティマティー（麦の収穫祭）のユーマティー（夕方の祭り）にンナグラ
ー（15 歳の少年）が魚を吊るした棒を担いで神職者の後に立ち、東方に向かって唱
える言葉。
┌
グ
┐
キ［
┌gu┐ki］（名）
桶。桶（一斗５升入り）で水を運んだり、豆腐を作るために石臼を載せて大豆を挽
いたり、餅を作るために石臼で糯米を挽いたりした。また芋擂り器を桶に横たえて
芋を擂り、芋の澱粉を作ったりするのに用いた。グキ
┌
シャーマ
┐
　ミリ　
┌
ハヤー
シュン［guki┌ʃaːma┐　miri　┌hajaːʃuŋ］（桶で水を運ぶ＜通わせる＞）
グク
┌
ラク［guku┌raku］（名）
極楽。標準語からの借用語か
クスァ
┌
パハン［ku
○
r
○
a┌paŋ］（名）
キシ
┌
ク［ki
○
ʃi┌ku］（スク。アイゴの稚魚）が沖から寄ってきて、珊瑚礁内海の海
草を食べてしまったもの。これを投網で漁獲し、塩漬けにしておいて自家用の出汁
にしたり、朝晩の豚の飼料の出汁に使用した。キシ
┌
クヌ　ユティン　アトゥ　モ
ー　カティ
┐
　ヌク
┌
トゥースァー
┐
　クサ
┌パハン　ナティ
┐
　ミカ
┌
シャー
┐
　ティ
┌
ターミシャーマ　スゥティ　ティキティ
┐
　ワー
┌
ムンヌ　ダシ　スタスァー［kiʃi
○
┌kunu　jutiŋ　ʔatu　moː　kati┐　nuku┌tuːr
○
aː┐　ku
○
sa┌pΦannati┐　mika┌ʃaː┐　
ti┌taːmiʃaːma　θuti　tikiti┐　waː┌munnu　daʃi　sutar
○
aː］（キシクが沖から寄っ
てきて後、海草を食って、珊瑚礁内海に残っているのはクサパンになる。昔は投網で
漁獲し、塩漬けにして豚の飼料の出汁にしたものだよ）
┌
グソー［
┌gusoː］（名）
後生。葬所。グソー
┌
ムン［gusoː┌muŋ］（後生の者。相手を忌み嫌って罵ることば）
┐
クヮーシ　
┌パハガリー
┐
ガ［
┐kwaːʃi　┌ pΦagariː┐ga］（連）
「菓子を頂きに＜菓子を配られに＞」の義。旅で稼いで帰ってきた人の家に、子供達
が土産を頂戴しに行く際に言った。この風習は国防婦人会によって禁止された
┌
クヮッチー［
┌kwatʧiː］（名）
ご馳走。クヮッ
┌
チー　スァビタン［kwat┌ʧiː　r
○
abitaŋ］（ご馳走になりました。ご馳
走さまでした）。クヮッ
┌
チー
┐
ヌ　
┐
マンディ　
┌
ケーハンティッチ
┐
　ヌク
┌
シル　チ
ャル［kwat┌ʧiː┐nu　┐mandi　┌keːhantitʧi┐　nuku┌ʃiru┐　ʧ'aru］（ご馳走がたく
さんあって、食べきれないで残してしまったよ）
クヮ
┌
ソー［kwa┌soː］（名）
Hosei University Repository
－ 152 －
火葬。旅で死んだ人は火葬され、遺骨が島に帰ってきて、島の墓に納骨される。戦
前は寅年に納骨するのが普通であった。寅年以前に島に遺骨を迎える場合は、すぐ
納骨しないで墓所の前に安置しておいた。ほとんどの人は崖下に安置しておき、寅
年に納骨した。現在は寅年でない時にも納骨している。正月や八月十五夜、七月の
お盆などの祭りの日に死んだ人は、ガンに入れないで下道（シャ
┌
ミチ［ʃa┌miʧi］）
からサギガタミで野辺送りをした
クタン
┌
ディノー
┐
シ［kutan┌dinoː┐ʃi］（名）
「疲れ直し｣の義。慰労会。仕事の後の疲れをとるために酒食をとること。クタンディ
┌
ノーシスリー［kutandi┌noːʃisuriː］（「疲れなおしの集会 ｣の義。慰労会）。┌マティ
ーヌ　アトゥー
┐
　クタンディ
┌
ノー
┐
シ　
┌
チャン［
┌matiːnu　ʔatuː┐　kutandi┌noː┐
ʃi　┌ʧ’aŋ］（祭りの後に慰労会をした）。女性が慰労会をした。男性にはその習慣はな
かった。ウンドー
┌
クヮイヌ　アトゥ　シェイネンヌスァーヤ
┐
　クタンディ
┌
ノーシ　
スンチ
┐
　スリー
┌
タン［ʔundoː┌kwainu　ʔatu　ʃeinennur
○
aːja┐　kutandi┌noːʃi　
sunʧi┐　suriː┌taŋ］（運動会の後、青年達は慰労会をしようとして集まった）
ク
┌
チゲー［ku
○
┌
ʧigeː］（名）
口答え。反抗すること。目上の者に逆らって言葉を返すこと。「口害 ｣ の義か。
┐
ド
ゥーヤ　
┌
アシルーティ
┐
　ウヤ
┌
ネー
┐
　ク
┌
チゲー　スァンキバ［
┐duːja　┌ʔaʃiru
ːti┐　ʔuja┌neː┐　ku
○
ʧi┌geː　r
○
aŋkiba］（自分は遊んでいて親に口答えするなよ）
クティ
┌
スァマ［kuti┌r
○
ama］（名）
人骨。死者の骨。
┌
クティ［
┌kuti］（骨）ともいう。クティ┌スァマ　ムンチューバ
カカイ　イッタン［ku
○
ti┌r
○
ama　munʧuːbakakai　ʔittaŋ］（お骨を門中墓へ入れた）。
┌
スゥラドゥシャー　スァビカイ　マーチューン　チュン
┐
　クティ
┌
スァマー
┐
　ウン
┌
ティケーチ　ウンニール
┐
　パハカ
┌
チャー　イリラリータル［
┌θuraduʃaː　r
○
abikai
maːʧuːn　ʧuŋ┐　ku
○
ti┌r
○
amaː┐　ʔun┌tikeːʧi　ʔunniːru┐　pΦaka┌ʧaː　ʔiriːtaru］（寅
年には旅で亡くなった人もお骨をお迎えして、そのときに墓へ入れることができた）
┌
クニガミ［
┌kunigami］（名）
「国神」の義。久高島を国に比定して表現したもの。ノロとニーガン、その補佐役で
ある
┌
ウッチュガミ［
┌
ʔutʧugami］（掟神。ノロ、ニーガンの補佐役）、ニーッチュ
［
┌niːtʧu］（根人）をさす。クニガミには定年がなく、死ぬまで続ける終身神職である
グヤー
┌
マク［gujaː┌maku］（名）
キシクの大きなもの。海草を食べていないときのキシクで、普通のキシクの３倍ほ
ども大きい。塩漬けにして食した。最高に美味しい。キシ
┌
クナカイ
┐
　マギ
┌
スァ
スァー
┐
　グヤー
┌
マク　チール［kiʃi
○
┌kunakai┐　magi┌r
○
ar
○
aː┐　gujaː┌maku　ʧiː
ru］（キシクの中で大きいのをグヤーマクという）
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┌
グリージン［
┌guriːʤiŋ］（名）
ご霊前。仏壇。
┌
グリージンカイ
┐
　ウシャ
┌
ギーン［
┌guriːʤiŋkai┐　ʔuʃa┌giːŋ］（ご
霊前にお供えします）
┌
クルマボー［
┌kurumaboː］（名）
くるま棒。大豆などを脱穀するのに棒を振り回しながら豆を打って脱穀する農具。
グン
┌
グヮティマティー［guŋ┌gwatimatiː］（名）
粟の穂祭り。一月の祭りと対応している。「五月祭り」の義。ソージ
┌
マティー［soː
ʤi┌matiː］ともいう。豊作祈願の祭祀で、外間殿において祈願が行われる。ノロはヤ
グルガーで精進して外間殿に来る。供物は、現在は米を粥状に炊いたものを供える
が、本来は粟を粥状に炊いたものを供える。粥は十組の中の当番の家で準備される。
お膳には水とマブッチ［mabutʧi］（粥状に炊いたもの）、アマミダーグ（茎の先に
釘を刺し、悪魔祓いにするもの）、麦の穂三本を入れて供え、ノロが祈願する。アダ
カ［ʔadaka］（アザカ）の葉で四回お祓いをし、┌ティブガー┐キ［┌tibugaː┐ki］の
水でマブッチを祓い清める。外間ノロ、久高ノロ、根神（ウヤウンシャク）、トーウ
ンシャク四名（スァムトゥにウンシャクを差し上げる役の神女）に神酒を差し上げる。
次に、新しくスァムトゥに加入した神女たちの儀式が執り行われる。久高殿でも同
じ儀式が執り行われる。この祭りには、スァムトゥ
┌
ウイエー［r
○
amutu┌ʔuijeː］（ウ
ンシャクの次の位で、神女が 60 歳になって、ノロのお供をする資格を得る祝い）も
執り行われる。スァムトゥは、ノロの側に座って神事の進行をみまもり、諸々の雑
用から開放される地位の高い神女である。男のスォールイウイエーと同等の格式を
持つといわれている。マティ （ー祭り）が終わった後、
┌
シマジク ［ー
┌
ʃimaʤikuː］（地
名。アジマー＜十字路＞）において、新しくスァムトゥになった人と前年にスァムト
ゥになった人の七名で七回まわる儀式がある。儀式の最初に東方に向かって手を合わ
せ、終わった後にも手を合わせる。アサマティーが終わった後、各家では巳年生まれ
の男性を頼んで、その人との間で
┌
スゥシノーイ［
┌θuʃinoːi］（年直り）の┌スゥイケ
ー［
┌θuikeː］（神酒で酌の取り交わし）が行われる。
グンスィー［gun┌θiː］（名）
ご恩感謝。恩義。グン
┌
スイー　ワスィ
┐
ター　
┌
ナラン［gun┌θiː　waθi┐taː　┌naraŋ］
（ご恩を忘れたらいけない）
クン
┌
チャー［kun┌ʧaː］（名）
ハンセン病。コー
┌
ター［koː┌taː］（ハンセン病）というのが普通。昔はハンセン病に
罹患すると隔離され、職を失い、必然的に乞食になったという。久高島にはハンセン
病患者はいなかった。ワッ
┌
ター　シマカヤー
┐
　クン
┌
チャー（コー
┌
ター）グランタ
スィガ
┐
　ウプフシ
┌
マーカラ
┐
　クン
┌
チャーガ（コー
┌
ターガ）　
┐
ムン　
┌
フーイガ
┐
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チャン
┌
クトー
┐
　アスァー［wat┌taː　ʃimakajaː┐　kun┌ʧaː（koː┌taː）gurantaθiga┐
ʔupΦuʃi┌maːra┐　kun┌ʧaːga┐（koː┌taːga）　┐muŋ　┌Φuːiga┐　ʧaŋ┌Φutoː┐　ʔar
○
aː］
（私たちの島にはハンセン病患者はいなかったが、本島からハンセン病患者が物乞い
に来たことがある）
┌
クンチャサンヌ
┐
ル［
┌kunʧaːsannu┐ru］（名）
神女名。国笠ノロ。久高島の
┌
ウプフラトゥヌ
┐
ル［
┌
ʔupuratunu┐ru］（大里ノロ）
のこと。五穀の壷を埋めたハタスを管理している大里家のノロ。国王の寵愛を受け
たノロである。
┌
アカッツ
┐
ミ［
┌
ʔakattsu┐mi］という神職者がハタスを拝んでいた。
アナゴノシ（『琉球国旧記』参照）が久高島ではアカッツミーといわれている。
┌
- ケーン［
┌
-keːŋ］（接尾）
度。たび。回。回数を表す接尾辞。チュ
┌
ケーン［ʧu┌keːŋ］（一回）。チュトゥ┌カイ
マティーヤ
┐
　イク
┌
ケーン
┐
　ア
┌
ガ［ʧutu┌kai　matiːja┐　ʔiku┌keːŋ┐　ʔa┌ga］（一
年に祭りは何回あるか）。
┌
タケーン［
┌takeːŋ］（二回）。┌ミケーン［┌mikeːŋ］（三回）。
┌
ユケー
┐
ン［
┌jukeː┐ŋ］（四回）。イティ┌ケーン［ʔiti┌keːŋ］（五回）。┌ムケーン
［
┌mukeːŋ］（六回）。┌ナナケー┐ン［┌nanakeː┐ŋ］（七回）。┌ヤケーン［┌jakeːŋ］（八
回）。フクヌ
┌
ケーン［Φu
○
kunu┌keːŋ］（九回）。スゥ┌ケーン［θu┌keːŋ］（十回）
┌
ゴーグ
┐
チ［
┌goːgu┐ʧi］（名）
悪口。罵ること。反抗すること。「強口」の義。
┌
ウラー
┐
　ウヤ
┌
ネー　ンカトーティ
┐
ゴー
┌
グチ　スゥタスァー［
┌
ʔuraː┐　ʔuja┌neː　ŋktoːti┐　goː┌guʧi　θutar
○
aː］（これ
は親に向かって悪口＜反抗＞をしたよ）。
┌
アラー
┐
　デー
┌
ジナ
┐
　ゴー
┌
グチャー
┐
ヤル［
┌
ʔaraː┐　deː┌ʤina┐　goː┌guʧaː┐　jaru］（あれは大変な悪口雑言をいう人だ）。
アン
┌
チ
┐
　ゴー
┌
グチ　シュン　チュヌ　グイヤー［ʔan┌ʧi┐　goː┌guʧi　ʃun　ʧunu
guijaː］（あんなに悪口をいう人がいるものか）
┌
ゴー
┐
スゥスゥイ［
┌goː┐θuθui］（名）
大変な年寄り。大変高齢な人
コー
┌
ター［koː┌taː］（名）
ハンセン病患者。コー
┌
ター
┐
ヤ　
┌
アカングヮン　ダチュータクトゥ
┐
　ンドー
┌
スァ
タスァー［koː┌taː┐ja　┌ʔakaŋgwan　daʧuːtakutu┐　ndoː┌r
○
ataːr
○
aː］（ハンセン病患
者は子供も抱いていたから気の毒だったよ）
┌
スァーキ［
┌r
○
aːki］（固）
海底地名。津堅島と久高島の間にある環礁（リーフ）。スク漁がなされるところ。
┌
ス
ァーキビ
┐
シ［
┌r
○
aːkibi┐ʃi］ともいう
スァーラヌ　
┌
クチアキー［r
○
aːranu　┌kuʧiaki］（連）
「俵の口開け」の義。久高ノロ家と村頭の妻たちが米俵の口を開けること。この米俵は、
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この年のンナギーの売り上げ利益によって購入されたものである。これで料理を作
り、ウブンを作って、ノロ神、神職者を招待し、
┌
ウトゥイ
┐
ムチ［
┌
ʔutui┐muʧi］（接
待）をする。その時のウブンは、ノロ、ニーッチュ、ニーガンとそれ以外の神職者
のウブンとは異なる
┌
サシプ［
┌saʃipu］（名）
神職。特にノロ、根神などの国神（終身の神職）に対していう。サシプ
┌
ゲー
┐
ル
［saʃi
○
pu┌geː┐ru］（国神、ノロ、根神、根人とノロ、根神の┌ウッチュ┐ガミ＜掟神。
先導神。補佐役＞などの神職者が交代すること）。ノロは、昔は孫継ぎが正式であっ
た。これが嫁継ぎとなったのは先代ノロの時代からである。
┌
ヌンジ ［ー
┌nunʤiː］（ノ
ロ地）やイラブーの漁業権（漁獲権）との絡みで変わってきた
┌
サシプゲー
┐
ル［
┌saʃipugeː┐ru］（名）
神職者の交代。
┌
スォー
┐
ルイの交代。
┌
ナイハワイ［
┌naihawai］（「成り代わり ｣
の義。交代）ともいう。
┌
スォー
┐
ルイ［
┌soː┐rui］（「竿取り ｣ 神）交代の場合はス
ィーンユタが火の神に
┌
シリガプフー［
┌
ʃirigapΦuː］（お礼＜感謝＞の祈願）を行い、
次にトゥ
┌
パ
┐
シラ［tu┌pa┐ʃira］の神への祈願、その次に┌スゥク［┌θuku］（床の神）
に祈願がなされ、さらに
┌
スィーンユタとスォールイの間での
┌
スゥイケー［
┌suikeː］
（盃事。盃の取り交わし）、スォールイと家族（母、姉妹、妻）とのスゥイケーが行
われる。ウグヮンに供えた
┌
ウブン［
┌
ʔubuŋ］（供物。供物を揃えたお膳一式）をス
ィーンユタの家に持参する。次のアラミンニーの日にスォールイはミガーで禊をし
たところにも祈願し、そこの水でスォールダナを洗い清めた。パハシ
┌
ギャー［pΦaʃi
┌gjaː］（橋川＜橋井戸＞）でも祈願し、┌アカ┐ラムイ［┌ʔaka┐ramui］（ユランマの
浜の上にある拝所）にも祈願する。その後にユランマの浜に祈願し、徳仁港にも祈
願する。新任のスォールイも同様に祈願する。
『スォールイ交代日誌』に次のように記されている。「午後六時後任宅よりユナイ神
準備中との電話あり。着物を着替えて待つ。六時三十分よりスォールイ、ユナイ神
来宅。お茶、スーキ［
┌suː┐ki］＜茶請け＞を出す。旧スォールイとユナイ神、後任
スォールイ、ユナイ神と相対して座す。お茶、茶請けを拝食し、旧スォールイ香一
束を焚き、香炉に立てて倒れないように深く埋め、別の盆に載せて外で待つ。新ス
ォールイ、ユナイ神に渡して網を持ち、外に出て棹を担ぎ、新スォールイ、ユナイ
神、旧スォールイ、ユナイ神の順で新スォールイ宅へ。新スォールイ香炉を受け取り、
香を自分の香炉に移し、灰も取って入れる。外へ出て棹を取り、アダンの内側の枝
へ立てかけてから取って担ぎ、旧スォールイの後に立ち拝祈し、竿を旧（スォール
イ）は外枝、新（スォールイ）は内側に立て、旧スォールイ前になり家に入り、旧
上座、新下座に座す。お茶スーキが出され拝食する。新スォールイ妻香炉に12本ずつ、
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ミティムン、トゥパハシラ、床へ焚き、新スォールイも 12 本焚く。ウユー九椀が出
される。掟神がいないのでウブン捧者が取っておく。両スォールイ各自で受け取り、
拝食する。ウユーが余ったのでユナイ神へも捧げる。ウユーの拝食が終わってから
帽子と新スォールイに被らせる。新スォールイを先にして外へ出て互いに竿を取り、
新（スォールイ）前、旧（スォールイ）後に立ち二人の棹を重ねて担ぎ、ノロさん
の交代の祈りが済んだら新外、旧内側に棹を立て新を先にして座敷に上り、新上座、
旧下座になる（その際、スーキを入れ替えさせる。新スォールイ夫妻、香 12 本を焚
き、ウブンの配膳が始まる。ウブンの拝食が終わったらアーサ汁を出す。拝食が終
わったら各家々へウブンを配る。新（スォールイ）及び妻、香一束ずつをミティム
ン、トゥパハシリ、トコ、神棚へ焚き、九合花米と酒で外間ノロ、ミティムン、トゥ
パハシリ、トコの順で祈願する。終わったら酒は両側へ回す。座敷中央に筵を敷き、
洗い花米の膳を置き、新スォールイ「ユイムンバケー　シンソーリ」を歌う。ノロ、
根神、ウッチュ神、新旧スォールイの順で配る。終わって長男の盃のトゥイケーが
あり、後に御前風が始まる。第１回ミーンニーのキノエ（甲）の頃、先役順昌氏が
網を持参せり。後役へ網を借りて捧げ置くとのこと。注。網の持参は交代のミーン
ニーでするのが正しいとのこと」
スァガイロー
┌
キー［r
○
agairoː┌kiː］（名）
「下げ籠 ｣ の義。吊るして用いる竹製の籠。木の枝や軒に吊るして食物や食品の腐
敗を防ぐのに用いた籠。食物保存用の吊るし籠。ミカ
┌
シャー
┐
　ナマム
┌
ノー
┐
　
スァガイロー
┌
キーカイル
┐
　ハクゴー　シュ
┌
タル［mika┌ʃaː┐　namamu┌noː┐　
r
○
agairoː┌kiːkairu┐　hakugoː　ʃu
○
┌taru］（昔は生ものはスァガイローキー＜下げ籠。
吊るし籠＞で保存したものだ）
┌
スァ
┐
キ［
┌r
○
a┐ki］（名）
酒。
┌
スァキ　ヌミン［
┌r
○
aki　numiŋ］（酒を飲む）。スァキ┌ヌミャ ［ーr
○
aki┌numjaː］
（大酒飲み）。
┌
スァキジョーグー［
┌r
○
akiʤoːguː］（酒上戸）。（注）。［r
○
a］はインフォ
ーマントの内省観察によると「サ」と「ラ」の中間音だという。
サギ
┌
ガタミー［sagi┌gatamiː］（名）
「下げ担ぎ」の義。十五夜とか七月のお盆の日、五月マティーなどの日に死亡すると、
がん（龕）に入れないで、棺をそのまま吊るして担いで
┌
シャミチ［
┌
ʃamiʧi］（海
岸沿いの下道）から墓所へ葬送した。その担ぎ方をいう。棺を綱で吊るして担ぐこ
と。普通の葬送はナカ
┌
ミチ［naka┌miʧi］（中道）を通って墓所へ行く。このサギ
ガタミーの葬送の風習が廃止されたのは戦後になってからである。ある高齢者で村
の功労者でもある人が亡くなった際、サギガタミーでは不敬であるとの考えが固ま
り、この風習は廃止された。正月、お盆、五月マティーなどは祭祀の日程が変更で
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きないからである。その他の場合は死人が出た日は穢れているとのことで祭祀の日
程変更が行われた。七歳に達しない子供が死ぬ時は、
┌
ダキングヮ［
┌dakiŋgwa］（抱
き子）で葬送をした。
スァキジョー
┌
グー［r
○
akiʤoː┌guː］（名）
酒上戸。酒の大好きな人。
┌
アラー
┐
　スァキジョー
┌
グー　ナヤーマ
┐
　ピヒル
┌
マラン
┐
ヌミン
┌
ローヤー［
┌
ʔaraː┐　r
○
akiʤoː┌guː　najaːma┐　pΦiru┌maran┐　numin┌roːjaː］
（あれは酒上戸になって、真昼間からも酒を飲むよ）
スァキ
┌
ヌミャー［r
○
aki┌numjaː］（名）
酒飲み。大酒飲み。酒の好きな人。
┌
アラー
┐
　スァキ
┌
ヌミャー
┐
　ヤル［
┌
ʔaraː┐　
r
○
aki┌numjaː┐　jaru］（あの人は＜あれは＞大酒飲みである）
┌
サ
┐
ス［
┌sa┐su］（名）
┌
スォー
┐
ルイ［
┌θoː┐rui］（男性神職。＜棹取り＞の義）を指名する行事。本来は外
間ニーッチュ（外間根人）が行う。
┌
ユナ
┐
イガミ［
┌juna┐igami］（姉妹神）がいる
場合は、姉妹神も同席して行われる。ノロが火の神を拝み、
┌
ユナ
┐
イガミも一緒に
拝む。次にトゥパハシラにも祈願し、床の神にも祈願する。そこに母親と妻も同席する。
ニーッチュが来られることは、サス行事が承諾されることを意味する。ニーッチュ
の指名は断ることが出来ないからである。都合によって承諾不可能な場合は事前に
申し出てお許しを受けなければならない。（
┌
サシプゲー
┐
ル［
┌saʃipugeː┐ ru］の項
参照）
┌
スァティマンヌ
┐
　ワカ
┌
グラ［
┌r
○
atimannu┐　waka┌gura］（連）
┌
スォー
┐
ルイガナシの別名。「スァティマンの若五郎」の義か
┌
スァナバタ［
┌r
○
anabata］（名）
七夕。戦後になって行われるようになった行事。昔は、人が死んだ時に墓のある人は
墓の掃除をしたが、墓のない人が多かった。七夕の日からは水を茶碗に入れて霊前に
供えた。風葬は島の西海岸のウティ
┌
キン［ʔuti┌kiŋ］（地名）、┌グスク［┌gusu
○
ku］（地
名）、
┌
クンリ［
┌kunri］（地名）、スォー┌ル┐ク［θoː┌ru┐ku］（地名）の地で行われ
た。洗骨は 12 年ごとの寅年の冬に行われた。戦前までは、旅で死んだ人の納骨をす
る際は、浜辺で舟の帆を用いて仮屋を作り、そこで三日間宿泊をしながら墓の開け
られる日を待って洗骨をし、納骨したものである。グリー
┌
ジン［guriː┌ʤiŋ］（仏壇）
は島から余所へ移動させることは
┌
ハットゥ［
┌hattu］（法度。禁止）であった。久
高島では
┌
シーミー［
┌
ʃiːmiː］（清明祭）にも墓参の習慣はない。大正 12 年に福治
家の墓を建てた際、当時の貨幣で二千五百円の経費がかかった。当時の家一軒の建
築費は六百円であった。
┌
スァマガエー［
┌r
○
amagajeː］（名）
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神女たちの年齢階梯制（ageclass　system）の名称の一つ。イザイホーに参加した
人で、30歳から 70歳までの神女をさす。神女は 70歳で隠居し、御嶽から受け継いだ
セヂ（
┌
スァマガエーヌ
┐
　ウプフティ
┌
シジ［
┌r
○
amagajeːnu┐　ʔupΦuti┌ʃiʤi］）を孫
娘に継がせる。家の廊下の東南の角に祀ってある香炉（
┌
トゥパハシラ [
┌tupΦaʃira]
の神）より灰を分けて孫の香炉に入れ、セヂを引き継がせる
┌
スァマシワキ［
┌r
○
amaʃiwaki］（名）
漁獲物の受け取り分を配分すること。銘銘＜各自＞が受け取る分の漁獲物。
┌
ヤー　
スァマシ［
┌jaː　r
○
amaʃi］（君の受け取り分）。
スァムトゥ
┌
ウイエー［r
○
amutu┌ʔuijeː］（名）
神女たちの年齢階梯制の名称の一つである
┌
スァムトゥ［
┌r
○
amutu］になる祝い。
５月のソージマティーの前日に行われる。神女が60歳になったときに取得する資格で、
祭祀の雑役から開放されてノロのお供をするだけの神職が
┌
スァムトゥ［
┌r
○
amutu］（60
歳代神職）である。ノロがスァムトゥ祝いをする神女の家に来て神事を執り行う。
当家からは、ノロ、神人に対して前日にワーン
┌
ネー［waːn┌neː］（ご案内）がある。
当家では、ノロ、根神、根人に対する供物には皿で蓋をしておく。
┌
スゥシノー
┐
イ［
┌θuinoː┐i］（巳年生まれの男の人）は火の神に九合花米と┌アマガシ［┌ʔamaga
ʃi］（甘菓子）を供えて祈願する。60歳以上の神女がノロのお供をして祈願し、┌ス
ィル
┐
ル［
┌θiru┐ru］（神歌、ティルル）を歌う。次に┌スゥシノー┐イよりスァムト
ゥウイ
┌
エーをする人に盃を渡し、男兄弟よりノロへ御礼の献杯をする。最後に長男
よりノロへ献杯して終わる
スァルマー
┌
ユー［r
○
arumaː┌juː］（名）
神前に供える九椀のお粥。スォールイ
┌
マカネー［θoːrui┌makaneː］の神事の際に供
物として供えられる。
┌
ハイワ
┐
シ［
┌haiwa┐ʃi］（お代わり。「替え箸」の義か）の
中から取って、お代わりを勧めた
┌
スァングヮ
┐
ティ［
┌r
○
aŋgwa┐ti］（名）
旧暦三月
スァングヮティ
┌
ディナ［r
○
aŋgwati┌dina］（名）
三月三日に執り行われる大漁祈願の祭祀。「三月綱」の義か。十三歳、十五歳の若者が
大人と一緒に追込み漁に行く。昔は十三歳になる男子は、その日に初めて
┌
スァナ
┐
ジ
［
┌r
○
ana┐ʤi］（褌）を締めた。漁師見習いの意味が含まれている。その日に漁獲した
魚から三尾～五尾を外間殿と両ノロ家へ、スォールイが届ける。それを
┌
ウタカムン
［
┌
ʔutakamuŋ］（供物の漁獲物）という。残った魚は┌ハッシャ［┌haʃʃa］（頭。村頭）
が刺身にし、神酒と共に徳仁港から竜宮の神へお供えして祈願をした。ジュースァン
┌
ナヤー［ʤuːr
○
an┌najaː］（十三歳になった者）にも刺身が配られ、その日は徳仁港で
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酒宴が催された。ノロ家ではイラキ
┌
ニンジャラ［ʔiraki┌ninʤara］（麦を煎って粉に
したものをイモと捏ねてつくった食べ物。ウムニー）と煮魚を供えて祈願した。ノロ
家で作ったイラキニンジャラを、クダカ
┌
ヌンドゥ
┐
チ［kudaka┌nundu┐ʧi］（久高ノ
ロ家）からは久高スォールイ家へ、フカマ
┌
ヌンドゥ
┐
チ［Φukama┌nundu┐ʧi］（外間
ノロ家）からは外間スォールイ家へ持参し、スォールイはそれをスォールイ棚に供え
て祈願した。
スァングヮティ
┌
スァニティ［r
○
aŋgwati┌r
○
aniti］（名）
旧暦三月三日。この日には女性も漁に行く。
┌
ペーンシ［
┌peːŋʃi］（久高島の南側
＜南の瀬の義か＞、フマカジマ［Φumakaʤima］の近くにある干瀬の名）や┌スァ
ーキ［
┌r
○
aːki］（津堅島と久高島の間にある干瀬）へ行き、蛸漁をしたり貝拾いをし
たりした。この日にスァングヮティ
┌
ディナ［r
○
aŋgwati┌dina］（大漁祈願祭）も執り
行われる
スァン
┌
グヮティマティー［r
○
aŋ┌gwatimatiː］（名）
麦の収穫感謝祭。「三月祭り」の義。外間殿と久高殿において、九椀の
┌
ウカライ
［
┌
ʔukarai］（お飾り）、酒、煮魚等を供えて祈願した。神に対する感謝の祭り。供物は、
戦前は麦飯を供えたが、現在は米飯を供えている。これを
┌
ジーンバイ［
┌
ʤiːʔmbai］
（地元の土地で生産された穀類で作る供物の飯。盛飯。ユーナの葉で覆い、ススキの
茎を挿したものを丸い小型のバーキ＜竹笊＞に入れ、お膳に載せたもの。その上に
小皿に塩を入れたものを置く）といい、
┌
ハッシャ［
┌haʃʃa］（頭。村頭）と各組（10
組）から供出される。久高殿と外間殿においてアサマティーとユーマティー、そし
て翌日のアサマティーに供えられた。アサマティーの後にスベーラキに参拝し、そ
の後にフボー御嶽に参拝する。ユーマティーは、一膳に７椀ずつ揃えたもの二膳（マ
ーミキ）を供え、
┌
ンチャティオージ［
┌
ʔnʧatiʔoːʤi］で┌タルマーミキ［┌tarumaː
miki］（「樽真神酒 ｣ の義か）の上を外間ノロが四回祓う。その後、ノロや祭り参加
者にトーウンシャクが神酒を捧げる。ウンシャク［
┌
ʔuŋʃaku］は 53 歳から 60 歳ま
での神女が担当する神職（４名）。
┌
ウヤウンシャク［
┌
ʔujaʔuŋʃaku］は両ノロと根
神に酌を捧げる神職（３名）。
┌
トーウンシャク［
┌toːʔuŋʃaku］は 60 歳以上の┌スァ
ムトゥ［
┌r
○
amutu］に神酒を捧げる神職（４名）。┌アシクム［┌ʔaʃikumu］（椀の
一種で柄が付いているもの）はムラガッシャ（頭）がトーウンシャクに神酒を注ぐ
際に用いられる。トーウンシャクに神酒を注ぐのはムラガッシャ（頭）の役目である。
ウヤウンシャクにはニブ
┌
スゥイ［nibu┌θui］（神女）が担当する。ニブスゥイはイ
ザイホーの時のスィルル［θiruru］（神歌）にも歌われている。┌ンナグラー［┌nna
guraː］（数え年 15 歳の生年）が魚を吊るした棒を担いで神職者の後ろに立ち、スォ
ールイと神職者が並んで東方に向かって祈願した後、少年が
┌
クカーウ ［ー
┌kukaːʔuː］
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と１回唱えるとユーマティーが終わる。外間殿、久高殿では、クカーウーの時の魚
を煮魚にして翌日のアサマティーに供物として出す。煮魚は祈願した後に、ノロや
神職者によって食された
┌
スァンカー［
┌r
○
aŋkaː］（名）
生後一年目の誕生祝い。
┌
スァンカー
┐
　ウイ
┌
エー［
┌r
○
aŋkaː┐　ʔui┌jeː］（誕生祝い）
ともいう。メリケン粉一袋を使って
┌
アンダーギ［
┌
ʔandaːgi］（油揚げ。てんぷら）
や
┌
フクミン［
┌Φukumiŋ］（エビてんぷら）、┌カタハランブー［┌kataharambuː］（祝
儀用てんぷら）、
┌
スィームン［
┌θiːmuŋ］（吸い物）、┌ハラザカナ［┌haraʥakana］
（魚の煮付）、ンギャナ
┌
ドゥネー［ŋgjana┌duneː］（ニガナの和え物）などを作って、
本家や母方の仏前に供えた。書物や算盤、お金などをお膳に並べて子供がどれを取
るかを楽しみつつ、大きく成長することを祈願した。
┌
シューヤ　チャクシヌ　スァ
ンカー
┐
　ウイ
┌
エー　ヤイビークトゥ　イモー
┐
チ　ウイ
┌
エーッ
┐
チ　スゥラシン
┌
ショーリバ［
┌
ʃuːja　ʧakuʃinu　r
○
aŋkaː┐　ʔui┌jeː　jaibiːkutu　ʔimoː┐ʧi　ʔui　
┌jeːt┐ʧi　θuraʃiŋ┌ʃoːriba］（今日は長男の誕生祝いですのでおいでなさってお祝い
して下さい）
┌
スァンシン［
┌r
○
aŋʃiŋ］（名）
三味線。「三線」の義。シブ
┌
バヤー
┐
　ドゥー
┌
シャーマン　パハイタン　チュン
┐
　グ
タ
┌
スァー［
┌
ʃibubajaː┐　duː┌ʃaːmam　pΦaitan　ʧuŋ┐　guta┌r
○
aː］（渋張りの三味
線は自分自身で張った人もいたよ）。
┌
アラー　ンギャナー
┐
　ヤスィガ　
┌
スァンシン
ピキーヤ　ンギャナー
┐
　スァン
┌
タン［
┌
ʔaraː　ŋgjanaː┐　jaθiga　┌r
○
aŋʃim　pikiː
ja　ŋgjanaː┐　r
○
an┌taŋ］（あれは吃音者だが三味線を弾くと吃らなかった）
┌
スァンリンショー［
┌r
○
anriŋʃoː］（名）
易者。「三世相」の義。筮竹を使い、易によって人の吉凶を占うを業とする人。人の
生年月日や干支、人相などによって、その人の吉凶を占っていた。
┌
ジーキヌ
┐
　グァンタティ［
┌
ʤiːkinu┐　gwantati］（連）
屋敷の願立て。
┌
ジーキヌ　ウグヮン［
┌
ʤiːkinu　ʔugwaŋ］ともいう。普通はヤシ
┌
キヌ　ウグヮン［jaʃi┌kinu　ʔugwaŋ］（屋敷のお願）という。ヤシ┌キヌ　ウサン
ミ［jaʃi┌kinu　ʔusammi］（屋敷のお願）ともいう
スィカ
┌
シュン［θi
○
ka┌ʃuŋ］（動）
敷かせる。当てる。
┐
ハコー　スィカ
┌
シュン［
┐hakoː　θi
○
ka┌ʃuŋ］（おむつを当て
る＜敷かせる＞）
┌
ジーンバイ［
┌
ʤiːʔmbai］（名）
土地産の穀物で作られる供物のご飯。ご飯をユーナの葉で覆い、ススキの茎をさし、
これを丸い小型のバーキー等に入れてお膳に載せたもの。その上に塩を盛った小皿
Hosei University Repository
－ 161 －
を置く。ジーンバイを久高殿と外間殿のアサマティーとユーマティー、そして翌日
のアサマティーに供える。アサマティーの後にスベーラキに参拝し、その後にフボ
ー御嶽に参拝する。ユーマティーには、一膳に七椀ずつ並べて供えた二膳（タルマ
ーミキ）の上を外間ノロが
┌
ンチャティオー
┐
ジ［
┌nʧatiʔoːʤi］で祓った。その後に
ノロや参加者にトーウンシャクから神酒が捧げられた
┌
ジ
┐
ク［
┌
ʤi┐ku］（名）
普通の家庭の女性。一般の家庭婦人。「俗」の義か。色町の女性を
┌パハナ［
┌pΦana］（花）
と言うのに対する表現。
┌
ジグク［
┌
ʤiguku］（名）
地獄
シティグヮティ
┌
ディナ［ʃitigwati┌dina］（名）
「七月綱」の義か。
┌
ウプフマーミキ［
┌
ʔupΦumaːmiki］（７月下旬の┌ミーンニー
［
┌miːnniː］＜壬の日＞に執り行われる大漁祈願祭）の後、適当な┌ミーンニ ［ー┌miːnniː］
（壬）の日を選んで（普通は
┌
アラミンニー［
┌
ʔaraminniː］＜月の初めの壬の日＞に）
執り行われる。13歳と 15歳の男子（
┌
ンナグラー［
┌nnaguraː］＜貝を保管する所の
係りとなる男子＞）がスォールイガナシーと一緒に
┌
スァーキビシ［
┌r
○
aːkibiʃi］（津
堅島と久高島の間にある干瀬の名。海底地名）で追い込み漁をし、漁獲した魚を
┌
ウ
タカムン［
┌
ʔutakamuŋ］（神に供える漁獲物）として、┌ミー┐アムトゥと神職者に
献上する行事
シマ
┌
グシナ［ʃima┌guʃina］（名）
┌
クルキミ
┐
ボー［
┌kurukimi┐boː］（シマグシナの杖。棒）ともいう。四月と九月の
┌
ハンジャナシ ［ー
┌hanʤanaʃiː］（島を祓い清める神事）の祭祀に用いる棒。赤い棒。
島建ての時、アマミャーハンジャナシーが持ったといわれる棒。ユナンマの浜まで
下りてきて、これで浜を祓い清める。ニライカナイから来臨された神が久高島を祓
い清めるといわれている。
┌
シュバ［
┌
ʃuba］（ススキの茎）を両手に持って、それ
を振りながら清める。これが終わると外間殿の前で報告をする
┌
スィムティキ［
┌θimutiki］（名）
十一月。
┌
ティムティキ［
┌timutiki］（霜月）ともいう
┌
シャクウガミ［
┌
ʃakuʔugami］（名）
「酌拝み」の義。正月元旦と三日の両日に外間殿と久高ノロ家で行われる。正月のヘ
ーナーガーキーの
┌
スィリ
┐
ル［
┌θiri┐ru］（ティルル。神歌）の後、┌ンモーカシの
祈願がなされ、ノロとニーガンより酌を受ける。現在はノロ、ニーガンが不在のた
めニーチュ（根人）が代行している。酌拝みは神職者より始め、年齢順に行う。同
年の場合はティキシージャ（生まれ月の早い人）の順に受ける。ノロとニーガン（根
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神）の前に、男子は 15 歳から 70 歳までの人が、女性はイザイホーに参加した人か
ら 70 歳までの人が進み出て、対座して酌を頂き、一年中の健康祈願をしていただく。
一日の日は、ユキガジャク［jukigajaku］（男の酌）から始まり、三日の日はユナグ
ジャク［junaguʤaku］（女の酌）から始まる。酌を頂く際、先ずお盆に盃を二個置き、
それぞれに酒を注いでノロに差し上げる。ノロはそれを受け取り、酌を頂く本人の
ために一年間の健康祈願をする。それが済むとノロより本人へ返盃される。本人は
それを押し頂いて盃に酒を注ぎ、次の人の酌の準備をして退座する。退座と共に三
味線が始まり、外間殿のミャー（庭）でカチャーシを舞って席に帰る。ノロはシャ
クヌフｴーの際に神より霊力を授かることになり、その力で人々の健康祈願を行う。
久高ノロ家での酌は、外間ノロ家関係では神職者だけ参加する。酌は、男は酒で受け、
女性は神酒で受ける。三日の日に仕事の都合がつかない人は、一日の日に二度の酌
を受けるのが通例である。
┌
シャクヌフェー［
┌
ʃakunuΦeː］（名）
「酌の拝 ｣ の義。ノロが酌を拝む人から神酒を受けて、その人の一年中の健康祈願を
し、その神酒を酌を拝む人に授けて祝福すること。
┌
シャミチ［
┌
ʃamiʧi］（名）
海岸沿いの道。「下道」の義。
┌
イリーミチー［
┌
ʔiriːmiʧiː］（西側の道）ともいう。
十五夜、正月、お盆等の節日に死亡した人はサギガタミにして葬送した道。
ジュー
┌
グヤー［ʤuː┌gujaː］（名）
８月 15 日に行われる健康祈願祭。前日の 14 日にパハカイ
┌
メー［pΦakai┌meː］（「計
り米 ｣の義。15歳から 70歳までの男子が供出するもの。糯米３合、現金、酒が十五
夜の祭祀用として供出される）が行われる。これでもってブー
┌
シンカ［buː┌ʃiŋka］（賦
役仲間）が餅を作る。正人１人当たり３段重ねの餅を１組ずつ作る。外間殿では村
中の正人（15 歳から 70 歳までの男子）の分を作り、久高殿では パハカイメーを提出
した人の分（参拝する関係者の分）のみ作る。出稼ぎに行った人の分も当該家庭か
ら パハカイメーが供出された。祈願が終了すると各家庭から供出された人数分の餅が
各家庭へ配られる。外間殿ではデイゴの樹と石垣の間に
┌
ミョーブ［
┌mjoːbu］（屏風。
幕）が張られ、提灯が吊るされ、その下に供物（普通の高膳にカンビン４本＜正人
よりの供物＞、円形の高膳に２個のコップ２組、
┌
スァルマーミキ［
┌r
○
arumaːmiki］
＜樽真神酒＞９椀＜神女からの供物＞）が供えられる。それに９個の餅（３段重ね。
外間ノロの供物）、７組の餅（根神の供物）、５組の餅（外間根人の供物）、３組の餅
（ノロのウメーギの供物）が供えられる。それらを揃えて供え、月に向かって祈願をし、
次に外間殿に向かって祈願がなされる。その次に外間拝殿の前で東方に向かって同
じ祈願がなされる。その時外間ノロ家の香炉と外間殿の大香炉を外間拝殿の檀の下
Hosei University Repository
－ 163 －
に置き、線香を一杯立てて焚く。外間殿の香炉も同じく拝殿の下に移して、シマウ
コー（沖縄板香）を一杯立てて祈願する。祈願が終わると、各家庭へ餅が配られる。
久高ノロ家でも外間ノロ家と同じ祈願がなされる。配られた餅は各家庭のトゥパシ
ラの前に供えられ、その家の人によって祈願がなされ、火の神の前にも祈願される。
ジュー
┌
グヮ
┐
ティ［ʤuː┌gwa┐ti］（名）
十月。ジュー
┌
グヮター　マーミキグヮーヌ　マティーヌ
┐
　アスァー　
┌
ウヌ　ユ
スァンディラー
┐
　スォー
┌
ルイヌ　ナイハワイヌ
┐
　アスァー［ʤuː┌gwataː　maː
mikigwaːnu　matiːnu┐　ʔar
○
aː　┌ʔunu　jur
○
andiraː┐　θoː┌ruinu　naihawainu┐　
ʔar
○
aː］（十月はマーミキグヮーの祭りがあるよ。その日の夕方からスォールイの交
代があるよ）
ジュースァン
┌
ナヤー［ʤuːr
○
an┌najaː］（名）
「十三歳になった者｣の義。十三歳の男子。スァングヮティ
┌
ディナ［saŋgwati┌dina］（３
月３日の大漁祈願祭）に、13 歳、15 歳になる男子が始めて褌をしめて大人と一緒に
追い込み漁をした。
シューカー
┌
ワタイ［ʃuːkaː┌watai］（名）
「潮川渡り」の義。旅で死んだ人のクティ
┌
スァマ［kuti┌r
○
ama］（お骨）を、海を渡
って故郷の墓所ヘ納骨すること。三日間ほど浜で宿泊して不浄を祓い清めた後、墓
のある人は墓に納骨し、墓のない人は海辺のガマ（洞窟）に納めた。浜での小屋掛
けは、後には１泊、２泊で終了するようになった。サバニの帆をテント代わりにし
て小屋掛けをし、宿泊した。久高島では寅年の洗骨に合わせてシューカー
┌
ワタイを
した
┌
ジューマティー［
┌
ʤuːmatiː］（名）
新スォールイが初めて参加する行事。島人の健康祈願祭。昨年の 10 月から今年の９
月までの健康のシリガプフー［ʃirigapΦuː］（感謝の祈願）と、今年 10 月から来年９
月までの健康祈願の
┌
ウガンダティー［
┌
ʔugwandatiː］（願立て）がジューマティー
で祈願される。従って、これは
┌
シリガプフーと
┌
グヮンタティーの二つの祭祀を二
重に重ねた祭りの義であろう。祭りは全神職者によって執り行われる。
┌
ハッシャ
［
┌haʃʃa］（村頭）の妻によって祭りの諸準備がなされる。祭りの前日にはハカイ
┌
メー［hakai┌meː］（祭祀用の米と金銭の供出）が行われ、神職者の妻たちもこれを
加勢する。シリガプフーの祭りの当日は、朝早くから供物の準備がなされる。
┌
ニン
ジャラ［
┌ninʤara］（麦と芋を煮て握った握り飯）が昔の供物であったが、現在は米
の握り飯に変わっている。細長く握った飯を九個ずつ立てて椀に盛り、九椀をパハー
シ
┌
ブン［pΦaːʃi┌buŋ］（お鉢盆）に入れて供える。それにカンビンに酒を入れて１本、
焼き魚を一皿供える。外間殿の火の神の前の供物はカンビン２本、盃１個、メーニ
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ギリ［
┌meːnigiri］（米の握り飯）を２椀、ハラザカナ２皿、これらを供えて昨年の
10 月から今年の 10 月までの感謝の祈願をする。それが済むとウプフグイ［ʔupΦugui］
（大庫裡）の前で九椀の供物を供えて外間ノロが祈願をする。参加者は神職者だけに限
られており、島人全員の健康祈願が執り行われる。それが済むと二人のスォールイと
アカッチュミーが供物を頂く。供物を頂くことを
┌
ハミー
┐
ン［
┌hamiː┐ŋ］（押し頂く。
捧げ頂く）という。村頭の妻がスォールイとアカッチュミーの家に供物を配達する。
┌
シュバ［
┌
ʃuba］（名）
（植）茅。悪霊を祓うのに用いる
シュバ
┌
サシ［ʃuba┌sai］（名）
シバサシの祭り。
シュラスァ
┌
ナシュン［ʃurar
○
a┌naʃuŋ］（動）
洗骨する。昔は寅年に洗骨した。シン
┌
クティーヤ　スゥラドゥシヌ
┐
　ジュー
┌
グヮ
ティヌ　パハティカ　ピーカイ
┐
　シマ
┌
ジュー
┐
　シン
┌
クテャー　シュン［ʃiŋ┌kutiː
ja　θuraduʃinu┐　ʤuː┌gwatinu　pΦatika　p’iːkai┐　ʃima┌ʤuː┐　ʃiŋ┌kutjaː　ʃuŋ］
（洗骨は寅年の 10 月 20 日に、島中の家で洗骨が行われた）
ショー
┌
ガチ［ʃoː┌gaʧi］（名）
正月。
┐
ギー　
┌
ショーガチ
┐
　ヤイ
┌
ビールヤ ［ー
┐giː　┌ʃoːgaʧi┐　jai┌biːrujaː］（い
い正月ですねえ）
ショーガチ
┌
リー［ʃoːgaʧi┌riː］（名）
正月の年始回り。ショー
┌
グヮチーヤ
┐
　シャク　
┌
ウガミン
┐
　メー
┌
カイ
┐
　ウプフ
┌
ヤーヌ　グリージン
┐
　ウガリ
┌
カラー　マタ　ハナスァ　スァットゥーヌ
┐
　ウヤ
┌
スィラネー
┐
　ショーガチ
┌
リー　シーガ
┐
　イキン　ウヤ
┌
スィラヌ　トゥクマー
┐
シャク　
┌
ウガリカラ　イキ
┐
ン　
┌
チュン
┐
　グン［ʃoː┌gwaʧiːja┐　ʃaku　┌ʔugamim┐
meː┌kai┐　ʔupΦu┌jaːnu　guriːʤiŋ┐　ʔugari┌karaː　mata　hanar
○
a　r
○
attuːnu┐　ʔu
ja┌θiraneː┐　ʃoːgwaʧi┌riː　ʃiːga┐　ʔikiŋ　ʔuja┌θiranu　tukumaː┐　ʃaku　┌ʔuga
rikaraː　ʔiki┐n　┌ʧuŋ┐　guŋ］（正月は酌を拝む前に本家のご霊前を拝んでから、ま
た可愛がって頂いている先輩に正月（年頭）の挨拶をしに行く。先輩の家＜所＞の
酌を拝んでからノロの酌を拝みに行く人もいる）
ショー
┌
ガチリキー［ʃoː┌gaʧirikiː］（名）
旧暦一月。「しょうがつ・つき（正月・月）」の義。ショー
┌
グヮ
┐
チグヮンタン［ʃoː
┌gwa┐ʧigwantaŋ］（正月元旦）には、┌モーカーシー┐ヌ　フェー［┌moːkaːʃiː┐nu
　Φeː］（豊作祈願）、┌シャクヌフェー［┌ʃakunuΦeː］（酌の祈願）があり、┌ヘーナ
ーガーキー
┐
ヌ　
┐
スィリル［
┌heːnaːgaːkiː┐nu　┐θiriru］（健康と豊作、豊漁祈願の
神歌。イザイホーに参加した神女たちが歌う）が歌われる。ノロと根神より、15歳以
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上 70歳までの男子と、イザイホーに参加した 70歳までの神女が酌を拝受＜拝む＞す
る。その後に直会が行われる。男達は同志の者が各自の家を回って、
┌
ヤープフミカシ
［
┌jaːpΦumikaʃi］（家を賑わすこと）をする
ショー
┌
コー［ʃoː┌koː］（名）
焼香。法事。
┌
ナンカ［
┌naŋka］（七日焼香。七日忌）。┌アラナン┐カ［┌ʔaranaŋ┐ka］
（第 1回の法事。新七日忌）。┌タナンカ［┌tanaŋka］（二七日忌）。┌ミナンカ［┌mi
naŋka］（三七日忌）。┌ユナンカ［┌junaŋka］（四七日忌）。イティ┌ナンカ［ʔiti┌na
ŋka］（五七日忌）。┌ムナン┐カ［┌munaŋ┐ka］（六七日忌）。シン┌ジュークニ┐チ［ʃin
┌
ʤuːkuni┐ʧi］（四十九日忌）がある。一、三、五、七忌には餅を供えた。二、四週
忌には、お握りと菓子を供えた。ハラザカナ［haraʣakana］（てんぷら、かまぼこ、
こんぶ、大根など）をお重に詰めて供えた。チュ
┌
ナンカとシン
┌
ジュークニ
┐
チは大
きくする。重箱と餅を供える。チュ
┌
クミ［ʧu┌kumi］（一組の重、餅二重箱、ハラ
ザカナ ､二重箱をセットにしたもの）を供える
ショー
┌
コームン［ʃoː┌koːmuŋ］（名）
焼香物。法事に供えるもの。仏前に供える供物。幼児達は供物の餅やご馳走を頂く
のを楽しみにしていたので、無邪気にも、イッ
┌
ター　パハーパハー
┐
　ヒーヤ　
┐
ム
チ　
┐
カー
┌
ヤ
┐
ー［ʔit┌taː　pΦaːpΦaː┐　çiːja　┐muʧi　kaː┌ja┐ː］（君のところのお祖
母さんが亡くなったら餅を食べようねえ）などと話していたものである。法事用の
料理は日常的には食することの出来ない珍品料理であった
┌
シラタルー［
┌
ʃirataruː］（名）
御嶽名。シラタルー宮。伝説上の人名で、玉城村百名から始めて久高島に来た人と
言われており、島を創建した人として祀られている（『遺老説伝』）。妻は、
┌パハーガ
ナシー［
┌pΦaːganaʃiː］（母ガナシ＜様＞）といわれており、┌シラタルー　パハーガ
ナシー（シラタルー母ガナシ様＜シラタルーご夫妻様＞）と尊称されている。ウプフ
ンシミ（大西銘）から香炉をウドゥンミャーの東側に移してお宮を建立し、村人に
拝まれている御嶽。ウプフヌシガナシーのウグヮンダティーに拝んで回る
シン
┌
ク
┐
ティ［ʃiŋ┌ku┐ti］（名）
洗骨。13年ごとの寅年の 11月に死者の洗骨を行った。旅で死んだ人は洗骨までは墓
の下の
┌
ガマ［
┌gama］（洞窟）に安置していた。┌シェンジェノー┐　スァ┌ビ┐カイ
┌
マーシュン
┐
チョー　パハ
┌
カヌ　ッシャヌ　ガマカイ　ウチューティ
┐
　シン
┌
クティ
ヌ　ピール
┐
　シン
┌
ジュチャー　イリータル
┐
　シン
┌
クチ　ムッ
┐
チ　チューン
┌
バー
イヤ　ユランバマヌ　パハマカイ　プー　ピチ　ミッカー
┐
　スゥ
┌
マティカラル
┐
　ム
ラ
┌
ウチャー　イラリータル［
┌
ʃenʤenoː┐　r
○
a┌bi┐kai　┌maːʃun┐ʧoː　pΦa┌kanu　
ʃʃanu　gamakai　ʔuʧuːti┐　ʃiŋ┌kutinu　piːru┐　ʃin┌ʤuʧaː　ʔiriːtaru┐　ʃiŋ┌kuʧi
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mut┐ʧi　ʧuːm　┌baːija　jurambananu　pΦamakai　p’uː　p’iʧi　mikkaː┐　θu┌ma
tikararu┐　mura┌ʔuʧaː　ʔirariːtaru］（戦前は旅で亡くなる人は墓の下の洞窟に置い
ておき、洗骨の日にお墓へは入れた。洗骨を持ってくる場合はユランバマの浜に帆を
張って、三日間泊まってから村内へは入ることができた）。洗骨する事を、
┌
シュラス
ァナシュン［
┌
ʃurar
○
anaʃuŋ］（きれいにする。美しくする。＜洗骨する＞）ともいう。
悪天候で徳仁港へ入港せざるを得ないときは、穢れを祓う祈願をした。これを
┌
ウスゥ
リヌ
┐
　ウグヮン［
┌
ʔuθurinu┐　ʔugwaŋ］（畏敬の祈願）という。徳仁港の神、ス
ベーラキを始めとする諸神に対する畏敬の祈願という
┌
シンジュ［
┌
ʃinʤu］（名）
墓。「寝所」の義か。
┌
シンジュ
┐
マチガニ［
┌
ʃinʤu┐maʧigani］（墓）ともいう
┌
スジ［
┌suʤi］（名）
神女が額に付ける印。米粉を溶かして用いる。
┌
スァー
┐
キ［
┌r
○
aː┐ki］（固）
海底地名。津堅島と久高島の間にある干瀬（環礁。リーフ）の名。旧暦の三月三日
の大潮には、女性たちも
┌
スァー
┐
キ［
┌r
○
aː┐ki］へ蛸漁に行った所
┐
ステー［
┐su
○
teː］（名）
所帯。家計の遣り繰りをすること。家庭経済を切り盛りすること。
┌
スァー
┐
ガ　
┐
ス
テー　
┌
ムッチューガ［
┌r
○
aː┐ga　su
○
teː　┌mutʧuːga］（誰が家計を切り盛りしている
か。家計の責任者は誰か）。
┐
ステー　
┌
ジョー
┐
リ［
┐su
○
teː　┌ʤoː┐ri］（所帯もち上手。
家計の遣り繰り上手）
┌
スネー［
┌suneː］（名）
和え物。大根やにがな（苦菜）と刺身を和えて作る酢の物。「酢の和え」の義か。デー
クン
┌
ドゥネ ［ーdeːkun┌duneː］（大根の和え物）。ンギャナ┌ドゥネ ［ーŋgjana┌duneː］
（苦菜の和え物）をお膳に載せて船霊に供え、大漁祈願をした。船霊のない場合は舳
先に供えて祈願した
┌
スバサシ［
┌subasaʃi］（名）
旧暦八月九日に行われる村のお祓いをする神行事
スリー
┌
ジュリー［suriː┌ʤuriː］（名）
集まること。うち集うこと。「揃いぞろい」の義。
┐
アマヌ　
┌
ウイエーヤー
┐
チ　ス
リー
┌
ジュリーッチューティ　イキタスァー［
┐
ʔamanu　┌ʔuijeːjaː┐ʧi　suriː┌ʤuriː
tʧuːti　ʔikitar
○
aː］（あそこのお祝いに打ち揃って行ったよ）
┌
スン［
┌suŋ］（動）
する。動作を行う。
┌
スァン［
┌r
○
aŋ］（しない）。┌チャン［┌ʧ'aŋ］（した）。┌スィバ
［
┌θiba］（～したら）。┌シグトゥ　ッチー┐　ヘー┌イン［┌ʃigutu　tʧ'iː┐　heː┌iŋ］（仕
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事をして帰る）。
┌
スィバ［
┌θiba］（～しなさい）。┌シグトゥ　スィバ［┌ʃigutu　θi
ba］（仕事をしなさい）。┌シグ┐トゥ　┌スン┐チョー　┌グラン［┌ʃigu┐tu　┌sun┐ʧoː
┌guraŋ］（仕事をする人はいない）。┌ススァー　ススィガ　ムロー　スァンローヤー
［
┌sur
○
aː　suθiga　muroː　r
○
anroːjaː］（することはするが、全部はしないよ）。┌シグ
トー
┐
　スァン
┌
トゥーティン
┐
　ティマン
┌
ガン
┐
　トゥラ
┌
リーヤ［
┌
ʃigutoː┐　r
○
an┌tuː
tin┐　timaŋ┌gan┐　tura┌riːja］（仕事はしないで手間賃が取れるものか）。┌シグトー
スィバル
┐
　ティマー　トゥラ
┌
リール［
┌
ʃigutoː　θibaru┐　timaː　tura┌riːru］（仕
事をしてはじめて手間賃も貰えるものだ）
┌
スィーンム
┐
チ［
┌θiːmmu┐ʧi］（名）
各門中が細長い餅を作り、高膳に供えて執り行われる健康祈願祭。八月十一日の
┌パハ
ティグヮティグルイ［
┌ pΦatigwatigurui］（八月踊り）が終わって後、細長い餅を１
椀に９本ずつ立て、その９椀をファーチブン（高膳）に載せて久高ノロ家や外間ノ
ロ家がシラタルの宮において健康祈願を執り行う。その翌日、ムトゥ家、アガリン
ジョー家、ウプフンシミ家、大里家、首里ガレー、西銘家、チマリヤー、宮平家にお
いても健康祈願が執り行われる
┌
スィームン［
┌θiːmuŋ］（名）
料理名。吸い物。煮立てた出し汁に塩などの調味料を加えて味をととのえ、魚肉や
野菜を入れて実とする。ンギャナ
┌
ドゥネー［ŋgjana┌duneː］（苦菜の和え物）と一
緒に
┌
スァンカー
┐
ウイエー［
┌r
○
aŋkaː┐ʔuijeː］（誕生祝い）などに出された
┌
スィーンユタ［
┌θiːʔjuta］（名）
神職者（神人）の一種。一族の家庭レベルの一切の神事を執り行う巫女。一族の中
では一定の人物がスィーンユタになることに決まっている
スィカ
┌
シュン［θika┌ʃuŋ］（動）
あやす。子供をあやす。「すかす（賺す）」の義。
┌
ワラ
┐
ビ　スィカ
┌
シュン［
┌wara┐bi
θika┌ʃuŋ］（子供をあやす）。スィカ┌チャン［θika┌ʧaŋ］（あやした）。スィカ┌スィバ［θika
┌θiba］（あやしなさい）。┐ワラビ　スィカ┌チャクトゥ　ナカン　ナタン［ ┐warabi　
θika┌ʧakutu　nakannataŋ］（子供をあやしたので泣かなくなった）。┌ム┐スィ　ワラ
ビ　スィカ
┌
シーヤ
┐
　ナ
┌
カン［
┌mu┐θi　┐warabi　θika┌ʃiːja┐　na┌kaŋ］（もし子
供をあやしたら、子供は泣かないよ）。スィカシ
┌
ジョーリ　ヤンシャコー
┐
　ワラ
┌
ビヤ
┐
ナカン［θikaʃi┌ʤoːri　jaŋʃakoː┐　wara┌bija┐　nakaŋ］（あやし上手だったら泣かない）
スィティ
┌
グヮティ［θiti┌gwati］（名）
「七月」の義。お盆。旧暦７月 13 日の午後２時ごろに
┌
ウンケ ［ー
┌
ʔuŋkeː］（お迎え。
祖霊迎え）を行う。仏壇には砂糖きびを約 20 センチの長さに切ったものを５, ６本
束ねて位牌の両側に供え、グシナ
┌
グジー［guʃina┌guʤiː］（担い棒。「担い荻＜黍＞」
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の義）２本も供える。重箱のチュ
┌
クミ［ʧu
○
┌kumi］（「１組」の義。餅、２重箱と、
┌
ハララカナ［
┌hararakana］＜昆布、牛蒡、蒲鉾、焼き魚＞などを詰めた２重箱）
を供えるのが慣わしである。
┌
ハンジュー［
┌hanʤuː］（重箱１組の半分のこと）は
供えなかった。14 日の昼には
┌
ダグ［
┌dagu］（だんご）を供え、┌ウー┐クイ［┌ʔu
ː┐kui］（お送り。精霊送り）は 16 日の昼に行われた。┌タナバタ［┌tanabata］（七夕）
からは仏壇に水を供えた。これを、
┌
ミリテ　ィキーン［
┌miri　tikiːŋ］（水を供える）
という
スィティ
┌
グヮティディナ［θiti┌gwatidina］（名）
「七月綱」の義。漁労祭。
┌
スァーキ
┐
ビシ［
┌r
○
aːki┐biʃi］（津堅島と久高島の間にあ
る環礁。ターキビシと記されることもある）で
┌
アンティキャー［
┌
ʔantikjaː］（追
い込み漁）をすること。13 歳から 15 歳までの男子をスォールイが引率し、一緒に
漁をする。漁獲物の中から選んだ献上の魚（
┌
ウタカムン［
┌
ʔutakamun］）３尾か
５尾を
┌
ミー
┐
アムトゥ［
┌miː┐ʔamutu］に供える
┌
スィナンバイ［
┌θinambai］（名）
「砂のお握り」の義。泥でお握りを作ったもの。
┌
ンチャンバイ［
┌nʧambai］（土の
握り）ともいう。
┌
ヒジムン［
┌
çiʤimuŋ］（化け物。マジモノ。魔物）に化かされて
「砂のお握り」を食わされたという昔話がある。
┌
スァンニチ　ミーカイ
┐
　トゥメー
ラ
┌
タッチスィガ　スィナンバイ　キラトゥータッチスァー［
┌r
○
anniʧi　miːkai┐　
tumeːra┌tatʧiθiga　θinambai　kiratuːtatʧir
○
aː］（三日目に探しだされたそうだが、
砂のお握りを食わされていたそうな）。
┌
ウラー
┐
　シマヌ　スゥスゥ
┌
インシャー
┐
　
パハナ
┌
シー　ヤイビール［
┌
ʔuraː┐　ʃimanu　θuθu┌iŋʃaː┐　pΦana┌ʃiː　jaibiːru］（こ
れは島の年寄り達の話でございます）
┌
スィババンミ
┐
チ［
┌θibabammi┐ʧi］（固）
地名。葬式のとき、一時ガンを止めて、ニラー
┌
ハナ ［ーniraː┌hanaː］（ニライカナイ）へ、
┌
ユースィリヤビタン［
┌juːθirijabitaŋ］（亡くなりました＜世を去りました＞）と報
告するところ。ガンを担ぐ男七名が報告した。
┌
アヌ
┐
　ウプフ
┌
シュー　ソーシキャー
┐
シマ
┌
ジューンチュ
┐
　ンギ
┌
トゥータッチスァー［
┌
ʔanu┐　ʔupΦu┌ʃuː　soːʃikjaː┐　
ʃima┌ʤuːnʧu┐　ŋgi┌tuːtatʧir
○
aː］（あのお祖父さんの葬式には島中の人が出ていたそ
うだよ）
┌
スィムティキ［
┌θimutiki］（名）
陰暦十一月のこと。「霜月」の義。
┌
スィラ［
┌θira］（名）
寺。久高島では寺はなく、ほとんど寺を利用しない。ナン
┌
ミンヌ　スィラ［nam
┌minnu　θira］（波の上のお寺）
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┌
スィルマン［
┌θirumaŋ］（名）
孵でかわりの子孫。
┌
オースィルマン［
┌
ʔoːθirumaŋ］（奥武島より久高島回りにや
ってくる人々）
┌
スィレー［
┌θireː］（名）
ご馳走を振る舞うこと。大盤振る舞い。饗応。おごり（奢り）。
┌
アマヌ
┐
　シチジュ
ー
┌
スァンヌ　ウイエーヤ
┐
　スィレー　
┌
マンドゥータスァー［
┌
ʔamanu┐　ʃi
○
ʧiʤu
ː┌r
○
annu　ʔuijeːja┐　θireː　┌manduːtar
○
aː］（あそこの家の七十三の祝儀は引出物や
ご馳走がとても多かったよ）
スィレー
┌
イン［θireː┌jiŋ］（動）
おごる（奢る）。ご馳走を振舞う。大盤振る舞いをする。饗応する。引出物を出す。
スィレー
┌
ター
┐
　グラン
┌
タン［θireː┌taː┐　guran┌taŋ］（ご馳走を振舞わなかった。
奢らなかった）。
┌
アマヌ
┐
　シチ
┌
ジュースァンヌ　ウイエーヤ
┐
　スィレー
┌
ランタ
ン［
┌
ʔamanu┐　ʃiʧi┌ʤuːr
○
annu　ʔuijeːja┐　θireː┌rantaŋ］（あの家の七十三の祝儀
はあまりふるわなかった。普通程度の祝いだった）。
┌
アマヌ
┐
　スィレー
┌
イクト
ゥ　チューティ
┐
　ウッカ
┌
チューティマリーヤ
┐
　スィレー
┌
ランティン
┐
　スィミ
ーン
┌
ローヤー［
┌
ʔamanu┐　θireː┌jikutu　ʧuːti┐　ʔukka┌ʧuːtimariːja┐　θireː┌ra
ntin┐　θimiːn┌roːjaː］（あそこの家が大盤振る舞いをするからといって、借金してま
で大盤振る舞いをしなくてもいいよ）
┌
スィワースィ［
┌θiwaːθi］（名）
旧暦 12 月。「師走 ｣ の義。
┌
スィワーシャー　ムチーヌ
┐
　アスァー［
┌θiwaːʃaː　
muʧiːnu┐　ʔar
○
aː］（十二月にはムーチーがあるよ）。┌ティワースィ［┌tiwaːθi］と
もいう
スィン
┌
カリー
┐
ン［θiŋ┌kariː┐ŋ］（動）
引張られる。むりに引張られて連れ去られる。しょっ引かれる。しょびかれる。「そび
かれる」の義。スィン
┌
カッ
┐
ティ　
┐
ンジャン［θiŋ┌kat┐ti　┐nʤaŋ］（引張られてい
った）。スィンカリ
┌
ラン
┐
キ
┌
バ［θiŋkari┌raŋ┐ki┌ba］（引張られるな）。スィン┌カ
リヤッスァ
┐
ン［θiŋ┌karijar
○
r
○
a┐ŋ］（引張られやすい）。スィン┌カリーンフトー┐　ナ
ーン［θiŋ┌kariːŋΦutoː┐　naːŋ］（引張られることはない）。ヒジ┌ムンネー┐　スィ
ン
┌
カッ
┐
ティ　イ
┌
キ
┐
ン　バー
┌
イ　ゲーシーヤー
┐
　ピー
┌
シャー
┐
マ　
┐
ドゥー　
┌
ヤカリーチンドー［çiʤi┌munneː┐　θiŋ┌kat┐ti　ʔi┌ki┐m　baː┌i　geː　ʃiːjaː┐　p’iː
┌
ʃaː┐ma　┐duː　┌jakariːʧindoː］（ヒジムン＜化け物＞に引張られる場合、反抗する
と火で焼かれるということだよ）。
┐
イライ　
┌
シーガ
┐
　イキャーマ　ヒジ
┌
ムント
ゥ　ドゥシ
┐
　ナティ　
┐
ウン　
┌
アトゥラー　ジフン　ナイヤー
┐
　エーリ　
┌
シー
ガ
┐
　シュー
┌
タッチスァー［
┐
ʔirai　┌ʃiːga┐　ʔikjaːma　çiʤi┌muntu　duʃi┐　nati
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┐
ʔuŋ　┌ʔaturaː　ʤiΦun　naijaː┐　ʔeːri　┌ʃiːga┐　ʃuː┌tatʧir
○
aː］（漁りをしに行って、
ヒジムンと友達になって、漁りの時分になると合図しに来たってさ）
┌
スィンケーヤーヤー［
┌θiŋkeːjaːjaː］（名）
引っ張り合いの遊び。
┌
アミル
┐
シ［
┌
ʔamiru┐ʃi］（10 月 13 日に執り行われる豊漁祈
願祭。竜宮の神に祈願する祭祀）の日に未婚の娘たちが、
┌
バンドゥクマ［
┌bandu
kuma］（地名。村の中心地。「番所 ｣の義か）の道で、芋の蔓で作った丸い敷物（┌ス
ィンケー［
┌θiŋkeː］＜丸い敷物＞を、歌（アミドゥシヌ　ティービケー歌）をうた
いながら引き合って遊ぶ遊戯。
┌
スィンヌジョー［
┌θinnuʤoː］（固）
「天の門 ｣の義。
┌
ハンチャタイ［
┌hanʧatai］（神屋敷）の名。
┌
スゥイファットゥ［
┌θuiΦattu］（名）
「鶏法度」の義。麦、粟など、穀物の収穫がすむまでは鶏の放し飼いを禁じた村内の
掟（村内法）。穀類（麦、粟）の収穫時には、同時に庭や道々で穀類の日干し乾燥が
行われる。鶏を放し飼いにすると多大の損害を受けるので、それを防ぐために作ら
れた村内法である。この時期には青年たちが取り締まりを強化した。放し飼いにさ
れた鶏は、青年たちが自由に捕獲して処分してよいことになっていた
┌
スゥーヤー［
┌θuːjaː］（固）
屋号。唐船（進貢船）の船頭を輩出した家。「唐屋」の義か
┌
スゥクリンガーヌ　ウガミ［
┌θukuriŋgaːnu　ʔugami］（連）
徳仁港にある井戸＜井泉＞の祈願。９月下旬に
┌
スゥクリンガー［
┌θukuriŋgaː］と、
┌
イシンミガー［
┌
ʔiʃimmigaː］（石嶺家にある井戸。スゥクリンガーウガミと同じ
日に
┌
イシンミガーウガミが執り行われる）への祈願を行う。井泉のグン
┌
スィ ［ーgun
┌θiː］（恩義。ご恩）に対する感謝の祈願。水の恵みに対する感謝の祈願
スゥシ
┌
ジマイ［θuʃi┌ʤimai］（名）
年の暮れ。「歳仕舞い」の義。年の終わり。年末
┌
スゥシノー
┐
イ［
┌θuʃinoː┐i］（名）
「歳直り」の義。初種蒔き。巳年生まれの人に頼んで、ミーアムトゥの
┌
ハッタニ
［
┌hattani］（初種蒔き）を行うこと。
スゥシン
┌
ユルー［θuʃiɲ┌juruː］（名）
大晦日。「歳の夜」の義。スゥシヌ
┌
ユル ［ーθuʃinu┌juruː］ともいう。大晦日の夜には、
┌
ンマリカシヌウガン［
┌
ʔmmarikaʃinuʔugaŋ］の神行事が執り行われる
┌
スゥスゥイ［
┌θuθui］（名）
雑巾。
┌
ヌンギリ［
┌nuŋgiri］（布切れ）ともいう。┌ギノー┐　スゥスゥイ┌シャーマ
ル
┐
　プキ
┌
タル［
┌ginoː┐　θuθui┌ʃaːmaru┐　pu
○
ki┌taru］（縁側は雑巾で＜ぞ＞拭
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いた）
スゥスゥ
┌
ビー［θuθu┌biː］（名）
61 歳、73 歳の生年祝い。「歳日」の義か。旧正月の後の最初か二番目の「生まれ年
の干支の日」に健康祈願の神願いを執り行った。これには村中の人が参加して祝った。
スゥスゥビー
┌
ウイエー［susubiː┌ʔuijeː］（誕生祝い）という。85 歳の祝いは公的に
はほとんど行わなかった。単に
┌
ンマリスゥスゥビ［
┌mmariθuθubi］（生まれ歳日）
という。88 歳のスォー
┌
ハキ［θoː┌haki］（トーカチ。斗掻の生年祝い。88 歳の生年
祝い）は旧暦８月８日に、
┌
ハジマヤー［
┌haʤimajaː］（97 歳の生年祝い）は９月７
日に執り行った。13 歳は
┌
ジュースァンウイエ ［ー
┌
ʤuːr
○
aŋʔuijeː］（13 歳の生年祝い）
という
┌
スゥヌチグヮー［
┌θunuʧigwaː］（名）
殿内小。昔は国王の従者が宿泊した所という。現在はイラブーの焙乾小屋となって
いる。
┌
スゥバー［
┌θubaː］（名）
兎唇。口唇裂。三つ口。
┌
ショーエキヲーヤ
┐
　スゥバー　
┌
ヤタッチル
┐
　スォー
┌
チ　
ンジュータン
┐
　タカ
┌
ミネ　ッチューン　チュヌ
┐
　ノー
┌
チャッチスァー［
┌
ʃoːjekiwo
ːja┐　θubaː　┌jatatʧiru┐　θoː┌ʧi　nʤuːtan┐　taka┌mine　tʧuːn　ʧunu┐　noː┌ʧat
ʧir
○
aː］（尚益王は口唇裂であったそうだ。唐に留学した高嶺という人が＜切開手術を
施して＞治したそうだよ）
┌
スゥムスィラー［
┌θumuθiraː］（名）
海に遭難した人の霊を弔う祭祀。毎年４月と９月のハンジャナシー祭りの期間中に、
当該家では、各家のスィーンユタに依頼して執り行う。ユランマの浜で行われる。
供物は、高膳に
┌
ンムクリアンダーギー［
┌mmukuriʔandaːgiː］（芋くずの油揚げ。
てんぷら）２皿、酒２コップ、ハラザカナ２皿を供えて祈願する。祈願の後、供物
のお初を海に投げ入れる。供物は特に決まっていない
スゥラ
┌
ティー
┐
ン［θura┌tiː┐ŋ］（動）
育てる。ガン
┌
ジュー
┐
スァ　スゥラ
┌
ティー
┐
ン［gan┌ʤuː┐r
○
a　θura┌tiː┐ŋ］（丈夫に
育てる）。スラ
┌
ティラン［θura┌tiraŋ］（育てない）。┌キャーチ┐ン　スゥラティ┌ヨ
ースァンタン［
┌kjaːʧi┐n　θurati┌joːr
○
antaŋ］（どうしても育てることが出来なかっ
た）。ワー
┌
ガ
┐
　スラ
┌
ティティカラ　ヤーネー
┐
　ゲー
┌
シュスァー［waː┌ga┐　θura
┌titikara　jaːneː┐　geː┌ʃur
○
aː］（私が育ててから君にあげる＜遣る＞よ）
┌
スゥル
┐
バン［
┌θuru┐baŋ］（固）
屋号。資産家であった。昔は唐船＜進貢船＞の船頭を出した家柄。西銘五郎氏（沖
縄からの初代アメリカ移民）は、その一門の出身である
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┌
スゥンジー［
┌θunʤiː］（名）
冬至。久高島では特に冬至の神事はない。冬至の雑炊も作らない
スゥン
┌
ジャク［θun┌ʤaku］（名）
看病。自己看護。介抱。ドゥースン
┌
ジャク［duːθun┌ʤaku］（自己看護。自分で自分
の病気を治すこと）。
┐
ティーン　チャーマガ
┌
イ　チュータスィガ
┐
　パハー
┌パハー
┐
ガ
プティ
┌
バーユーシャーマ
┐
　メー
┌
ニ
┐
チ　ピーヤチ　スゥン
┌
ジャク　チャクトゥル
┐
ティーヌ　
┌
マガヤー
┐
　ノー
┌
タッチル［
┐tiːn　ʧaːmaga┌i　ʧuːtaθiga┐　pΦaː┌pΦaː┐
ga　puti┌baːjuːʃaːma┐　meː┌ni┐ʧi　┐pijaːʧi　θun┌ʤaku　ʧakuturu┐　tiːnu　┌maga
jaː┐　noː┌tatʧiru］（手も曲がったままになっていたが＜そのまま曲がりしていたが＞、
お祖母さんが蓬湯で毎日冷やして看病したので、手の曲がりは治ったそうだ）
┌
スェーヤ
┐
ク［
┌θeːja┐ku］（名）
神職を退くこと。「退役」の義か。男女 70 歳になると神職を退くことをいう
┌
スェーラーガーミー［
┌θeːraːgaːmiː］（名）
８月 12 日に執り行われる祭祀。島の人々の健康祈願祭。
┌
テーラーガーミー［
┌teː
raːgaːmiː］ともいう。８月 12 日の朝、追い込み漁の準備がなされ、出漁する。┌ウ
タカムン［
┌
ʔutakamuŋ］（漁獲物）を外間スォールイが外間殿、外間ノロ家へ、久
高スォールイが久高殿、久高ノロ家へ奉納する。残りの魚は刺身にする。夕方、51
歳から 70 歳までの男子が
┌
スィンヌジョー［
┌θinnuʤoː］（天の門）といわれる┌ハ
ンチャタイ［
┌hanʧatai］（神の屋敷）で健康祈願が執り行われる。それが済むと、
そこから浜へ降りて行き、浜から
┌
リューグー［
┌rjuːguː］（竜宮）へ向かって祈願
が執り行われる。浜では刺身が配られ、
┌
スィル
┐
ル［
┌θiru┐ru］（神歌。┌ティル┐
ル［
┌tiru┐ru］ともいう）を歌いながら┌ミチジュネー［┌miʧiʤuneː］（歌や踊りで
行列を作り、練り歩くこと）をして久高殿に行き、久高殿で
┌
コイナー［
┌koinaː］
の
┌
スィル
┐
ル［
┌θiru┐ru］（神歌。┌ティル┐ル［┌tiru┐ru］ともいう）が歌われる。
その後着替えて、ユナンマの浜へ下り、そこで刺身を食べて歓談する。余興として
若者達による相撲が取られ、村人たちがこれを見学して終わる
ソージ
┌
マティー［soːʤi┌matiː］（名）
五月に執り行われる麦の穂祭り。麦の初穂儀礼。ノロとウンシャク（54歳から60歳ま
でのイザイホーに参加した巫女）がヤグルガーで精進潔斎をして執り行う神事。
┌
マブ
ッチマ
┐
ティー［
┌mabutʧima┐tiː］（麦の穂祭り）ともいう。┌マブッ┐チ［┌mabut┐
ʧi］（麦飯）は祭りの当日、各組の当番の人が作って外間殿に運び、祭りの祈願が行
われる。当日の
┌
アサマティ ［ー
┌
ʔasamatiː］（朝祭り）と┌ユーマティ ［ー┌juːmatiː］
（夕祭り）、そして翌日の
┌
ユーマティー（夕祭り）の順で祈願が進められたが、現在
は仕事の関係上、翌日の祭りは、
┌
アサマティー（朝祭り）に変更されている。
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スォー
┌
ミン［θoː┌miŋ］（名）
そうめん（素麺）。スォーミン
┌
チャンプルーヤ
┐
　ウマ
┌
スァンドーヤー
┐
　ワナー　ニ
チ
┌
ヨービヤ
┐
　ピル
┌
マーヤ　チャー　ウリ
┐
ヤル［soːmin┌ʧampuruːja┐　ʔuma┌r
○
a
ndoːjaː┐　wanaː　niʧi┌joːbija┐　piru┌maːja　ʧaː　ʔuri┐　jaru］（素麺チャンプル
ーは美味しいよ。私は、日曜日はいつも昼食はそれである）
スォールイウイ
┌
エー［θoːruiʔui┌jeː］（名）
スォールイガナシの就任祝い。徳仁港と
┌
ユランマヌパハマ［
┌jurammanupΦama］（ユ
ランマの浜）と
┌
ミガー［
┌migaː］で新任者の祈願（グヮン┌ダティ［gwan┌dati］
＜願立て。祈願＞）と退任者の満期のお知らせ（グヮン
┌
ブトゥ
┐
キ［gwam┌butu┐
ki］＜願解き＞）の祈願をスィーンユタに依頼して執り行ってもらう。新任者の┌ユ
ナイガミ［
┌junaigami］（姉妹神）が前任者の香炉から灰を貰い、新任者の香炉に
移し、前任者の
┌
ユナイガミ［
┌junaigami］（姉妹神）と一緒に香炉を新任者宅へ運
ぶ
┌
スォールイガナシー［
┌θoːruiganaʃiː］（名）
男性神職者。「棹取り神」の義か。竜宮の神の祭祀を司る神職者。任期は２年。朝昼晩に
スォールイ神棚にお茶を供え、晩には盃に酒を注いで供える。60歳前後の男性で、
┌
ハ
ッシャ［
┌haʃʃa］（頭）を経験した人から年齢順に選任される。久高島の神行事は
総て年齢順で行われた。同年の場合は、ティ
┌
キスィラ［ti
○
┌kiθira］（月兄。生まれ
月の早い者）の順になされた。旅で生まれた人はティキスィラでも後回し。同年齢
の最後尾に位置づけられる。スォールイはニーッチュによって指名される。ウプフマ
ーミキの祭りが終わってから該当者の家に行き、指名した。指名された者は絶対に
引き受けなければならなかった。指名することを、
┌
スァス［
┌r
○
asu］という。ニー
ッチュが不在の時は外間ノロが来て指名を代行した。スォールイ棚（神棚）は、一
旦次のスォールイに引き継いだ後、その後任に完全に引き継ぐまではそのままにし
ておき、スォールイ棚を引き払わない。ＡからＢへ引継いだとき、Ｂが２年の任期
全うしてＣに完全に引き継ぐまでＡはスォールイ棚（神棚）を引き払うことは出来
ない。Ｂが任期中に死亡するとスォールイ神はＡに戻るからである。スォールイガ
ナシーは任期中決して頭を下げない。挨拶は両手を合わせ（合掌）てなされた。相
手が頭を下げても合掌で返礼した。スォールイを引き受けられない事態が生じた場
合、指名の前にニーッチュのところへ行き、理由をのべて辞退した。スォールイの
家に妊婦がいるとスォールイの家では出産できない。妊婦は実家へ戻って出産した。
ノロ以下の神行事があるときは、スォールイガナシーも毎月の神行事に参加した
スォールイスゥイ
┌
ケー［θoːruiθui┌keː］（名）
新任スォールイと前任スォールイの間で取り交わされる盃事。フバヤク［Φubajaku］
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の第二日に執り行われる
┌
スォールイダカ
┐
ティ［
┌θoːruidaka┐ti］（名）
スォールイが執り行う村の神行事の経費。現在は百円ずつ徴収してスォールイ棚に
保管し、
┌
フバ
┐
ヤク［
┌Φuba┐jaku］（久高島の御嶽の清掃すること。健康祈願、大
漁祈願をした後、70 歳になった
┌
スァムトゥ［
┌r
○
amutu］（神女が 60 歳になると神
事の雑役から解放されてノロのお供をする神女組織の階級）の退任式をフボー御嶽
で行い、スゥイケー［
┌θuikeː］（トゥイケー。盃の交換。盃事）を執り行う際に収
支の決算をする
┌
スォールイダナ［
┌θoːruidana］（名）
スォールイ神を祀ってある神棚。一番座の縁側の東南隅の桁にしつらえ（設え）て
ある。朝昼晩線香を焚き、御茶湯を供え、神酒を供えて拝んだ。スォールイを交代
する際は、現任のスォールイの神棚の香炉より灰を移して祀り、それを受け継いだ。
┌
アラミンニー［
┌
ʔaraminniː］（月初の干支の巳の日）に┌ミガーで身を清め、スォ
ールイ棚を洗い清めた。昔はスォールイガナシが冷水をかぶって身を清めたという。
冷水を被ることを、パハーミカ
┌
スン［pΦaːmika┌suŋ］（体温を温める。冷水を被った後、
体が自然に温まること）といっていた。
スォールイ
┌
マカネー［θoːrui┌makaneː］（名）
スォールイ賄い。外間根人家から始まる。各家庭より、イザイホーに参加した神
女（巫女）がスォールイ家の玄関に跪いて合掌し、スォールイマカネーのご案内
の趣旨を言上する。案内をした家では、先ずスォールイと案内した家の主人との
間で盃事が取り交わされ、次に奥さんとスォールイの間で盃事が行われる。盃事
の終了後に
┌
チョーキ［
┌
ʧoːki］（茶請け）をスォールイの苞＜土産＞にする。スォ
ールイマカネーの神酒を集めるためにミキ
┌
ハティミヤー［miki┌hatimijaː］（神酒
を担ぐ人。
┌
ンナグラー［
┌nnaguraː］＜十五歳になった少年。ジューゴーナヤーの
こと＞）がスォールイと一緒に各家をまわった。神酒一升を量ってスォールイが備
え付けのバケツに入れ、次にその家の男の人数分を分けて入れる。本来は 15 歳の生
年（
┌
ジューゴーナヤ ［ー
┌
ʤuːgoːnajaː］＜ 15 歳の少年＞）が神酒を担いで運んだが、
現在はジューゴーナヤーがいないので各家庭より持参して祭りの場に備え付けてあ
る容器に神酒を入れる。これが８月 10 日、11 日、12 日に行われるパハティグヮティ
マティーの祭祀用の神酒として利用される。一軒の神酒を集めた所へ次の家の人が
来てワーンネーをすると、その人に導かれて神酒を集めに行った
スォーン
┌
チュミム
┐
チ［θoːn┌ʧumimu┐ʧi］（名）
唐黍（トウモロコシ）で作った餅。「トーナチン餅 ｣（唐黍餅）の義。ハシャ
┌
キ ［ーhaʃa
┌kiː］の時に作って火の神や仏壇に供えた
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┌
ダキングヮ［
┌dakiŋgwa］（名）
「抱き子」の義。７歳未満の幼い子供が死ぬと、親が抱いて葬式を出した。その葬式
の仕方
┌
ダビ［
┌dabi］（名）
葬式。７歳以上の人が死ぬと柩をガンに載せて葬式をした。
┌
チュヌ
┐
　ヒ
┌
ヤーマ
┐
（
┌
マーシャーマ）シュー
┌
ヤ　ダビ
┐
　ヤッチロ ［ー
┌
ʧunu┐　çi┌jaːma┐（┌maːʃaːmaː┐）
ʃuː┌ja　dabi┐　jatʧiroː（jai┐bitʧiroː）］（人が死んで＜亡くなられて＞、今日は葬式
だそうだ＜葬式だそうです＞）。人が死ぬと、51歳以上の男の人が集まり、その家の
庭で
┐
プン［
┐p’uŋ］（船。柩）を作る。┐プン　┌トゥクイガ┐　イキン［ ┐p’un　
┌tukuiga┐　ʔikiŋ］（柩を造りに行く）という。久高島では乳幼児の臨終に際して、
台所へ連れて行き、そこで臨終を迎えさせる習慣があった。村に死者が出ると、各
家の門に
┌ペヘー［
┌ pΦeː］（灰）を撒き、┌スォー［┌θoː］（棹）を門の入り口に渡し
ておいて悪霊の進入を防ぐ習慣があった。
┌
クニガミ［
┌kunigami］（国神。ノロ、
ニーガミ＜根神＞、ウッチュガミ＜掟神。ノロの補佐役＞）が亡くなるときは、各
家庭よりお米の供出があり、それで
┌
ヤジク［
┌jaʤiku］たちが餅を作った。51 歳以
上の人が死んだ場合には餅をつくった。入棺の時は家の戸を全部閉め切って入棺を
行った。それが済んだら、すぐガン＜赤馬＞に入れた。ガンは前二人、後ろ二人の
四人で担いだ
「タナ
┐
バタ［
┌tana┐bata］（名）
たなばた（七夕）。７月のお盆は七夕から始まる。昔は水を茶碗に入れて仏壇に供え
るだけで、墓の掃除はしなかった。最近は掃除をするようになった。七夕でなくて
も土曜、日曜日を利用して掃除をする人もいる
┌
チャー
┐
キ［
┌
ʧaː┐ki］（副）
すぐ。すぐさま。即刻。即時に。シン
┌
シー
┐
ヤ　
┌
スゥグリンチュ　ヤク
┐
トゥ　
┌
チャー
┐
キ　ワカイン
┌
シェー
┐
ムンヌ［ʃiŋ┌ʃiː┐ ja　┌θugurinʧu　jaku┐tu　┌ʧaː┐
ki　wakaiŋ┌ʃeː┐munnu］（先生は優れた人だから、すぐお分かりになりなさるよ）
┌
チュパッ
┐
ク［
┌
ʧupak┐ku］（名）
一網。「一袋」の義か。網を１回入れて漁獲すること。追い込み漁をする際に網を１
回入れること。スィティグヮティ
┌
ディナ
┐
ヌ　
┌
バーイ　スァーキカイ
┐
　チュ
┌
パ
ックシャー
┐
マ　
┌
ユカイシャク
┐
　スゥティ　
┌ピヒャースァ
┐
　ヘーティ　
┐
チャス
ァー［θitigwati┌dina┐nu　┌baːi　r
○
aːkikai┐　ʧu
○
┌pakkuʃaː┐ma　┌jukaiʃaku┐　θuti
┌pΦjaːr
○
a┐　heːti　ʧar
○
aː］（七月綱のとき、スァーキビシ＜ターキビシ＞で、一袋＜一
網＞で沢山の＜相当量の＞漁獲をして＜獲って＞早々と帰って来たよ）
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